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〈プロローグ〉初恋とお姫様抱っこ




　強い日差しが川面を照らし、豊かな水の流れはキラキラ輝いている。向こう岸が見えないほど広く長い川は、『ランナケルド王国』の暮らしに潤いを与え、農作物の実りに大きな影響を与えている。

「暑い。帽子をかぶらないと怒られちゃう」

　緑豊かな河川敷に寝転びながら、セレナは長い手足を大きく伸ばした。

　くりりとした大きな瞳が印象的で、表情も豊かで愛らしい。背中の真ん中辺りまである金色の髪やレースがふんだんに使われたドレスが土に汚れることにも構わず寝転ぶ姿は、まだまだ子供だ。

「そろそろ帰らなきゃアメリアがデザートをくれないかも。……だけど、お城に連れ戻されたら嫌だな」

　セレナは「あーあ」と呟つぶやきながら体を起こし、足元に転がっている靴を手に取った。立ち上がり、靴を手にしたまま素足で歩き出す。

　色とりどりの花を眺めながらゆっくりと歩いていると、川面に反射する日差しがまぶしくて、何度も手をかざした。

　この川は、領土を縦断し、隣国との国境近くの海に注ぎ込んでいる。

　ランナケルドは小さな国だが、豊かな水資源によって農作物の収穫高はかなりのもので、周辺国から買い付けに来る人で賑にぎわい、活気がある。穀物類や野菜、川で釣り上げられた魚など、あらゆる食材を売る一方で、買い付けに集まった人たちを相手に商売をする人々も多く訪れる。

　周辺諸国から多種多様の商品が集まり取引が行われる交易の場となっているのだ。

　領土の大きさも軍事力も周辺国に太刀打ちできるものではなく、開戦となり攻め入られれば、ひとたまりもない。だが、この肥ひ沃よくな国土と、真面目で実直な国民たちの働きのおかげで、ランナケルドには平和な時間が流れていた。

　その後押しをしているのが、ランナケルドの東側に位置する大国『ミノワスター王国』だ。ランナケルドの十倍の広さを有する国土と強大な軍事力で周辺諸国を掌握しており、ミノワスターの怒りを買うということは、その国に未来はないということになる。

　ランナケルドが小国ながらも穏やかな生活を営めるのは、このミノワスターの影響が大きいことに他ならない。

　ミノワスターの国王であるリナルドとランナケルドの国王であるジェラルドは同い年の五十歳で、子供の頃から顔を合わせる機会も多く、男同士の友情を育んできた。いずれは国を率いていかねばならないプレッシャーと、自由に生きることが許されない窮屈な日々。同じ立場を有する親友同士であった。

　共に王位を継承し、一国の主となって以降もその関係は続き、今ではミノワスターは小国ランナケルドを他国の侵入から守る要となっている。

　一方、ランナケルドの豊かな食糧事情に対して、ミノワスターには国民すべてが満足できるほどの農作物の収穫量はない。ランナケルドと違い大きな川もなく、山も少ないせいか貯水能力も低いのだ。一部の地域では穀物や野菜を収穫できるのだが、それは国民全体が必要とする量の半分にも満たない。そのため、建国以来ミノワスターはランナケルドから農作物を調達し、水を運んでいるのだ。

　つまり、ミノワスターがランナケルドを他国の侵入から守っているのはその対価であり、食糧と軍事力という互いに不足しているものを補い合っている。

　その努力のおかげで、永い間、両国の平和は維持されていた。

　十歳を迎えたばかりのセレナも、穏やかな日々の中で健やかに過ごしている。

　彼女の一番の楽しみは、城下に下りて買い物をすることだ。屋台を眺めながら歩くのが大好きで、普段見ることがないキレイな布や糸を見つけるたび、警護として側にいる騎士や侍女に買ってもらう。そして、編み物や刺し繍しゅうが趣味の彼女はそれを大切に持ち帰り、アメリアに難しい刺繍を教えてもらうのだ。

　忙しい国王夫妻に代わり、セレナが赤ちゃんの頃から彼女の世話をしてきたのは、離宮の管理をしている侍女頭のアメリアだ。今年四十歳を迎えた彼女は、代々離宮の管理をしている家に生まれ、子供の頃から侍女としての役割を教えられてきた。髪をきっちりと結い上げて仕事に励む真面目な性格で、セレナに厳しい言葉をかけることも多いが、セレナのことを誰よりも気にかけている情に厚い女性だ。

　セレナよりも二歳年上の姉であり、次期女王のクラリーチェは体が弱く、国王夫妻は彼女にかかりきり。そのせいで、セレナは王宮にいても寂しい想いをすることが多く、離宮に行ってはアメリアに甘えてきた。

　セレナは幼い頃から王族として必要な礼儀作法や知識を家庭教師たちから学んでいるが、本来なら母親が教えるべき料理や掃除の仕方、洋裁、編み物、刺繍などのほとんどは、アメリアから教わっている。いつかは他国に嫁ぐセレナの将来を考えているアメリアの指導は、かなり厳しかった。

　十歳となり、最近では王宮でダンスのレッスンも増えたが、これだけはセレナは苦手で、先生が来る日は離宮に逃げ出すことも多い。必然的に舞踏会も苦手で、セレナやクラリーチェも参加しなくてはならない国王主催の舞踏会が、セレナは大嫌いだ。重いドレスも歩きづらい靴も、苦痛以外のなにものでもない。

　今日も、王宮ではクラリーチェの誕生日を祝う晩ばん餐さん会かいが開かれていて、各国から王族や貴族たちが出席している。

　セレナもドレスを着せられ参加していたが、おいしそうな料理を前にしても自由に食べることもできず、礼儀正しく挨拶をしなさいと叱られ、逃げ出してきたのだ。

　ごった返す城内から離宮に行くのは簡単で、アメリアに叱られながらも好物のシフォンケーキを食べさせてもらい、お気に入りの川辺でお昼寝を楽しんでいた。

　セレナが離宮に逃げ出すのはアメリアには想定の範囲内で、驚くことなく、離宮で働く侍女を王宮に向かわせ、国王に伝えていた。

「あ、お魚が飛んだ」

　そろそろ離宮に戻ろうとしていた時、川面からぴしゃりと音がして振り返れば、何匹かの魚が飛び上がっていた。

「いいな、自由に泳げて」

　セレナはそう言って口を尖とがらせた。そして、子供が着るには重すぎるドレスを見下ろし、大げさにため息をついた。

「ズボンのほうが木登りしやすいんだけどな」

　セレナは再び川面に視線を向け、元気に飛び跳ねる魚を羨ましそうに見つめる。

「いいな、お魚になりたい。鳥でもいいな、自由に飛べるし」

　セレナは空を見上げ、真っ青な空に流れる白い雲に視線を向ける。

　ふわふわ自由に流れる雲でも、いいかな。

　父も母もクラリーチェの体調ばかりを気にかけていて、王宮にいても寂しい。離宮でアメリアと一緒に暮らしたいと何度言っても叶えてもらえない。今も、王宮に連れ戻されるのが嫌で、このままどこかに逃げ出したいと思う。

　子供ながらにその願いが叶かなわぬものだと理解しているセレナは、諦めたように唇をぎゅっと結び、離宮に向かって歩き出した。途中で、セレナの警護を務めている騎士団の長であるミケーレが待っていることも、これまでの経験でわかっている。

　ランナケルドの王女として生まれた責任を、子供ながらに感じているのだ。だからこそ、セレナは魚や鳥のように自由になりたいと、夢見ている。

「ま、いいか。お魚さんはアメリアが焼くおいしいパンを食べられないし、鳥さんはキレイな刺繍もできないもん」

　自分を励ますようにセレナはそう呟くと、足元に置いていたバスケットを思い出し、慌てて手にした。アメリアが持たせてくれたそれは意外に重く、持ち上げた途端に落としてしまい、中のものが辺りに散らばった。

「あーあ」

　セレナはしゃがみ込み、バスケットから飛び出した水筒や膝かけをバスケットに戻した。

「あ、あそこにも……」

　少し離れた場所に、白いハンカチが落ちていた。

　セレナは立ち上がり、テクテクと歩いてそれを拾い上げようとした。その時、セレナが手にするよりも早く、横から手が伸びハンカチを拾い上げた。

「え？」

　目の前からハンカチがなくなり慌てて視線を上げれば、セレナよりもずっと背が高い、十五歳くらいの男性が立っていた。その手にはセレナの白いハンカチがあり、じっと見ている。

「へえ、キレイな花だな」

「か、返して」

　セレナは立ち上がってそのハンカチを取り返そうと手を伸ばした。けれど、一瞬早くその男性は体を逸らし、ハンカチを持つ手を遠ざけた。

「どうして？　返してよ」

　セレナはピョンピョンと跳び上がるが、ようやく身長が百四十センチを超えたセレナの手が、百八十センチほどはある男性に届くわけがない。

　男性は必死に飛び跳ねるセレナをくくっと笑い、手を上げたままハンカチを広げた。

「これ、セレナが刺繍したのか？」

「そ、そうよ。アメリアに教えてもらって一生懸命……え？　どうして私の名前を知ってるの？」

　セレナは驚いて動きを止めた。

「どうしてって、今日王宮で紹介してもらったぞ？　もしかして、俺のことを覚えていないのか？」

　ほんの少し不機嫌な声と共に見つめられて、セレナはドキリとした。

　明るい日差しに輝く薄い茶色の髪がキラキラしていて目を奪われる。それだけでなく、黒い燕えん尾び服ふくにホワイトタイを身に着けた姿は凛り々りしく、意志の強そうな目と口角が上がった形のいい唇に見とれ、セレナは視線を逸らすことができずにいた。

　まだ十歳、されど十歳。女の子はみな、格好いい男性に弱いのだ。突然現れた素敵な彼は王子様のように見え、ときめいた。

「お、王子様だ……」

　セレナは目の前の男性を凝視し、思わずそう呟いた。

　すると、その男性はなにを思ったのか面白そうに笑った。

「俺が王子様？」

　楽しそうに言った男性に、セレナは慌てた。

「あ、うん……でも、えっと、……王子様みたいに格好いいもん」

　男性の質問の意味がわからず、セレナは不安げに答えた。

　男性は、背の低いセレナに合わせるように腰を折り、同じ目の高さで見つめてくる。

　目の前にある精せい悍かんな顔に、セレナの緊張は最高潮。思わず一歩後ずさった。

　焦るセレナの愛くるしい姿に、男性は目を細め、にっこりと笑う。

　自分より年下の、ランナケルドのセレナ姫は、まだ十歳くらいだろうか。キレイというよりもかわいい女の子。

　清せい楚そでありながらも艶やかで麗しいと評判の姉のクラリーチェが『美しい妖精』と呼ばれる一方で、妹のセレナは『太陽の天使』と呼ばれている。

　微かに赤くなっている白い肌は生気に満ちていて、長い手足とすらりとした体。そして、くりくりと動く好奇心旺盛な瞳。周辺国の王子たちからの縁談が後を絶たないというのも納得できるほど、愛らしい。

　今も、ハンカチを気にしながらもチラチラと男性を見ながら頬を上気させている。晩餐会用に仕立てられた豪華なドレスは草や土で汚れ、おまけに素足だ。

　男性はその姿がおかしくて、肩を震わせた。

「太陽の天使ってのが、ぴったりだな。お嬢ちゃん」

　視線を合わせたまま言うと、男性はセレナの頬についていた土を指先で払った。

「あ……な、なに」

　突然顔に触れられて、セレナはびっくりする。思わず両手を頬に当て、後ずさった。

「元気なのはいいけど、せっかくキレイにしてもらったのにもったいない。ドレスを仕立ててくれた人が悲しむぞ」

　男性はセレナのドレスについている汚れを見ながら眉を寄せた。

「刺繍が大好きなら、針と糸を使う楽しさや大変さはわかるだろ？　こんなにキレイなドレスを仕立てるにはかなりの時間がかかってるはずだ。仕立ててくれた人の気持ちを考えなきゃな」

　静かな口調でそう諭され、セレナはハッとした。

　そうだ、ハンカチに刺繍をするのにもたくさんの時間がかかったのに、このドレスを作ってくれた人はどれほどの時間をかけたんだろう。

　セレナはドレスの汚れを慌てて払う。けれど、布地についた汚れはなかなか落ちない。土だけでなく、ぶどうジュースも染みついている。

「どうしよう……」

　セレナは自分のドレスを見下ろし落胆した。どうやっても落ちそうにない。

「お水で濡ぬらしたらキレイになるかな……えっと……」

　助けを求めるように、セレナは男性に視線を向けるが、それ以上言葉が続けられない。目の前の素敵な男性をどう呼べばいいのかわからないのだ。晩餐会で紹介されたようだが、一刻も早くその場から逃げ出すことばかりを考えていたセレナの記憶には残っていなかった。

　すると、男性はセレナの頭を優しく撫なでた。

「テオ。隣の国の王子様だ。ちゃんと覚えておけよ」

「テオ……」

　その名前には聞き覚えがあった。昨夜、クラリーチェと共に父から聞かされた名前だ。

　テオ王子と、テオの二歳年上の兄であるカルロ王太子が晩餐会に来られるから、ちゃんと挨拶しなさいと言い聞かされたことを思い出した。普段は優しい父が、国王の顔で念押しする姿に違和感を覚えたものの、眠くてたまらなかったセレナはそのことをすっかり忘れていたのだ。

「じゃ、テオはお姉様の……」

　セレナはポツリと呟いた。

　そうだ、お父様はテオ王子は将来ランナケルドに来てお姉様と結婚すると言っていた。そして私はランナケルドを出て、カルロ王太子と結婚するって……。

　眠い目をこすりながら聞いた父の言葉がよみがえり、セレナは胸に鋭い痛みを感じた。

　目の前に立つ燕尾服が似合っている王子様。その薄茶色の瞳がセレナをじっと見つめれば、彼女の鼓動はこれまで感じたことのないリズムを刻む。口からなにかが飛び出しそうなほどドキドキしている。

「さ、一緒に帰るか。俺も退屈で逃げ出してきたんだ。一緒に叱られてやるよ」

　ははっと笑いながら、隣国の王子テオは、手にしたままのハンカチを再び見る。

　ブルースターの刺繍が四隅に施されているが、糸の処理も荒く、どの花も大きさが違う。子供が刺繍したとすぐにわかる出来栄えだが、丁寧に糸を刺してある。

　テオはブルースターの花弁を指先でそっと撫でると、ニヤリと笑った。

「これは、俺がもらってやる」

「え？」

「まだまだ下手くそだけど、仕方がない、俺がもらってやる」

　テオはハンカチを素早くたたむと、燕尾服のポケットにしまった。

「それ……セレナの……」

　セレナは驚き、どう言っていいのかわからず口をパクパクさせた。

　ハンカチが入っているポケットをじっと見つめ、不安げな彼女に、テオは安心させるように笑顔を向けた。

「いつか、刺繍したハンカチを大切な男にあげるんだろ？」

「うん……。アメリアがそう言ってた」

「これは、練習だな。セレナに大切な男ができたら、これ以上に心を込めて刺繍してやれ」

「う……ん」

『大切な男』と言われても、まだまだ理解できる年ではない。河原で走り回り、木登りやアメリアと一緒に料理をしたり刺繍に励んだり。初恋もまだのセレナにはよくわからない。けれど、大きな手でセレナの手を掴つかみ、ゆっくりと歩き出したテオの背中を見ながら、胸が温かくなるのを感じた。

　セレナの手を握りしめ、時折振り返りながら歩くテオの顔が、恥ずかしくて見られない。だけど、いつまでも見ていたい。これって、おかしいのかな、病気かな。

　自分の感情に戸惑いながら、セレナは素足で歩いていく。日差しで温まった地面よりも、自分の頬のほうが熱いかもしれないと感じ、思わずうつむいた。

「どうした？　疲れたのか？」

　立ち止まったテオが、セレナを気遣い、顔を覗のぞき込んだ。

　目の前にあるテオの口元に、セレナの緊張は一気に高まる。後ずさった途端、体のバランスを崩してしまった。

　つないでいた手でセレナを支えると、テオは「ドレスが重いよな」と言いながらセレナの膝裏に手を差し入れた。そして、そのまま軽々と抱き上げた。

「きゃっ。こ、怖い」

「じっとしないと落ちるぞ。……まあ、離さないけどな」

　横抱きにしたセレナの真っ赤な顔を覗き込み、テオは優しい声で笑った。セレナを腕に抱き、ゆっくりと歩を進める。

　長身のテオに抱かれ、その高さが怖くて身を固くしたセレナは、テオの胸に顔をうずめた。

　セレナの金色の髪が太陽の日差しを浴びて輝き、『太陽の天使』と呼ばれるのも納得だ。汚れた素足も小さくてかわいらしい。

　そんな感想を抱きながら、テオは満足げな笑みを浮かべた。

　十六歳を迎えたばかりのテオは女性からの人気が高く、下心ありの視線や言葉を向けられることも多い。しかし、いずれ国益につながる政略結婚をしなければならないことを考えれば、中途半端に想いを受け入れることはできなかった。

　どの女性にも愛想よく振る舞い、好意を極上の笑顔で返すだけ。そして、本気で手に入れたいと思う女性に出会うことなく、その日その日を気楽に過ごしていた。

　しかし、今自分の腕の中にいる小さな女の子を、なぜかこのまま手放す気にはなれなかった。

「まだ子供なのにな……」

　じっと体を丸めているセレナを見つめながら、テオは苦笑する。

　いずれ兄と結婚し、テオが暮らすミノワスターの王妃としての未来が待っている女の子。本人はまだそんな未来を理解していないのだろう。

　今日の晩餐会も、クラリーチェの誕生日を祝うためのものだとはいえ、クラリーチェとの結婚が決められている自分と、セレナとの結婚が決まっているカルロをランナケルドの王族や貴族たちに紹介するというのが一番の目的だ。

　大国ミノワスターと弱小国ランナケルドとの相互協力の関係をこの先も続けていけるよう、両国の王子と王女の結婚が決まったのだ。

　王子という立場を前向きに受け入れているテオは、それを聞かされても特に抵抗することもなく、すんなり受け入れた。それは王太子である兄も同様で、セレナと結婚し、ミノワスターの王となることに同意している。

「だけど、兄さんのあの目……」

　テオは、晩餐会で見せたカルロの表情を思い出す。

　美姫として有名なクラリーチェを紹介された時のカルロの表情は、これまで見たことがないものだった。いずれ歴史に名を残す賢王になるだろうと言われている彼の、呆ぼう然ぜんとした顔はかなりレアで、テオは二度見してしまったほどだ。

「いよいよ兄さんにも初恋か……」

　テオは複雑な表情でそう呟くと、腕の中にいるセレナに視線を落とした。

　すると、恐る恐るとでもいうように顔を上げて辺りを見回しているセレナと目が合った。

「どうした？　とりあえず離宮に行くから、もうしばらくおとなしくしてろ」

「……歩ける。私、自分で歩けるもん」

　セレナの小さな声に、テオはくすりと笑った。

「歩けるだろうけど、そうなると俺はそのかわいい顔をじっくり見ることができないだろ？」

　子供に言い聞かせるにしては甘い声のテオに、セレナの顔は再び赤くなる。

「ほら、その真っ赤な顔をもっと見せろよ。今日ミノワスターに帰るから、しばらく会えないぞ」

「え、今日帰るの？」

　テオの言葉に、セレナはハッと声を上げた。

「ああ。王子様はいろいろ忙しいんだよ。だから、次に会うまでこのかわいいセレナ姫の顔を忘れないように、近くで見ていたいんだ」

「……いつ？　次はいつ会えるの？　あ……いい。なんでもない」

　セレナは自分の言葉に照れたのか、再びテオの胸に顔をうずめた。

「おーい。顔を隠すと見えないだろ？　こっちを向いてくれよー」

　からかうように笑いながら、テオは肩を揺らした。

　セレナはその言葉を聞いても頑なに顔を上げようとしない。恥ずかしさと、今日テオが帰ってしまうという寂しさで、どうしていいのかわからないのだ。

　そんなセレナの姿に目を細めながら、テオは離宮に向かって歩き続ける。傍らを流れる川を見れば、水鳥が上空を飛び回り、楽しげな鳴き声も聞こえてくる。

「川か……」

　ゆったりとした流れにほーっと息を吐き出し、テオはニヤリと笑った。

　そんな表情を見ることのないセレナは、なぜかドキドキする胸に戸惑いながら、テオに体を預けた。




　ミノワスター王国第二王子、テオ十六歳、ランナケルド王国第二王女、セレナ十歳。

　ふたりが初めて会ったこの日、テオと、セレナの姉クラリーチェの婚約が発表され、同時にテオの兄カルロとセレナの婚約も発表された。










寂しい王女様




「お姉様の熱はまだ下がらないの？」

「はい。多少下がったのですが、頭も痛むようでお食事も召し上がりません」

「そう……冬の寒さで体が弱っているのかしら」

「お医者様はしばらくゆっくり寝ていれば大丈夫だとおっしゃっていました。まずはよく食べて体力をおつけするようにと」

　侍女のリリーはそう言って頭を下げ、クラリーチェの部屋へと向かった。

　セレナは侍女の背を心配げに見つめ、息を吐いた。

　子供の頃から体が弱く、熱を出すことも多いクラリーチェは、この冬の寒さで体調を崩し、部屋にこもることが多かった。

　けれど、春が近づき、日中は明るい日差しが王宮内を照らしている。クラリーチェの体調もよくなればいいなとセレナは願う。

　セレナも姉の部屋に様子を見に行きたいのだが、ミケーレが待っていることを思い出し、玄関へと急ぐ。

　途中、父がいる執務室に立ち寄った。

　部屋の前に立つふたりの騎士がセレナの姿を認め、姿勢を正す。

「今から市いちに出かけるから、お父様に挨拶をと思ったのだけど。お忙しいかしら」

「先ほど宰相様とお話をされていましたが、今は大丈夫かと思います」

「そう。じゃ、ちょっと入るわね」

　セレナは騎士にそう言うと、さっさと自分で扉を開き、執務室に入った。

　広い部屋の奥にあるソファに、国王である父がセレナに背を向け腰かけていた。その隣には、母である王妃サーヤが座っていて、肩を寄せ合い話している。

　変わらず仲のいい姿を見せられて、セレナは肩をすくめた。

　ランナケルドの国王であるジェラルドと王妃サーヤの仲睦まじさは有名で、誰もがそれを誇りに思っている。結婚して二十年以上が経つが、国王が王妃を溺愛する姿は娘でも照れるほどだ。今もセレナが部屋に入ってきたことに気づかないのか、ひそひそと言葉を交わしている。

　そんなふたりの甘い世界を壊さないようゆっくりと近づくと、セレナの耳に自分の名前が聞こえてきた。思わず足を止め、耳を澄ませる。

「セレナのように馬を乗り回す必要はないですが、クラリーチェがもう少し健康なら私たちも安心できるのに」

　サーヤの震える声に、セレナは息を詰めた。

「クラリーチェは子供の頃から無理ができないからな。大人になれば体力がついて元気になると言われていたが……。なかなかそうはいかないな」

　ジェラルドの低い声にサーヤは頷うなずき、顔をジェラルドの肩に埋めた。

　彼女の震える体を、ジェラルドがそっと抱き寄せる。

　人前ではいつも明るく笑い、心配事などなにもないとでもいうように力強い言葉と態度で公務にあたる王。そして、王の後ろに控え、優しく穏やかなほほ笑みで国民を見守る王妃。誰もがふたりを敬い、忠誠を誓う。けれど、ふたりきりになればただの親に戻り娘のことに心を痛めている。

「もう少し暖かくなれば、クラリーチェも元気になるさ。子供の頃から冬は咳せきもひどかったし食欲が落ちていただろう？」

　ジェラルドは、サーヤをいたわるように彼女の背中を撫でた。

　ふたりがクラリーチェを誰よりも愛し、彼女の体調をいつも気にかけていることは、セレナもよくわかっている。

　セレナは生まれた時から健康で、女の子にしておくのはもったいないと言われながら育ってきた。

　ランナケルドには、王子が王位を継がなければならないという法はない。もしも王子が生まれれば、それ以前に何人王女がいても王子が王位に就くが、王子がいない場合には、正妃との間に最初に生まれた王女が王位を継ぎ女王となることが決められている。

　側そく妃ひを持たない王にはクラリーチェとセレナのふたりの王女がいるが、王子はいない。したがって、次期女王は第一王女のクラリーチェとなる。

「クラリーチェには、女王なんて無理です」

　いよいよ涙声になったサーヤが、絞り出すような声でジェラルドに訴えた。

「体が弱いクラリーチェが女王になるということは、あの子の寿命を縮めるということです。今でさえ城から外に出ず、床にふせることが多いというのに……」

「サーヤ、泣かなくていい。私もよくわかっている」

　ジェラルドの言葉に、サーヤは顔を上げた。

「だったら、あの子が女王にならなくてもいいように諸侯たちを説得していただけますか」

「いや、それは無理だ。法を簡単に変えることはできない」

　ジェラルドはサーヤを諫いさめるようにそう言って、首を横に振った。

「そんな……。あなたは、大切な娘を苦しめたいのですか」

　ジェラルドを責めるような鋭い声に、セレナは胸が痛くなる。幼少の頃から父と母のクラリーチェへの過度な愛情には慣れていたが、ここまで感情的になる姿を見るのは初めてだ。

　セレナが部屋にいることに気づかず会話を続けるふたりに声をかけるタイミングを逸したと感じ、このまま部屋を出ようと、ドアに向けて足を動かした。

　市に行くことはあらかじめ伝えてあるし、黙って出かけよう。

　そう思いながらそっと足を進めていると……。

「クラリーチェとセレナが逆ならよかったのに……」

　ひくひくとしゃくり上げながら呟くサーヤの声が聞こえた。

　その言葉に、セレナは足を止めた。

「そうよ。女王になる必要のないセレナがあれほど元気だなんて……騎士たちに交じって剣の練習はするし狩猟にも出かけて。最近では早馬を乗りこなしていると聞くし。その元気をクラリーチェに分けてほしいわ」

　切羽詰まったような大きな声が、部屋中に響く。

　セレナは国王夫妻に背を向けじっと聞いていた。目を閉じ、唇をぎゅっと結んで胸の痛みに耐える。

　王妃が今口にしたことは、長い間セレナも感じていることだ。

　王女には必要のない剣の練習や騎き槍やりの訓練をし、ランナケルドの象徴である川を渡るために船を漕こぐ練習もしてきた。しかし、それは決してセレナが心から望んでのことではない。セレナはいずれ他国に嫁がなければならない身ではあるが、彼女が王位に就く場合があるかもしれないと考え、苦しい訓練に励んできたのだ。

　王位に就くことがなくても、クラリーチェの役に立てるかもしれないと努力してきたが、その想いは父と母には届いていなかったようだ。いつまでも、父と母の愛情はクラリーチェだけに向けられている。

　そのことに納得しながらも、自分にも同じだけの愛情をいつかは注いでもらえるとどこかで期待していた。けれど、十九歳になった今も、それはありそうもない。

　セレナは目の奥が熱くなった。

　部屋を出る間際に振り返れば、ジェラルドがサーヤを抱きしめ慰めていた。

「心配しなくていい。クラリーチェのことなら、私にも考えがある」

　セレナは部屋のドアをゆっくりと閉めると、見張りの騎士たちに顔を見られないよううつむきながら、足早にその場を去った。




「お待たせ」

　セレナが小走りで城の玄関に行くと、既に出発の準備を整えていたミケーレが馬の手綱を差し出した。

　騎士見習いを終えてすぐにセレナの警護に就いたミケーレは、それから今まで九年間、セレナを見守り続けている。三十歳を迎えた今では警護騎士団を率いる長でもある。

　鍛え上げた屈強な体と、強面ながらも笑うと途端に浮かぶ優しい表情のせいか、女性からの人気も高い。しかし、セレナがミノワスターへ嫁ぐ日までは彼女に忠誠を誓うと決め、自分のことは後回しにしている真面目な男だ。

「ベスは今日もキレイね」

　銀色に近いグレーの毛並みが春の日差しに輝く馬は、ベスと名づけられたセレナの愛馬だ。彼女の十五歳の誕生日に隣国の王子テオから贈られて以来、仲よくしている。穏やかな気性だが体力があり、長距離でもスピードを落とさず走り続ける優秀な馬だ。

　セレナは馬の腹を優しく撫でると「今日も仲よくしてね」と声をかけた。

　ミノワスター王国の王太子カルロとの婚約が調って以来、セレナの誕生日にはカルロからはもちろん、カルロの弟であるテオからもプレゼントが届いているが、ベスだけでなくどれもセレナを喜ばせている。

　手先が器用でなんでも自分で作るセレナが喜ぶものをと考えたのだろう、キレイな布や刺繍糸、異国で作られたに違いない珍しいボタンなどが贈られることが多かったが、最近はそれに馬が加わった。

　セレナは子供の頃から騎士に交じって乗馬の訓練をしていたが、遠出ができるようになったタイミングで届いた馬に、セレナは大喜びだった。

「セレナ様がご用意された品々は、既に市に運んでおります」

　鐙あぶみに足をかけ軽い身のこなしで鞍くらにまたがったセレナに、ミケーレは声をかけた。

　セレナは自分の趣味である裁縫や編み物を役立てようと、鮮やかな色の布や糸が手に入るたびに洋服やカーテンを縫製したり、真っ白な布に複雑な刺繍を施したハンカチやテーブルクロスなどを作っては、市で売っている。

　今日は、月に一度開かれる市の日だ。たくさんの露店が並び、農民たちが丹精込めて作った農産物や、工芸品が売られ、国外からも多くの商人が集まる。普段見ることのない珍しいものも多く、その中には隣国ミノワスターで採掘される宝石もあり、見るだけでも十分楽しめる。

　たくさんの商品が並ぶ市の中でも、セレナが作ったものは人気があり、露天に並べばすぐに人だかりができ、即完売だ。安価だということも手伝い、次回を心待ちにしている客は多い。

　今回も、王族としての公務で忙しい合間にせっせと作り、ひと足先に市へと向かった侍女にそれらを預けてある。売り上げはすべて、親を亡くしたり、事情があって親と離れて暮らさなければならない子供たちが安心して暮らせるようにと、セレナが先頭に立って運営している施設に寄付している。

　セレナは体を馬の動きになじませながらふうっと息を吐き出した。こうしていれば、重苦しい感情も少しずつ癒やされていく。

　陛下の執務室で耳にした言葉に心は痛んだが、今日初めて聞いた言葉ではない。わかっていたことだと気持ちを落ち着け、ベスの腹を軽く蹴った。

「天気がいいから、きっとたくさん売れるわね」

　セレナは手綱をさばきながら気持ちを切り替え、ミケーレに笑顔を向けた。

　馬に乗ったミケーレを筆頭に、十人ほどの騎士たちが、セレナの隣に並ぶ。彼らはセレナの護衛として側に仕えている者たちだ。

　ミノワスターに嫁ぐ日が近づき、セレナは慣れ親しんだ彼らとの別れに寂しさを感じていた。

　城門をくぐりぬけ、日ごとに増す寂しさを押しやるように馬のスピードを上げる。

　家族との別れより、自分を守り続けてくれたミケーレたち。そして、離宮でセレナを育ててくれたアメリアとの別れのほうが、何倍も苦しい。セレナを心から愛し、大切に想ってくれた人たちとの別れを思うたび、『結婚なんてしたくない』と大声で叫びたくなる。

　けれど、王女であるという自分の立場と責任を考えれば、結婚を拒むことは無理だとわかっている。馬を走らせながら、セレナは軽く首を横に振り、考えても仕方のない切なさにふたをした。

　ミノワスターに嫁ぐことは、十歳の時から決まっているのだ。それに、婚約者である王太子カルロは国民からの人気も絶大で、ミノワスターは今後百年、カルロが作り上げるであろう政策によって明るいと言われている。婚約者であるセレナにも真摯な態度で接してくれる。

　ほどよい距離間と礼儀をわきまえた態度に他人行儀なところはあれど、結婚してから親しくなっていけばいいとセレナは思っている。

　セレナも八歳年上のカルロに会ってもなにを話せばいいのかわからず、黙り込むことが多い。互いに距離を取りながら誠実な関係を続けているほうが気楽なのだ。

　政略結婚ゆえ、それは当然なのかもしれない。カルロに対して恋心は抱いていないにしても、互いに信頼し合いミノワスターの発展のために力を尽くすことが、自分の役目だと、セレナは納得している。王女が自分の感情を持つことは許されないのだから。

「少し急ぎましょう。アメリアが焼いたパンだけは、売り切れるまでに手に入れたいの」

　セレナは溢あふれるつらさを忘れるように明るい声を上げる。燦さん々さんと降り注ぐ日差しと、春が近いとわかる柔らかな風に身を任せながら、毎月楽しみにしている市へと意識を向けた。




　農作物の収穫にはまだ早い早春の露店には、食糧よりも手作りの品々や遠方から来た商人たちが店頭に並べる貴金属のほうが多く、それらを目当てにしている女性たちで賑わっていた。

　交易の場として栄えているランナケルドの東端。王宮からも近く、国境を接するミノワスターから警護のために派遣された騎士たちが大勢いる。

　露店が並ぶ通りをゆっくりとしたスピードで馬を走らせるセレナに気づけば、ランナケルドだけでなくミノワスターの騎士たちも姿勢を正し、一礼する。

　いずれ自国の王妃となることが決まっているセレナへの敬意とでもいうべきか。というより、結婚前だというのにミノワスターでのセレナの人気はかなりのもので、カルロとの結婚を、今か今かと国民は待ちわびているのだ。

「セレナ様、おはようございます。これまでのところ、なにも問題はありません」

「マーク、お疲れ様。わざわざ来てもらって悪いわね」

　セレナは馬からひょいと降りると、露店の横に立ち周囲を見守っている、彼女よりも若い騎士に礼を言った。

「い、いえ、とんでもございません。市の警備に任命されたいと、騎士の誰もが願っておりまして……」

「そうなの？　まあ、そうよね。おいしい食べ物は多いし、かわいいお嬢さんもたくさん来てるし。誰か気に入った女の子がいれば、後押ししないこともないわよ？」

「いえ、そういう理由ではなく……セレナ様にお会いできるのが楽しみで……」

「ふふっ。おだててもらわなくても、後で騎士のみなさんには温かいスープとお勧めのパンを届けるわよ」

　そう言って笑ったセレナに、マークと呼ばれた騎士はぼーっと見とれた。

　セレナ本人は気づいていないが、彼女の金色の髪が太陽の日差しに照らされて輝き、ただでさえかわいらしいセレナの顔をいっそう魅力的に見せているのだ。乗馬服に身を包んだ立ち姿はスラリと伸び、王族としての気品も垣間見える。

「そうだ、この前ミノワスターを訪ねた時に剣の練習に付き合ってくれてありがとう。やっぱりいずれ騎士団長になるだろうと言われているマークには歯が立たなかったけど、あれから私も一生懸命練習したから、またよろしくね」

「は、はい。いつでも、喜んで」

　若い騎士たちの中でも剣の使い方や乗馬、そして狩猟の腕も群を抜いて優秀だというマークは、ミケーレの後継として期待されている。セレナに温かい言葉をかけられ、満ち足りた笑顔を浮かべた。

　すると、その様子をセレナの背後から見ていたミケーレが、呆あきれた声でふたりの会話を遮った。

「セレナ様。王女が剣の腕を磨くことに頭から反対はいたしませんが、既に騎士たち相手に対等にやりあえる程度の力はお持ちです。これ以上剣を振り回す必要はございません」

「えー。まだまだ強くなっておかなければならないのに……。だって……」

　セレナは両手を腰に当て、口を尖らせた。

「もっと剣の練習をして、いつかテオに勝ちたいの。剣でなくてもいい、早馬でテオの隣に並んで一緒に走れるくらい、馬にも上手に乗りたい」

　男性であり年上であるテオに自分が敵うわけがないとわかっていても、セレナは少しでも追いつきたいのだ。

　強い口調でミケーレにそう言うと、セレナは唇をかみしめた。

　テオの隣に並んで走るだけじゃなく、他にももっと一緒にしたいことはある。

　テオが好きなパンケーキなら、誰よりもおいしく焼けるようになった。テオの象徴花であるブルースターの刺繍も、何回も練習して見事な花を糸で咲かせることができる。それに、テオが勧める本は、全部読み終えた。どの本もセレナの向学心を満足させ、ミノワスターの歴史や現在の課題について理解できた。

　いずれ王妃となるセレナに必要だと考えて勧めてくれたのだろうけれど、テオも読み終えていると聞けば、集中して読むことができた。

「私、まだまだ……」

　テオのことが知りたい。

　思わず想いを口に出しそうになり、セレナは慌てて口をつぐんだ。

「セレナ様？」

　ミケーレが怪け訝げんそうにセレナの顔を覗き込んだ。

「ううん、なんでもない。あ、マーク、大変だけど警備をよろしくね。騎士が守っている中で騒ぎを起こすおバカさんはいないだろうけど」

　にっこり笑ったセレナに、マークは顔を赤らめて敬礼する。

「お、お任せください」

「そんなに力まないでね。休憩の時にはお店を見て回るといいわよ」

「はい、ありがとうございます」

　セレナは深く頭を下げるマークに苦笑しながらその場を後にすると、ゆっくりと露店を見て回った。

　三日間開かれる市の初日には多くの人が訪れ、かなりの賑わいをみせる。子供から年配の者まで、どの顔も明るい。

「あ、セレナ様、お気をつけて」

「ありがとう。ルルおばあちゃんも、転ばないようにね」

　セレナに気づいた誰もが頭を下げたり気さくに声をかけていく。

　幼少の頃から城下で過ごす機会が多かったセレナを、国民たちは見守り愛してきた。国王夫妻がクラリーチェにかかりきりで、セレナは離宮で育てられたということを知っているのだ。

　セレナはすれ違う人たちと言葉を交わしながら露店が並ぶ通りの奥にある食堂へと向かった。その後ろを、ミケーレと騎士数人がついて歩く。

「もう、ついてこなくても大丈夫よ。アメリアのところでご飯を食べるだけだもの」

　セレナは後ろを気にしながら面倒くさそうに顔をしかめた。歩みを速め、ミケーレたちと距離を取ろうとするが、彼らも足を速め、セレナの後を追う。

「だから大丈夫よ。あちこちにミノワスターの騎士たちがいるし、なにかあっても自分でなんとかできる。新人の騎士よりも剣の腕はいいんだから」

　ずんずんと先を急ぐセレナの言葉に、ミケーレはひるむことなくついて歩く。その目はセレナを見ているわけでもなく、彼女の身の安全に気を配っているようでもない。

　それに気づいたのか、セレナは眉を寄せた。

「な、なに。どうしてついてくるの？」

　セレナの問いに、ミケーレは歩くスピードを落とすことなく口を開いた。

「別にセレナ様の後を追っているわけではありません」

「は？」

「私たちも、アメリアが作るおいしい食事をいただきに行くだけです。セレナ様が自分の身は自分で守れることならみな承知しています」

　淡々と答えると、ミケーレは小走りでセレナを追い越していく。

「ちょ、ちょっと、待ってよ」

「いえ、待ちません。アメリアのおいしいパンは、売り切れ必至の貴重なものなので。お先に」

　ミケーレはそう言うと、スピードを速めて走っていく。他の騎士たちもセレナに一礼すると、ミケーレの後を追った。

「どういうこと……？　え、売り切れ？　やだ、絶対に食べたい」

　セレナはミケーレたちの後を追い、アメリアのパンを目指して走った。




「あ、アメリア、パン、まだある？」

　目指していた食堂に、セレナは勢いよく飛び込んだ。

　少し遅れてミケーレと騎士たちも入ってくるが、誰もが膝に両手をつき、荒い息を繰り返している。

　アメリアの息子のルチアーノが開いている食堂は町の人々に人気で、いつも混み合っている。普段ならルチアーノと彼の嫁のビビアンでどうにかまかなっているが、市のある日は客も増え、ふたりだけではどうにもならず、アメリアが手伝いに来るのだ。

　アメリアが焼くパンはふっくら柔らかで、お年寄りにも小さな子供にも食べやすく市の目玉商品となっている。

　セレナはそれを食べようと朝からワクワクしていたのだ。まさか、ミケーレや騎士たちもそれを狙っているとは思わなかったが。

「セレナ様、まあまあ、走ってこられたんですか？　大勢の人でごった返す人混みを走るなんて、周りの人に迷惑だからおやめください。以前も言いましたよね」

　エプロン姿のアメリアは、カウンターからセレナの元に来ると腕を組み、セレナやミケーレたちを厳しい目で睨にらんだ。

「だ、だって、パンが……」

「パンならいつでも焼いて差し上げます。いつまでも子供のままでは困りますよ。ミケーレ様もですよ。そろそろ結婚も近いかという大人が、セレナ様をあおってどうするんですか」

「い、いや、俺もパンが食べたくて」

　慌てるミケーレをアメリアはさらに鋭い目で睨み、黙らせた。

「ひゃあ、怖い」

　セレナは思わずそう呟き、後ずさった。

「まったく……見た目は美しい王女様でいらっしゃるのに、騎士と同じ格好をなさって馬を乗り回して……それはまあいいのですが。そろそろ落ち着いてくださいよ。ご結婚も近いようですしね」

「え？　結婚？」

「そうですとも。ミノワスターに嫁ぐための準備がいよいよ本格的に始まるようですよ」

　アメリアはそれが当然だとばかりにそう言って、カウンターへと戻っていく。

「パンもスープもすぐにご用意しますね」

　アメリアはミケーレに席に着くように指示すると、手際よく準備を始めた。

　セレナは『結婚』という言葉に、ずんと気が重くなった。

　わかってるけど、仕方ないけど、結婚するけど……。

　心の中でぶつぶつと繰り返し、トボトボとカウンターの席に着く。混み合う店内で空いているのはそこしかなかったのだ。唯一空いていたテーブル席にはミケーレたちがさっさと座り、水を飲んでいた。

「自分が私の護衛だってわかってるのかしら」

　ミケーレたちを見ながら呆れた声で呟くと、隣に座る男がクスクス笑い出した。

「ご、ごめんなさい。お見苦しいところをお見せしました」

　座ったまま頭を下げれば、隣の男の手がすっと伸び、カウンターに置かれていたセレナの手をぎゅっと握った。

「え？」

　セレナは驚き、その手を呆然と見た。

「あの？」

　隣を見れば、顔をセレナとは反対側に向けていて誰なのかよくわからない。しかし身に着けている乗馬服は見るからに上等で、どこかの貴族の子息のようだ。

　掴まれた手を引き抜こうと力を入れても、さらに強く掴まれびくともしない。

「あの、酔ってます？　この手を離してください。どこの誰かは知りませんが、あなたの恋人か誰かと勘違いしてません？」

　必死で引っ張っても男性の手から解放されず、セレナの顔は次第に赤くなっていく。

　すると、男性がもう片方の手をセレナの背中に回した。するすると何度か撫で、そのままセレナの肩を抱き寄せた。

「ちょ、なにするのよ」

　ぐっと引き寄せられ、セレナは慌てて離れようともがいた。

「離して。……離しなさい。私が誰だかわかっているの？」

　もがきながらミケーレを見ても、セレナの慌てる様子を面白がっているように笑っている。

　カウンターの向こう側のアメリアも、子供のいたずらを見ているように苦笑し、温めたスープを皿に移している。

　自分でなんとかするしかないと諦めたセレナは、椅子から転げ落ちそうになるのを堪えながら、二度三度、頭突きも交えながらぶつかった。

「いてっ。お前、いい加減にしろよ」

　男性は、セレナの攻撃を押さえつけるように彼女を羽交い絞めにすると、自分の胸に抱え込んだ。

「や、やだ、離しなさい。私はセレナ、王女のセレナよ。今すぐ離しなさい」

　男性の胸でもがきながら、セレナはその背中をポコポコ叩たたいた。

　全身を使い、必死で逃げようとする姿に、男性の目が優しく細められた。店内の客たちも、セレナの姿を眺めながら笑っている。

　セレナがもがき続けていると、頭上から笑いを堪えた低い声が聞こえてきた。

「相変わらず、じっとしていないよな」

「……じっと？」

「ほんと、王女という呼び名が似合わない王女だよな」

　セレナは押さえつけられた相手の胸が細かく震えていることに気づいた。笑いを堪えているような、そんな震え方だ。

「見た目は成長したのに、パンが食べたくて駆け込んでくるとは、中身はまだまだ子供だな」

　セレナをからかうような声。

　いつも彼女を子供扱いする明るい口調に、セレナはハッとした。

「まあ、俺があの川で抱き上げた時よりキレイになったけどな」

　それまで暴れていたセレナの体から、力が抜けていく。背中を叩いていた手も、動きを止めた。

　もぞもぞと顔を上げれば、目の前には期待通り、テオ王子の顔があった。セレナの顔を覗き込み、にっこりと笑っている。

「久しぶりだな、セレナ姫。元気だったか？　いや、聞かなくても元気だってわかるから答えなくてもいいぞ」

「テオ……王子。あの、もしかして、市に来たの？」

　いずれクラリーチェの夫になるテオは、婚約が発表されて以来、月に一度のペースでランナケルドを訪れ、国のあちこちを見て回っている。農家の手伝いをして汗を流したり、学校に出向いては子供たちに勉強を教えたり。ある時は年に一度開かれる川泳ぎの速さを競う大会に出場して好成績を残している。

　未来の女王の夫として、国民とのつながりを強くしようと考えているのだろう。

　本来なら婚約者であるクラリーチェがテオと共に過ごすのだろうが、体調が優れない時が多く、そのたびセレナが呼ばれ、テオの相手をしている。時々カルロもやってくるが、ミノワスターの国王の使者という役も負っているため、ランナケルドの王であるジェラルドと執務室にこもっていることが多い。

「この前の切り傷は治ったのか？」

　テオの声に、セレナは視線を上げた。

「傷？　あ、この辺りの傷？」

　セレナは無造作に束ねている長い髪を片側に寄せ、細いうなじをテオに見せた。

　二週間ほど前、馬術の練習をしていた時、テオのキレイな馬上の姿に見とれていたセレナは落馬し、肩から腕を打撲してしまった。その時、うなじに五センチほどの切り傷を負い、少しの出血があった。

　慌てて駆け寄るテオをはじめ、一緒に練習をしていた騎士や貴族の令嬢たちはその血を見て驚いていたが、セレナ本人は傷が見えないせいか落ち着いていた。

「ほとんど跡は残ってないってローズが言ってくれたんだけど、自分じゃ見えないの。どう？」

　セレナの身の回りの世話をしている侍女のローズが何度か塗ってくれた薬のおかげか、今では痛みもない。

　体をひねり、テオが見えやすいようにうなじを近づける仕草に、店のあちこちから「あらら」という囁ささやきが広がるが、セレナ本人は気にしていない。

　アメリアはため息をつきながら、焼きたてのパンを皿に盛っている。

　無防備にうなじをテオにさらすセレナは、大人になりつつある微かな艶と無邪気な少女の名残を併せ持ち、その魅力から目が離せない。テオは自分の腕の中にいるセレナの姿を見ながら、口元を緩めた。

　まだ十歳の頃の明るく優しい性格は残っているが、王女として、そしていずれはミノワスターの王妃になる覚悟と共に過ごしてきた約十年、彼女は着実に成長した。細いうなじからは、大人に変化している途中の色気が滲にじみ出ている。

　テオは視線を天井に向け、気持ちを落ち着けるように瞬きを数回繰り返した。そして、セレナのうなじに視線を戻すと、まだ少し赤い傷跡を指で撫でた。

「たしかに治りつつあるが……あとひと息だな」

　セレナはテオの指先の動きにピクリと反応する。

「そう？　もう痛みもないし、聞かれるまで忘れていたくらいなのに」

「白い跡が残るかもしれないな」

　テオはセレナの首筋全部が赤く染まっていくのを見て、満足げに笑った。

「そ、そう？」

　テオに体を預けたままのセレナは恥ずかしくてたまらない。

「テオ……」

　セレナの口から漏れた声はあまりにも小さく、テオの耳にしか届かない。

　テオは、とうとう耳まで真っ赤にしたセレナのうなじに唇を寄せ、傷跡を甘あま噛がみした。

「ひゃっ。な、なに……」

　テオの唇からの刺激に、セレナの体が跳ねる。指先で触れられるだけでも呼吸が乱れるというのに、甘噛みまでされ、セレナの許容量はいっぱいいっぱいだ。テオの腕の中、動きを止めて心を落ち着けようとするが、それはなかなか難しい。

　テオはうなじにあった唇を、セレナの耳元に寄せた。

「まあ、傷跡があっても、セレナの未来は決まってるからな。大丈夫だ、幸せな花嫁になれる」

　テオは腕の中でじっとしているセレナの体温を感じ、嬉うれしさで満たされていく。

　川辺で華きゃ奢しゃな体を抱き上げた時から、テオにとってセレナは特別な存在だ。愛しくてたまらない。

　テオの気持ちを知らないセレナは、『花嫁』という言葉で現実に返り、体を強張らせた。

　そうだ。もうすぐテオとは別の人の花嫁になるのだ。

　セレナは切なさを抱えながら、テオを見た。髪の色と同じ淡いブラウンの瞳は、出会った時から変わらずセレナを優しく見つめている。

「テオ……私、やっぱり……」

　テオが好き。

　思わずそう言ってしまいそうになった時、スツールに腰かけているセレナの足元に小さな女の子がやってきた。

「あら、ジュリアも来てたの？」

　セレナの足を小さな手で掴んだのは、近くに住むジュリアという四歳の女の子だ。セレナのことが大好きで、会えばいつも抱っこをせがんでくる。

　セレナは慌ててテオの腕から離れ、スツールに座り直した。

　テオに抱きしめられていた姿を見られていたことに気づき、ハッと店内を見回せば、そこにはセレナとテオに冷やかすような視線を向けている顔見知りたち。ジュリアの両親の姿もそこにある。ランチの最中だったようだ。

「え、えっと……」

　テオは姉のクラリーチェの婚約者だ、こうしてじゃれ合っていいわけがない。

　それがわかっていても、そして、多くの人の視線にさらされていると感じても、テオを好きな気持ちはどんどん大きくなり、抑えが効かなくなっている。

　どうしたらいいのだろう……。

　セレナは落ち込む気持ちを押しやるように、スツールから降りジュリアを抱き上げた。

「セレナちゃん……？　どうしたの？　お顔がまっかっか」

「あ、お願いだから、しばらくお口は閉じておいてね」

　ジュリアの言葉に焦ったセレナは、ジュリアをぎゅっと抱きしめ、その肩に顔を埋めた。

　見なくても真っ赤だとわかる自分の顔を隠してしまいたい。

　訳がわからないジュリアは、とりあえず言われた通り口を閉じたままテオを見た。

　テオは肩をすくめると、ジュリアの頭をぽんぽんと軽く叩いた。

「セレナちゃんはお年頃だから、いろいろ複雑なんだよ。ジュリアも大きくなったらわかるよ。どうして今、顔が真っ赤なのか、きっとな」

　テオはそう言い聞かせると、店の奥に控えていた護衛たちに視線を向けた。

「セレナとしばらくここで食事をするから、市を楽しんできていいぞ。その後、王宮に行く。ミケーレたちもいることだし心配はない」

　テオの声が店内に響き、セレナは顔を上げた。

「え、食事……？」

　テオが向けている視線をたどれば、店の奥のテーブルに、たくさんの皿を広げているテオの護衛たちがいた。

　彼らは残っていた料理を慌てて平らげると、テオとセレナの元にやってきた。そしてテオと数回言葉を交わした後、大きな体を弾ませるようにいそいそと店を出ていった。

　ミノワスターの若い女性たちに人気の面々が市に顔を出せば、たちまち騒ぎになるだろう。

「俺だって、それなりに人気があると思うんだけど」

「え？　どうしたの？」

「いや。いいけどさ。あいつらがいい男だってのは、俺も認めるけど……いちいち見つめるなよな……」

「……あの？」

　投げやりな口調のテオは、気持ちを切り替えるようにジュリアに手を伸ばし、セレナの腕から小さな体を抱き上げた。

「ジュリアは俺のことが大好きだもんな。こないだも一緒に馬に乗ったもんな」

　ジュリアを自分の目の高さに抱き、テオは嬉しそうにそう言った。ジュリアが通う保育施設に何度も顔を出しているテオは、子供たちの間でも人気がある。

　セレナも子供たちと過ごすことが楽しみで、時間を作っては訪ねている。得意の刺繍を教えたり、一緒に料理をしたりしているのだ。

「ジュリアはお馬さんと仲よしで、俺と一緒に乗って散歩したもんな」

「うん。パッカパッカしたよ」

「楽しかったな」

「うん。お馬さんの毛は柔らかくて気持ちいいの」

　弾けた笑顔で話すジュリアに、テオは表情を緩めて「うんうん」と頷いている。

　大きな瞳で見つめられれば、テオでなくともジュリアから目が離せないだろう。

　すると、ジュリアが思い出したように目を輝かせた。

「テオにお願いがあるの」

「なんだ？　ジュリアのお願いなら、なんでも聞いてやるぞ」

　テオはデレデレと目を細め、ジュリアの返事を待つ。

「あのね、今度、ラウルも一緒にお馬さんに乗せてほしいの」

「は？　ラウル？　あ、あの悪ガキ……いや、元気がいい男の子か？」

　ジュリアの口から出た名前に、テオは大きな声を上げた。まさか男の子の名前が出るとは思わず、ジュリアに戸惑いの視線を向けた。

「ラウルもお馬さんが大好きなの。テオが上手にお馬さんに乗ってるのを見て格好いいって言ってるよ」

「格好いい？」

　ジュリアの言葉に、テオは嬉しそうに反応した。

「うん。お馬さんに乗ってるテオは格好いいし、セレナと一緒にお馬さんで並んで走ってるの、羨ましいんだって」

　生き生きとした声で話すジュリアに、テオは複雑な表情を見せた。かわいがっているジュリアが、テオではなく友達のラウルと一緒に乗馬することを夢見ているとは思ってもみなかったのだろう。

　セレナはテオに同情しながらも、その姿がかわいくて、笑い声を上げた。

「それじゃあ、ジュリアもひとりでお馬さんに乗れる練習をしなきゃね」

　セレナの言葉に、ジュリアは期待に満ちた表情をテオに向けた。

　テオは小さな声で「ラウルかよ……俺はラウルに負けるのか……王子なのに」とぶつぶつ言いながらも、ジュリアの大きな目に見つめられればいちころだ。

「……わかったよ。まずは俺とジュリアとラウルの三人で馬に乗ってみよう。もう少し背が伸びて足の力も強くなったら、ひとりで乗る練習をしよう」

「え、ほんと？　やったー」

　テオの言葉に、ジュリアは両手を上げて喜んだ。そして、テオの首にしがみつく。

「テオ、大好き。ありがとう」

　小さな体をバタバタさせながら喜んでいるジュリアに、テオは「おいこら」と言いながらも表情は緩んでいる。

　セレナは素直に喜ぶジュリアを羨ましく思いながらその様子をじっと見ていた。

　テオはセレナの顔を覗き込むとニヤリと口元を上げた。

「ん？　セレナもなにかお願いがあるのか？」

「え、別に、なにもないけど……」

　気持ちが見透かされたのかと、セレナは焦る。

「だけど、王女様のセレナは、欲しいものならなんでも手に入れられるだろうし、俺にお願いしなくても大丈夫だな」

　テオはジュリアをゆっくりと床に降ろした。

「ドレスも靴もたくさん持ってるだろうし宝石も十分あるだろ？　俺から贈るものなんて、今はなにもないな」

　テオは辺りを見回し、ジュリアの母親に向かって頷いた。

　すると、母親がジュリアの元に駆け寄ってきた。

「いつも娘をかわいがってくださり、ありがとうございます」

　ジュリアの母親は深々と頭を下げ、ジュリアを抱き寄せた。

「おふたりに抱っこまでしていただいてよかったわね」

　優しい声で語りかける母親の声に、ジュリアは何度も頷いた。

「今度、ラウルと一緒にお馬さんに乗せてもらうの」

「ま、まあ。そんなわがままばかり。テオ様もセレナ様もお忙しいのに、申し訳ありません」

　再び頭を下げた母親に、テオは首を横に振った。

「大丈夫だ。それくらい大したことじゃない」

「ですが……」

「いや、いいんだ。せっかくだから、施設の子供たちを順番に馬に乗せてやろうと思ってるんだ。気性が穏やかな馬を何頭か用意するから心配はいらないぞ」

　テオは母親にそう言うと、ジュリアににっこりとほほ笑んだ。

「やったー。みんなで楽しみに待ってる」

「ジュ、ジュリア。テオ様に失礼ですよ」

　興奮しているジュリアをたしなめると、母親は恐縮しながらテオとセレナにもう一度頭を下げ、テーブルに戻った。

　ジュリアはテオとセレナを振り返り、手を振った。肩に届くゆるい巻き毛が歩くたび揺れている。

「今度、かわいいリボンを作ってあげようかな……赤が似合いそう」

　セレナは、最近カルロから贈られた布の中に、ジュリアに似合いそうな赤い布があったと思い出した。ジュリアの喜ぶ姿を想像して思わず笑えば、テオもくすりと笑った。

「この間届けた赤い布、ジュリアにぴったりだな」

「え？」

「ん？　贈っただろ？　ベルベットの赤い布。たしか、それに合う糸も一緒に」

　すらすらと話すテオに、セレナは首をかしげた。

　それはカルロからの贈り物なのに、どうしてテオが知っているのだろう。

「ジュリアはかわいいからなんでも似合うよな。大きくなったら男を振り回して笑ってるタイプだな……」

　セレナの戸惑いに気づくことなく、テオはぶつぶつ言いながらセレナの背中に手を回すと、スツールに座らせた。

「アメリアのパンが食べたいんだろ？　焼きたてを食べて、俺らも市を回ろう。ミノワスターで採れる宝石が似合う王妃になりたいって言ってたよな。いくつか並んでるはずだから、気に入ったものがあれば買ってやってもいいぞ」

「え、あ、それは……。あの、テオ……？」

　セレナはなぜテオが赤い布のことを知っているのか不思議に思っていたが、テオが今言った言葉も気になった。

　考えてみれば、こういうことは、これまでにも何度かあった。テオが口にした言葉に違和感を覚え、なにかがおかしいと、引っかかるのだ。

　今も、赤い布のことを口にしていたが、それはたまたまカルロが用意したものを目にしたのだろうと思いながらも、すっきりしない。そして、今耳にした『宝石』という言葉を考えていると、ふとあることに思い至った。

　婚約が調った時、セレナはまだ十歳。セレナの成長を待って婚儀を執り行うことになったが、それまでに互いを知り合えたほうがいいということで、それぞれの国を行き来したり、贈り物を続けたりしている。

　そしてセレナの十八歳の誕生日には、カルロからエメラルドのブローチが贈られ、カルロにお礼状を書いて送ったのだが……。

『ミノワスターの素敵な宝石が似合う王妃になれるように、努力いたします』と書かれたそれを、テオは読んだのだろうか。

　仲のいい兄弟だから、もしもそうだとしてもおかしくはないが、あれから一年が経った今でも、その文面を覚えているものだろうか。

　セレナは隣でコーヒーを飲んでいるテオをチラリと見た。

　普段と変わらぬ安定の男前。なにを思っているのか、ほんの少し上がった口元は優しく、セレナはその横顔をじっと見つめながら、このままテオの隣にいられたらと思う。

　自分のものではないけれど、自分のものにできるのなら、テオがいい。

　セレナはテオのことが好きなのだ。カルロと結婚してミノワスターの王太子妃になるその日まで、少しでも長く近くにいたい。そんな想いばかりが募っていく。同時に、一緒にいる時間が増えるにつれて、クラリーチェへの罪悪感も大きくなる。

　本来なら、テオの隣にいるのはクラリーチェであり、ふたりで過ごす時間を増やしていかなければならない。けれど、彼女の体調が優れないのを理由に、セレナがテオと過ごしている。

　体調のせいで思うように生きられないクラリーチェの苦しみを考えれば、彼女の婚約者であるテオに恋するなんて、とんでもないことだ。それに、セレナをかわいがり、大人の余裕とでもいうべき包容力で誠実に接してくれるカルロを裏切ることにもなる。

　そう、セレナのテオへの想いは、誰にも気づかれてはいけない、不実な想いなのだ。

「……なに見とれてるんだよ」

　じっと見つめるセレナの視線に気づき、テオは笑みを浮かべた。

　いつも通りのその反応に、セレナはふっと息をつき「自意識過剰です」と答えた。

　自意識過剰で掴みどころがない王子様。そして、セレナにとっては特別な王子様だ。けれど近いうちにその想いを封印してカルロの元へ嫁がなければならない。

　せめてそれまでは、テオの隣で笑うことを、許してほしい。

　セレナは胸に溢れる悲しみを忘れるように、笑顔を浮かべた。

　その時、アメリアがセレナの目の前にパンと具だくさんのスープを置いた。

「さ、できたてですよ。ジュリアをかわいがるのもいいですけど、セレナ様もご結婚されたらお子様を望む声が多くなりますよ。しっかり食べて、もう少し太ってください」

「お、お子様って、気が早いよ」

　アメリアの言葉にセレナは焦るが、そのおかげで涙を流さずに済んだ。

　セレナは気持ちを切り替えるようにスプーンでスープをかき混ぜた。

「そのスープ、セレナが好きなレンズ豆がたくさん入ってるな。さすがアメリア」

　テオの言葉に、アメリアは肩をすくめた。

「あと何回、セレナ様にお料理を食べてもらえるかわかりませんけどね、精いっぱい腕をふるいますよ」

「アメリア……」

　セレナはそのことに初めて気づいたように、弱々しい声で呟いた。

　結婚すれば、アメリアに会うことも、彼女の手料理を食べることも簡単にはできなくなる。わかっていたのに、いざその現実に直面すれば、思った以上に胸が痛い。

　セレナは黙り込み、ひたすらパンを食べ、一生懸命スープを味わった。

　そんな様子を見守るテオの表情は、どこか苦しそうで、それでいて優しいものだった。




　食事を終えてアメリアの店を出たセレナは、テオと共に市を楽しんだ。

　お祭りのように賑やかなランナケルドの市では、ここ数年、王女セレナが楽しむ姿がよく見られ、市の象徴となっている。

　変装することなく店を見て回り、食事をしたり買い物に頭を悩ませたりする彼女の姿を見るのは市を訪れる人の楽しみのひとつであり、そのために来る人も少なくない。

　王宮の奥で床にふせることの多いもうひとりの王女クラリーチェに代わって国事に参加するセレナは、朗らかな性格もあり、国民との距離も近く人気も高い。

「セレナ様、これ、持って帰ってくださいよ。夕べから仕込んだ焼き豚です」

「セレナ様の似顔絵、描いてきたんです。売ればかなりの値がつくんですけど、まずはセレナ様にプレゼントします」

　通りを歩けば、人々から声がかかり、セレナは思うように歩けない。けれど、たくさんの人から笑顔を向けられれば思わず笑顔になり、手を振り呼びかけに応え、小さな子供がいれば立ち止まって抱き上げる。

　今もほんの十メートルを歩くのに十分近くかかっていた。

　セレナと共に歩くテオや護衛たちは、いつものことだと半ば諦め苦笑している。

「そのトウモロコシ、俺が持つから、セレナははぐれないように俺の腕に掴まってろ」

　セレナをかばいながら歩くテオは、セレナの手からいくつかの包みを取り上げた。そして、セレナの腕を掴み引き寄せた。

「大人気の王女様のお供は大変だな」

　テオはくくっと笑い、周囲に愛嬌を振りまきながら歩いていく。

「大人気なのは、テオなのに」

　拗すねるように口にした言葉は、周囲の雑音にかき消され、テオには届かない。

　セレナをひと目見ようと集まる人々はたしかに多いが、見目麗しいテオの姿を目当てに集まる人の数も相当なものだ。今もあらゆる年齢層の女性がテオに熱いまなざしを向けている。

　女性からのあからさまな好意をにこやかに受け止め笑顔を返すテオの姿に、セレナはイライラする。けれど、テオが背後にいるセレナを振り返り、守るように彼女の肩を抱き寄せれば、一瞬でセレナは恋する女性の顔になる。

　この時間が少しでも長く続けばいいのにと、願ってはいけない想いを秘めながら、セレナはテオの体に身を寄せた。




　人混みをかき分け、テオがセレナを連れてきたのは、通りの奥の店だった。地面に敷かれている三メートル四方の紫のカーペットの四隅には、ミノワスター王家の紋章が刺繍されていて、店の両側には、ミノワスターの騎士たちが立っている。

　周囲の露店よりも広いスペースを使い、高価だとわかる分厚い生地で作られたテントの中で売られているのは、色とりどりの絹糸とたくさんの布だった。麻や綿、そして光沢のあるシルクまでもが並んでいる。宝石や鉱石だけでなく、繊維でも有名なミノワスターならではの品しな揃ぞろえだ。

　くるくる巻かれている布が何段も積まれ、その奥にひとりの女性が立っていた。セレナより少し年上に見えるその女性は、セレナたちに近づくと、人当たりのよさそうな笑顔を見せる。

「テオ王子、お待ちしていました。生地と糸をたくさん用意しましたけど、どうでしょう？」

「十分だ。これだけたくさんの量を運ぶのは大変だっただろう」

「いえ、騎士の方々が店から運んでくださいましたので、大丈夫です」

　濃いブラウンの長い髪を無造作にひとつにまとめ、裾がくるぶしまであるゆったりとしたワンピースを着ているその女性は、健康的な肌が印象的でかわいらしい。

　言葉を交わすふたりは親しげだ。

　テオはこれまでにも何人かの女性と噂うわさがあったが、その中でただひとり、意中の恋人と言われる女性がいたとセレナは思い出した。テオはいつもその女性を晩餐会に同伴させ、仲睦まじい姿を周囲に見せていると、ミノワスターの王宮を訪ねた時、侍女のひとりがぽろりと口にしたのだ。

　近い将来、クラリーチェと結婚し王おう配はいとなるにもかかわらず、別の女性を側に置くテオのことを呆れるように言っていたが、セレナはこれまでテオから女性の影を感じたことはなく、あまり深く考えていなかった。王室に対するゴシップだろうと、軽く流していたのだ。

　けれど、目の前で親しげに言葉を交わすふたりの姿に、その噂は真実だったのだろうかと疑った。

　意中の恋人……。もしかしたら、この女性かもしれない。

　セレナはふたりに気づかれないよう、そっと女性を見つめた。

　すると、その女性は両手を目の前で合わせ、ワクワクする気持ちを隠すことなくテオにせがんだ。

「そろそろ紹介してもらえませんか？　セレナ姫が目の前にいるなんて、ドキドキします」

「あ、そうだな。セレナ、ちょっといいか？」

　テオがセレナの顔を覗き込んだ。

　テオの女性との噂をあれこれ思い出していたセレナは、突然目の前に現れたテオの顔にハッと視線を上げる。

「あ、う……ん」

「ミノワスターで大きな洋裁店を開いているアデリーヌだ。セレナよりもひとつ年上で、俺と兄とは子供の頃からの付き合いだ。ちなみに、ふたりの男の子のたくましい母親だよ」

　テオの言葉にセレナは驚いた。

「え、結婚してるんですか？」

「そうなんです。こう見えて、たくましい母であり、妻なんです。今日、主人と子供は店にいますが、ミノワスターに来られた際には、ぜひお立ち寄りくださいませ」

　そう言って、アデリーヌは一歩前に出て、深く頭を下げた。ハキハキとした声は明るく朗らかで、感じがいい。

　ふたりの様子に気を揉もんでいたセレナは、アデリーヌが結婚していると聞き、ホッとした。

「はい、ぜひ伺いますね」

　笑顔を浮かべ、セレナも明るい声で答えた。

　テオはセレナの笑顔を見ながら、ふっと頬を緩めた。

「それはそうと、どの生地もキレイで見ごたえがあるが、俺には違いがわからないな」

「ふふ。テオ王子はいつもたくさんの生地を買ってくださるお得意様です。先日の赤い布はいかがで――」

「アデリーヌ、うるさい」

　言葉を遮るように、テオの鋭い声が響いた。

　いつも飄ひょう々ひょうとしているテオの低く大きな声に、セレナは驚いた。

「あ……そうですね。口がすぎました。私って、いつもひとこと多くて。主人にも叱られてばかりなんです」

　アデリーヌはテオの言葉を軽く笑い飛ばした。

「アデリーヌ、余計なことを言わずに、セレナに生地を選ばせてやってくれ」

「あ、はいはい。すみませんね。どれも自慢のものばかりです。ミノワスターの職人たちが心を込めて織ったものや、遠方の国から買い付けたものもありますよ」

　アデリーヌは並べられた生地を次々手に取り、セレナに差し出した。

　美しい文様が施されているものや、日差しにキラキラとした輝きを見せる生地を目の前にし、セレナは大きく息を吐き出した。

「どれもこれも、素敵……」

　セレナは生地が積み上げられている店の中に、惹ひきつけられるように入っていく。テオの腕から離れたことにも気づいていない。

　テオはセレナの生き生きとした表情を見つめながら、寂しくなった手を不自然に動かし、苦笑した。




　アデリーヌの店で買い物を済ませた後、セレナとテオは目についた店の前で立ち止まった。

　洋服や靴などを扱う衣料品の店の片隅に、数点の帽子があった。

　テオが選んだのは水色のリボンが印象的な麦わら帽子だ。テオはセレナの頭にそれを乗せると、一歩下がって見つめた。

「よく似合ってるぞ」

「え？　そ……そうかな」

「そろそろ暑くなるし、離宮の森にはこれをかぶっていけよ。日に焼けたセレナもかわいいけど、結婚式の時に日焼けしすぎは残念だろ？」

　セレナの頭の麦わら帽子を微妙に調整しながら、テオは「うん、かわいいかわいい」と呟き頷く。

　テオが選んでくれただけでもセレナにとっては特別な帽子に違いないが、加えて何度も『かわいい』と言われれば、それはもう買わないわけにはいかない。

　セレナは近くにあった鏡に自分の姿を映す。乗馬服に麦わら帽子はちぐはぐだが、幅広のつばとリボンがかわいくて気に入った。

　すると、セレナの背後に立って鏡に映る彼女を見ていたテオが、セレナの頭の上から麦わら帽子を取り上げた。

「これ、いくらだ？」

「え？　どうして？」

　驚くセレナを無視してテオは店の女の子に値段を聞くと、さっさと支払いを終えた。

「あ、あの、それは私が自分で買うつもりで」

「ん？　俺が見つけたんだから、俺が払う。それに、せっかく市に来てるんだから、滅多にしない買い物を楽しませろよ」

　テオは麦わら帽子を再びセレナの頭に乗せると、ポンポンと軽く叩いた。

「黙ってると、かわいい王女なんだけどな」

「え、どういう意味？」

　テオの言葉にセレナは素早く反応し、テオを睨んだ。

　けれど、セレナが唇を結んで睨んでも、もともとかわいいその顔にテオが動じるわけがない。それどころか、小さなその顔に手を伸ばして引き寄せてしまいたいほどだ。

「王女様にふさわしいドレスを着て黙っていれば、間違いなくかわいい王女だけど、国のために自分がしたいことを我慢して頑張ってるセレナはかわいいだけでなく、素敵な王女だってことだよ」

　テオの優しい言葉が、セレナの胸に響く。

　したいことを我慢していると、テオはどうして知っているのだろうと、ドキリとした。

　剣を振ったり、敵を押さえつける練習も、本当はしたいわけじゃない。馬に乗るのは好きだが、それ以上にしたいことはいくつもある。刺繍だって裁縫だって、料理だって。もっともっとアメリアに教わって上達したいが、それに集中できる時間を捻出するのは難しい。

　ふと表情を消したセレナの頬を、テオの指先がするりと撫でる。

「乗馬服も似合ってるけど、この麦わら帽子が似合う服を着て、ピクニックもいいな。サンドイッチでも持って、のんびり昼寝をして、夜は離宮のバルコニーから星を眺める……。それって、最高だな」

「……最高。うん、いいね」

　セレナは想像を膨らませる。けれど、そんな日がくればいいと思う一方で、それは叶わぬ願いだと自分に言い聞かせる。

　本来なら、こうしてテオと連れ立って市を楽しむのは、クラリーチェなのだ。

　セレナは頬を撫でていたテオの指先を恋しく思いながら、しゅんと肩を落とした。




　それからふたりは、日暮れ近くまでたくさんの店を見て回った。

「お姉様に頼まれた絵の具も買えたし、城のみんなが楽しみにしてるお菓子もたくさん手に入れたし。楽しかった」

　王宮への帰路、騎士たちに守られながらテオとセレナは並んで馬を走らせていた。ふたりの後ろには、ミケーレを先頭に、セレナの警護を担当している騎士たちが続いている。

　次第に暗くなる日暮れの町を抜け、そろそろ王宮に着く。肌をかすめる風は柔らかく、セレナは心地よい揺れに身を任せていた。

「疲れてないのか？　こっちに移ってもいいぞ。セレナの馬くらい、騎士の誰かに連れて帰らせる」

「え？　あれくらいで疲れるわけありません」

　愛馬に揺られながら、セレナはバカにするなとばかりに声を荒らげた。半日市を楽しんだくらいで馬にも乗れなくなる程度の体力だと思われていたのかと口を尖らせる。

　疲れているなら自分の馬に乗せて城まで帰ってやろうと思ったテオだが、負けず嫌いのセレナを怒らせただけのようだ。

「楽しめたのか？」

　やれやれとばかりに、問いかける。

「今までで一番楽しかった。アメリアのお店の料理もおいしかったし、施設の子供たちと遊んだし。それに、たくさん布を手に入れたし。あ、いろいろ買ってくれてありがとう」

　ゆっくりと馬を走らせながら、セレナはテオに向かって軽く頭を下げた。そして、前方を走る馬に積まれている包みを嬉しそうに見る。そこにはアデリーヌの店で買った布が入っているのだ。

　家で過ごすことの多いクラリーチェのために、手触りのいい布で作ったクッションを作ってあげようと思っていたのだが、目の前に並ぶたくさんの生地の中からひとつを選ぶのは難しかった。

　結局、ミノワスターの職人が丁寧に染め上げた明るいオレンジ色の生地に決めた。周囲をサテンのリボンで装飾し、中にはふわふわの綿を詰める予定だ。

　他にも、施設の子供たちに料理を教える時に使う子供用のエプロンの材料や、結婚が決まった侍女にプレゼントするベールのためのレースなどを買い、セレナとアメリアの趣味である刺繍に使う材料も手に入れた。

　セレナは少しずつ貯めたお金でそれらを買おうと思っていたが、有無を言わさぬ強引さで、テオが代金を払ってくれた。セレナは必死で断ったのだが、アデリーヌも『テオ王子に払ってもらえばいいんですよ』と言って、さっさとテオからお金を受け取っていた。

　そうなればセレナは引き下がるしかなく、何度も礼を言った。

「いいんだよ。騎士団にいた頃に蓄えた金がそのまま残ってるんだ。セレナの喜ぶ顔を見るために使っても、誰も文句は言わないだろ」

　まるでセレナを愛しく思っているような言葉をさらりと口にしたテオを見れば、平然としている横顔が目に入る。

　セレナは火ほ照てった頬を見られたくなくて、馬の腹を軽く蹴った。テオよりもほんの少し先を走り、赤いに違いない顔を隠すように城に向かった。

「テオ……」

　これ以上、叶わぬ恋心をあおるようなことはやめてほしい。でも、もっと近づきたい……。

　セレナは収まりがつかない感情を持てあましながら、せめて城に着くまでは笑っていられますようにと、唇をかみしめた。










切ない恋心の行方




　城門をくぐりぬけ城へと続く道を駆けながら、セレナは気持ちを切り替えようと軽く頭を振った。

　馬の足音を聞いたのか、城の警備担当の騎士たちが数人駆け寄ってきた。

　セレナは馬から降り、彼らに手綱を預けた。

「セレナ様」

　侍女たちが城から出てきた。

「セレナ様、お帰りなさいませ。市ではなにも問題はありませんでしたか……あ」

　王宮の侍女頭アンナがセレナに駆け寄るが、セレナの後ろにいるテオに気づいた途端、慌てて頭を下げた。

「テオ王子、ようこそいらっしゃいました。あ、セレナ様とご一緒で……」

　まさかテオが一緒にいるとは思っていなかったアンナは、焦ってセレナを見た。

　セレナの母サーヤがランナケルドに嫁いでくる以前から王宮で働いているアンナは、王宮のことならなんでも知っている。そろそろ五十歳を迎えるがまだまだ若く、意志の強そうな目が魅力的な女性だ。

「アメリアのお店で会ったんだけど、私も驚いたわ」

　セレナはそう言って肩をすくめた。

「だけど、楽しかっただろ？　あの帽子もよく似合っていたし」

　テオはそう言ってセレナの頭をポンポンと叩くと、さっさと城へと入っていった。この城に何度も来ていることもあり、その背中にはなんの迷いもない。騎士たちを従える後ろ姿はたくましく、姿勢を正して歩く様子はとてもキレイだ。

　それまで弾んでいたセレナの気持ちは一気にしぼんでいく。

　考えるまでもなく、テオはクラリーチェの婚約者なのだ。

　セレナは、今日一日感じていたときめきや、テオから向けられた柔らかく温かいまなざしになんの意味もなかったのだと、落ち込んだ。

　婚約して以来クラリーチェを大切にし、体調が悪い時には見舞いの品をよこしたり、時にはテオ自らやってくる。国同士が決めた政略結婚だとはいえ、ふたりは互いを大切に想い、気遣い合っている。自室にこもりがちなクラリーチェの体調がいい日には、庭に出てふたりでお茶を楽しむ姿も何度か目にした。

　ふたりの互いを大切に思い合っている様子を思い出し、セレナは息が詰まりそうになる。誰も、愛し合うテオとクラリーチェの間に割って入ることなどできないのだ。

「セレナ様？」

　ぼんやり歩いているセレナを心配して、アンナが声をかけた。

「顔色が悪いようですけど、お疲れですか？」

「……大丈夫よ。でも、市ではしゃぎすぎたのかもしれないわね。それより、お姉様の調子はどうなのかしら」

　アンナを安心させるように、セレナは明るい声で問いかけた。

「クラリーチェ様は、昨夜から続いていた頭痛も治まったようで、先ほどお部屋で夕食を取られました。熱も下がったので、起き上がって、あの……」

　そこまで話すと、なぜかアンナは口をつぐんだ。

「え？　なに？」

　いつもハキハキと話すアンナが口ごもることは滅多にない。よっぽど言いたくないことでもあるのだろうかと、セレナは眉を寄せた。

「お姉様になにかあったの？　今朝は顔を出さずに出かけたから様子がわからないんだけど……」

「いえ、そうではございません。あの……日中、ミノワスターの王の遣いとしてカルロ殿下がいらっしゃいまして……」

「え、カルロ殿下がいらっしゃったの？　突然だけど、なにかあったのかしら？　今もいらっしゃるの？」

　セレナの問いにアンナはためらいを見せたが、渋々といったように口を開いた。

「いらっしゃるにはいらっしゃるのですが……陛下とお話をされた後、クラリーチェ様のお部屋で過ごされています」

「そう、また、お姉様のお部屋に」

　セレナは感情のこもらない声で呟いた。

「ですが、クラリーチェ様のお部屋には侍女のリリーが控えておりますので、ふたりきりではございません。時折騎士たちも呼ばれて部屋を出入りしていますから、大丈夫です」

　セレナの顔色を窺うかがうように、アンナが声を上げた。

「心配しなくても、大丈夫よ。カルロ殿下はお優しいから、お姉様の体調を気遣っているのでしょう」

「セレナ様……」

　心配そうに視線を向けるアンナより先に、セレナは父がいるはずの執務室に向かった。今日の市の様子を報告するためだが、心は揺れていた。

　王太子として忙しい日々を送りながらも、カルロは頻繁にランナケルドを訪れ、セレナと会う時間を作っている。しかし紳士的な態度を崩さず、ふたりの距離を縮めようとすることもない。冷たくされるわけではないが、必要最低限の言葉と礼儀正しい笑顔しかもらえないのだ。

　ふたりが婚約した時セレナはまだ十歳で、婚約の意味もよくわからない子供だった。その後成長し、今では自分が置かれている立場と、背負うべき義務も理解している。

　けれど、カルロのセレナへの態度は変わらぬままだ。それどころか、いざ結婚の話が具体的に進められそうになった今も変わらず他人行儀なカルロに、セレナは複雑な想いを抱いていた。

　そんなカルロの節度ある態度は、セレナの父である国王陛下の覚えがよく、『カルロ殿下のような息子が欲しかった』と何度も口にするほどだ。セレナもカルロを頼りにしているが、年齢差もあり、婚約者というより兄のような存在といったほうが近いかもしれない。

　そして、カルロはセレナと過ごす時間よりも長い時間をクラリーチェと共に過ごしている。そのせいか、セレナはいつの頃からかカルロはクラリーチェを愛しているのではないか、と感じている。

　姉妹とはいっても似ていないクラリーチェとセレナ。城の中にいるばかりで透き通るような肌を持つクラリーチェと、騎士と共に乗馬や剣の練習に励むセレナとでは見た目もまったく違い、物腰や言葉遣いでもその差は歴然としている。

　セレナは子供の頃からクラリーチェのはかなげな美しさに憧れているが、決してそれを手に入れることはできないと諦めている。日焼けした肌や、細身だとはいえ筋肉がついた体は女性らしさからは遠く、男性に好かれる要素などなにもないのだ。

　とはいえ、生き生きとした表情で颯さっ爽そうと歩くセレナは人々の目を引き、王女としてではなく、人として周囲への心配りを忘れない姿はとても魅力的だ。そう、決して、セレナがクラリーチェに劣っているわけではない。

　けれど、子供の頃から父と母はクラリーチェにかかりきりで、セレナに目を向けることは滅多になかった。その結果、自分はクラリーチェには敵わないと思い込み、カルロがクラリーチェを好きになるのも仕方がないと思っている。

　ただ、カルロとセレナ、そしてテオとクラリーチェの結婚は、国同士の都合を考えた良縁であり、覆すことのできない契約。セレナはカルロの正妃としてミノワスターに嫁ぐしかないのだ。

「仕方ないのよ……」

　セレナは自分の運命の切なさから気持ちを逸らすように、歩みを速めた。




　その後、市の賑わいや国民の様子を父である国王陛下に報告し、セレナは落ち着いたドレスに着替え、クラリーチェの部屋に向かった。

　王宮の奥にあるその部屋はかなり広く、日当たりもいい。長い時間を部屋で過ごすクラリーチェのことを考えて用意された部屋だ。

　セレナ同様クラリーチェも大好きなアメリアが焼いたパンを抱え、緊張しながら部屋に近づけば、ミノワスターの紋章を柄に記した槍を持つ騎士がふたり、立っていた。カルロはまだ部屋にいるらしい。

　騎士に声をかけ中に入れてもらうと、体調がよさそうなクラリーチェの笑い声が聞こえた。

　離宮にいることが多いせいか、日々の生活に必要な家具しか置かれていないあっさりとしたセレナの部屋と違い、クラリーチェの部屋は女性らしい色合いで調えられている。部屋の奥にあるベッドを見れば、クラリーチェが体を起こし、たくさんのクッションを背にして座っていた。

　ベッドの端にはカルロが腰かけ、クラリーチェとにこやかに話している。

　いつも明るく軽やかなテオとは違い、カルロが大きく表情を崩すことは滅多にない。涼しげな目元と形のいい薄い唇が魅力的で、その整った外見が女性たちからの視線を集めることも多い。おまけに、細身だがしなやかな筋肉で覆われているとわかる体も、王太子としての威厳をさらに高めている。

　ここ最近クラリーチェの体調は悪く、セレナと食事を一緒に取ることはなかったが、今日は顔色もよく調子がいいようだ。

　セレナがふたりに近づくと、ベッド近くのソファに誰かがいることに気づいた。

「……テオ王子」

　セレナは思わず立ち止まった。

　クラリーチェの婚約者であるテオがここにいても不思議はないが、カルロとクラリーチェから離れたソファで書類を読んでいる姿は妙だった。これではまるで、カルロとクラリーチェが婚約しているようだ。

　カルロと楽しげに話すクラリーチェの頬はほんのり赤く、昨日まで熱と頭痛でベッドにふせっていたとは思えないほど元気で、そしてキレイだ。

　侍女から聞いていたクラリーチェの様子との違いに、驚いた。おまけに、クラリーチェがこれほどカルロと親密だとは思いもよらず、どう受け止めようかと戸惑う。

　テオはテオで、そんなふたりの様子に構うことなく、真剣な目で手元の書類を読んでいる。ほんの少し前まで一緒にいた、軽やかで華やかな王子様とは思えない真面目な様子に、セレナはさらに混乱した。

　王子様と呼ばれるにふさわしい整った容姿と、誰に対しても人当たりのいい態度で接するテオの魅力をわかっているつもりでいた。しかし、真剣な目で書類に目を通すテオを見るのは初めてだ。すっと尖った顎と、細く形のいい唇に目は奪われる。

　セレナはとくとくと音を立てる鼓動をどうすることもできず、じっとテオを見つめていた。

　すると、自分に向けられる視線に気づいたのか、ふと顔を上げたテオがセレナの姿を認めた。テオは一瞬眉を寄せ、戸惑いの表情を見せたが、すぐに明るく優しい笑顔を浮かべる。

「セレナ、どうしたんだ？　夕食にはまだ早いのに、俺に会いたくて迎えに来てくれたのか？」

「あ、セレナ、来てくれたの？」

　セレナに気づいたクラリーチェの声が部屋に響いた。

「もしかして、それはアメリアが焼いたパン？　ありがとう、こっちに持ってきてくれる？」

　クラリーチェはセレナが抱えるパンの包みを見て喜び、手招きした。

「お姉様……体調は、どうなの？」

　セレナはクラリーチェの元へ歩み寄る。

「今日は気分がいいの。朝からちゃんと食事もしたし、久しぶりに髪を編んでもらったの」

「そう……。顔色もいいし、よかったわね」

　セレナはクラリーチェに笑い返し、包みを手渡した。

　そこにはアメリアが焼いたパンがたくさん入っていて、包みを開いた途端、おいしそうな香りが広がる。

「私の大好物のミートパイは……、あ、あった。さすがアメリア、忘れてないわね」

　クラリーチェは袋の中を覗き込み、弾んだ声を上げた。

「セレナはお店でたくさん食べたんでしょ？　だったら、このパンは私が全部食べていいのよね」

　ワクワクした目で、クラリーチェはセレナに問いかけた。

「え、全部？」

「そうよ。セレナはいつでもお店に行ったり、離宮でアメリアにお願いできるでしょ？　だからこれは、私が全部食べるの」

「い、いいけど……」

　セレナはクラリーチェの言葉に口ごもった。

　アメリアのパンはたしかにおいしいが、袋の中には十個以上のパンが入っている。クラリーチェがひとりで食べるにはあまりにも多い。

　すると、カルロも袋の中を確認し「うまそうだな」と呟いた。

「俺はこのバゲットが好きなんだ。そのままなにもつけずに食べるのが一番おいしいよな」

　そう言いながらバゲットをひとつ取り出すと、それを口にした。

　勢いよく食べるカルロにつられて、クラリーチェもミートパイを取り出し、食べ始める。

　ベッドの上で食べているのをアンナに見られれば怒られるに違いない。けれど、食が細いクラリーチェがおいしそうにパクパクと食べる姿が嬉しくて、セレナはなにも言わずにいた。

「これこれ、この味。アメリアのミートパイはやっぱり最高。また作ってって言っておいてよ」

「うん。わかった。お願いしておく」

　セレナの言葉に満足そうに頷いたクラリーチェは、続けてクロワッサンを食べたかと思うと、よっぽどおいしかったのか、再び袋に手を伸ばそうとした。

　しかし、その手はカルロにやんわりと止められた。

「……あまり体調がよくないんだろ？　この辺で止めておいたほうがいい」

「え？　まだ大丈夫。ホワイトロールを食べようかと思っていて……」

　袋の中を覗き込み、ウキウキしながら手を伸ばそうとしたクラリーチェの手を、カルロが掴んだ。

「体調が悪くて、しばらくあまり食べてなかったんだろ？　一気に食べるとまた寝込むことになるんじゃないか？」

　カルロはクラリーチェの目をじっと見つめる。その目からは、彼女をちゃんとわかっているとでもいうような、自信も感じられた。

　やはりカルロはクラリーチェを愛しく思っているのだ。

　カルロは、パンが入っている袋を名残惜しそうに見ているクラリーチェに向かって言葉を続ける。

「病弱な王女様にしては、よく食べるな」

「そうなの、やっぱりアメリアの焼いたパンは――」

「クラリーチェ」

　クラリーチェの弾む声を、カルロの低い声が遮った。

　すると、クラリーチェは静かに首をかしげた後、ハッとしたようにセレナに顔を向けた。慌てているようだが、セレナは訳がわからない。

「どうしたの？　慌てて食べたから疲れたの？」

　セレナは、どこか焦っているクラリーチェの様子が気になった。

「そんなことないわよ。えっと、アメリアのパンはやっぱりおいしいから、体調が悪くても食が進むわよね。そ、そうよ、あまりにもおいしいから病弱な私でも、パクパク食べちゃったの」

　なぜか早口で話すクラリーチェに、セレナは首をかしげた。これほど慌てる彼女を見ることは、滅多にない。

「最近食べてなかったんでしょ？　そのパンは全部お姉様にあげるから、ゆっくり食べて。どうせ、私に横取りされると思って急いで食べたんでしょ」

「え？　ううん、そうじゃなくて……じゃなくて、そう、そうなの。ずっと体調が悪かったから寝込んでいたのに……えっと、今ももちろんよくないんだけど。久しぶりにおいしいものを目の前にして慌てて食べたし、セレナに取られたくないし、疲れちゃってね。ははっ」

　クラリーチェはひと息にそう言うと、上ずった声で笑った。

「いくら私がアメリアのパンが大好きでも、お姉様のパンを横取りするようなことはしないわよ」

「そうよね。セレナなら、食べたくなったらすぐにでも馬に乗ってアメリアのところまで行っちゃうものね。……いいわね、セレナは」

　セレナを羨むようなクラリーチェの言葉に、セレナは口をつぐんだ。

　病弱な自分の体を気にしていないように明るく笑っていても、やはりクラリーチェは悩んでいるのだ。

「あらら、そんな顔をしないでよ。セレナ、私、本当はね――」

「クラリーチェ」

　セレナを気遣うクラリーチェの言葉にかぶさるように、カルロの鋭い声が響いた。

「あ……」

　クラリーチェは両手で口を押さえた。

「お姉様……？」

　どこか不自然なふたりのやりとりに、セレナは戸惑った。

「あの、どうかしたの？」

「ううん、なんでもない。大丈夫大丈夫」

　両手を口に当てたまま、クラリーチェは首を横に振った。自分の感情を見せることの少ない彼女がこうも必死になっている姿はやはり妙だ。

　カルロがクラリーチェの手からパンが入った袋を取り上げた。

「これが食べたかったら、まずは夕食をちゃんと食べなきゃな」

　そう言ってクラリーチェの頭を撫でる仕草はとても優しく、瞳はクラリーチェだけを見つめている。

「殿下……」

　頬を赤らめてうつむくクラリーチェのかわいらしさに、セレナは思わず見入った。

　もともと愛らしく、色白の肌が際立つクラリーチェの顔が、さらに魅力を放つ。カルロによって、彼女の女性としての美しさが引き出されたようだ。

　やはりカルロはクラリーチェを愛し、クラリーチェもカルロのことを慕っている。

　ふたりの間に漂う甘い空気を感じ、セレナはそう確信した。

「どうしよう……」

　セレナは、自分たちの立場ではどうすることもできない想いにどう折り合いをつければいいのだろうかと、深くため息をついた。

　国の未来を左右する結婚を覆すことはできない。セレナ自ら望んだものではないとはいえ、子供の頃からカルロと結婚しなければならないと言われ、納得していた。

　たとえ自身の想いがテオにあるとしても、その想いを伝えることはできないとわかっている。それに、セレナはテオの気持ちがどこにあるのかわからない。

　テオは、会えばいつもセレナを愛しいと思っているのではないかと錯覚させる甘い言葉と仕草で彼女を戸惑わせる。まるでセレナの恋心を知っていてからかうような、掴みどころのない態度に、セレナは翻弄されっぱなしだ。

　今も、テオはソファに座り、婚約者であるクラリーチェではなくセレナばかりを見ている。

　その視線を意識して、セレナの体は熱くなる。

　もしかしたら、テオも……。

　セレナは、自分に都合のいい考えを振り切るように、ふるふると頭を振った。

「どうしたの？　頭が痛いの？」

　セレナの様子に、クラリーチェが首をかしげた。

「この前、馬から落ちたんでしょう？　その時に頭も打ったんじゃない？」

「ううん、大丈夫。頭痛もしないし、あの時は肩を打ちつけただけで、心配するほどじゃないから」

　セレナは明るい声で答えた。

　クラリーチェは納得できないような顔で「それはそれで心配だけど……」と呟いた。

「じゃあ、私は部屋に戻って市で買ったものを整理しなくちゃ。たくさんの生地と糸をテオ……王子が買ってくれたから、お姉様にもまた、なにか作るわね」

　切ない想いは胸にしまい込み、早く気持ちを切り替えよう、とセレナは笑顔を作る。

「ありがとう。じゃあ、キレイな刺繍入りの栞しおりが欲しいんだけど、作ってくれる？」

　期待しているのがわかるクラリーチェの瞳に、セレナは何度か頷いた。

「栞なら、すぐに作れるから、楽しみにしていて」

「うん。でも急がないから、いつでもいいわよ。それにしても、男性並みに動き回るセレナが刺繍の達人だなんて、感心するわ。私はなにもできないもの」

　クラリーチェはそう言って苦笑した。

　実際は、できないのではなく、クラリーチェの体調を心配した父と母がさせなかったというのが正しい。体力を使ってなにかに集中するよりは、のんびりと本でも読んでいなさいと言われていたせいで、なにもできないまま成長したのだ。

「これから興味のあるものを見つけて頑張ればいいんだよ」

　なにも満足にできないと肩を落としているクラリーチェに、カルロが声をかける。

「どちらかといえばクラリーチェのようになにもできない姫のほうが多いんじゃないのか？　セレナ姫みたいに早馬を乗りこなしたり、料理長と一緒に料理に精を出す姫なんて滅多にいない」

　クラリーチェを励ますようにそう言うと、カルロはふと思いついたように、セレナに視線を向けた。

「その滅多にいない王女様がこの前焼いてくれたキッシュ、本当においしかった。あまりにもおいしくて、テオと取り合いになったくらいだ」

　カルロはセレナに大きな笑顔で頷いた。

「え、あ……あの」

　セレナは照れて顔を真っ赤にした。

「……結婚してミノワスターに来たら、陛下と王妃にも作って差し上げてくれ。あのふたりもキッシュが大好物なんだ」

「あ……はい。喜んで」

『結婚』という言葉がカルロの口から出て、セレナは口ごもりながら、無理やり笑顔を作った。やっぱりそうなんだと現実を見せられたようで、落ち込んでしまう。

　ミノワスターに行くということは、すなわちカルロと結婚するということだ。ミノワスターの王太子妃になるという未来は変えようがないと、改めて実感する。

　セレナは落ち込む気持ちを隠すように顔を逸らした。

　すると、その様子を鋭い目で見ているテオが視界に入った。目を細め、ただセレナを見つめている。口元は引き締められ、瞳にはなにかを決意しているような強い光が揺れている。

『明るく軽やかで頼りにならない王子様』と呼ばれる彼とはまったく違う重々しい様子に、セレナは目を奪われた。

「……キッシュだけでなく、おいしいパンも焼きますね」

　セレナは悲しい胸の内を隠し、平気な顔と声でそう言った。その言葉はカルロに向けたものだが、彼女の目はテオに向けられている。口にすることで、テオへの恋心に区切りをつけたくて、無意識にそうしていた。

　その時、クラリーチェがテオに向かって口を開いた。

「セレナのアメリア仕込みの腕前はかなりのものだから、ミノワスターでも自由に焼けるように、リナルド陛下にお願いしてほしいの」

　クラリーチェの低い声は真剣で、本気でそれを望んでいるとわかる。

　セレナはその声音に戸惑うと同時に、なぜクラリーチェの視線がカルロではなくテオに向けられているのか、不思議に思った。

「お姉様……あ、ありがとう。ミノワスターでパンも焼きたいしお料理もしたいけど、どうなるかわからないし……」

　セレナはクラリーチェの気遣いを嬉しく思いながらも、ミノワスターではランナケルドの王女として過ごしたこれまでと同じように暮らせるとは限らない。我慢しなければならないことも多いだろうと、覚悟している。

「それに、王太子妃として忙しくなるだろうから、今までみたいに好きなことをする時間もないよ、きっと」

　クラリーチェを心配させないように、セレナは明るい声で笑った。

　おまけに、王太子妃としての資質が自分にあるとも思えない。きっと、嫁いでしばらくは、ミノワスターの習慣に慣れるだけで精いっぱいだろう。

　セレナは落ち込みそうになる心を押しやるように、気持ちを切り替えた。

　嫁ぐといっても、それほど遠くない隣国だ。今カルロとテオがたびたびランナケルドに来ているように、結婚後もセレナが里帰りをする機会はあるはずだ。

「もちろん、ランナケルドにいる時のようにはいかないかもしれないけど、セレナは国を離れてひとりでミノワスターに嫁ぐんだから、ひとつやふたつ、セレナのお願いを聞いてもらってもいいと思います」

　聞き慣れないクラリーチェの力強い声に、セレナは驚いた。荒々しい表情も、珍しい。

「私はこれからもランナケルドでお父様とお母様と共に暮らせるけれど、セレナは家族が誰もいない国で王太子妃なんて立場で……お願いだから、セレナの味方になってください」

　鋭い視線を、やはりなぜかテオに向けているクラリーチェ。

　テオもその視線を厳しい表情で受け止めている。

　ほんの少し前まで柔らかな雰囲気で明るく話していたとは思えない空気が部屋に満ちる。

　その一方で、クラリーチェのベッドに腰かけ、その様子を見ているカルロは、大したことでもないというように口元だけで笑っている。

　それもまた、セレナには理解できない。なぜクラリーチェがテオに気持ちを吐き出すのかわからないのだ。それを言うべき相手はセレナと結婚するカルロのはずだ。

「お姉様？　あの、テオ王子にそれを言うのは間違ってるわよ。お願いするなら、カルロ殿下じゃ……」

「わかった。陛下にはちゃんと言っておく。料理がしたい時にはいつでも調理場を使えるように料理長に言っておくし、馬に乗りたければ思う存分乗っていい」

　セレナの背後から、テオの声が聞こえた。その落ち着いた言葉はクラリーチェに対する答えのはずなのに、テオはまっすぐセレナを見つめている。

　セレナはふと思い出す。

　ランナケルドとは比べ物にならないほどの大国であるミノワスターの王太子の結婚は、ランナケルドの次期女王の結婚よりも優先される。よって、カルロ王太子とセレナの結婚を終えた後で、テオとクラリーチェの結婚が執り行われることが決まっているのだ。

　そうなれば、セレナがミノワスターに嫁いでしばらくは、テオが同じ城内にいるということになる。

「……そういうことか」

　クラリーチェは、王太子として忙しいカルロに代わって、テオにセレナを見守ってほしいと思っているのだろう。

　納得したセレナは、テオとクラリーチェを交互に見ながら小さく笑った。

「お姉様、心配しすぎよ。私は強いもの、大丈夫」

　セレナは力強い声でそう言った。

「私、槍も弓も得意だし、ミノワスターの国王陛下も王妃様もお優しいから、私は大丈夫だわ」

　心配は無用だと、笑顔と共に伝えた。

　けれど、クラリーチェがそのままあっさりと言葉を収めることはなかった。ベッドの上で身を乗り出し、セレナに向かって強い口調で言葉を続ける。

「セレナがランナケルドのことを考えて騎士たちの訓練に交じって頑張っているのは知っているわ。もしも男だったら優秀な騎士になっただろうって言われていることも。だけど、あなたは男じゃない。女なのよ。だから、ミノワスターに行ったら、無理をしないで守ってもらいなさい。困ったことがあったら意地を張らずに頼りなさい」

「お姉様……どうしたの……？」

　普段と違うクラリーチェの様子に、セレナは驚く。

　力のない、押せば倒れそうな線の細さはどこにも感じられず、芯の強さとセレナへの愛情を隠そうともしない。興奮しているせいか、透明感のある白い肌には赤みが差している。

「セレナ姫」

「え？」

　クラリーチェから目が離せずにいるセレナに、カルロが声をかけた。

「クラリーチェ姫が言うように、守らせてほしいし、頼ってほしい。私もテオも、セレナ姫がミノワスターで幸せに暮らせるためなら、なんだってする」

「あ、ありがとうございます」

　セレナはカルロに頭を下げた。

　彼の言葉に優しさと大人の余裕を感じたが、わざわざ〝守る〟だとか〝頼れ〟だとか言わなければならないほど、自分のこれからは大変なのだろうかと不安になった。

　すると、そのやりとりを黙って聞いていたテオが口を開いた。

「大げさに考えることはないんだ。ミノワスターはここと違っていつも水不足に悩んでるし食糧の確保が国政の大きな課題のひとつだから、その点での厳しさはあるけど、陛下をはじめ、王族も貴族たちも、もちろん国民たちもセレナ姫が来ることを楽しみにしてる」

「あ、ありがとうございます……」

　テオの力強い言葉に、セレナは居心地の悪さを隠すようにうつむいた。

「ミノワスターは、国を挙げてセレナ姫を歓迎するから安心しろ。もちろん、誰よりも俺がセレナを待って……いや、それは、いい」

　テオはなにかを言いかけて、口ごもった。

　三人の様子をおかしいと思いながらも、どこがどうおかしいのかわからない。なにか重要なことを自分に隠しているのではないかと、セレナは眉を寄せた。

「あ、カルロ殿下、私に隠れてパンをこっそり食べないでくださいね」

　すると、その場の空気を変えるような、クラリーチェの明るい声が響いた。さっきまでのしっかり者の姉という雰囲気は消え去り、いつもの明るい王女様に戻っている。

　クラリーチェは昔から、事あるごとに国王から叱られているセレナをかばってくれた。自分の代わりに外で楽しんできてと言って笑ったり、叱られて泣き続けるセレナに大切にしている本をくれたりと、かわいがってくれた。その一方で、女王になるべき自分が病弱であることを悩んでいた。

　クラリーチェが十歳にもならない子供の頃、なかなか下がらない熱で意識が朦もう朧ろうとしている彼女が、うなされるように呟いた言葉を、セレナは今も覚えている。

『セレナのほうが、女王にふさわしいのに』

　クラリーチェは、セレナが女王になるべきだと思っている。

　うわごとだとはいえ、それがクラリーチェの本心だと知り、セレナは幼いながらも大きな衝撃を受けた。その後、クラリーチェのうわごとがセレナの記憶から消えることはなかった。

　周囲の声同様、クラリーチェがいずれ女王になると信じていたが、彼女がそれを重荷に感じているのなら、代わってあげなければならない。簡単にできることではないと、大人になった今ならわかるが、当時のセレナはそれ以外考えられなかった。

　大好きなクラリーチェのために、自分が女王になり、クラリーチェにはゆっくり休んでもらおう。

　そう考えたセレナは、その翌日、日の出と共に起き出し、騎士の練習場に飛び込んだ。

『強くなりたいの』

　寝起きで髪の毛があちこち跳ね、自分ひとりで着替えられる簡単なワンピースを身に着けたセレナ。

　騎士たちは驚いたが、どう説得しても帰ろうとしないセレナに降参し、その日一日だけだと言って、腕立て伏せとランニングにだけ参加を許した。

　もちろん、その結果は散々なもので、セレナには涙溢れる苦い思い出となった。

　子供の気まぐれですぐに飽きるだろうと思われていたが、その翌日もセレナは誰よりも早く練習場に顔を出し、その日以来、今日まで、彼女は多くの日を騎士団との練習に費やしている。もちろん、女性としての限界はあり、王女である立場ゆえに騎士としての本来の仕事に就くことはないが、自分の身を守れる程度には力をつけた。

　そうやって自分を鍛えてきたのは、クラリーチェの代わりにランナケルドの女王になるためだった。とはいえ、その目的が果たされることはなく、近いうちにクラリーチェが女王となり、テオと結婚することが決まっている。

　ふと後ろにいるテオを見れば、クラリーチェとカルロがじゃれているのを苦笑しながら見ていた。

　その表情を見ても、テオがクラリーチェをどう思っているのか、セレナにはわからない。

　けれど、これまでのテオを振り返れば、クラリーチェを大切に想っていることは明らかで、クラリーチェと結婚し、ランナケルドの王配となる覚悟をしているはずだ。その時のために何度もランナケルドを訪れ、国民とも親しく付き合っているのだろう。

「お姉様、はしゃぎすぎて疲れないでね」

　セレナはすっきりしない想いを胸の内にしまい込み、クラリーチェに声をかけた。

「じゃ、私は部屋に戻ります」

　クラリーチェたちに順に頭を下げ、セレナは部屋を出た。それまで浮かべていた笑顔を消し、ぎゅっと唇をかみしめる。

　セレナがクラリーチェの部屋で過ごしたのはほんのわずかな時間だったが、彼女の心は大きく乱れていた。

「セレナ様……？」

　部屋の目に立ち尽くしていたセレナの様子を心配した警護の騎士が、遠慮がちにセレナに声をかけた。

「……お部屋まで、お供いたしましょうか」

　騎士はセレナの顔を覗き込むように一歩近づいた。

　セレナは顔を上げ、大丈夫だとばかりに笑顔を見せて首を横に振った。

「大丈夫よ。ただ、今日は慌ただしかったから……疲れたみたい。部屋に戻ります」

　普段と変わらない口調で答える。そして、騎士たちをその場に残し、自分の部屋に向かう。

　セレナは、やはり自分はクラリーチェには敵わないと感じていた。

　彼女の婚約者であるテオは当然のこと、カルロまでもがクラリーチェに特別な想いを抱いている。

　三人がそれぞれの感情にどう折り合いをつけているのかセレナにはわからない。たしかなのは、テオもカルロもセレナを愛していないということだ。セレナを大切に想う気持ちに嘘うそはないだろうが、誰よりも愛しいと思う存在ではない。

　これまで何度も感じていた苦しい現実を改めて突きつけられたようで、セレナの心には重苦しいなにかが広がった。

　テオと結婚できれば、他にはなにも望まないのに。

　セレナは長い間捨てきれずにいるその想いに、いよいよ区切りをつけなければならないと感じ、涙を堪えた。




　セレナが部屋に戻ってしばらくした後、テオとカルロは国王への挨拶を済ませてミノワスターに戻った。

　セレナは久しぶりに父と母と夕食を共にした後、愛馬たちの様子を見に厩きゅう舎しゃへ行った。

　セレナの顔を見て、ベスが小さくいなないた。テオが誕生日に贈ってくれた仔こ馬うまは今では立派に成長し、セレナのよき相棒となっている。

　銀色に近いグレーの毛並みを撫でながら、セレナはベスの腹に頬を寄せた。市から帰った後で誰かに体を洗ってもらったのか、毛並みは滑らかだ。

「キレイにしてもらったのね。今日はお父様に叱られていたから、お世話できなくてごめんね」

　セレナはため息をついた。

　セレナと長く話したせいで疲れたのか、クラリーチェは夕食が食べられなかった。そのことでセレナがとがめられたのだ。しばらくの間、必要以上にクラリーチェの部屋には行かないようにと言われ、セレナは渋々頷いた。

　ただ、夕方、あれほど顔色がよく、アメリアのパンもパクパク食べていたというのに、どうしたのだろうかとセレナは不思議に思っている。

　カルロが言っていたように、しばらくぶりにたくさん食べて体調を崩したのかもしれない。

　セレナはカルロとクラリーチェの様子を再び思い出して、さらに寂しくなった。

　両親が自分を二の次に考えることには慣れているが、カルロもやはり、自分よりもクラリーチェのほうが好きなのだと思えば複雑だ。

　セレナはカルロに恋しているわけではないが、自分よりもクラリーチェを愛しているだろうカルロの姿を目の当たりにすれば、気持ちは揺れる。まるで、自分は誰からも必要とされていない人間のようで心もとない。

「私は、どこにいればいいのかな」

　セレナはベスの引き締まった腹に頬ずりしながらぎゅっと目を閉じた。

　ベスの温かさが伝わり、張り詰めていた心が次第に落ち着いていく。

「ベス、ミノワスターでも仲よくしてね」

　セレナが心を許せるのは離宮にいるアメリアや侍女たちと、アンナ、そしてミケーレをはじめとする騎士たちとこの愛馬、ベスだけだ。その中でも唯一ミノワスターに一緒に行くベスは、セレナの心のよりどころとなっている。

　ミノワスターの国王夫妻はセレナが嫁いでくるのを心から喜び、国民たちもみな歓迎していると、カルロとテオは口を揃そろえて言っている。

　ランナケルドの王宮に自分の居場所を見つけられないまま成長したセレナは、どうしても結婚後も自分は寂しい日々を送るのかもしれないと悲観的に考えてしまうのだが、彼らの言葉のおかげか、その気持ちも徐々にだが小さくなっている。

　何度かセレナがミノワスターの国王夫妻と面会した時にも、大国の指導者とは思えない人懐こい笑みでセレナを安心させてくれた。

　ミノワスターのリナルド国王は、三十年ほど前に最初の結婚をしたが、当時の王妃ビオラはカルロを出産後亡くなった。その後、現王妃であるロザリーと結婚し、ふたりの間にテオが生まれた。

　ビオラとロザリーはふたりとも国を代表する公爵家の娘で、同じ学校に通う親友同士だった。ビオラ亡き後、リナルド国王に嫁いだロザリーは、親友の忘れ形見であるカルロを我が子同然に育てた。

　王太子として厳しく育てるのはもちろんのこと、国民への慈悲や愛を忘れぬよう、そして、ミノワスター王国という大国が周辺各国に及ぼすあらゆる影響力について説いてきた。自国だけが豊かであればいいと思うのはおごりであり、いずれ我が身を滅ぼす最大の理由であると、ロザリーは何度もカルロに教えてきた。

　もちろん、隣国の王配となるテオにも同じ言葉を繰り返した。

　カルロはその言葉を真摯に受け止め、王太子としての立場を自覚し、行動してきた。加えて、整った見た目に反して女性との軽い噂もないとなれば、カルロが国民から信頼される王太子となったのは当然だ。

　一方、テオはというと、数年間を騎士団で過ごし、最近になってようやく王族としての務めを果たすようになってきた。

　総じて大きな問題もなく王家の仲がいいのは、ロザリー王妃の人徳によるものだと、言われている。

　ロザリーは『本当なら娘が欲しかったわ』と言ってセレナをかわいがり、安心感を与えている。実の母から十分な愛情をもらえなかったセレナもロザリーを慕い、会えば笑顔が絶えない。

　しかしセレナは、結婚相手はカルロだと思い出すたび、前向きになろうとする気持ちが萎えてしまう。結婚後、カルロとセレナが互いにすべてを託せる関係になれるとは思えない。王太子妃夫妻、そして将来は国王夫妻として国民の前に立ち、必要な公務を進めていくだけの共同体のような関係になるだろう、と。

「仕方がないけど……」

　セレナもカルロを愛しているわけではない。どちらかといえば、クラリーチェと結婚できないカルロをかわいそうだと思っている。

　王太子であるカルロがミノワスターを離れることも、いずれ女王となるクラリーチェがランナケルドを離れることも、不可能だ。その確固たる立場ゆえに互いの想いを封印し、別々の人生を歩まなければならない運命を、ふたりは受け入れるしかないのだ。

「ベス、明日は離宮のあの川で、お昼寝でもしようね。……今日は疲れちゃった」

　苦しい時、悲しい時、いつもあの川辺で気持ちを奮い立たせた。テオに初めて会ったあの川で、心と体を休め、落ち込む気持ちを浮上させるのだ。

　川の流れを見ながら、十歳のセレナを抱き上げ吐息がかかるほど近くにあったテオの瞳を思い出せば、運命に抗う力が体に生まれるような気がする。

　セレナは疲れきった体をベスに預け、小さく息を吐き出した。

　すると、セレナを励ますように、ベスがセレナの額をペロリと舐なめた。

「ふふっ、くすぐったいよ」

　セレナはのどの奥で笑いながら、ベスが舐めた額に手で触れた。ちょうどそこには短たん弓きゅうの訓練で負った小さな傷跡があった。指先で触れれば微かに感じる程度の盛り上がりに、泣きたい気持ちになる。

「ほんとは、こんな傷、欲しくないのに」

　呟きの終わりは、涙声だ。セレナはベスにしがみつき、溢れる涙を堪えようとした。目の奥が熱く、のどの奥になにかが詰まっているかのように苦しい。

「……うっ。や、やだ……こんな傷、欲しくない。ほんとは槍も剣も怖いから持ちたくない。早馬で駆けるより、アメリアたちと一緒に散歩するほうがいい。領地の見回りに行くより、離宮でお料理や、子供たちのお洋服を作ってあげたり、刺繍をしていたい」

　セレナは溢れる想いを胸にとどめることができず、これまで口にしたことがない本心を、涙と共に吐き出した。

　クラリーチェの代わりに女王になろうと考えたのは、もちろん病弱な彼女に代わって国の先頭に立とうと思ったからだが、一番の理由は別にある。

　女王になれば、テオと結婚できると考えたのだ。

　それが簡単に実現するとは思えないが、クラリーチェと違って体力と運動能力に長けているセレナは、それを武器にして、将来クラリーチェに代わって自分がランナケルドの女王になれるのではないかと考えた。

　もしもその可能性が少しでもあるのなら、アメリアとの大好きなお菓子作りの時間を乗馬の練習に当て、城の庭園で庭師と一緒に植樹作業に励むワクワクする時間を歴史の勉強に当ててもいい。それに、刺繍や編み物やお料理も。

　セレナは自分がやりたいことを諦め、本当はそれほど、というよりもまったく興味がなかった訓練や勉強に自分の時間の多くを費やしてきた。

　しかし、そんなセレナの姿に、父である国王はいい顔をしなかった。それどころか、単なるお姫様の気まぐれだろうと考えていた。その考えが変わることはなく、クラリーチェとセレナの結婚が現実味を帯び、具体的に動き出そうとしている今も、セレナの努力は国王に伝わっていない。

　セレナがどれほどの犠牲を払い、努力を重ねても、国王夫妻には〝気まぐれなお姫様のお遊び〟としか受け止めてもらえないのだ。

　つまり、セレナが望む未来が実現することはない。ランナケルドの次期女王はクラリーチェであり、クラリーチェの夫となるのはテオであることが、覆ることはない。

　セレナはベスに体を預けたまま浅い呼吸を繰り返し、昂たかぶった心を落ち着ける。

「わかってるつもりでいたのに、私、まだ諦めてなかったみたい。……バカだな」

　セレナは自分に言い聞かせるように弱々しい声で呟いた。

　どうあがいてもセレナはクラリーチェの代わりにはなれないとわかっていたのに、その現実から目を逸らしていた。

　カルロがクラリーチェを愛しげに見つめる様子をそっと窺っていたテオ。彼の心もまた、クラリーチェに向けられている。そして、カルロとクラリーチェが愛し合っていることにも気づいているはずだ。セレナにも強い視線を向けていたが、それはセレナへの同情によるものだろう。

「ベス、お願いだから、長生きしてね。私をひとりぼっちにしないで」

　セレナはベスの体を優しく撫でた。

　ベスは鼻先でクラリーチェの頬を撫で、優しく穏やかな目で彼女を見つめた。

　まるで吸い込まれそうにキレイな瞳に、セレナはほおっとため息をついた。

「ふふ。照れちゃうから、あまり見つめないで。……ミノワスターにいた頃はテオ王子とも、こうやって仲よくしていたの？」

　ミノワスターで生まれたベスを、テオは愛情を込めて育てたと聞いている。それなのに、セレナが乗馬を楽しんでいるという噂を聞いたテオが、誕生日のお祝いにと、セレナに譲ってくれたのだ。

　今もその理由はわからないが、セレナにとってベスは、テオの代わりのようなもの。きっとこの先も、それは変わらないはずだ。

　ベスと共に過ごす時間が増えるにつれて、『もしかしたら、テオと結婚できるかもしれない』という期待が大きく膨らみ、いっそう努力を重ねたが、願いが叶う見込みはまるでない。きっと、このままカルロと結婚し、テオを思い出しながらベスを愛していくのだろう。

　頭を下げセレナを心配するようにいななくベスと見つめ合いながら、セレナは頬に流れていた涙をごしごしとぬぐった。

「泣き顔は全然かわいくないから、忘れてね」

　セレナはそう言って、無理やり笑顔を浮かべた。




　暖かな日差しがランナケルドに春を告げる頃になっても、クラリーチェの体調は思わしくなかった。例年よりも厳しい寒さが続いたせいだろうという医者の言葉を聞きながら、国王夫妻は顔を歪ゆがめた。

　そして、ここ一週間、食が細く好き嫌いが多いクラリーチェのためにと、離宮からアメリアを呼び寄せ、三度の食事を作らせている。料理上手なアメリアが作る食事なら、クラリーチェの食も多少は進むのだ。

　今朝は野菜と魚をスパイスで味付けし、蒸し器で調理したものをアメリアは用意したが、彼女の傍らにはエプロンを身に着けたセレナも立っていた。

　離宮にいる時にはこうしてふたりで料理をするのだが、セレナが使用人と共に台所に立つことを国王がよく思わないせいで、王宮でその機会はほとんどない。アメリアもそれは承知しているが、結婚が近いセレナと過ごせる時間を無駄にしたくないと、朝早くから一緒に料理を作っているのだ。

　王宮専属の調理人たちが朝の支度をしている傍らで、セレナは焼き上がったパンを皿に並べていた。

「お姉様はアメリアのパンが大好きだから、たくさん食べてくれると思うんだけど」

　期待を込めた声でセレナは言った。

　一日部屋に閉じこもっているクラリーチェは、用意された食事も半分食べればいいほうで、ほとんど手をつけない日もある。心配した国王夫妻が何度も様子を見に行くが、頭痛やめまいで寝込んでいることも多く、王宮内の誰もがその容体を気にかけている。

「さ、運びますよ。セレナ様の朝食も運びますから一緒に食べてくださいね」

　準備を終えたアメリアが、料理を載せたワゴンを押しながらセレナの背中をポンと叩いた。

「セレナ様が心配する必要はないんですよ。時期がくれば、クラリーチェ様もお部屋を出て元気な顔を見せてくれます」

　明るい声で笑うアメリアに、セレナはどこからそんな自信が生まれるのだろうかと首をかしげた。

「スープが冷めないうちに、行きますよ」

　訝いぶかしがるセレナに構わず、アメリアはさっさと調理場を出ていく。

　セレナはカウンターに準備していたフルーツが入った籠を手に取り、アメリアに続いた。




「クラリーチェ様、おはようございます。朝食ができましたよ」

　アメリアはクラリーチェの部屋のドアを叩くと同時に中に入り、勢いよくワゴンを運び入れた。セレナもそれに続く。

　アメリアの声に、部屋の奥から侍女のリリーが出てきた。

　リリーはアメリアの後ろにいるセレナに気づくと、見るからに慌て出した。

「え、セレナ様っ。今朝は騎士たちと遠乗りじゃ……」

「おはよう、リリー。遠乗りは明日に変更になったのよ。それより、お姉様、おはようございます」

　セレナは、部屋の奥に向かって声を上げた。

「あの、セレナ様、ちょ、ちょっとお待ちください」

　リリーはセレナの前に立つと、両手を伸ばしてセレナの動きを止めた。

「……あの、リリー？」

　リリーに止められたセレナは、さっさと奥の部屋に向かうアメリアの背を追いかけようとするが、リリーはそうはさせまいとセレナの行く手を遮った。

「もうしばらく、お待ちいただけますか？」

　クラリーチェのベッドが置かれている部屋をチラリと見ながら、リリーは大声を上げた。

「く、クラリーチェ様ー、セレナ様がお見えになったので、今からお通ししますね」

　リリーの声はかなり大きく、部屋中に響いた。

「どうしたの？　そんなに大きな声を上げるリリーって、初めて見たわよ」

「そ、そうですか？　クラリーチェ様とふたりきりの時にはいつもこんな感じで大声で話して……ははっ。た、たしかに今の声は大きかったですよね」

　リリーは強張った表情を隠すように、乾いた笑い声を上げた。

　今年二十五歳になったリリーは、ランナケルドの北端の領地を管理する伯爵家の次女で、城で働き始めて十年が経つ。

　大きな二重まぶたを縁取る長いまつげが印象的で、ふっくらとした頬と厚みのある唇が魅力的な女性だ。ハキハキとした口調とせっかちな物腰は貴族の娘らしくないのだが、年齢を感じさせない愛らしい容姿と優しい性格のおかげで、周囲から好かれている。

　クラリーチェには他にも侍女が何人かついているが、気が合うのか、日常生活のほとんどの世話を、リリーが行っている。

「あ、あのセレナ様、ここでちょっと待っていただけますか？　クラリーチェ様の様子を見てまいります……」

　普段の落ち着いた物腰と違い、上ずったリリーの声に、セレナはクラリーチェの体調がかなり悪いのではないかと感じた。

「お姉様は大丈夫なの？　もしかして、また熱が高いの？　だったら早く行かなきゃ」

　セレナはリリーを押しのけ、クラリーチェの元へ急いだ。

　その背中を追うようにリリーは再び「セ、セレナ様、お待ちください！」と大きな声を上げている。

　その声はまるでクラリーチェにセレナのことを伝えているようで不自然だが、セレナはクラリーチェのことが気がかりで、気づかない。

「お姉様、大丈夫？」

　セレナはクラリーチェが寝ているベッドに駆け寄った。

「……え、お、お姉様？」

　そこにクラリーチェの姿はなかった。

「どこに行ったの？」

　セレナは振り返り、強張った表情で立っているリリーに問いかけた。

「ベッドはまだ温かいから、いなくなってそれほど経ってないわよね。体調が悪いのに、どこに行ったのかしら」

　この部屋から出ることもなく、ベッドで休んでいることの多いクラリーチェには、外出する体力があるとも思えない。クラリーチェ自身、部屋でのんびりと過ごしているほうが気楽だと言って、滅多に自分から部屋を出ようとしない。

「もしかして、連れ出された……え、誘拐？」

　不審に思ったセレナは、誰かがこの部屋に侵入し、連れ去ったのではないかと考えた。

「大変。早く探さなきゃ」

　セレナは、なにか手がかりはないかと部屋の中を見回した。

　しかし、普段通りの明るい室内には変わった様子はなく、クラリーチェが気に入っているセレナ手作りのクッションも整然とソファに並んでいる。それに、キレイ好きなクラリーチェの部屋らしく、部屋中どこを見ても整理されていてホコリひとつ見当たらない。

『長い時間を過ごす部屋だから、キレイにしておきたいの』と口癖のように言っているクラリーチェを思い出しながら再び部屋中を見回せば、部屋の入口に立つリリーと、なにも気にせず食事の準備を始めているアメリアがいた。

「アメリア、お姉様がいないわよ、いったいなにがあったの？」

　部屋中をうろうろするセレナに、アメリアは苦笑しながら声をかけた。

「落ち着いてください。クラリーチェ様でしたら、きっとお庭にいらっしゃいますよ」

「え、お庭？」

　アメリアの言葉に、セレナは庭に続く扉を見た。近づいて見れば、扉がほんの少し開いていて、誰かが出入りしたとわかる。

　ドアを開け、外に出ると、目の前には奥の庭園に通じる石畳があり、芽吹いた緑と花の香りに満たされていた。

　城の南端にあるこの庭は、クラリーチェの部屋に接していて、出入りもクラリーチェの部屋からしかできない。おまけに外部からの侵入を防ぐために庭の周囲は高い塀で囲まれている。季節ごとにキレイな花が咲き誇る花壇や、東屋などもあり、信頼のおける庭師のみが手入れを行っている。

　セレナがクラリーチェの姿を求めて辺りを見回せば、歌声が聞こえてきた。

「この歌……」

　次第に近くなる歌声はクラリーチェのもので、か細いながらもキレイな声で歌っている。

　子供の頃はふたりで庭の芝生に腰を下ろしてよく歌っていた。それはクラリーチェにとっての数少ない外遊びの時間であり、当時は体が弱いとはいえ、今よりもっと外に出ていた。

　体に負担がかからない程度に、と父と母から厳しく言われていたが、時にはクラリーチェとセレナのふたりで疲れ切るまで走り回り、バラ園の中にある東屋で寝てしまったこともある。

　そのせいでクラリーチェが体調を崩してしまい、セレナが叱られることもあったが、今よりもクラリーチェは元気だった。たとえ体調を崩しても、一日体を休めれば回復し、セレナと本を読んだり王宮内を探検したりすることもあった。

　クラリーチェに変化があったのは、テオとの婚約が発表されてからだ。

　未来の王配殿下が決まったとなれば、国の行事に共に出席する機会も増えるが、クラリーチェはその頃から今まで、体調不良を理由にそのほとんどを欠席している。それだけでなく、セレナと過ごす時間も減り、自分の部屋で過ごすことが増えた。

　セレナは当時、クラリーチェはテオが気に入らなくて、拗ねているのかと思っていた。しかし、定期的にランナケルドを訪ねてくるテオと会えばクラリーチェは楽しそうで、ふたりでひそひそと話したり、クスクスと笑い合っていた。

　しかしクラリーチェの体調はその頃から格段に悪くなり、自室で体を休める日が続いている。

　セレナは久しぶりにクラリーチェの歌声を耳にし、胸がいっぱいになる。そして、離宮の周辺に咲き乱れる花で花冠を作ったり、アメリアと一緒にパンケーキを焼いていた幸せな風景が一気によみがえってきた。婚約する前の楽しい子供時代を次々と思い出し、目の奥も熱くなる。

「お姉様……」

　セレナが声のする方へ小走りで向かった時、石畳が続く道の向こう側の茂みがカサカサと音を立てたかと思うと、スキップをしながら歌を歌っているクラリーチェが現れた。

「え、セレナ？　どうして」

　クラリーチェはセレナの姿を見た途端、慌ててスキップをやめて呆然と立ち尽くした。あまりにも驚いたせいか、口をパクパクするだけでなにも言えずにいる。

「お姉様、あの、体調は……大丈夫なの？」

　セレナはクラリーチェに駆け寄り、顔色は悪くないかと彼女の顔をじっと見つめる。

「だ、大丈夫よ。……えっと、今朝は気分がよくて、天気もいいから久しぶりに。そう、久しぶりに庭を散歩したのよ」

　クラリーチェはセレナから目を逸らし、言い訳をするようにそう言った。その顔はほんのり赤みを帯び、つやつやしている。

「散歩できるくらい元気なのはいいけど、急に無理しないでね。ベッドで寝てばかりで体力もないだろうし………」

「あ、それは大丈夫よ……じゃない、大丈夫……だと思うし、たまには外の空気も吸わなきゃ体がなまって……というか、よくなるものもよくならないし」

　クラリーチェは自分の言葉がセレナにどう伝わっているのかと不安なまま答えるが、なにを言っても空回りしているようで、焦っている。まさかセレナがここにいるとは思わなかったのだ。

「え、と。どうしてセレナはここに来たの？」

　クラリーチェは落ち着いた口調を心がけるが、その目は泳いでいる。

　クラリーチェの体調を心配しているセレナは、そんなクラリーチェの表情や上ずった声に気づかない。

「どうしてって、アメリアと朝食を持ってきたら、部屋にいないからびっくりしちゃった……。お姉様と一緒に食事をするのも久しぶりね。アメリアの焼きたてパンもあるわよ」

　セレナはクラリーチェの腕に自分の手を添え、部屋に向かって歩き出した。

「あら？」

　セレナはクラリーチェの腕が硬いように感じた。セレナほどではないにしても筋肉の盛り上がりがわかる。違和感を覚え、そっと二の腕に手を動かしてみれば、そこもたしかに硬い。セレナは首をかしげ、思わずぎゅっと力を込めた。

　ハッとしたクラリーチェは、慌ててセレナから離れた。

「あ、あの、くすぐったいから、支えてくれなくても、ひとりで大丈夫」

　乾いた笑い声を上げながら、クラリーチェはセレナを置いてひとりでさっさと部屋に向かう。

　普段は体をかばうようにゆっくりと歩いているクラリーチェが、今は足早に歩いている。セレナはその軽やかな後ろ姿に驚きを隠せない。体調が悪くて食事もできないはずじゃなかったのかと戸惑いつつ、部屋からアメリアがセレナを呼ぶ声が聞こえ、慌てて後を追った。




　アメリアが作ったおいしい朝食を食べた後、クラリーチェはソファに腰かけた。クッションを抱きながら背もたれに体を預け、隣に座ったセレナが刺繍する様子をまじまじと見ている。

　迷わず針を刺す動きは的確で、セレナの口元は楽しげに上がっている。

「ほんとに器用よねー。私のほうが部屋に閉じこもってるから上達しそうなのに、なかなか上手に刺せないのよね」

　白い布にあっという間にブルースターの花の刺繍を終えたセレナに、クラリーチェは羨ましそうな声で呟いた。

「お姉様だって、この前ハンカチにマーガレットの花を刺繍していたでしょ？　とてもキレイに出来上がっていたと思うけど」

「あー、あれね。セレナのこの刺繍に比べたら駄作よ、駄作。上手にできたらカル……じゃない、テオ王子にプレゼントしようかと思ったけど、やめたわよ」

　クラリーチェの口から出たテオの名前に、セレナはドキリとした。

　婚約者なのだからテオにあげるのは当然で、セレナも何度かカルロにハンカチを贈ったことがある。それにはカルロを象徴する花とされているマーガレットの花を刺繍したのだが、それは驚くほど繊細で、誰もが感嘆の声を上げる素晴らしい出来栄えだった。

　ランナケルドやミノワスターを含む周辺国の多くでは、女性は恋人や夫に本人を象徴するものを刺繍して贈る習慣がある。セレナもそれに従って、カルロには彼の象徴であるマーガレットの刺繍入りのハンカチを贈るのだが、テオに頼まれて彼の象徴であるブルースターの花を刺繍することもある。

　もしかしたらそれは、マーガレットを刺繍した回数よりも多いかもしれない。そのおかげで、なにを刺繍するよりも、ブルースターの刺繍の仕上がりは極上だ。

「テオ王子がおっしゃっていたけど、市ではセレナの刺繍入りのハンカチやティーポットカバーとか、あっという間に売れるんでしょ？　すごいじゃない」

　クラリーチェは、セレナの手からハンカチを取り、鮮やかな出来栄えのブルースターに目を細めた。

「これも本当にキレイね。糸の太さや色の微妙なグラデーションでこんなに立体的になるなんて、びっくりよ。私には無理無理」

「お姉様も、時間をかけてゆっくりとすればできるわよ」

「そうかなあ。でも、いいの私は。旦那様のハンカチにそれなりに刺繍する程度にはできるし」

　なにをしていても、体調が悪くなれば中断させられるクラリーチェは、刺繍も読書も、そして勉強も、適度にできればそれでいいと言われて育ってきた。

　一方のセレナは刺繍や料理、そして騎士団との訓練を通してあらゆることを身に着け、極めていった。

　クラリーチェは、着実に成長しキレイになっていくセレナを羨ましく思い、妬むこともあった。子供の頃は、クラリーチェの体調を気にするセレナに会いたくなくて、部屋に来てもベッドにもぐり込み顔を見せない時もあった。誰が悪いわけでもないのに、卑屈な態度を取る自分が嫌いで仕方がなかった。

　そんな自分の未来は、ランナケルドを繁栄させ、国民たちが幸せに暮らせるように、名ばかりの女王として決められた人生を生きるだけだと、諦めていた。

　そして、どこかの国の王子が用意され、ランナケルドのためだけの結婚生活を送る。クラリーチェは、それが自分の運命であり、その中に幸せはないと思っていた。

　次期女王として生まれなければよかったと泣いた夜もあったが、セレナはいずれ他国に嫁がなければならないということを思えば、自分はまだ恵まれているのだと、揺れる心にどうにか折り合いをつけていた。

　そんなクラリーチェに変化があったのは、ミノワスター王国の第二王子、テオとの婚約が決まった時だ。同時に、セレナとミノワスター王国の王太子であるカルロとの婚約も発表された。

　姉妹ふたりの運命が決められたと同時に動き出したのは、ふたつの国の将来をも左右する重大な計画だった。

　クラリーチェが計画を知らされたのは、婚約が発表されてから数日後のことだった。

　その前後一週間、国王夫妻はセレナを伴い周辺国に視察に出かけていて、クラリーチェはアメリアがいる離宮で過ごしていた。

　離宮でゆったりと過ごしていたクラリーチェに、護衛を数人伴っただけのカルロとテオが突然現れ、思いがけない計画を聞かされた。その場にいたアメリアと、クラリーチェが誰よりも信頼している侍女のリリーにもその計画は伝えられ、もちろん口外厳禁だと何度も念を押された。

　クラリーチェとセレナのそれぞれの結婚に関する大きな計画を成功させるためのクラリーチェの役割は大きく、彼女の心はそのことだけでいっぱいになった。それ以降、セレナを妬んだり、自分の体の弱さを嘆いている暇などなかった。

　当時をふと思い出し、クラリーチェは苦笑した。

「お姉様、どうかしたの？」

　セレナはブルースターの刺繍を見ながらぼんやりしているクラリーチェの顔を覗き込んだ。

「やっぱり久しぶりに庭に出て散歩をして、疲れたのかしら。あ、もしかしたら、私が長くここにいるから気を使ってる？」

　遠慮するアメリアとリリーを強引に加えた賑やかな朝食は、会話も弾み楽しかったが、クラリーチェには体力を使うものだったのかもしれない。

　セレナはもう少しクラリーチェの体調を考えればよかったと後悔した。

「なに暗い顔をしてるのよ。久しぶりにセレナと一緒に食事ができたし、アメリアの料理を堪能して満足よ。それに、最近は体力もついてきたから、あれくらい平気」

　明るく話すクラリーチェの表情は晴れやかで、セレナに気を使っているわけでもない。

　セレナはその様子にホッとした。そして、さっき庭でクラリーチェの腕を掴んだ時、以前よりも筋肉がついたように感じたことを思い出す。部屋に閉じこもり寝込むことの多い毎日を過ごしているにしては、その変化は妙で、セレナは首をかしげた。

「お姉様、あの……さっき、腕を掴んじゃったでしょ？　それでね――」

　クラリーチェの変化が気になったセレナが口を開いた時、部屋をノックする大きな音が聞こえたかと思うと、執事のファロルドが慌ただしく部屋に入ってきた。

「どうしたの？」

　六十歳を超えた今でも執事長として王宮内を取り仕切り、国王からの信頼も厚いファロルドがわざわざここに来るのは珍しい。

　燕尾服がよく似合う長身の立ち姿は孫がいるとは思えないほど若々しいが、何事にも動じないファロルドの焦った姿に、セレナはなにが起こったのかと、不安を感じた。思わずクラリーチェに視線を向けるが、彼女は焦るセレナとは対照的に、姿勢を正し、慌てることなくファロルドの様子を見守っている。

「ファロルド、どうしたの？」

　余裕のあるクラリーチェの声を聞いて、セレナも落ち着こうと気持ちを整えた。

「あ、あの、陛下が王女様ふたりをお呼びなのですが……」

　ファロルドは彼女たちの前に立つと、荒い息を隠そうともせず、続けて思いがけない言葉を口にした。

「ミ、ミノワスターの国王陛下からの使者として、カルロ王太子殿下とテオ王子様がお見えになっています」

　思いがけない言葉に、セレナは目を見開いた。カルロもテオも公務が忙しく、しばらくは会えないだろうと聞いていたのだ。

　それが、どうして突然……。

「わかったわ。急いで準備をするから、しばらくお待ちいただくよう伝えてちょうだい」

　クラリーチェの落ち着き払った声に戸惑いながらも、セレナは久しぶりにテオに会える嬉しさにときめいていた。




　セレナとクラリーチェが応接室に入った時、ジェラルドと向かい合ってカルロ王太子とテオ王子がソファに腰かけていた。金糸で刺繍が施されたジュストコールに身を包んだふたりは国王と言葉を交わしているが、三人の表情は揃って明るい。

　正装であるカルロとテオの姿は凛々しく、窓からの明るい日差しに輝いていた。

　その姿を目にして、セレナの鼓動はとくとくと音を立てた。

　この応接室では重要な客人をもてなすことが多く、豪華な調度品が揃えられている。滅多なことでは入ることが許されない場所に足を踏み入れた途端、セレナは緊張し、恐る恐る歩を進めた。慌ててドレスに着替えたが、その重さに慣れていない彼女の足取りは不安定だ。

「お父様、遅くなりました。お呼びでしょうか」

　戸惑うことなくしっかりとした足取りで国王の側に立ったクラリーチェは、片足を後ろに下げ、カルロとテオに向かって礼儀正しくお辞儀をした。

「カルロ王太子殿下、テオ王子様、お久しぶりでございます」

　大きな声で挨拶するクラリーチェの横に並び、セレナも慌てて頭を下げた。

「お、お久しぶりでございます……あ、あ……きゃあ」

　テオが座るソファの横でお辞儀をしたが、ドレスの長い裾に慣れないセレナはつまずき、バランスを崩してしまった。

　毛足の長い絨じゅう毯たんに倒れそうになった時、テオがすっと立ち上がり、セレナの体を支えた。

「あ、あ、ごめんなさい……」

　テオの胸に飛び込んだセレナは、慌てて体勢を立て直そうともがいたが、体に回されたテオの手に力が入り、抱きかかえられるような時間がほんの数秒、続いた。

「大丈夫か？」

　セレナの耳元にテオの吐息が届き、セレナの頬が赤くなる。あまりにも近くでテオの温かさを感じ、体中が熱を帯びた。

「騎士団の中で鍛錬をするセレナ姫も生き生きしていて素敵ですが、久しぶりに見るドレス姿も捨てがたいですね」

　テオはセレナをしっかりと立たせると、彼女の姿をゆっくりと見ながら笑った。

　光沢のある紫の生地で仕立てられたドレスはセレナの足首までをすっぽりと隠し、襟元には白いレースがあしらわれている。それはセレナの健康的な肌に映え、テオは目が離せない。

　すると、その様子を見ていた国王のジェラルドが、ふうっと息を吐き出した。

「セレナは小さな頃からテオ王子に懐いていたな……」

　思い出すように目を細めた父に、セレナは首をかしげた。

　今さらなにを言っているのだろうか。

　セレナは訳がわからずクラリーチェを見た。

　すると、クラリーチェは意味ありげに笑い、セレナを落ち着けるように頷いた。

　いつもなら体調の悪さを理由に滅多に自分の部屋から出ないクラリーチェがこの場にいるだけでも珍しいのに、やけに冷静にこの状況を受け入れようとしている彼女の姿に、セレナはなにかとんでもないことが起こるのではないかと不安を覚えた。

「クラリーチェはカルロ王太子と……それほど親しくしている姿を見たことはないが」

　ジェラルド王の言葉に、クラリーチェは首を横に振った。

「カルロ王太子殿下は、寝込むことが多い私を心配して、体にいいと言われる食べ物や薬を何度も送ってくださいます。互いに国を率いていかねばならぬ立場にいるせいか、手紙のやりとりの中で互いを励まし合うことも何度かありました」

　クラリーチェは両手を胸の前で合わせ、強い口調で言葉を続ける。

「お父様、最近王太子殿下からいただいた薬草を煎じたお薬が私の体に合ったようで、食欲も出てきたんです。まだまだ体力は十分だとは言えませんが、女王となる日に備えて頑張っているんです。……とはいっても、私に女王としての務めが果たせるのかどうか……」

　クラリーチェは、不安げに唇をかみしめた。けれど、その目にはジェラルドの反応を窺うような光が揺れている。

　カルロは何気なさを装いながらクラリーチェと視線を合わせた。クラリーチェの言葉に笑みで応えながらも、その視線にはそれ以外の想いが見て取れる。

「クラリーチェの不安は、私もわかっていたんだ。国の定めだとはいえ、体の弱いクラリーチェが女王としてやっていけるのか、いつも悩んでいた」

　ジェラルドは低い声でそう言って、肩を落とした。

　病弱な体ゆえに女王としての資質を不安視する諸侯たちの声も多く、最近ではあからさまなその言葉がクラリーチェに届くこともある。それを聞くたびクラリーチェは部屋に閉じこもり、ジェラルドはそんな彼女の姿に胸を痛めていた。

「そこでだ。ここ一年ほど、ミノワスターのリナルド国王と話を続けていたのだが」

　ジェラルドはそこで言葉を区切り、ふたりの娘たちを順に見つめた。

　いつもならはかなさを隠すことなく不安げな表情を浮かべるクラリーチェが、なぜか今は落ち着き、しっかりとした口調でカルロに感謝の言葉を口にしている。

　そしてセレナは、部屋に入って以来、テオの側で顔を赤らめうつむいている。その姿は馬上で生き生きとした表情を浮かべている彼女とはまた違うかわいらしさが溢れていて、ジェラルドは目を細めた。

　今さらながら、我が娘たちの成長を嬉しく思い、それと同時にセレナを他国に嫁がせる寂しさを感じた。

「お父様？」

　黙り込んだジェラルドに、クラリーチェが声をかけた。

「あ、ああ。そうだな、ちゃんと伝えておかなければならないな」

　真面目な声と表情を作ったジェラルドの姿に、セレナはどんな言葉を聞かされるのかと不安を覚えた。

「セレナ姫、こちらへ」

「え？」

　隣に立つテオがセレナの腰に手を回し、ソファに座るよう促した。

　その手の温かさに触れ、ほんの少し不安を小さくしたセレナは、テオと並んでソファに腰かける。

　すると、カルロも立ち上がりクラリーチェの腕を取った。

「クラリーチェ姫は、私とこちらへ」

　カルロとクラリーチェは、ジェラルドの横にあるソファに並んで腰かけた。

「あ、お姉様、ごめんなさい。席を替わりましょう。テオ王子はお姉様の婚約者ですから……」

　セレナは慌てて立ち上がった。このままテオの隣にいたいという気持ちをぐっと堪え、腰に置かれたままのテオの手から離れる。

　すると、それを追うようにテオの手が伸び、セレナの腕を掴んだ。

「あ、テオ……王子？」

　振り返る間もなく、テオはセレナの手を引き寄せ、再び自分の隣に座らせた。

「ここでいいんだよ、セレナ姫」

「え、でも、お姉様は……」

　チラリとクラリーチェを見れば、やはりカルロの隣でにこやかに笑っている。ふたりの間に漂う空気はとても穏やかなものだった。

　セレナは、カルロとクラリーチェが互いに想いを寄せていることには気づいていたが、ふたりの間にあった遠慮というものがなくなったような気がして、驚いた。

　陛下がこの場にいるというのに、いったいどうしてだろうと考えていると、テオがカルロたちの仲睦まじさを見てくすりと笑った。

「テオ王子はお姉様の隣に行かなければ。だって、テオ王子はお姉様の……」

　セレナはカルロと席を替わるよう目で訴えたが、テオは動こうとしない。

「いいんだよ。これから俺がいるべき場所は、セレナの隣だ」

「は……？　私の隣？」

「そう。セレナがいるべき場所も、俺の隣だ」

　テオはセレナの手をぎゅっと握りしめた。

　これまでテオには何度も手を握られてきたが、今までにない強さを感じ、セレナは戸惑った。

　テオの瞳はわずかな迷いも躊ちゅう躇ちょもなく、ただセレナだけを見つめている。

　すると、コホンとジェラルドの咳払いが聞こえた。

「話はまだ終わってないんだが」

　ジェラルドは眉を寄せ、テオを睨みつけている。

「さすが、女性に人気の高い王子だな。セレナもそうやってすぐに手なずける。まったく、人の娘をなんだと思って……」

　ジェラルドは顔をしかめ、ぶつぶつ言っている。

「離宮でアメリアに任せるのとは訳が違うんだ。いっそセレナにもどこかの王子に婿に来てもらって、目の届く場所で……」

　ジェラルドは体を丸め、うなだれた。

「それで、急に私たちを呼び寄せたのはどういうことなのかしら」

　力強いクラリーチェの声に、ジェラルドは顔を上げた。

　セレナたち四人を見回した後、自分自身を納得させるように大きく息を吐き出した。

　緊張しているセレナの手を、テオがぎゅっと握りしめる。

「ランナケルドとミノワスターが共に繁栄していくよう、リナルド国王と協議を重ねた結果、クラリーチェはカルロ王子と結婚し、慣例に習いランナケルドの次期女王となる。そして、セレナはミノワスター王国の王太子となるテオ王子と結婚し、いずれは王妃としてミノワスターの繁栄に尽力することになった」

　部屋に響いたジェラルドの声に、セレナは言葉を失った。










思いがけない結婚




　セレナが嫁ぐ日を迎えた。

　早朝からランナケルドの王宮の周辺はたくさんの人で溢れかえっていた。子供たちは人混みの最前列に並び、王宮の門が開くのを待っているが、その中にはセレナとの別れを悲しみ、涙を流し、しゃくり上げている子もいる。

　城の周囲の警備にあたっている騎士団の面々も、大通りを抜ける馬車を待ちながら、寂しさを堪えていた。

　強い自分になれとばかりに騎士たちに交じって汗を流していたセレナ。その姿を近くで見ていたミケーレも、セレナの幸せを願いながら警備にあたっている。

　人々の想いが通じたのか空は晴れ上がり、青空が広がった。そして、セレナの結婚を祝うように、夏の日差しが降り注いでいた。

「それでは行ってまいります」

　セレナは王宮の玄関で振り返り、キレイなお辞儀をした。

　ミノワスターに着けば、そのまま教会へと向かい結婚式が始まる予定だ。

　セレナは国王夫妻とクラリーチェと共にミノワスターへ向かうのだが、その表情は明るく、化粧を施した顔は艶やかだ。髪はキレイに結い上げられ、ミノワスターから届けられたティアラが輝いている。このティアラはテオがデザインし急ぎで作らせたものだが、未来の王妃にふさわしく、いくつもの真珠が上品に収まっている。

　そして、たくさんの宝石が散りばめられた純白のウェディングドレスはウエストから下が豊かに広がり、高価なレースが波打つたび、光に映えてまばゆいほどだ。

　セレナは使用人たちに挨拶を済ませ、玄関に用意されていた馬車に乗り込んだ。

　王家の慶事のみに使われる六頭立ての白い馬車は、王家の紋章が輝いている。セレナと国王夫妻、そしてクラリーチェが乗り、ミノワスターに向かう。

「セレナ様、お体にはお気をつけくださいませ。そして、テオ王太子殿下とお幸せに。無茶ばかりしてこれ以上ケガをしないでくださいね。それと、刺繍や裁縫に夢中になりすぎて食事を忘れたり、徹夜をしたりしないように……あと」

　馬車の側に駆け寄ったアメリアが、セレナに声をかける。その目には涙が浮かび、声は震えている。

　セレナとテオの結婚を喜びながらも、母親のようにセレナを育ててきたアメリアにとって、セレナとの別れは悲しくつらいものだ。

　ミノワスターの国王夫妻にかわいがってもらえるのか、そして国民たちはセレナを受け入れてくれるだろうか。

　アメリアの心に次から次へと不安が浮かぶ。

「やっぱりアメリアは心配性ね。アメリアは最後の最後まで私の心配をするって思ってたのよ」

　セレナは馬車の中から手を伸ばし、アメリアの手を取った。

「これからもアメリアのお料理を食べに戻ってもいいってテオ……王太子殿下が言ってくれたから、また来るわね」

　セレナは寂しさを堪え、明るい口調でそう言った。

　国王や王妃との別れよりも、アメリアとの別れのほうがよっぽど苦しい。けれど、キレイな化粧を施された顔に涙は似合わない。それに、城門の向こうから聞こえる人々からの祝いの言葉には笑顔で応えたい。

「しばらく会えないけど、ここからミノワスターの王宮は近いもの。なにかあれば、早馬に乗ってすぐに来るから、泣かないで」

「セレナ様……。まだそんなことを言って。王太子妃となられるのですから、早馬なんてやめてください。それに、騎士団の鍛錬に混じるより、国王陛下や王妃様とのお時間を優先してくださいませ。いいですね？」

「ふふ。それはなんとも言えないわね」

「セレナ様っ」

　慌てるアメリアに、セレナは大きく笑った。

「冗談よ、冗談。陛下も妃殿下もお優しい方だし、今もかわいがってくださるから心配しないで。だけど……できることなら、アメリアをミノワスターに連れていきたいくらいよ」

　セレナはアメリアの耳元に口を寄せ、小さく囁いた。

「セレナ様……」

　とうとう、アメリアの目から涙がこぼれ落ちた。

　セレナは「あーあ」と苦笑する。

「だけど、もうすぐ孫も生まれるものね。体に気をつけて、家族仲よく暮らしてちょうだい」

「はい……はい。セレナ様にお子が生まれた時には、お手伝いに駆けつけます」

　アメリアは涙を流しながら声を絞り出した。

「セレナ、出発だ」

　ジェラルドが、ふたりに声をかけた。

　セレナはアメリアの手を強く握りしめ、気持ちを切り替えるように放した。

「じゃ、行ってきます。……元気でね」

　セレナは馬車から身を乗り出し、見送りのために玄関に並ぶ使用人たちに手を振った。そして、白い外壁がまぶしい城を見上げ、別れを告げた。

　今日、いよいよテオの妃となる。

「開城します」

　大きな声が聞こえたかと思うと、ギーという音と共に城門が開き、歓声が広がった。

　ゆっくりと馬車が進むにつれて、セレナを祝う声や、馬車から身を乗り出す華やかな姿に感嘆する吐息、そしてセレナの幸せそうな様子に安心する声が響き渡った。セレナの姿をひと目見ようと最前列で待っていた子供たちも、セレナに手を振り大声で祝いの言葉を叫ぶ。

　セレナもそれに応え、一生懸命手を振った。

「みんな、ありがとう」

　力いっぱい手を振り、歓声に負けないくらいの大きな声で叫ぶ。

　ミノワスターに続く道には人々が延々と並び、セレナの結婚を心から喜んだ。




　セレナたちを乗せた馬車はランナケルドとミノワスターの国境付近に差しかかった。それまでたくさんの木々が緑まぶしい枝を広げていたが、この辺りに来ると様子は一変し、植物が育たない乾いた土地が続く。

　何度も目にしたことがある光景だとはいえ、ランナケルドとの違いを直接感じ、セレナの心は痛む。

　互いに足りない部分を補い合いながら、両国は友好関係を保ち続けてきた。関係を強固で永続的なものにするために、王族同士が結婚することが何度もあった。

　しかし、今回のテオとセレナの結婚によって、両国の関係は大きく変わるかもしれない。ランナケルドの象徴である川の流れを一部変えることが決まっているからだ。

「お父様もお母様も……お姉様のためならなんだってするのね」

　馬車に揺られながら、セレナはポツリと呟いた。

　表情を消したその口調は、つい先ほどまで領民たちに手を振りながら精いっぱいの感謝の意を叫んでいた口から出たとは思えないほど悲しげだ。

　ランナケルドの王宮が遠くなった途端、セレナの心に現実が押し寄せてきたのだ。

　約一年前、初恋の人であるテオとの結婚が突然決まり、信じられないほどの幸せを感じたのも束の間、どうしてカルロからテオに結婚相手が変わったのか、その理由を聞かされて落ち込んだ。

　すべてはクラリーチェのためだった。

　病弱なクラリーチェに女王としての立場は重く、体力的に不安が多い。そんな彼女を支えてもらうために、カルロを王配として迎えたいと、ジェラルドがリナルド国王に申し入れた。

　ランナケルドにたびたび訪れ、人々と良好な関係を築いていたテオに不満があったわけではないが、カルロに比べればまだまだ勉強不足の感は否めない。それが一番の理由だった。

　もちろん、リナルド王がミノワスターの次期王として期待されているカルロをすんなりと手放すわけもなく、話し合いは難航した。

　しかし、ジェラルドがひとつの案を提示した途端、事態は急展開を見せた。

　それは、クラリーチェとカルロの結婚を認めるのならば、ランナケルドを流れる川から一本の水路を作り、ミノワスターに水を流すというものだ。

　水不足に悩むミノワスターにとって、それは願ってもない申し出だった。長い歴史の中で、ランナケルドの王たちは何度もミノワスターに水を通すための水路を作らせてほしいと懇願されていたが、すべて断っていた。

　なぜなら、もしもミノワスターに水路を作り水不足が解消されればミノワスターの農業は発展し、ランナケルドから調達している食糧の割合が減ることになる。そうなれば、これまでミノワスターの食糧庫であったランナケルドを守る必要がなくなり、ランナケルドに常駐していたミノワスターの騎士たちが撤退してしまうかもしれない。

　それを恐れ、これまでのランナケルドの王たちは川の流れを変えたり、新しい水路を作らなかったのだ。

　しかし、今回はクラリーチェとカルロが結婚できるのならばと、ジェラルド自ら提案した。

　リナルドは、その提案を受けてかなり悩んだが、最終的には国民の生活のために承諾し、クラリーチェとカルロの結婚が決まった。ミノワスターでは誰が王位を継ぐのかは国王が決めるのだが、そのこともふたりの結婚を後押しした。

　ジェラルドは両国の関係が変わるかもしれないことを承知のうえで、水路を作り、カルロを迎えようとしたのだ。

　すべてはクラリーチェのためだ。女王としてランナケルドを率いることが難しいクラリーチェに代わって、カルロにその責務を負わせようと考えたのだ。もちろん、王としてではなく、王配としてだ。

　そして、そこにセレナへの配慮はなにもない。セレナの結婚相手がカルロでもテオでも、どちらでも構わないのだろう。

「私と一緒に、川もミノワスターに嫁ぐのね……」

　クラリーチェのためなら川の流れさえ変えてしまうのだと知った時、セレナは自分が両親から愛されていないと改めて知った。

　思いがけず大きなショックを受けたのは、諦めたつもりでいても、愛されているとどこかで期待していたのだと、セレナは苦笑する。

「……私って、甘いな」

　既に川の工事は終盤に入り、セレナとテオの結婚式が終わればミノワスターに水が流れる予定だ。つまり、ミノワスターは水資源を持つ大国となるのだ。

　セレナは複雑な想いを隠すように窓の外を眺め、父と母の視線から目を逸らした。

　本来なら、この場で両親へ感謝の気持ちを伝えるべきだが、セレナはなにをどう言えばいいのかわからず、黙り込んでいた。

　ジェラルドとサーヤは、親子で過ごせる最後の貴重な時間を明るいものにしたいと思いながらも、セレナの思いつめた表情を見て、声をかけることができずにいた。




　ミノワスターの王宮付近では、騎士団が警備のために通りの両側に並んでいた。

　いよいよ迎えた王太子殿下の結婚の日、大勢の国民が騎士たちの後ろに立ち、セレナを乗せた馬車が来るのを今か今かと待っている。

　テオがランナケルドに何度も訪れては国民たちとの距離を縮めていたように、セレナも子供の頃から何度もミノワスターに来ている。国民たちは、セレナが成長していく様子を見守りながら、早く結婚式の日を迎えられるよう願っていた。

　そして、誰よりもこの日が来るのを待っていたのがテオだ。

　クラリーチェに代わってセレナと結婚することになっただけでなく、ミノワスターの王太子となり、いずれは王になると決まった。

　そのことをテオに告げた時のリナルドは、複雑な表情を浮かべながら言葉を続けた。

『クラリーチェ王女とは……その、これまでなにもなかった……んだな？』

　そんな質問にも、『クラリーチェ姫が他国へ嫁ぐとしても、なんの支障もありませんよ』と淡々と答えた。

　女性との噂が華やかなテオのことだ、結婚前にクラリーチェと深い仲になっていると思われても仕方がないが、直接問われるとは思ってもみなかった。

　テオはクラリーチェとの婚約が調って以来、女性と付き合ったことも、深い関係になったこともないのだが、どう言っても誰も信じないだろうと思い、この類の質問はあっさりと受け流すことにしている。

　王子という立場と整った見た目のせいで、テオの周囲にはいつも女性がいた。隣国の王配となることが決まっているというのに、だからこそ後腐れなく付き合うにはちょうどいいという女性ばかりがテオに近づいてきたのだが、テオは愛想のよさを前面に出しつつも誰も相手にしなかった。

　そんな女性たちに辟へき易えきしたテオは、ひとりの女性を伴って華やかな場に姿を現すようになったのだが、アリスというその女性ともなんの感情も関係もない。しかし、途切れることなく現れる女性たちのせいで、テオの評判は芳しいものではなかった。

　セレナにもその噂は届いているはずで、結婚後まずしなければならないのは、誤解を解いて、自分の気持ちを素直に伝えることだとテオは気合を入れている。

　反対に、ミノワスターの王太子として立派にその役を果たしていたカルロには、頑なに女性を近づけようとしない空気が漂っていた。それはただ、クラリーチェへの想いをこじらせた初恋バカが大人になった結果だ。

　王城の玄関でセレナを乗せた馬車が到着するのを待ちながら、テオは肩を揺らして笑った。テオとカルロが初めて隣国の王女姉妹と会った時を思い出すたび、おかしくなるのだ。

「あの時の兄さんの顔……ひと目でクラリーチェに堕ちたってわかったよ」

　今は亡き前王妃の忘れ形見であるカルロは、騎士団長を経験した屈強な体と彫りの深い顔立ちで女性に人気があるが、生真面目な性格のおかげで女性との噂もないままセレナと婚約させられることになった。しかしクラリーチェのはかなげな姿に目は釘くぎ付づけになり、言葉を失っていた。

　そう、あの時カルロはようやく初恋を経験したのだ。

「テオ殿下、セレナ様を乗せた馬車が国境を越え、騎士団が先導しているようです。もうすぐこちらに到着されますよ」

　思い出し笑いをしているテオに、女官長のラーラが耳打ちした。

　本来なら王太子にそんな砕けた態度は許されないのだが、テオが生まれた時から世話をしているラーラにとって、今でもテオは子供のままなのだ。国王夫妻よりもテオを理解しているといってもいいラーラのことを、テオも信頼し、大人になった今でも甘えている。

　ラーラは、ふくよかな体と温和な物腰で誰からも慕われているが、五十歳を目前にし、そろそろ後継に立場を譲ろうかと考えていた。しかし、テオの結婚と王太子に就くことが決まり、そんな場合ではないと思い直した。いずれテオとセレナの間に生まれるであろう王子や王女の世話をこの手でしたいと願ってもいる。

「あ、ラーラ。セレナが好きなクランベリーのジュースは用意してくれたか？」

　ふと思い出したようにテオがラーラに問いかけた。

「大丈夫ですよ。セレナ様の大好物のクランベリージュースも、栗くりがたっぷり入ったシフォンケーキも用意しています」

　ラーラも、セレナの嫁入りを心待ちにしていた。セレナの好物を、これでもかというほど用意している。

「そうか。ミノワスターは初めてではないとはいっても、これからは立場も変わるし慣れないことも多いだろうから、頼む」

「任せてくださいませ。王太子妃として立派にその役目を果たせるように、力を尽くしますよ」

　ラーラは余裕の笑みを浮かべて胸をトンと手で叩いた。

「私がお仕えできる限りはセレナ様をお守りいたしますから、ご安心ください。それよりも」

　砕けた口調で話していたラーラの表情が真面目なものに変わった。

「テオ様こそ、セレナ様を傷つけないようにしてくださいよ」

　まるで説教するような口ぶりに、テオは半歩、後ずさった。

「お、俺は、セレナを傷つけるつもりなんてないぞ。とことんかわいがって――」

「はいはい、わかってますよ」

　ラーラはテオの言葉を遮り、すっと耳元に唇を寄せると、小声で言葉を続けた。

「テオ様がセレナ様を大切に想ってらっしゃるのはわかってます。ですが、王太子になられて、多くの諸侯の方々がテオ様に取り入ろうとしているのはわかっておいでですよね」

「……ああ」

　ラーラの言葉に、テオは一瞬で表情を引き締めた。

　お気楽な第二王子という立場から大国の王太子となった今、テオの周囲はあっという間に変わってしまった。

　誰もが一目置くカルロには決して近づこうとしなかった者が、テオには笑顔を浮かべ、近づいてくるのだ。

　女性関係が華やかで、国政には無関心。暇を見つけてはランナケルドに赴き婚約者のご機嫌を窺っていたお調子者。おまけに国王と王妃に甘やかされた王子なら、取り入るのも簡単だろうと考える諸侯は多い。中には年頃の娘をテオの側妃に差し出そうとする者もいるという噂も耳に入り、テオは心底うんざりしている。

　王子でも王女でも王位を継ぐことが認められているのだ、王子誕生のために無理に側妃を迎える必要はない。

「面倒だよな。ようやく俺も兄さんも惚れた女を手に入れたっていうのに、勝手に動き始めた周りをどうにかしないといけないなんて、余分な労力を使わせるなよ」

　周囲に控える使用人や騎士たちに聞こえないよう小声で話すテオに、ラーラは苦笑した。

「ですよね。せっかくセレナ様とおふたりの時間をたくさん持てるようになったのに、あれやこれや、時間を割かなければなりませんね」

「……ほんと、面倒くさい」

　ただでさえ王太子という立場に就いて以来、日々の仕事が増え執務室にこもることも多い。カルロがランナケルドの王配となり、テオがミノワスターの王太子に就くという計画を立てた時から覚悟はしていたが、予想をはるかに超えた書類の多さには辟易している。

　さらに、先週は王太子としての清廉な体を得るため、ミノワスターの北端にある湖で体を清めたが、途中で宿に泊まりながらの往復四日間の旅でかなり疲れた。

　この一年の忙しさを思い返し、テオはうんざりとした表情を見せる。

　来週早々予定されている周辺各国との会議では、議長国であるミノワスターの代表としての責務を負い、準備も慌ただしい。本来なら結婚式を終えた翌日に新婚旅行に出発するのだが、それも会議が終わるまでお預けだ。

　その時、ひとりの騎士が駆けつけ、テオの前でひざまずいた。

「殿下、ランナケルド王家の馬車が参りました」

「そうか。いよいよだな」

　テオの唇がふっと緩む。

　カルロと、そしてクラリーチェと共に進めてきた、叶うかどうかわからない夢のような計画が、ようやく実現するのだ。

「テオ殿下、いよいよですね」

　ラーラがワクワクしながら声を上げた。実の息子の結婚式の時以上に心が弾んでいる。

　テオもその声に負けないほどの柔らかな表情で城門を見つめた。

　それから間もなく、セレナたちを乗せた豪華な馬車が、王宮に到着した。




　ファンファーレが青空に響いたと同時に、王宮のバルコニーに王太子夫妻が姿を見せた。ミノワスターの王太子テオと、ランナケルドから嫁いできたセレナ王女だ。

　今日、テオとセレナが結婚式を挙げ、三カ月後にはカルロとクラリーチェの結婚式が予定されている。両国の絆きずなが強固になるこのふたつの結婚を、誰もが待ちわび、この一カ月、国中が柔らかな空気に包まれていた。

　バルコニーに並び、手を振る王太子と王太子妃。結婚式を終えたばかりのふたりの表情は明るく、王太子妃の腰を抱く王太子の顔は緩み、心からこの結婚を喜んでいるようだ。時折見つめ合うふたりの間には遠目からでもわかるほど甘い空気が立ち込めている。

　一年前に突然婚約者が変わったとは思えないほどの仲のよさを見せられて、国民はみなホッと安心する。

「テオ殿下、セレナ王太子妃殿下、おめでとうございます」

「お幸せに」

　ミノワスター王家の紋章が記された手旗を振りながら、国民たちが祝いの言葉を口にする。

　セレナもこの日を待ち焦がれていた。

　胸元が大きく開いた白いドレスに包まれ、輝く金色の髪を高い位置で結い上げた頭にはティアラが輝いている。そして、鎖骨を飾るダイヤモンドが、彼女の整った顔と滑らかな肌をいっそう引き立てていた。

　そのペンダントは婚約と同時にテオから贈られたもので、セレナはその準備のよさに驚いた。

　赤みが差した頬を輝かせているセレナの横で、ロイヤルカラーである濃紺の生地に丁寧な金色の刺繍が施された豪華な正装姿のテオもバルコニーから手を振る。セレナの横顔をチラチラと見ては、ウェディングドレスをまとい念入りに化粧を施された姿に目を細めている。

　テオがセレナの腰に回した手に力を込め、さらに密着させると、セレナの体は大きく揺れた。よろめいたセレナは、そのままテオの胸に飛び込む。

　その瞬間、広場に集まっている人々の歓声や冷やかしの声が響き渡り、セレナの頬は一気に赤くなる。

「ちょ、ちょっと……殿下、あまり力を入れないでください」

　セレナは姿勢を正しながら、テオの顔を見上げた。その瞬間、あまりにも近くにあるテオの唇に気づき、ハッと視線を逸らした。

　顔を真っ赤にしているセレナに、テオはニヤリと笑い、人々に見せつけるように額と額を合わせた。

　地鳴りのように響く歓声が広場から聞こえ、テオはセレナの腰に置いていた手を彼女の肩に回し、きつく抱き寄せた。

「ほらほら、ちゃんと笑顔で手を振らないと、みんながっかりするぞ」

　テオは視線を広場に向けたまま囁き、ゆっくりと手を振る。彼が今思うことはただひとつ。

「早くふたりになりたいから、手を振れ」

　誰にも聞かれることのない小さな声に、セレナは顔だけでなく体中が赤くなった。ちょうど、後ろに長く引くドレスの裾を整えようと侍女が足元にしゃがみ込んでいて、テオの言葉を聞かれたのではないかとドキドキする。

「で、殿下。しばらく黙っていてください」

　もともと自由気ままで自分の想いに素直に生きているが、ここ最近のテオはセレナに対して直球で攻めてくる。

　バルコニーでの挨拶も、本来なら結婚式を終えた後、まずは列席した周辺各国の王族たちそれぞれにお礼の言葉を直接述べてから行うのが習わしだというのに。

『晩餐会で礼はたっぷり言ってやるから、式の後まずは手を振って、しばらく部屋で休憩だ』

　それ以外、受け付けないとでも言うような強気な言葉を聞いて、セレナは耳を疑ったほどだ。

　テオは結婚式の日取りを決める時にも『一日でも早く』と言って、周囲を困らせていた。それまでの婚約を破棄し、セレナとの結婚を即座に決めただけでも国民たちの動揺を生み、反対する諸侯たちを説得する時間も必要だったが、テオは一年しか待たないと言い張った。

　一番の問題はミノワスターの王太子が変わったことだったが、それと引き換えにランナケルドの川から続く水路を作るとなれば、反対する者たちもおとなしくなった。

　一方、もともとミノワスターに嫁ぐと決まっていた人気の高いセレナと、明るく人当たりはいいとはいえ、王太子としての教育を受けてこなかったテオ。ふたりの仲を危ぶむ声は多かったが、結婚式を終え、こうしてバルコニーから仲よく手を振るふたりの姿を見て、国民は一様に安心した。

　その安心感に加え、ふたりが並べば美男美女同士、見るだけでも心が和む。国民たちは心からこの結婚を喜び、祝いの言葉を口にしていた。

「セレナは昔から国民たちに好かれてるよな。ミノワスターに来たら王宮に来る前に仲がいい農家のじいちゃんばあちゃんに会いに行くし、おいしいものがあると聞けば馬に乗って勝手に行くし」

　テオは呆れた声で呟いた。けれど、その声からは優しさが感じられる。

「だって。みんながおいでって言ってくれるし、一度行ったらまた会いたくなるし」

　テオの言葉に、セレナはこれまでの自分を振り返り、焦った。

　たしかに、ミノワスターに来ても、王宮にいるより城下をうろうろしたり、郊外まで馬を走らせて農家にお邪魔したりしている。

「国民と仲よくするのはいいが、これからはまずは俺を最優先に考えてくれよ。行きたいところがあれば俺も一緒に行くから」

「え？」

　力強いテオの言葉に、セレナは視線を向けた。

「夫婦は一心同体。どこに行くのもなにをするのもこれからは一緒だ」

　相変わらず爽やかな笑顔で手を振るテオの言葉に、セレナの胸はドキリとする。

「見てみろよ。俺らの結婚を祝ってくれる国民たちがこんなにいるんだ」

　ふたりが手を振る向こう側には、多くの人々が広場を埋め尽くしている。広場を出て城下につながるいくつかの通りでもたくさんの人が歓声を上げている。

　テオとセレナはその圧巻の景色を見回すと、さらに大きく手を振った。

「王太子や国王が、王宮で妃と一緒にいられることは、国が安定しているってことだ」

　テオが、セレナを見て呟いた。その声は硬く、セレナは眉を寄せた。

「安定？」

「そうだ。いざ戦が始まったり、そうでなくても他国との関係が悪化すれば、王太子や国王が王宮でゆっくりと過ごすことはできない。戦地に向かうこともあるだろうし、状況を打開するために忙しくなるだろうし」

「……そうですね」

「もしも戦にでもなれば、たとえ俺が王宮にいたとしても、セレナとこうして密着して体温を感じることなんてできなくなる」

　低く真面目なテオの声に、セレナは口を結んで耳を傾ける。

「俺とセレナは一心同体。それは、体も心もずっと寄り添うってことだけどさ、それができるのは、戦もなく平和で、王太子や国王が城にいられるおかげだ」

　テオは普段の軽い口調など微み塵じんも感じさせない声音でそう言った。

　今思いついたわけではなさそうな言葉を聞いて、セレナはテオの覚悟を感じた。

　明るく軽い、苦労知らずの第二王子。そんな面影はどこにもなく、セレナはテオから目が離せない。

「……たしかに。戦が始まったら、殿下も城にはいられない……。だけど、ランナケルドもミノワスターも、優秀な騎士たちが多いので大丈夫です。ミケーレだって、ああ見えて槍の腕は一流です」

　セレナは、大丈夫だと自分に言い聞かせるように言った。しかしテオが戦に赴くことを想像するだけで目の奥が熱くなる。

　テオはセレナの肩をぐっと抱き寄せた。

「殿下？」

「なんでもない。ただ、セレナはもう俺のものだって叫びたい気持ちを我慢しているところだ。誰にも……たとえ兄さんでも、優秀な騎士でも、誰が相手でもセレナを渡すつもりはないからな。ミケーレになんて負けるもんか」

　テオの言葉に、セレナは驚き、言葉を失う。自分は心からテオに求められているような気がしたのだ。

　テオがクラリーチェと仲睦まじくしている様子を間近で見ていたセレナは、自分がクラリーチェ以上にテオから求められることはないだろうと考えていた。

　今テオが口にした言葉に甘い響きはあれど、それは結婚式を終えて気持ちが昂ぶっているせいだろう。しかし、これまでテオがセレナを甘やかし、必要以上に近くにいた思い出を振り返れば、テオに愛されたいという願いを捨てることもできない。

　セレナは、たとえ愛されなくてもテオと結婚できるだけで幸せだと思っていたが、それは間違いだったとようやく認めた。そして、父の言葉を思い出す。

　王族の使命は国民たちに単調な日常を与えること。そのために力を尽くすこと。

　幸せは単調な日常の中で作られていくものだと聞かされていたが、その意味が少しわかった気がした。それは、テオが口にした言葉の意味と同じだ。

　国王と王妃が王宮で寄り添い、笑い合っていられることが、国全体の幸せの指標となる。国の繁栄と国民の幸せのためにも、そしてなによりセレナ自身の幸せのためにも、テオの隣にいたい。

　セレナはもぞもぞしながら、さらにテオに体を寄せた。というより、密着した。

「一心同体……」

　セレナはテオの言葉を繰り返し、ミノワスターの国民たちが幸せであるようにと、心から願った。

　国が安定し、国民が幸せに暮らせるよう、力を尽くそう。

　テオと共に王宮でつつがなく暮らせること、それが国の平和と幸せの象徴だと納得した。

「いいだろう、一心同体。これから、末永くよろしくな」

　テオは密着してきたセレナを意識しながらそう言った。耳は赤く、声も上ずっている。ひたすら国民に笑顔を向け、歓声に応えているのは、その照れを隠すためだ。

「こちらこそ、末永くかわいがってくださいませ」

　セレナはテオを見上げ、か細い声で呟いた。テオの赤い耳に勇気をもらい、愛される未来を信じてもいいかもしれないと、感じながら。




　その日の夕方、ふたりの結婚を祝う晩餐会が開かれた。

　周辺国の中でもずばぬけて広い国土を持ち高い軍事力を擁するミノワスターの次期国王の結婚となれば、招待客の数はかなりのものだ。晩餐会の会場は広く、豪華な内装に招待客の誰もが目を奪われた。

　いくつもの大きなシャンデリアの蠟ろう燭そくが部屋を照らし、アーチ型の天井には細かい浮彫りが施されている。窓にかけられているカーテンは濃紺で、銀色の糸でミノワスター王国の紋章が刺繍されている。

　白いテーブルクロスが印象的な長テーブルの端に着いたセレナは、その紋章の大きさに目を見張り、どれだけたくさんの糸が使われたのかと見入っていた。

　長テーブルには招待客がずらりと並び、周囲の人々と歓談している。

　セレナに並んで座るテオは、時折セレナと言葉を交わしながら、祝いの酒を楽しんでいた。

「飲むか？　といっても、セレナにはジュースだけどな」

「あ、はい。……ありがとうございます」

　テオが手元に置いたグラスを手に取り、セレナはそれを口にする。ミノワスターの特産物であるクランベリーのジュースだ。

　ほどよい酸味に刺激を受けながら、キレイな赤い色にほおっと目を細めた。

　祝いの席なのだから、これまで飲んだことがないワインに挑戦してみようと思っていたが、テオはそれを許さなかった。

　せっかくなのに、とテオの手元にあるワイングラスをチラリと見れば、テオはそれを一気に飲み干した。

「セレナは酒を飲んだらすぐに顔が赤くなるだろ？　そんな顔、かわいすぎて見せられるかよ」

　婚約式の時、シャンパンをほんの少し口にしただけでセレナは顔を赤くした。ふわりとした顔があまりにもかわいくて、テオは思わずセレナの体を胸に抱き寄せて周囲から隠してしまったほどだ。

「それを飲んだら、そろそろ引き上げるぞ」

　テオはセレナの耳元に囁いた。

「え、もう？　だけど、まだ終わってないんですけど」

　セレナは驚いて辺りをキョロキョロと見回した。

　晩餐会が始まって一時間あまり、招待客は皆おいしい料理と酒に満足したのか、緊張感が抜けた様子で笑い声を上げている。

　テオとセレナを祝うために集まってくれた人たちを置いて早々に引き上げるなんて考えられない。

　この一年、結婚式の準備を続けながらも、テオと本当に結婚できるのだろうかと不安だった。テオは、本当はセレナではなくクラリーチェと結婚したかったのだと思い込んでいるせいで、テオがやはり結婚できないと言い出すのではないかと恐れていたのだ。

　とはいっても、国と国が関係する結婚を、テオやセレナの意志だけで取りやめることはできない。テオとの結婚を望んでいるセレナは、その事実にすがりながら、この一年を過ごしてきた。

　そしてようやく迎えたこの日、無事にテオと結婚できてホッとしていた。

「陛下たちもさっき退出されたし、そろそろ俺たちも部屋に戻ろう」

　テオが背後に控えていた執事のヴァルターに視線を向けると、彼は小さく頷きテオの椅子を引いた。

「お部屋の準備はできております」

　最古参の執事であるヴァルターは、五十代となり金髪の中に銀色のものが目立ち始め、落ち着いた中に渋みも加わった。

「そうか」

　テオは立ち上がり、セレナに手を差し出した。

　セレナは本当に部屋に戻るのかと眉を寄せながらも、誘われるまま手を置いた。

　テオは嬉しそうに目を細めてその手をぎゅっと握った。ようやくセレナと結婚し、早くふたりになりたくてたまらないのだ。

　バルコニーで手を振った後、ふたりで部屋に戻ってゆっくりしようと思っていたが、ヴァルターがそれを許さず、叶わなかった。

『各国の王族や貴族の方々が挨拶をしようとお待ちです。これも決まり事ですのでとっとと済ませてくださいませ』

　国王陛下が王太子の頃から王宮で執事として働いているヴァルターは、今もテオのことを子供のように扱う。

　ヴァルターに急かされ、結局休みを取る間もなく晩餐会に突入し、テオは少々拗ねていた。

　そして、国王陛下とテオの挨拶が無事に済み、ランナケルドの国王夫妻も疲れたのか少し前に退席し、今は王宮内で一番豪華な客間で休んでいるはずだ。

「陛下……父さんと母さんが結婚した時は、晩餐会には五分ほどしかいなかったらしい。その話を聞いた時にはどれだけ早くふたりきりになりたかったんだよって呆れたけど、今ならその気持ち、よくわかるな」

　一刻も早くセレナとふたりきりになりたいテオは、言うが早いかセレナの手を引っ張り、立ち上がらせた。

「えっ。あ、あの」

　重いドレスのせいでバランスを崩したセレナは、気づけばテオの胸の中にいた。

　ざわめいていた部屋が、一瞬静かになる。ふたりの姿に視線が集まった。

　セレナは恥ずかしくてテオの胸に顔を埋めた。

　テオは、頬が緩みそうになるのをどうにか堪えた。各国の要人たちが大勢いる中、王太子として凛々しくあろうとするのだが、セレナのかわいらしさに気持ちは奪われ、にやけそうで仕方がない。

　その時、背後に人の気配を感じた。

「王太子様、退席されますか？」

　近くの席にいた公爵が歩み寄り、膝を折った。

「ああ、今日は遠くからご苦労だったな。俺たちは退席するが、このまま楽しんでくれ」

「はい。王太子様もお疲れでございましょう。改めておめでとうございます」

　腰を低くし、頭を下げながら祝いの言葉を口にするが、公爵の声は冷たく、セレナは思わずテオの胸から顔を上げた。

「セレナ妃殿下も、おめでとうございます」

「あ、ありがとうございます」

　セレナは慌ててテオの胸から離れ、姿勢を正した。

　ふたりの前にいるのはミノワスターで大きな力を持つふたつの公爵家のうちのひとつ、トルノー家の長であるシャルル公爵だ。中肉中背、猫背気味のせいで小さく見えるが、眼光鋭く周囲への視線はいつも強い。早くに結婚し落ち着いたせいか、まだ四十代前半だというのにもっと老けて見える。

「セレナ妃殿下のおかげで、ミノワスターの将来は安心でございます。これまで水不足で悩んでいた国民たちも、喜んでおります」

　シャルル公爵は、意味ありげに笑った。そして、寄り添うテオとセレナの姿をそっと一いち瞥べつし、ふたりに気づかれないよう口元を歪めた。

　シャルル公爵は再びセレナを見ると、すっと表情を和らげる。

「国の慶事ですから今日は工事を止めていますが、明日からはランナケルドからの水を流す水路の工事が再開します。完成の式典には、おふたりからお言葉をいただくことになっておりますので、よろしくお願いします」

「ああ。あと数日で完成すると聞いてるが」

　テオの問いに、シャルル公爵は何度か頷いた。

「ほぼ完成しております。明日水路を開通させまして、最後の工事を行う予定です」

「そうか、この一年、ご苦労だったな」

　テオは、ねぎらいながらもシャルルの言葉にうさん臭いものを感じていた。会議や式典で会うたび、心を許してはならないと警戒しているのもたしかだ。

「それでは、完成記念式典の時には、よろしくお願いいたします。……あ、そうそう、アリスも殿下の幸せをお祈りしていると申しておりました。先ほどの結婚式ではお声をかけられなかったと残念がっております」

　ふと思いついたようにシャルルは口にしたが、その言葉を聞いて、テオは顔をしかめた。

　長年、シャルルは娘のアリスをテオの妃に据えようと躍起になっていた。

　アリスはミノワスターの『美しきバラ』と呼ばれるほどの美貌の持ち主で、二十歳という結婚するにはちょうどいい年齢ということもあり数多くの名家から結婚の話が持ち込まれている。

　ここ数年、アリスはテオと共に公の場に顔を出す機会が増え、テオの寵ちょう愛あいをひとり占めしていると噂になっていたのだが。結局、テオはセレナと結婚した。おまけに、アリスはやけになったのか下位の貴族との結婚を決めてしまった。

　シャルル公爵は、テオがランナケルドの王配となったとしても、その側妃として娘を差し出し力を広げようと考えていたが、その思惑はあっという間に崩れてしまった。

　既にミノワスター国内でも人気が高いうえに、念願の水路が建設されるという最高のオプションがついたセレナとの結婚。シャルル公爵は諦めるより他なかった。

「アリスも来月結婚するそうだな。おめでとうと伝えてくれ。俺にはセレナの花嫁姿ほど愛しいものはないが、アリスも美しい花嫁となるだろう。忙しくて結婚式に出席できないのは残念だよ。じゃ、セレナ、行くぞ」

　テオはセレナの腰に手を回すと、シャルルがなにか言おうとするのを無視するように歩き出した。

　せっかくいい気分でいたのに、会いたくない男に会ってしまったと、テオの心は荒れたが、セレナの体温を腕の中に感じ、ふっと息を吐き出す。そして、記念すべき日にあの男に振り回されるものかと、ひとり頷いた。

　シャルルはふたりの後ろ姿を睨むように目を細めたが、ヴァルターに見られていると気づき、何事もなかったように自分の席に戻った。

「意地の悪いたぬき公爵は、まだ諦めていないようですね」

　ヴァルターはため息をつき、部屋から出ていくテオとセレナの後ろ姿を同情のこもった目で見送った。




　結婚式の夜。それは特別な夜だ。

　セレナもその意味を理解していて、テオに抱かれる覚悟はとっくにできている。とはいえ、ここ数日はそのことを考えるたび緊張し、今も心臓がバクバクしている。

「い、痛いっ。そんなに引っ張ったらはげちゃう」

　鏡台の前に座らされているセレナは大声を上げた。長く豊かな金髪を梳すく侍女の手から逃げようともがく。

「はげません。普段からもう少し肌や髪に気を使っていただくようにお願いしていたのに。あ、逃げないでくださいませ。この後、香油をすり込みますからね」

　側で様子を見ていたラーラがぴしゃりと言い放つ。

「えー、香油の香りは苦手なのよ。だから、やめてほしいんだけど」

「止めません。香油を塗るのはセレナ様のためではなく、殿下のためです」

　晩餐会を辞した後、セレナはラーラと侍女たちによって湯あみをさせられ、これでもかというほど念入りに体を洗われた。

　これまで侍女の手伝いなくひとりで湯あみしていたセレナには最高に恥ずかしい時間だったが、ラーラの『今キレイにしておかなければ今晩もっと恥ずかしいですよ』という言葉によって降参し、泣く泣く侍女たちにすべて任せることにした。

　自分自身に構うことなく必要最低限の手入れしかしてこなかった肌はうっすら日焼けが残っている。それでも、生まれながらなのか肌のきめは細かく輝いている。

「はい、サラサラですよ」

　しっかりと櫛くしを通した髪は金色に輝き、侍女たちはほーっとため息をついた。

　しかし、散々体のあちこちを手入れされ疲れてしまったセレナは、侍女たちの羨望のまなざしに気づくこともない。

　ラーラにあれこれ指示されながらセレナの準備をしていた侍女たちは、目の前の美妃の世話にやりがいを見出していた。

　乗馬が得意で剣を振る元気な王太子妃だが、そのおかげで体はきゅっと引き締まっているうえに胸は豊かだ。おまけに腰の位置は高く手足も長い。

　抜群のスタイルをまじまじと見ながら、もっと手を加えれば、これからもっと美しくなるに違いないと、侍女魂に火がついていた。

　蝶ちょうに生まれ変わる前のさなぎ。あるいは磨けば光る原石。

　セレナを担当することになった侍女三人は、顔を見合わせ笑顔を浮かべた。そして、その頭には、テオが用意させた数多くのドレスが次々と浮かび、どれもセレナに似合うはずだと満足げに頷いた。

「セレナ様、こちらをお召しになっていただきますよ」

「え？」

　バスローブ姿でドレッサーの前に座るセレナに、シルクの艶がまぶしいナイトドレスが差し出された。

「テオ様の好みがどんなものかはわかりませんが、こちらならきっと大喜びですよ」

　セレナの髪をといていた侍女が、ふふふっと笑いながら声を弾ませた。

「大喜び……」

　セレナはそれを手に取り、それがなんであるかを察した。

「こ、これは……」

　これまでの人生でまったく縁がなかったかわいらしいナイトドレス。どう見ても腰の辺りまでしか隠すことができないほど丈は短い。広く開いた襟元にはレースが縫いつけられ、袖口も同じレースに縁取られている。

「ま、まさか、これを私が着るの？」

　セレナはナイトドレスを目の前に広げ、まじまじと見つめる。

　胸の下辺りで切り替えられ、ふわりと広がった裾を揺らすと、シルクに部屋の明かりが反射してキラキラしている。背中の部分を見れば、リボンが上下に並んでいるが、それをほどけばナイトドレスはするりと肩から落ちるようになっている。

「は……恥ずかしすぎる」

　セレナはナイトドレスを身にまとった自分の姿を想像し、ぐっと言葉に詰まった。

　華奢な体ならまだしも、細いとはいえ鍛えられているとわかる体にこれは似合わない。クラリーチェのようなはかなげで色白の女性ならテオも喜びそうだが、腕や足に擦り傷をいくつも残している体には不向きだ。

　そう思った瞬間、テオがクラリーチェと仲睦まじくしていた様子を思い出して胸が痛む。

　ランナケルドから持ってきた綿の肌着で十分だと言おうとした時、部屋の扉を開ける大きな音が響いた。

　セレナがその音にピクリと身をすくませ振り返れば、不機嫌な顔をしたテオが部屋に入ってきた。セレナの横で腰を下ろして膝立ちになると、彼女の顔を覗き込んだ。

「セレナ、まだか？」

「あ、あの……」

「テオ様、勝手に入ってこないでくださいませ。セレナ様の準備はまだできておりません」

　突然テオが部屋にやってきて、ラーラは呆れた声を上げた。

「湯あみは終えたのだろう？　それで充分だ。さ、寝室に行くぞ。いくら待っても来ないから迎えに来たんだ」

　テオもラーラに負けていない。なにを言われようが退くつもりはないようだ。

　セレナの背中と膝裏に手を差し入れ、あっさりと抱き上げた。

「で、殿下っ」

　突然セレナの体はふわりと浮き、気づけばテオの顔が間近にあった。

「ま、まだなにも準備が……」

　焦るセレナの言葉にテオは「準備は必要ない」と言ってずんずん歩き出す。

「テオ様、まだセレナ様は湯あみを終えたばかりでお着替えも終えておりません」

　ラーラがテオの後を追いながら声をかけるが、テオは振り向くことなく歩を進める。

　王太子と王太子妃の部屋は並んでいて、部屋の中から行き来できるドアがある。テオはそのドアを開けて王太子の部屋に行くと、部屋の中央のソファにセレナをゆっくりと下ろした。

「……いい香りだ」

　ソファに座るセレナの目の前に膝を下ろしたテオは、セレナの首の辺りに顔を近づけると、浅く息を吸った。

「湯あみの時、バラの花びらが湯に浮かんでいたんだろう？　いい香りだ」

　城の庭園にはあらゆる種類のバラが咲いているが、ラーラはここぞという時には躊躇なくたくさんのバラを摘み、湯に浮かべるのだ。テオが小さい頃には誕生日はもちろん、騎士団に入団した時や成人の儀を無事に終えた夜にはこれでもかというほどのバラが湯に浮かび、その強い香りにむせたほどだ。

「バラを大切に育てているラーラの気持ちだ。俺とセレナの結婚を喜んでるってことだな」

　単なる女官長とはいえ、誰よりもテオの側にいたラーラは、ふたりの結婚を心から喜んでいるのだ。

「俺、この匂いが好きなんだ」

　膝立ちのまま、テオは正面からセレナの腰を抱き、彼女の肩に顔を乗せて目を閉じた。そのまま唇は耳たぶから頬をかすめ、当然のようにセレナの唇にたどり着く。

　テオの唇は、セレナの唇を甘噛みするように吸いつき、そのたびリップ音が響く。

　テオの動きについていこうとするセレナの必死な顔に、たまらない気持ちになったテオは、セレナの口に舌を差し入れた。そして、唇を味わいながら舌が口内を動き回る。

　婚約してから何度かテオとキスを交わしたが、まだまだ慣れないセレナはぎこちなくそれに応える。けれど、目を閉じてテオの動きに集中しているうちにセレナの舌はテオのそれと絡み合い、その甘さがセレナの中に広がっていく。

　いつの間にか、セレナの体はソファに押しつけられ、セレナの両手はテオの首に回された。

「セレナ。俺のセレナ……」

　キスの合間にテオは呟く。

　ようやく自分の妻となったセレナが愛しくて仕方がない。テオが初めてセレナと会ったあの日、まだ子供であるにもかかわらず彼女の顔は美しく、生き生きとしていた。

　第二王子として軽やかに生きていたテオは、王位はもちろん、ミノワスターのなにも望むことなく、権威とは離れた場所で生きていた。王太子にはカルロがふさわしいと思っていたのもたしかだが、見た目はいいができの悪い第二王子を装っていたのは、すべて王位に絡む争いを避けるためだ。

　亡き前王妃の忘れ形見であるカルロを推す諸侯たちと、現王妃の息子であるテオを支持する諸侯たち。テオは無駄な争いが起きないよう、王太子には興味がないと公言し、いつか自分は他国に出ようと考えていた。そして、いずれ国を離れるのなら、手元にはなにもないほうがいいと思い、極力なにも持たない身軽な生活を続けていた。

　身軽なのは、女性との関係も同様だった。見た目のよさと王子という肩書ゆえに近づいてくる女性は多かったが、どの女性もテオの気持ちを揺らすことはなく、テオにとってはただ面倒なだけの存在だった。

　近い将来王族から離れて他国に行こうと考えているテオについてくる女性はいないだろうと、笑顔を振りまきながらも心は冷めていた。

　一刻も早くカルロに王位に就いてもらい、自分はミノワスターから出たいと、そればかりを考えていたあの日。ランナケルドでの晩餐会に招待されたテオは、カルロと共に顔を出したが、予想通りの退屈さに辟易し、会場から抜け出して離宮まで足を伸ばしていた。

　そこで、セレナに会ったのだ。

　セレナに会った瞬間、彼女が欲しいと思った。

　まだまだ子供で、無邪気な笑顔がまぶしいくらいの幼さ。そんなセレナにあっという間に惹かれた自分はおかしいのだろうかとテオは悩んだが、明るく振る舞う彼女の中にある苦しさや寂しさを感じ、見た目のかわいらしさだけではない彼女の魅力に夢中になった。

　抱き上げればすっぽりとテオの腕の中に収まり、セレナは体すべてを預けてきた。テオは、彼女の重さと、胸に伝わるその体温、そして不安げに自分を見つめる青い目に心を揺さぶられ、そして、あっという間に恋に落ちたのだ。

　当時、セレナは十歳、テオは十六歳。国益につながる政略結婚を義務付けられている王族であれば、その年での婚約は珍しくもない。

　セレナがランナケルドの第二王女だと知っていたテオは、すぐにでもセレナとの婚約を父である国王に願い出ようと思ったが、既に時機を逸していた。テオがセレナを望んだ日、それぞれ、別の相手との婚約が発表されたのだ。

「あの日から、俺は、お前と……」

　セレナと結婚するため、カルロとクラリーチェと共に長い時間をかけてきた。

　クラリーチェとの甘い関係を強調しながら周囲を欺き、ゴールであるカルロとクラリーチェの結婚、そしてテオとセレナの結婚に向けて突っ走ってきた。周囲に気取られることのないよう、細心の注意を払いながら。

　テオは、これまで自分が我慢に我慢を重ねてきた月日を思い出し、胸を熱くしながらセレナに口づけ、ローブの胸元を大きく開いた。

「や、やだ……」

　激しいキスに翻弄されていたセレナは、乱暴に胸元が開かれてもどうすることもできない。ソファに押しつけられた体はテオの重みで固定され、胸を這はうテオの唇を受け止めるだけだ。時折甘噛みされ、そのたび声を上げる。

「で、殿下……あっ」

　テオの手が、セレナの豊かな胸を揉みしだき、もう一方の手がローブを完全に脱がせる。

　湯あみで温まっていた体が直接空気に触れ、セレナは心もとなくなる。

　セレナの胸から顔を上げ、じっと彼女の体を見つめるテオ。

　セレナの引き締まった体には、打ち身の傷跡や切り傷がいくつか残っている。左腕の付け根にある白い引きつり跡は、剣の訓練でできたものだ。そして、太ももには三センチほどの火傷の跡がある。

「キレイだ」

　テオはその傷跡に唇を落とした。

　ピクリとセレナの体が跳ねる。セレナは目を開き、視線を足元に向けた。すると、火傷の跡を舌で探るように舐めるテオの頭が視界に入り、かあっと体が熱くなった。恥ずかしくて逃げようと体をずらすが、テオの手がそれを許さない。

「結婚式も終わったんだ。もう我慢しないし、逃がさない。この体全部、俺のモノだ」

　テオは、セレナの火傷の跡から少しずつ唇を上に動かすと、セレナの一番敏感な部分にたどり着いた。

「ああっ……む、無理です、私」

　セレナは体をバタバタと動かして抵抗する。結婚したのだからこれくらい当然のことだと頭ではわかっていても、それ以上に恥ずかしくて逃げてしまいたい。

「無理でも、頑張ってもらうしかないな。今は痛いだけで逃げたくなるかもしれないが、俺に何度も抱かれるうちに、気持ちよくなる」

　言い聞かせるようなテオにセレナは小さく頷いた。

　テオに愛撫され、既に体には初めて感じる心地よさが溢れている。愛する人から求められ体中を探られれば、気持ちいいに決まっている。

　セレナは浅い呼吸を繰り返しながら、無意識にテオの首に腕を回した。

「……殿下、大好き」

　セレナの突然の告白に、テオは驚き、ハッと息を飲んだ。

「セレナ……」

　まさか今、セレナからそう言われると思っていなかった。

　好かれているだろうとは感じていたが、セレナの中にテオへの強い愛情はまだ育っていないと思っていたのだ。

　時間をかけて彼女の愛を手に入れようとしていた矢先の言葉。普段の軽やかな口調で同じ言葉を返そうとしても、本気の想いを軽々しく口にしたくない。

　どう応えればセレナを喜ばせるだろうかと思ううちに、セレナが悲しい顔を見せた。

　セレナは、思わず口を突いて出た自分の想いに、テオがなにも答えてくれないことにショックを受けていた。

　テオは、やはり今でもクラリーチェに想いを残しているのだ。そして、自分はクラリーチェには敵わないのだと、悲しいながらも認めた。

　長い間テオの婚約者であったクラリーチェとテオがふたりでいる時の優しい空気感を嫌でも思い出し、胸が痛む。

「ごめんなさい……」

　戸惑うテオに、か細い声で告げた。テオを困らせたと誤解したのだ。

「セレナ？　なにを言って……」

　テオの瞳には、泣き出しそうな自分の顔が映っている。姉妹だというのに、クラリーチェのような美しさや気高さは微塵も見えない。テオに愛されるどころか、クラリーチェの代わりにもなれないと、セレナはさらに落ち込んだ。

　表情を曇らせたセレナに、テオはドキリとした。物憂げな表情で視線を逸らせたセレナが大人びて見え、ただでさえ興奮している体がいっそう熱くなる。

「セレナ？　いろいろ悩んでるかもしれないが、俺はもう、限界なんだ」

　テオはソファから降りると同時にセレナを抱き上げ歩き出した。

「せっかく、ベッドがあるんだ。そっちでゆっくりと抱くから」

　テオはベッドにセレナを下ろし、そして覆いかぶさった。

「セレナ、心配することはなにもない。俺は、セレナを幸せにするから」

「……はい」

　セレナはその言葉に、どうにか笑顔を作って頷いた。

　クラリーチェの代わりになれなくても、テオと結婚したのは自分であり、抱かれるのも自分なのだ。女性からの人気は高く、耳にしたくない噂は多いけれど、テオは人を裏切ったり、悲しませたりする人ではないと、わかっている。それに、愛されていると錯覚してしまうほど大切にしてくれる。

　セレナはそれだけで満足しようと思い、テオへの想いを胸の奥にしまい込んだ。

「殿下……。優しく、してください」

　テオの首に回していた手をぐっと引き寄せ、テオの唇にキスをした。

　テオは、セレナからのキスに驚き、これ以上は待てないとでもいうようにセレナの両手を掴むと、シーツに縫い止めた。

「できるだけ優しくするが、痛いはずだ。ちゃんとついてこい」

　そう言うが早いか、テオはセレナの唇に自分の唇を重ねた。

　貪るような深い口づけを合図に、その夜テオは、何度もセレナを抱いた。ベッドがきしむ音が、夜明け近くまで部屋に響いていた。










王太子殿下は妃に夢中




　テオとセレナが結婚して二週間が経ち、祝福の余韻が続いていたミノワスターの城下は、ようやく落ち着きを取り戻していた。その間、セレナは王太子妃としての勉強を続けながら、国王陛下や王妃と共に国内の視察に同行した。

　広い領土を誇るミノワスターは五つの領土に分かれ、その領土を治めているのは国王が派遣した優秀な騎士たちだ。

　以前は各領土を有力貴族たちが治めていたが、己の繁栄にばかり気を取られ、慢性化していた水不足のせいで生活に困窮している領民たちを、顧みることもなかった。その結果、三代前の王の時代、王が任命した騎士たちが各領土を治めることになった。

　それ以来、ミノワスターの王は代々、騎士たちだけに任せるだけでなく自ら各地を視察し、領民たちの生活を見守っているのだ。

　いずれテオが王位に就いた時、セレナが担う責任は大きい。その時に備え、国王夫妻はセレナを視察に同行させたのだ。

　直接目にしてわかることも多く、セレナはその経験を無駄にしないよう、王太子妃教育を真面目に受けている。

　ミノワスターの歴史の勉強にも力を入れ、結婚式の翌日から王族と縁の深い貴族たちが、入れ替わりやってきてはセレナに教育を施していた。

　今も伯爵家の女性が目の前でミノワスターの歴史について書かれた本を読み上げている。

　ミノワスターの歴史についてはかなり前から勉強していたこともあり、今さら覚えることは少ない。伯爵家の女性は『優秀すぎて、これ以上なにを教えればいいのかわからないわ』と言って苦笑したほどだ。

　そのソフィアという伯爵家の女性は国王の姪めいにあたり、降こう嫁かして五年が経つ。

　今年二十五歳のソフィアは、ふたりの男の子の母だ。『旦那様そっくりの息子が私の周りを走り回っているんです。これほどの幸せはないわ』と躊躇なく口にするほど旦那様を愛するかわいい女性だ。

　元王族としての気品が感じられる美しい所作や、決してぶれることのない強い意志を見せられるたび、セレナは彼女に惹かれ、好きになっていた。

　目鼻立ちがはっきりとした顔は美しく、どんな色のドレスも似合うだろうと思える色白の肌を、セレナはいつも羨ましく思っている。

　ソフィアはラーラとも仲がよく、テオとは子供の頃から親しい。

　本来、王族の女性が降嫁する際は他国に嫁ぐのだが、ソフィアは自らが見初めた伯爵家の長男との結婚を望み、実現させた。その気の強さと頭のよさで、今では伯爵家の陰の家長とも言われている。

　そんな女性から『もう、セレナ様に教えて差し上げることはありません。ミノワスターの歴史も現状も、私が持っている知識はすべて出し尽くしました』と言われるほど、セレナは王太子妃としての資質を備えていた。

　王太子妃としての作法や責任と義務についても、ランナケルドで身に着けたこととそれほど変わらない。それどころか、王室の女性なら誰もが習得していなければならない刺繍の腕前は誰にも負けないほどだ。

　編み物や裁縫、そして絵の才能も非凡で、名が知れた画商からのセレナの作品を扱いたいという申し出もあるが、今は忙しくて時間がとれないと言って断っている。

　忙しいことに慣れてはいるが、これまでのように騎士団の鍛錬に交じったり、王宮の料理人たちと和気あいあいと料理する機会がなくなったことは残念だと思っている。

　けれど、クラリーチェに代わって女王になるべく騎士団に交じっていたセレナは、その必要がなくなったことに、多少ホッとしていた。今は、まずはテオのために、刺繍をしたり、体にいい食事を考えたり、これまでしたくてたまらなかったことをしたいのだ。

「では、私がお教えできることは以上です」

　突然聞こえた声に、セレナは顔を上げた。目の前で、ソフィアがにっこりほほ笑んでいた。

「あ、ご、ごめんなさい。ぼんやりしていて……」

　このところ気分が晴れないせいか、ソフィアの話を聞くことなく考え込んでいたようだ。

　セレナは丸テーブルの向かい側に座るソフィアに頭を下げた。

　王宮内の図書室での勉強会は今日で三回目だが、今日で勉強会は終わりだ。

「セレナ様、大丈夫ですよ。もともと私がこちらに来る必要はなかったんですから。それを、慣例だと言って無理やり勉強させようとする心配性のテオ殿下のわがままのせいなんですから」

「は？　わがまま……」

「そうですよ。この先セレナ様が王族として困らないように、私が持ってる知識のすべてを教えろなんて言ってましたけど、王女として育っているセレナ様はとっくに妃殿下としての知識も技量もお持ちです。安心してくださいませ」

　ソフィアはひと息にそう言って、にっこりと笑った。

「ところで、セレナ様がぼんやりと考え込んでしまう原因は、テオ殿下ですよね？」

「え？」

　ソフィアは手元の紅茶を口に運びながら、からかう。テオとはいとこ同士である彼女は、たとえ彼が王太子であっても特に気を使うつもりはないようだ。

「あのオトコ……あ、いえいえ、テオ殿下、ようやく結婚できて、歯止めがかけられないんでしょう？」

　ソフィアは、ふふっと笑い、肩をすくめた。

「私にも身に覚えがあるんですが、結婚してすぐの頃なんて寝かせてもらえませんからね……。どこまで欲しがれば気が済むんだと思いながらも拒めなくて。もちろん、求められれば嬉しくて応えてしまうんですけどね。あら、私ったら、嬉しいだなんて」

　ソフィアは「やだやだ」と言いながら両手を頬に当て、体を振った。

「寝かせてくれないってなんのこと……あ、あ、そ、それは、その」

　ソフィアの言葉の意味を察したセレナは、あっという間に顔を赤くし、口ごもった。思い当たることばかりで恥ずかしい。

「あら？　やっぱりテオ殿下は暴走しているようですね。ふふっ。今度お会いしたらからかって差し上げますね」

「それは、その……。えっと、私は別に嫌ではないので、って、そんなことを言いたいわけではないんですけど、その」

「まあまあ、焦らなくていいんですよ。あ、すみません、王太子妃殿下に失礼いたしました」

　ソフィアは調子に乗ってからかいすぎた自分を反省した。けれど、やたら優秀でしっかりしているセレナの意外な姿を知り、からかわずにはいられないのだ。

「夫婦のあれこれは突っ込んでお聞きしませんが、今日こちらに来た時に会ったテオ殿下はとても幸せそうで鼻歌を口ずさんでましたよ。それはもう、楽しそうに」

　子供の頃からの長い付き合いだとはいっても、ソフィアがテオのあれほど幸せそうな顔を見たのは初めてだった。

「テオ殿下が望んでようやく手に入れた王女様ですからね……まあ、我慢は効かないでしょうし、セレナ様が昼間ぼんやりしてしまうのも仕方がないです。おまけに、そーんな跡までつけて。絶対にわざとですよね」

「え？　跡？」

　ソフィアの視線を首筋に感じ、思わず手を当てた。

「そんなに恥ずかしがらなくても、愛される新妻にはよくあることです。ほら、私もここに」

「え？」

　ソフィアは首元まで覆っているレースの襟をそっと下げて見せた。そこには赤いうっ血がいくつか見える。

「ね、セレナ様とお揃いです。これは旦那様に昨夜つけられたもので、こちらはおとといの……」

　ソフィアは体を後ろに向け、襟足にあるうっ血……これもまさにキスマークをセレナに自慢気に見せつけた。

「旦那様、今では私のことが大好きで仕方がないんですよ。私がひと目ぼれして、王家の力で無理やり承諾してもらった結婚だったんですけどね。結婚してからは私が旦那様を愛して愛して、気持ちを伝え続けたんです。すると今では旦那様も私に負けないくらい愛してくれるんです。だから、こうして毎日新しいキスマークが……ふふっ」

　ソフィアは誇らしげに笑った。

　降嫁した身ゆえ、セレナよりも地味なデザインのドレスを身に着けているが、表情も言葉も仕草もすべて、セレナよりも輝いている。

　セレナは夫婦仲がいいソフィアを羨ましく思う。

　ソフィアにからかわれたように、テオは結婚式の日以来、毎晩セレナを抱いている。抱くというよりも、抱き潰すと言ったほうが正しいほど激しい。

　なにもかもが初めてのセレナには刺激の強い毎日なのだが、テオはどれだけ激しく熱い夜を過ごしても、朝になれば元気に起きて公務に出かけていく。

　正式に王太子となり、忙しいのはわかるが、昼間はセレナと顔を合わせることもない。結婚を三カ月後に控えるカルロ王子がミノワスターにいる間に引き継ぐべきものが多いせいで、テオには自由になる時間がないのだ。

　この二週間で食事を共にしたのは二度で、セレナは寂しくて仕方がない。国民から注目されるプレッシャーも大きく、テオが大変なのはわかるが、これほど会える時間が少ないと、余計なことまで考えてしまう。

　それは、やはりセレナはクラリーチェにはなれないということだ。もしもクラリーチェと結婚していれば、テオは無理をしてでも時間を作り、食事を共にするだけでなく、馬で遠出をしたり、不慣れな城内を案内したかもしれない。

　セレナは、日に日に大きくなる寂しさを持てあまし、落ち込む時間が増えていた。

　そんな中で、ソフィアのように明るい女性と知り合えて、セレナの心は少し落ち着いた。それだけでなく、彼女の言葉はセレナに希望を与えてくれた。

　旦那様にひと目ぼれしたソフィアが、王家の命令ともいえる強引さで結婚まで持ち込んだのだが、今の彼女はどう見ても、旦那様から愛される幸せな妻だ。いくつか残されているキスマークだけでなく、ソフィアから溢れる自信のようなもの。それはきっと、愛される女性のみが持てる自信だ。

　今のセレナに愛されている自信はまったくないが、ソフィアのようにこれから愛されるかもしれないと、微かな希望が見えてきた。

　テオも、今はまだクラリーチェとの結婚を望んでいた気持ちを捨てきれずにいるかもしれないが、もしかしたらセレナを愛するようになるかもしれない。

　セレナは寂しさの中で見つけた希望を確認するように、首筋のキスマークを何度も撫でた。




　セレナとテオの結婚が決まってから急ピッチで進められていた川の工事がようやく終わった。試験的に水を流し、周辺地域に影響はないかを確認した後、本格的な放流が始まる。

　ランナケルドとの国境に近い王宮周辺を横切る水路は、まだまだ領土の数分の一をカバーする程度だが、状況を見ながら少しずつその距離を延ばしていく予定だ。

　今日は、水路開通を祝う式典があり、城内は朝から慌ただしい。

　ランナケルドからは国王夫妻とクラリーチェをはじめ、有力貴族たちが招待された。工事に関わった人々も参加を許され、会場は式典を待ちわびる多くの人でごった返していた。

「セレナ、こっちへおいで」

　王族専用の馬車で式典会場に到着したセレナは、テオの手を借り馬車を降りた。

　着飾った姿で人前に出るのが面倒なセレナは、できれば式典には参加したくないと思っているが、忙しい毎日が続くテオと一緒にいられる時間はかなり貴重で、渋々の参加ながらも心を弾ませていた。

　セレナは隣を歩くテオに腰を抱かれ、ゆっくりと歩く。

「天気もいいし、よかったな」

　テオの言葉に空を見上げれば、キレイな青空が広がり、日差しはまぶしい。

　着慣れないドレスをまとったセレナの足取りは不安定だ。そのおぼつかない様子はかわいらしく、テオは何度も見つめ目を細めている。

「俺が選んだドレス、なかなかいいだろ？」

「はい。とても美しくて、私にはもったいないくらいです」

「そんなことないだろ。ラーラも手を叩いて喜んでたけど、すごく似合ってるぞ。乗馬服もいいけど、たまにこうやってふたりで正装するのも悪くないな」

　テオはセレナの姿を愛しげに眺め、満足そうに頷いた。

　テオもセレナも、この式典のために用意された紺色の衣装を身に着けている。セレナの衣装は紺というよりは少し淡い紫色に近く、ウエストから広がるスカート部分には、パールがいくつも散りばめられている。

　王宮から少し離れたこの場所は、水路の側にある広場で、普段は国民たちの憩いの場となっている。広い円形の広場の中心にはたくさんの椅子が並べられ、テオとセレナは最前列に腰かけた。

　姿勢を正し、凛りんとした表情で座っているセレナのキレイな横顔を見て、テオはホッと息を吐いた。

　ようやくひと区切りつきそうだとはいえ、忙しい毎日で体は疲れている。愛する妻と、こうして一緒に過ごせる時間がもっと欲しい。

　テオはセレナに寂しい想いをさせていることを申し訳なく思っているが、それを言葉にする時間も惜しむほど、夜、ふたりのベッドに並んだ途端抱き寄せ抱いてしまうのだ。今もこうして近くにいるだけで体は熱くなり、手を伸ばしそうになる。

　動きやすい簡素なドレスを身に着け城内で笑い声を上げているセレナも魅力的だが、今のように正装し着飾っているセレナもやはり愛しい。

　昨夜、というより明け方近くまでセレナの体を貪っていたというのに、どこまでがっつけば気が済むんだと、テオは苦笑した。

　テオの視線に気づいたセレナが、恥ずかしげに口を開いた。

「や、やっぱり変ですか？　似合わないですよね、こんなに素敵なドレスを着せてもらって、身の程知らずというか……」

　セレナは膝の上に置いた手をぎゅっと握り、顔をしかめる。

「まさか。俺の奥さんはなんてキレイなんだろうって言葉を失ってるところ」

　テオはセレナの焦る姿がかわいくて、からかうように答えた。

「……そ、その軽すぎる言葉のどこを信じればいいんですか」

「ん？　言葉だけでなく態度でも教えてるつもりだけど。昨夜あれだけ体に言い聞かせたのに、まだ足りないのか？　愛してるって、俺の体すべてで長い時間をかけてじっくりと――」

「も、もういいです。なにも言わなくていいです。昨夜のこと……は、部屋を出たらふたりの秘密です」

　セレナは顔を真っ赤にして顔を背けた。

　その仕草にテオは癒され、小さく笑った。

　ここ数日、長い間カルロのもとで仕事をしていた宰相や大臣を交えての話し合いが続き、煮詰まっていた心が解放されるのを感じる。

　セレナとこうして軽口を叩き、寄り添う権利を手に入れることができた。その喜びを思えば、ミノワスターの王位を継ぐ面倒くささや側妃を差し出そうとする諸侯たちと距離を置く煩わしさは大したことではない。

　テオは、膝の上に置かれているセレナの手をぎゅっと握った。

　セレナは嫌がるが、テオは剣を振っている者特有の硬さや手の平にあるマメに触れるのが好きだ。ランナケルドの中で自分の存在意義を見出そうとしていた彼女の努力を思い出し、いっそう彼女が愛しく思えるのだ。

　クラリーチェに代わって女王になろうと無理をし、精いっぱい強がっていたセレナに会うたび、何度も彼女に言ってしまいそうになった。

『セレナがいるべき場所は、ミノワスターの国王となる俺の隣だ。無理をして鍛錬に励む必要もなければ、クラリーチェの代わりになろうとしなくていいんだ』

　何度も口を突いて出そうになる言葉を胸に秘め、セレナの側で冗談を言って気持ちをごまかした。すぐにでもセレナを手に入れたくて弾けそうになる心を必死に抑え、ようやくの想いで結婚までたどり着いたのだ。

　テオは、セレナの手の平の硬さに触れながら、必ず幸せにしようと改めて誓った。

　それまでふざけた口調でセレナをからかっていたテオが、真面目な表情を見せれば、セレナは戸惑い、そしてときめく。

　互いに見つめ合い、このまま城へ戻ってふたりきりになりたいと感じた時、少し離れた席から、セレナを呼ぶ声が聞こえた。

　聞き覚えのある声に我に返ったセレナは、熱い顔を隠すように周囲を見回した。

「セレナ、元気そうね」

「お姉様」

　近くの貴賓席に着いていたクラリーチェが、小さく手を振っていた。その隣には父であるランナケルドの国王と王妃が並び、セレナの姿を認めて小さく頷いた。

　セレナはすっと立ち上がり、両手でドレスの裾を持ち、お辞儀をした。

　再び腰かけてクラリーチェを見れば、以前よりも頬はふっくらとし、顔色もいい。オレンジ色のドレスを着たクラリーチェは生き生きとした笑顔を浮かべていた。

「別人みたい」

　病気がちで寝込むことが多いとは思えないクラリーチェの明るい姿に、セレナは驚いた。その変化を最初に感じたのは、結婚前にクラリーチェの部屋に続く庭を元気に散歩している彼女を見た時だったと、ふと思い出す。

　それだけでなく、あの時セレナは偶然触れた腕にも筋肉のような硬さを感じ、違和感を覚えた。日中部屋に閉じこもっているにしてはしっかりとした腕。その時の違和感と、今、明るく元気な笑顔を浮かべているクラリーチェを重ねて、セレナは思い当たったように「そうだったんだ」と呟いた。

「どうしたんだ？」

　セレナの呟きに、テオが反応した。

「あ……その、お姉様がいらっしゃるので、驚いただけです」

　セレナは口ごもった。

　クラリーチェが元気なのは、ずっと想い合っていたに違いないカルロ王子との結婚が決まり、幸せだからだろう。

　セレナの隣にいるテオも、クラリーチェをじっと見ている。久しぶりに見るクラリーチェから目が離せないのかもしれない。

　そう感じた時、たった今まで華やいでいたセレナの心は沈み、肩を落とした。

　長い間育ててきた愛情は簡単には捨てられないと、わかっている。セレナがテオへの気持ちを捨てられないのと同じだ。

「セレナ？」

　テオは、黙り込んだセレナに戸惑う。

「なんでもないんです。久しぶりにお姉様に会えて嬉しいだけです」

「クラリーチェもセレナに会いたかっただろうし、後で国王陛下と王妃様ともゆっくり話せばいい」

「……ありがとうございます」

　テオに頭を下げたセレナに、テオは眉を寄せた。

「なあ、結婚してから、というか、婚約してからずっとそうだよな。堅苦しいというか、他人行儀というか」

　拗ねた口ぶりのテオに、セレナは表情を変えることなく答えた。

「当然です。王太子殿下に無礼は許されません」

「無礼って、大げさだな。婚約前は生意気で、俺のことを王子とも思っていなかったのに」

「な、生意気、って、そんなことない……ありません」

　セレナは、つい軽い口調で言い返しそうになるが、慌てて言い直した。

　テオが言う通り、結婚が決まって以来、セレナは丁寧な言葉遣いを心がけ、子供の頃には許された馴なれ馴れしさを取り払った大人の対応で接している。

　いずれ大国ミノワスターの国王陛下となる方に無礼は許されないという理由もあるが、一番の理由は、テオと親しくなりすぎて、これまで以上に苦しみたくなかったからだ。

　そんな中、自分の一方的な恋心を成就させ幸せになったソフィアに出会った。そうなれば、やはり自分もソフィアのように愛されるかもしれないと期待してしまう。同時に、完全に不安を払拭することもできずにいる。

　期待と不安に揺れながら、適度にテオとの距離を保つことで、なんとか自分の感情に折り合いをつけていた。

　そうやってこれ以上テオを好きにならないようにしているのだが、彼女のそんな他人行儀な態度に、テオはうんざりしている。

「今さら猫をかぶっても仕方がないだろ。前みたいになんの気遣いも遠慮もない、強い振りをした優しいセレナが見たいんだけど」

　テオは、セレナの顔を覗き込んだ。

　結婚して一緒に暮らすようになれば、ふたりの距離も以前のように近づき、体だけでなく心も寄り添えると思っていたが、セレナの態度は変わらず、夫婦だというのに誰よりも遠くにいるような気がしていた。

「俺が王太子だから遠慮してるのか？　ばかばかしい」

　なかなか頷かないセレナに、テオは眉根を寄せる。

「ばかばかしくありません。いずれは国王となるのですから、やはり敬意を払わなければ……」

　強い視線で問うテオに気け圧おされ、セレナが小さな声でうつむいた時、辺りにざわめきが広がった。

　国王陛下と王妃がふたりの近くに用意された特別席に着いたのだ。

　警護にあたっている騎士団や、席についている貴族たちがすっと姿勢を正す。そして、音楽隊のファンファーレが鳴り響き、式典が始まった。

「あ、俺も挨拶しなきゃいけなかったんだ」

　テオが思い出したようにポツリと呟いた。

　国王はもちろん、王太子として初めての公式行事に参列するテオも、水路完成を祝う挨拶をすることになっている。

「昨夜の練習はばっちりでしたから、緊張することはないですよ。殿下なら、落ち着いてゆっくりと話せば大丈夫です」

「別に緊張してないから大丈夫。それより、いい加減〝殿下〟ってのはやめろ。前はテオって言ってたくせに」

　テオの小さな声に、セレナはピクリと体を震わせた。テオがそれを気にしているとは思わなかった。

　その時、宰相が前方の壇上に現れ、式典の開会が告げられた。

　拍手が沸き起こり、国王が立ち上がる。

　テオは拍手に応える国王を見ながら顔をしかめた。

「いちいち笑顔で応えなきゃならないなんて、国王って面倒だよな。……まあ、その代わりにセレナと結婚できたからいいけど、そうでなきゃ国外逃亡してたな」

「……え？」

「あ？　いや、なんでもない……ってことはないか。俺はセレナと結婚できるなら、王太子でも国王様でも、なんでもやってやるってことだ」

「え？」

　思わせぶりなテオの言葉に、セレナは視線を向けた。テオの言葉の意味を、自分に都合のいいように考えてしまいそうで怖くなる。

「で、殿下……」

　テオは、セレナの言葉に苦笑した。

「これから、殿下と呼ぶのは禁止。わかったか？」

「あ……はい。でも……」

「でも、じゃない。セレナが俺を名前で呼ばなきゃ誰が呼ぶんだよ。まさか、側妃を娶めとれとでも言うのか？」

「側妃……それは、絶対に嫌です。誰かと殿下を分け合うなんて、考えたくもない」

　セレナはテオに身を傾け、彼の両手をぐっと握った。

「そ、そりゃ……国王にはそれが許されてるけど……」

　次第に声が小さくなるセレナの姿に、テオはニヤリと笑った。

「じゃあ、側妃を娶らない代わりに、殿下なんて呼ばずにテオと呼べ」

　唇をかみしめていたセレナが、視線を上げた。

「え、……そんなことで、いいんですか？」

　本当は、セレナもテオのことを殿下とは呼びたくないのだ。自分の心を守るためにそう呼んで、テオとの距離を作ってはいるものの、呼べば呼ぶほど心は疲弊していく。

「俺は、セレナが側にいればそれだけでいいなんて、言わない。一緒にいても寂しい関係なんて、論外だ」

　テオの表情が、ぐっと引き締まった。

「俺は、セレナに愛されて幸せになりたい」

　セレナの耳元に囁かれた言葉は、彼女の頑なな心を大きく揺らし、胸にしまい込まれていたテオへの愛が、とくとくと溢れ始める。

　それでも、クラリーチェへの愛を残しているに違いないテオに心を明け渡していいものか。セレナは決めかねていた。




　水路が作られ、これまで以上の繁栄が見込まれるミノワスターは、周辺国からのさらなる脅威となった。そのため、ミノワスターとの縁を求める国がこれまで以上に増え、多くの国がこぞって今日の式典に参列した。

　晩餐会にはテオとセレナの結婚を祝った時に並ぶほど多くの王族や貴族たちが招待され、会場は人で溢れかえっていた。

　セレナとテオは、その後始まった舞踏会で華麗なダンスを披露した。

　子供の頃から体を動かしていたセレナの体は引き締まっていて、スタイルは抜群。乗馬を続けているせいで姿勢もよく、優れた容姿を持つテオと踊る姿は注目を浴びた。

　男勝りで勝気な王太子妃と言われていたセレナの印象は、軽やかなステップで優雅に踊る姿を披露したことによって、がらりと変わった。

　見目麗しい王太子夫妻への注目は一気に高まったといえる。

　王族たちが順にダンスを披露する中で、セレナとテオに並んで注目を浴びたのがカルロとクラリーチェだった。

　はっきりとした二重まぶたの大きな瞳とふっくらとした唇が印象的なクラリーチェは、まるで人形のように整った顔をしていて、周囲からの視線を集めている。

　互いから目が離せないとばかりに見つめ合うクラリーチェとカルロは、物語の主人公のようだ。これまでダンスのレッスンを十分に受けてこなかったクラリーチェは不安定なステップを踏んでいるが、カルロが笑顔で励まし、彼女をリードしている。

　これまで人前に出る機会が少なかったクラリーチェを間近に見て、悔しがっている男性は少なくない。

　セレナは、クラリーチェのおぼつかないステップひとつひとつに小さく笑っているテオに気づいた。式典の時といい、今といい、やはりテオはクラリーチェが気になるようだ。セレナは泣きたい気持ちを堪え、唇をかみしめた。

　その時、会場に流れていたワルツの演奏が終わり、カルロとクラリーチェが満足そうな笑顔でお辞儀をした。カルロはクラリーチェの手を取り、誇らしげな笑みを浮かべている。

　セレナとの婚約期間中、カルロは華やかな場が苦手だと言って、舞踏会に出席することは滅多になかった。セレナは婚約者としていつ同伴を求められてもいいようダンスを習い、ドレスも靴も季節ごとに用意していた。けれど、セレナがカルロと舞踏会や晩餐会に出席する機会はなかった。

　セレナ自身も、カルロと共に公の場に顔を出したいわけではなかったので、カルロが苦手なら仕方がないと軽く考えていた。けれど、今こうしてクラリーチェと並んで幸せそうな笑顔を浮かべている姿を見れば、華やかな場が苦手なのではなく、セレナと共に出席することを避けていたとわかる。

　セレナの目の前がゆらり、と滲んだ。瞬きひとつで涙がこぼれそうだ。

　天井を見上げ、まばゆいシャンデリアに目を細めた。

　今もすぐ隣にいるのに、手が届かないほど遠くにいるような、テオ。そして、長い間婚約者として近くにいたはずなのに心を寄り添わせることができなかった、カルロ。ふたりが愛し、欲しているのはセレナではなく、クラリーチェだ。

　セレナがどれほど努力を重ねても、結局どちらからも愛されなかった。ふたりだけでなく、父も母もクラリーチェを愛している。

　今さら傷ついてどうするの……。

　セレナは小さく息を吐き出し、気持ちを整えると、視線をシャンデリアから元に戻した。

　瞳にはまだ涙が浮かび、潤んでいるが、その表情は穏やかだ。そして、すっと笑みを浮かべ、テオに視線を向けた。

「熱気でのぼせたみたいなので、風に当たってきます」

　有無を言わさぬ強い口調に、それまでクラリーチェを見つめていたテオがセレナを振り返った。

「あ……じゃあ、俺も一緒に行くよ」

「大丈夫です。侍女を連れていきますから心配はいりません。お客様のお相手をお願いします」

　セレナはそう言って笑顔を作った。

　その美しい顔に、テオは違和感を覚え、口を閉じた。

　感情豊かに表情を変える普段のセレナと、どこかが違う。

「挨拶ならひと通り終わってるから大丈夫だ」

「そうですか。ですが、王太子がこの場を離れるのはどうかと思いますので、殿下はこの場に残られたほうがよろしいかと」

「それなら、セレナだって俺と一緒にいたほうがいいだろう」

　なにを言ってもゆったりとした笑顔を崩さないセレナに、テオは焦りを覚える。セレナの顔を覗き込んでも、なにが普段と違うのか、よくわからない。

「……少し風に当たって落ち着いたら、すぐに戻ってきますから。それに、私がいなくても、殿下なら大丈夫ですよ」

　穏やかな口調ながらもセレナの堅い意志を感じさせる言葉に、テオは顔をしかめた。

「あ、カルロ王子とお姉様が、殿下を見てますよ。行って差し上げてください」

　そう言うが早いか、セレナは部屋の片隅に控えていた侍女を呼び寄せ、庭に通じるバルコニーへと足早に消えていった。

「は？　なんだよ、兄さんとクラリーチェが見てるのはセレナだろ」

　テオはセレナの後ろ姿を追いかけようとしたが、名前を呼ばれ、振り返った。

「セレナはどこに行ったの？」

　そこには、カルロに腰を抱かれたクラリーチェがいた。セレナが姿を消したバルコニーを不安げに見ている。

「ケンカでもしたの？　セレナ、泣きそうな顔をしてたけど」

「泣きそう？」

「そう。泣きたいのを我慢してるみたいだった。テオ殿下、絶対にセレナを幸せにしてくださいって言いましたよね。どうなってるんですか？」

　クラリーチェはテオの前に立つと、きっと睨みつけた。

「結婚して間がないのに、早速浮気でもしたんですか？」

　詰め寄るクラリーチェの迫力に気圧され、テオは後ずさる。

「セレナはテオ殿下のことが好きで好きで仕方がないのに。裏切ったら許さないって言いましたよね」

「俺がセレナを裏切るわけないだろ」

　長い時間をかけ、苦しいほどの我慢を重ねてようやくセレナと結婚できたのだ、浮気なんてするわけがない。テオにとってセレナは生涯ただひとりの愛する妃なのだ。側妃を持つことが許されているとはいえ、それはありえない。

「俺がセレナとの結婚のためにどれだけのことをしてきたか、知ってるだろ。本当なら、こんな舞踏会なんて出ずにふたりきりでいたいくらいなのに、あいつは殿下殿下ってうるさいし、俺を置いてとっとと離れるし」

　泣きたいのは俺だ。という言葉は格好悪いので口には出さない。

　テオはセレナが出ていったバルコニーを心配そうに見た。

　侍女がセレナに付き添っていたから大丈夫だろうが、ドレス姿のセレナは、彼女の美しさをこれでもかと見せつけている。

　彼女の艶やかな姿に目を奪われ、言葉を失ったオトコはひとりやふたりではないが、まさか王太子妃に近づく命知らずはいないだろう。警護の騎士も近くにいるし大丈夫なはずだが、セレナと離れていることにテオ自身が耐えられそうにない。

「とりあえず、セレナを探しに行くから」

　今まで見たことのない笑顔を浮かべていたセレナが気になり、テオはクラリーチェとカルロに背を向けた。

「あ、テオ」

　カルロがテオを呼び止めた。

　面倒くさそうに振り向いたテオに、カルロは苦笑した。

「気づいてるだろうけど、あのやっかいなオトコ、なにかしでかしそうだから、気をつけろ」

「ああ。セレナになにかあったら家は取り潰してミノワスターから追い出してやる」

　テオは顔をしかめ、低い声で言い捨てた。

「俺がアリスではなくセレナと結婚した怒りが鎮まらないらしい」

「それはお前とアリス嬢が周囲を欺いてきた結果だから仕方ないだろう。シャルル公爵の親バカ加減は呆れるほどだしな。だからお前が面倒に巻き込まれるのは自業自得だとしても、セレナが巻き込まれないように気をつけろよ」

　カルロの忠告に、テオは真面目な顔で頷いた。




「セレナ様、白い月がキレイですね」

「本当。満月には早いけど、見とれちゃうわね」

　舞踏会の会場から抜け出したセレナは、侍女のエミリと共に庭園を歩いていた。王宮で働く侍女の中でも特に若いエミリはいつも朗らかで、セレナとも気が合う。十七歳になったばかりだというが、年長者に引けを取らないしっかり者でもある。

「なんだか別世界のようね」

　王妃が好んで植えたというバラがキレイに咲き、辺りには甘い香りが漂っている。

　その中をゆっくりと歩きながら、セレナは気持ちを落ち着けようとするが、なかなか難しい。

　ようやく完成した水路を記念した舞踏会なのだ、不機嫌な顔をしたりテオに自分の感情を押しつけたくなくて出てきたが、こうしている間にもテオがクラリーチェと笑い合っているのかもしれないと思えば心は騒ぐ。

　今すぐテオの隣に戻りたいと、何度もバルコニーを振り返った。

　舞踏会のざわめきは庭に届き、セレナと同じように舞踏会から抜け出してきた貴族たちの気配を辺りに感じる。

　気づけば、セレナは庭園の中でも一番キレイにバラが咲き誇っている場所にいた。目の前には、香りの強い種類のバラが鮮やかに咲いていて、結婚式の日を思い出した。

「この香り……」

　立ち止まりバラの花に手を添えたセレナに、エミリが答えた。

「そのバラは王妃様が特にお気に入りのバラで、ラーラさんが大切に育てているんですよ。結婚式の後の湯あみの時にもたくさん湯に浮かべました」

「そうだったの」

　たしかにこの香りだ。

「このバラを浮かべていたのね」

　セレナはそっとバラの花弁に触れた。こんもりと丸く重なった花弁には重みがあり、その分香りも強い。

　いつも強引に事を進めるテオのようだ、とセレナはくすりと笑った。同時に、胸がツキンと疼うずく。

　湯あみの最中も、テオとの初めての夜を思ってドキドキし、逃げ出したいような、それでいて早く抱かれたいような、複雑な感情に押しつぶされそうだった。けれど、幸せだった。テオと結婚できたことに感謝し、彼がいれば、どんなことにも立ち向かえるような気がしていた。クラリーチェの存在なんてどうでもよく、テオの側にいられればそれだけで幸せだと思えた。

　バラの香りに刺激を受け、その時の感情がよみがえった。

　テオと結婚できたことにあれほど感謝し満ち足りていたのに……。

　セレナは王宮を振り返った。やっぱりテオの側にいたいと、口元を引き結ぶ。

　たとえクラリーチェを見つめていたとしても、セレナがテオを愛する気持ちに嘘はないのだから、その気持ちに素直になりたい。

　そう思いながらも、いざクラリーチェ見つめているテオを目の当たりにすると、逃げ出してしまいたくなる。事実、今逃げ出しているのだが。

　どうすればいいのだろうかとうつむいた時、思い出したようにエミリが声を上げた。

「あの日、テオ殿下もこちらに来られてバラを選ばれたんですよ」

「え、殿下がわざわざ？」

「はい。結婚式の日、セレナ様がこちらに到着される前に侍女たちでバラを摘んでいたんですけど、テオ殿下がわざわざいらしてキレイなバラを選んだんです」

　エミリはその日を思い出し、クスクス笑う。

「それでなくても朝から王宮内は忙しくて誰もが慌ただしくしていたんですけど、テオ殿下はセレナ様の到着が待ち遠しいのか城門の辺りをうろうろしたり、国境付近に迎えに行った騎士団からの連絡を今か今かと待たれていて……」

　エミリはそこまで話すと、肩を震わせ笑い出した。

「え、どうしたの……？」

「い、いえ、ただ、あの日のテオ殿下はとてもかわいくて……。あ、かわいいだなんて失礼ですね。セレナ様の到着をそわそわしながらお待ちで、どうにもじっとできないのか、バラを選びにいらしたんですよ。香りがよくてキレイなバラを真剣に選んでいらっしゃいました」

「そ、そうなの……」

　セレナは顔を熱くし、両手を頬に当てた。

　テオのそわそわしている様子を想像しても今ひとつピンとこないが、セレナの到着を待ちわびていたと聞かされ、鼓動は激しく跳ねる。

「それまで花に触れることがなかったせいか、バラを摘もうとして棘とげが指に刺さってびっくりされて。元騎士団長だったとは思えないほど慌てていらっしゃいました」

「え、大丈夫だったの？」

「はい。指先にチクリと刺さって、ほんの少し血が滲んだ程度だったんですけど、テオ殿下の慌てぶりは見ものでした……。あ、すみません」

　エミリは言いすぎたと思い、慌てて口を閉じた。

　セレナはバラの棘に指先を当てた。たしかに棘は鋭く、刺さればかなり痛いはずだ。

「テオ殿下は棘に刺された後も、バラの花をいくつも摘みながらセレナ様の到着を待っていらっしゃいました。それはもう、幸せそうな顔で、口元はずっと笑っていて……。アリス様と一緒の時にもあんな甘い顔は見たことありません。それどころか笑っている姿も見たことがない……あ」

「え、アリス様？　って、誰のこと？」

「あの……」

　それまでクスクス笑っていたエミリの表情が変わり、セレナから目を逸らした。

「……どうしたの？　アリス様って、お会いしたことあったかしら」

　テオに関係している女性のようだが、セレナの記憶にはない。

「あ、あの、アリス様は、あの、シャルル公爵様のご息女で、その……」

　セレナと目を合わせようとせず、焦りながら話すエミリを見て、セレナは徐々に理解した。

「テオ殿下の、恋人……？」

　セレナの言葉に、エミリはピクリと体を震わせた。

「こ、恋人なのかどうか、よくわかりません。ただ、おふたりで舞踏会に出席されることが多くて……ですが、セレナ様との結婚が決まってからは、アリス様とご一緒の姿を見ることはありませんでした。それに、アリス様もサウス伯爵様と婚約されていますし」

　女性からの人気が高いテオに仲がいい女性がいたとしてもおかしくはないが、エミリの慌てぶりを見れば、セレナに知られるとまずいと思うほど親密な関係の女性がいたらしい。

　セレナは強張った顔を隠すこともせず、黙り込んだ。

　エミリは自分の失言を後悔し、あたふたしている。

　普段のセレナなら、エミリに優しい言葉をかけるはずだが、今はその余裕すらない。

　テオにはクラリーチェ以外にも想いを寄せる女性がいたのかもしれない。

　そういえば、と思い出す。

　テオには心に秘めた想い人がいるという噂があった。ランナケルドの市に行った時に知り合ったアデリーヌがその女性かと思ったが、彼女は既に結婚し子供もいる。そうなれば、やはりテオの心にはクラリーチェがいるのだと思っていたのだが、違ったようだ。

　たしかにクラリーチェを好きだという気持ちはあるのだろうが、彼女以外にもテオを惹きつける女性がいるらしい。それが、アリスという女性なのだろうか。

　テオはセレナがミノワスターに来るのを待ちわびていたと聞いて温かくなっていた心が一気に冷える。セレナは王宮から漏れ聞こえる楽しげな声を遠くに感じながら、この場からも逃げ出したくなった。舞踏会の最後に、再びテオとダンスを披露しなければならないが、うまく踊れる自信もなくなった。

「セレナ様……」

　エミリが心配そうにセレナの顔を覗き込んだ。

「あ、大丈夫よ。ちょっとびっくりしたけど……テオ殿下は人気があるから、女性とのお付き合いがあったのも納得よね」

「あの、差し出がましいようですが、大丈夫です。テオ殿下は、セレナ様を大切になさってます。アリス様とも、恋人というよりは身内のような感じで……」

　セレナを慰めようとエミリは言葉を続けるが、セレナは首を横に振った。

「いいのよ。テオ殿下が私を大切にしてくださっているのはわかっているから、大丈夫」

「ですが、セレナ様……。本当にアリス様とはなにも……」

「大丈夫。驚いたけど、平気よ」

　セレナはどうにか笑顔を浮かべた。しかし、普段なら表情豊かに笑う彼女が浮かべる作り笑顔はぎこちない。

　エミリは自分の失言のせいでセレナを悲しませてしまい、心苦しい。それと同時に、セレナを悲しませるテオにふつふつと怒りが湧いてくる。

　エミリが王宮で働き始めて一年が経つが、その間セレナを王太子妃として迎えるための準備を進めてきた。ミノワスターでの人気の高さはもちろんだが、セレナの王女としての気品と強さを知るに従い、王太子妃仕えということに誇りを持ち始めていた。

　テオのセレナへの一途な態度を考えれば、他の女性に気持ちを向けることはこの先もないはずだが、目の前で苦しげにうつむくセレナを見れば、テオの守備の甘さに呆れてしまう。

「バラを摘む前に、ちゃんと気持ちを伝えなさいよ」

　エミリはセレナには聞こえないほどの小さな声で呟くと、舌打ちしそうになるのをぐっと堪えた。

「そろそろ戻ろうかしら」

　セレナは、バラの花をそっと撫でた。しばらくの間じっと見つめ、気持ちを切り替えるように息を吐き出す。

「最後のダンスも頑張らなくちゃ」

　自分を励ますようにそう言って、王宮に向かって歩き出した時、背後から誰かが近づく音が聞こえた。

　瞬間、それまで近くにいた警護の騎士たちがさっとセレナの近くに駆け寄る。エミリもセレナの傍らに立ち、辺りを見回した。

「セレナ様、ご安心ください」

　騎士が辺りを警戒しながら小声で呟くと、セレナも緊張した面持ちで頷いた。

　すると、カサカサという音と共にいくつかの影が地面に伸びた。

「これはこれは、セレナ王太子妃殿下ではございませんか」

　耳触りの悪いざらついた声と共にセレナの前に立ったのは、今話していたアリスの父であるシャルル公爵だ。燕尾服に身を包んだ恰かっ幅ぷくのいい体は丸々としていて、バラが咲き誇る庭には不似合いだ。

　セレナは騎士たちの背後からシャルル公爵の姿を覗き見る。

　絶えず笑顔を浮かべているが、それは明らかに作り笑顔で、ずる賢い性格が顔に表れている。

　数百年の昔を遡れば、王室に輿こし入いれした女性もいるという血筋を背景にして、国政に口を出す図々しい男。以前、テオはシャルル公爵のことをそう言っていた。

　セレナの姿を値踏みするように上から下まで見る視線も寒気がしそうだ。

　この場にこのタイミングで現れるのは、偶然ではないかもしれない。

　数人の騎士たちに守られ、訝しげに自分を見ているセレナに、シャルル公爵は笑顔を深めた。

「今、娘のアリスの名前が聞こえましたが、残念ながら今日はお声をかけていただけなかったもので、こちらにはおりません。これまでですと、いつも王太子様の隣に立っていたのですが……。まあ、たしかに、招待されましても、王太子妃様にとっては心地よい存在ではございませんから。あ、これは余計なことを申してしまいました」

　シャルル公爵が、礼を取る姿勢で腰を下げる。

　大げさな仕草に、セレナは顔をしかめそうになるのを堪えた。

　テオとアリスの親密ぶりを伝えたいのだろうが、あまりにも露骨すぎる言葉に、セレナは傷つくどころか逆に冷静さを取り戻した。

「そうですか。舞踏会の招待客は、国王陛下がお決めになるので、私はそのようなことは知りません」

　セレナは、騎士たちを脇に下がらせ、凛とした口調で答えた。立ち姿といい表情といい、テオのことで悩み弱々しい姿でバラを愛でていたのが嘘のようにしっかりしている。

　王太子妃としての自信を表情と声に乗せて、言葉を続けた。

「アリス嬢がどのような方か知りませんが、私が心地よく思えない存在だというのなら、今後も王家主催のどのようなものにも招待されないよう、陛下に申し上げておきます」

「は……なんだと……いえ、どういうことですか」

　セレナの迷いのない言葉に、シャルル公爵が気色ばむ。

　セレナの前に立ち、距離を縮めようとするが、騎士たちがセレナの横に控え、それを阻む。

　それを見たシャルル公爵は、落ち着こうと一度息を吐き出した。

「セレナ様、娘は王太子殿下のお気に入りで、それはもう、大切にしていただいております」

　シャルル公爵の言葉を聞いて、傍らにいた従者たちが慌てて制するが、シャルル公爵はそれを振り払った。

「娘はテオ王子を慕い、ランナケルドにも側妃として共に参ることを願っておりましたが叶いませんでした。それどころかテオ王子が用意された伯爵家との縁談を泣く泣く受けました。ですが結局、テオ王子は我が国の王太子となり、娘以外の女性と結婚されました。それがミノワスターに水路を作るための、国益に基づく結婚だとはいえ、やはり娘は悲しんでおります」

　悲しみを堪えるような声に、セレナの心がチクリと痛んだが、セレナを睨みつける瞳に浮かぶ悔しさを見れば、結局、娘をどうにかしてテオの愛あい妾しょうに据えたかったがうまく事が進まなかった愚痴を言っているだけだと聞き流す。

　シャルル公爵の芝居じみた振る舞いのおかげでセレナの心はすっかり落ち着いた。

　しかし、セレナが気づかなかっただけで、テオは噂通りの華やかな恋愛を経験していたのかもしれないと思った途端、心に重苦しいなにかが溢れて息が詰まりそうになった。

　けれど、両親からの愛情を満足に得られなかったセレナは、諦めることには慣れている。求めても手に入らないものがどれほど多いか、よくわかっている。子供の頃からあらゆることを学び、身に着けてきたが、彼女が誰よりも長けているもの、それは〝諦めること〟と〝欲しがらない〟ということだ。

　いずれ大国の王妃となるセレナにとって、それは長所となりうるものだが、どれほど切ないものだろう。

　今も、興奮し乱れた呼吸を繰り返すシャルル公爵に心が乱されないよう、気持ちを落ち着けている。

　意識して気持ちを鎮めれば、たいていのことは諦められる。けれど、テオを諦められるのか、自信はない。テオに抱かれるたび体に満ちる幸せが、セレナを弱くし、諦める強さを削いでいくのだ。

　次第に不安定になる心を保つためにセレナがふっと息を吐き出した時……。

「テオ殿下は、水を手に入れるために、セレナ様と結婚されたのです」

　セレナを傷つけようとするシャルル公爵の言葉が、庭に響いた。

　セレナは息をのみ、表情をなくした。

　目を背けていた現実が、悪意のある声音でセレナに迫る。

「本来ならカルロ王子が我が国の次期王となるはずが……水路と引き換えにしてまでランナケルドの王配に据えて、クラリーチェ王女を守ろうとなさるとは。ランナケルドの国王の親バカにもほどがある。クラリーチェ王女が安泰なら、セレナ様のお相手を簡単に変えて他国に嫁がせても平気だとは……あ、いや」

　感情に任せてそう言ったシャルル公爵は、自分の言葉の悪意にハッと気づいたように目を見開いた。居心地の悪さを覚えたのか、「いや、それは、その……」と口ごもる。

　アリスがテオと結婚できなかったことが悔しく興奮してしまったが、彼もここまではっきりとセレナを傷つける言葉を口にするつもりはなかったのだ。しかし、凛とした態度を崩さないセレナの佇たたずまいにイラつき、思わず厳しい言葉が口を突いて出た。

　セレナは表情をなくしたまま、その場に立ち尽くしている。

　ミノワスターでの新しい生活の中で忘れようとしていた悲しい想いが、シャルル公爵の言葉によって息を吹き返す。

「セレナ様……」

　エミリが不安げにセレナの傍らに立った時、突然周囲が慌ただしくなった。

「セレナ、大丈夫か？」

　バタバタと足音が聞こえたかと思うと、セレナの体は、いきなりなにかに引っ張られ、温かなものに包まれた。

「ケガはないか？」

「殿下……？」

　突然テオに抱き寄せられたセレナは、そのまま胸にきつく押しつけられた。

「シャルル公爵、セレナになんの用だ。セレナを傷つけることは許さないぞ」

　テオは怒りを隠さない表情をシャルル公爵に向けた。

　シャルル公爵は、突然テオが目の前に現れたことに怖じ気づき、後ずさった。

「こ、これはテオ殿下。傷つけるだなんて、滅相もない。私はただ、テオ殿下のお気持ちを……」

「俺の気持ちがお前にわかるというのか？　だったら今、俺がなにを考えているのかもわかるな？」

「それは……」

「王室とのつながりが深いトルノー家の当主ならば、王太子妃への侮辱は不敬罪にあたるということも、わかっているな？」

　セレナを守るように腕に抱き、シャルル公爵に迫るテオに、普段見せるお気楽な王太子の面影はまるでない。愛する者を傷つけられた怒りと、王族である自信に溢れている。

　シャルル公爵からは相手を傷つける強さや勢いが消え、ひたすらテオに頭を下げる。

「殿下、私は大丈夫です。シャルル公爵は、私たちの結婚の理由やテオ殿下のこれまでのお楽しみを教えてくださっただけですから」

　セレナは体をもぞもぞと動かして、強張ったテオの顔を撫でた。

　単純だ。テオの胸に抱かれ、温かさを感じただけで、強張っていた体と心が緩んでいく。クラリーチェを意識してしまいテオから離れて庭に出たが、こうして慌てて駆けつける姿を見せられれば、それまで胸に広がっていた苦しみに代わって、やはりテオが好きだという気持ちが胸に溢れる。

　水路を確保するための結婚だったと言われて傷ついた心も癒される。

「そんな怖い顔をなさらないでください。女性たちから大人気の、あ、アリス様も殿下に夢中だったんですよね。そのお顔が台無しです」

「は？　アリス？　どうして彼女の名前が出てくるんだ？」

　テオは、シャルル公爵を再び睨んだ。

「余計なことを……」

　シャルル公爵は、唸うなるようなテオの声に息を詰めた。

「も、申し訳ございません」

「俺とアリスはなんでもないぞ。互いに周りの声が煩わしくて一緒にいただけで……それに、彼女はサウス伯爵との結婚が決まっているだろう」

「……なんでもない？」

　テオの言葉に、セレナが反応した。

「そうだ、誤解するなよ。俺はアリスとはなんでもないし、そもそもあんなじゃじゃ馬、まるでクラリーチェみたいで俺には無理だ……」

「え、クラリーチェって……」

　テオがため息と共に口にした名前を、セレナは繰り返した。

「いや、なんでもない。それより、とにかく俺はアリスとはなんでもないから誤解するなよ」

「あ……はい。でも、ずっと仲がよかったと聞いて……」

　セレナの言葉にテオは天を仰いだ。

「まあ、仲はいいが、ギブアンドテイク。お互い、助け合っていたからな」

「助け合って？」

「ああ。俺も彼女も……」

　テオは話を続けようとしたが、シャルル公爵が青白い顔で控えているのを思い出し、口を閉じた。

　シャルル公爵には、さっきまでの強気な言葉や図々しい態度はどこにも見当たらず、テオの怒りを買ってしまったことに震えている。

「シャルル公爵」

「は、はい。出すぎた真似をいたしまして、申し訳ございません」

　シャルル公爵は、その場に膝をつき、頭を下げた。

「……頭を上げてくれ。俺とアリスになにもないとわかればそれでいい。彼女はサウス伯爵との結婚の準備を張り切って進めていると聞いているぞ。公爵家の娘を伯爵家に嫁がせることに思うところはあるだろうが、サウス伯爵はいい男だ。アリスを幸せにするはずだから、安心しろ」

　シャルル公爵への声音に、さっきまでの怒りは見られない。

「シャルル公爵にとって、サウス伯爵はいい手駒になると思うぞ。さほど身分が高いわけではないが、頭はいい。そなたに似て腹黒く要領もいい。それに、王太子である俺とは子供の頃からの付き合いで、騎士団でも団長と副団長を務めた仲だから、俺にも平気で意見してくる。アリスを想う気持ちは驚くほど強くて、俺にはそれが理解できないが……。まあ、人の好みはそれぞれだからな」

　テオはそこで口を閉じ、くっと笑った。そして、気持ちを切り替えるように呼吸を整えた。

「水路完成を祝う日に、これ以上の面倒はごめんだ。シャルル公爵の暴言は、娘の幸せを想う父の戯たわ言ごとだと聞き流すことにする」

「ありがとうございます」

　シャルル公爵は、再び頭を下げた。

　シャルル公爵を子供の頃からよく知っているテオは、彼のアリスへの愛情もよく理解している。今回も、その気持ちゆえの暴走だとわかっているのだ。

「それと、さっきチラリと耳に入ったが、アリスを舞踏会に招待しなかったのは、セレナを気遣ってのことではないぞ」

「そ、それではなぜ……」

「愛するオトコとの結婚が決まった今、アリスは舞踏会なんてものに興味がないんだ。作り笑顔と腹の探り合いばかりの宴は華やかだが棘も多い」

　テオは腕の中に閉じ込めたままのセレナにふっと笑いかけると、視線を傍らで咲いているバラに向けた。

「豪華で艶やかで、夢のような時間だが、棘を隠した花に蹴落とされないよう気持ちを張り詰める世界はもうごめんらしい。アリスは、いつも俺の隣で毅き然ぜんとしていたが、それは本当に欲しいものを手に入れるために、無理してそうしていただけだ」

「本当に欲しいもの……」

　淡々と話すテオの言葉に、セレナは首をかしげた。

「言葉ひとつ振る舞いひとつで傷つけられるかもしれない舞踏会になど、もう行く必要はないと言って、二度と招待状は送るなと言われたんだ。王太子にそこまで言えるなんて、女にしておくのはもったいないな」

　アリスの想い人であるサウス伯爵との結婚が無事に決まり、誇らしげに笑った彼女は、カルロとの結婚が正式に決まった時のクラリーチェとよく似ていた。立場も周囲からの期待も関係なく、愛するオトコを手に入れるため慎重に事を進める強さはふたりに共通している。

　そんな彼女たちの踏ん張りを近くで見ていたおかげで、テオもセレナとの結婚を信じ続けることができたのだ。

　アリスがテオの側妃の座を狙っているという噂が広まっていたにもかかわらず、ふたりで晩餐会などに出席していたのは、彼女に有力貴族から結婚の申し込みがないようにするためだった。

　アリスの結婚を利用し、トルノー家のさらなる繁栄を目もく論ろんでいたシャルル公爵が彼女への縁談の話を受けないようにするため、アリスはテオの側にいたのだ。

　テオにとっても、セレナと結婚するための計画を慎重に進めている最中だ、公爵家の娘との噂があれば、他の女性からの面倒なアプローチも減るだろうと考えた。そしてアリスは以前から想いを寄せ合っていたサウス伯爵との関係を深めていた。

　その後、ミノワスターの王太子となったテオはセレナと結婚し、生涯側妃は必要ないと宣言。一方、その慌ただしさの中でサウス伯爵から求婚されたアリスは、申し出を即承諾した。

　テオと旧知の間柄であり子供の頃から面識があったサウス伯爵の結婚に、国王夫妻も喜んでいるとなれば、シャルル公爵も認めざるを得なかった。

　それらはすべてテオとアリスの計画によるもので、アリスは今、愛する人との結婚を間近に控えて幸せな時間を過ごしている。

「殿下……？」

「ん？」

　テオは腕の中のセレナに視線を落とした。

　セレナは俺の言葉をどう受け止めたのだろうか。そして、シャルル公爵からアリスの存在を聞かされて、嫉妬しただろうか。

「殿下？」

　テオはこのままセレナを寝室に連れ帰って朝までベッドで過ごしたくなったが、舞踏会のラストダンスを任されていることを思い出し、堪えた。

「……面倒だが、もう一度舞踏会に顔を出してさっさと踊って、部屋に戻ろう」

　セレナの耳元に熱い吐息が落とされ、彼女は崩れ落ちそうになった足を再び踏ん張った。




　テオの言葉通り、ふたりはラストダンスを終えた後、招待客への挨拶を早々に済ませ、部屋に戻った。

　セレナは侍女たちによってドレスを脱がされ、湯あみを終えた時にはさすがにくたくただった。眠気を感じながらベッドに腰を下ろすと、セレナより早く湯あみを終えていたテオが、飲み物を手に、隣に腰かけた。

　エミリが気を利かせて用意してくれたバラが湯に浮かんでいたおかげで、今も互いの体からはバラの香りが広がっている。

「どうした？」

　もぞもぞ落ち着かないセレナに、テオは手にしていたグラスを掲げて見せた。

「ランナケルド特産のワインだ。クラリーチェが土産に持ってきてくれたらしい」

「ランナケルドの……あ、私、飲んだことがないんです」

「ああ、クラリーチェも最近ようやく飲んだらしいぞ。病弱だからと酒は禁止されていたそうだが、意外に酒に強くて国王夫妻を驚かせたそうだ」

「……そうですか」

　セレナは力なく笑った。

　ランナケルドでは十六歳になれば飲酒できるのだが、飲酒を禁止されているクラリーチェに気を使い、セレナも飲まずに過ごしていた。しかし、セレナが嫁いだ後、早速、家族三人でワインを飲んだと聞けば、さすがに切ない。

　強張った表情でため息をついた彼女を、テオが切なげな瞳で見つめた。

「あ、ごめんなさい。ちょっとぼんやりしてしまいました」

　セレナは落ち込んだ気持ちを隠すように肩をすくめた。

「ランナケルドのワインは、なかなか手に入らない貴重なものなんですよ。ミケーレなんて、毎年ワイン農家でぶどうの収穫の手伝いをする代わりにワインを譲ってもらってますからね。いっそ農家の娘さんと結婚しようかって本気で言ってましたし」

　クスクス笑うセレナの唇は微かに震えている。

　子供の頃からの寂しさを思い出したのだろうと、テオの胸は痛んだ。

「ミケーレか。あの男ならそれくらいやりそうだな。……そういえば、このワインは市でも人気らしいな」

「そうですね。かなりの人気で、店頭に商品が並んだ途端すぐに売り切れるんです」

「だったら、このワインは本当に貴重だな。何本かもらったから、ふたりで飲もう」

　明るい声を上げるテオに、セレナは曖昧に頷いた。

「ん？　飲みたくないのか？」

「いえ……そうじゃないんですけど。ワインに限らずお酒をしっかりと飲んだことがないから、どうなるのかなと思って」

　シャンパンを少し飲んだだけで体が熱くなったほどだ、ワインを飲んだらどうなるだろう。

「殿下は、お酒には強いんですか？」

「ああ。あまり酔わないな」

「そうですか。私も、酔わないといいんですけど」

　か細い声で呟いたセレナに、テオはニヤリと笑った。

「酒に弱いのも、かわいいけどな。……じゃ、早速試してみるか」

　テオはセレナの肩を抱き寄せ、緊張しているセレナの顔を覗き込む。

「ワインも、セレナの初めてなんだな。俺が初めてを全部もらってるんだな」

「……そう、ですね」

　テオの言葉の裏にあるあれこれを感じて、セレナの体は熱を帯びた。

　キスも、その先も、全部テオが初めてだ。

　結婚してからほぼ毎晩テオに抱かれ、セレナの体はテオの手や唇から与えられる刺激に敏感に反応するようになった。今も体の深い部分からなにかが溢れ出し、疼いている。

「じゃあ、飲んでみるか」

　テオはグラスを微かに揺らし、ワインの香りを楽しんだ。そして、ワインを口に含むと、グラスをサイドテーブルに置いた。

　ぼんやりとその様子を眺めていたセレナの口を、テオの口がふさいだ。

「……んっ……んーん」

　テオがセレナにワインを口移しで飲ませた。

　驚き、思わず体を逸らそうとするセレナの後頭部を押さえたテオは、口に含んでいたワインをすべて注ぐと、そっと唇を離した。

「初めてのワインはどうだ？　うまいだろ」

　テオは色気のある表情でセレナを見つめた後、セレナの唇からこぼれ落ちるワインを舌で舐め取った。

「な、なにを……」

　突然ワインを飲まされたセレナは、テオの舌が触れたところを慌てて手で押さえた。

　セレナの頬が赤いのは、ワインのせいか、それともテオのせいか。

　テオはセレナを膝の上に抱き上げると、彼女の頭を自身の胸に乗せた。

「ランナケルドの習慣だそうだな。娘が生まれると、その年に作られたワインを三本用意する……」

　テオが、セレナの体をふわりと抱いた。

「娘が初めて歩いた時に一本を空けて家族で祝い、娘が結婚した時にもう一本を空けて残った家族で祝う。そして残りの一本は、娘が母となった時、娘と孫の健康と幸せを祈って、娘に贈る」

「よくご存じですね。実際は、三本どころかかなりの数のワインを用意して、お祝いのたびに家族で祝うんです」

　テオの胸に体を預けたまま、セレナは呟いた。

　初めて飲んだワインのせいか体が熱い。テオの鼓動を耳に直接感じながら、ふわふわした感覚に浸る。

「私が生まれた時は、お姉様の体調が相当悪かったらしくて、ワインは用意されなかったと……聞いています」

「そのことは、クラリーチェから聞いた」

「そうですか……」

　王家に生まれたというのに、祝いの儀式も執り行われず、周辺国からの祝いの品もすべて断ったという。

　クラリーチェの命を守ることを最優先に考え、王宮で働く者すべてがクラリーチェのために動いていた。そんな中で生まれたのは王女だった。

　王子が生まれたならば次期王として盛大に祝ったのだろうが、生まれたのが王女なら、クラリーチェが背負う重責に変わりはない。必要最低限の世話をする女官と侍女にセレナを任せ、国王夫妻はクラリーチェにかかりきりだった。もちろん、セレナのためにワインが用意されることはなかった。

　娘が生まれた時にワインを用意するという習慣をセレナが知ったのは、離宮で働く女官が結婚し、娘が生まれた時だ。その年はぶどうが豊作で、出産を終えた女官はいいワインをたくさん用意できたと言って喜んでいた。

　セレナは自分のためのワインはあるのかとアメリアに尋ねたが、用意していないと教えられた。

『そうなんだ、仕方ないね』

　クラリーチェの命のほうが大切だからと自分に言い聞かせ、大したことではないと思い込もうとしたが、両親の愛情の希薄さを思い知らされたようで、悲しかった。

　滅多なことでは泣かないセレナだが、その晩、ベッドの中で声を殺して泣いた。

　それ以来、ワインを見るたび苦しくなり、飲酒できる年になっても飲む気にはなれなかった。飲みたくても飲めないクラリーチェを気遣って飲まないのだと言い訳していたが、実際は両親がセレナとの間に見えない壁を作ったきっかけともいえるワインを、飲むことも見ることも嫌で嫌でたまらないのだ。

「だけどワインって、こんなにおいしいんだ。知らなかった……」

　体をもぞもぞと動かし、セレナはテオの胸にいっそう体を押しつけた。居心地のいい姿勢を探し、すっぽりと収まる。そして、自然な動きで両手をテオの背中に回し、ぎゅっとしがみついた。

「お揃いのバラの香りが、嬉しい。今日も、殿下が摘んできたの？」

　目を閉じ、子供のような口調で話すセレナの顔を、テオが覗き込んだ。

「残念ながら、今日のバラはラーラが……ん？　寝てる？　酔ったのか……？」

　テオは頬を緩め、セレナの背中を何度も撫でる。

　侍女に着せられた、少々布が少なめのナイトドレスから伸びたキレイな脚が目に毒だ。テオは傍らにあったガウンをセレナの体にかけた。

　すると、セレナは居心地が悪そうに体を動かした。

「熱いから、なにもいりません」

「起きてるのか？」

　目を閉じたまま、セレナが口を開く。

「湯あみでのぼせたのか、体が熱いです。それに、ふわふわして気持ちがいいです。さっきまで、アリス様とテオのことでもやもやしてたのが嘘みたい。それに、テオがお姉様をじーっと見ていたから苦しかったのに……」

「……だからアリスとはなんでもないし……ん？　クラリーチェ？　あまりにもダンスが下手で笑いそうになるのを堪えていたが、別にじっと見ていたわけじゃないぞ。……って、聞いてないか」

　セレナはワインをひと口飲んだだけで酔ったらしい。穏やかな表情を浮かべ、いつの間にか規則正しい寝息も聞こえてくる。

　テオはセレナの頬にかかった髪をそっと梳いた。

　朝から式典に参加し、晩餐会、舞踏会と続いた長い一日にセレナは疲れきっていた。新しい生活の緊張感はかなりのもので、頼るべきテオ自身も急きゅう遽きょ始まった王太子教育と公務に追われている。

「セレナ……」

　日々ラーラから聞かされるセレナの忙しさや頑張りをねぎらうことなく抱き合うばかりで、テオは彼女の不安もなにもかもを後回しにしてきた。

　テオは自分の胸にしがみつき、ホッとしたように眠るセレナが愛しくてたまらない。同時に、忙しいせいか少し細くなった体に切なさも覚える。

　テオがセレナに初めて会った時に感じた庇ひ護ご欲よくはそのまま愛情に変わり、独占欲はいっそう強いものになった。なににも執着せず生きてきたが、それはすべてセレナを手に入れるための演技だった。

　本来のテオは、感情の振り幅が大きく、欲しいものを確実に得るために全力で突き進む熱い男だ。結婚に関しても、愛するセレナを妃にするため情熱のすべてをかけてきた。

　気の遠くなるような長い時間をかけた計画を思い返せば、想いを貫き通した自分を褒めたくなる。その計画の一番重要な役割を担ってきたのはクラリーチェだろう。

　彼女が生まれつき病弱であるのは嘘ではないが、成長するにつれて体力がつき寝込むことは少なくなっていた。テオとの婚約が決められた頃には、公務をこなす機会も徐々に増え、周囲を安心させていた。

　当時まだ十二歳だったにもかかわらず、国益につながる政略結婚を覚悟していたクラリーチェは、テオが婚約者だと聞かされてもなにも感じなかった。誰が相手だとしても、ランナケルドのさらなる発展のために尽力していくだけだと冷静に考えていた彼女にとって、テオは単なる条件に合う隣国の王子でしかなかった。

　しかし、カルロをひと目見た途端、彼女の心は激しく揺れた。正装していても筋肉質だとわかる体から溢れる生きる力のようなものと、まっすぐクラリーチェを見る瞳の落ち着きに、クラリーチェは動きを止めた。心臓だけがばくばくと動き、カルロと交わした視線を逸らせなかった。そう、ひと目ぼれだ。

　カルロも、華奢な体に強気な光を宿すクラリーチェの瞳に目を奪われた。

　それらは、一瞬のことだった。けれど、婚約者として告げられた名前は、互いの名前ではなかった。

　やはり、自分たちは国のためにのみ生きるしかないのかと絶望に似た想いを隠そうとした時、テオがカルロに囁いた。

『俺にセレナをちょうだい』

　口調は軽いものだったが、テオの瞳には強い意志が浮かんでいた。

　テオは、ランナケルドの川辺で出会ったセレナを愛しく思い、どうしても自分が幸せにしたいと思ったのだ。

　どうせ政略結婚しなければならないのなら、愛せる相手と結婚したい。

　テオはその時、それまでの考えを覆し、ミノワスターで生きる覚悟をした。

『じゃあ、俺にクラリーチェをくれ』

　テオの覚悟を感じたカルロもまた、自分の想いを貫くと決め、腹をくくったのだ。

　ふたりはその後すぐ、クラリーチェに自分たちの想いを告げた。

　カルロには、クラリーチェが自分を好きだという確信があった。それは、ふたりが交わした視線の中に、恋心がはっきりと見えたからだ。

『テオ王子には申し訳ありませんが、私の気持ちを口にしてもいいのなら、私はカルロ王太子殿下と共にランナケルドを治めていきたいと思います』

　クラリーチェの大人びた声音と表情からも、彼女の決意は明らかだった。

　テオはセレナと結婚したいと願い、カルロとクラリーチェはお互いを伴侶として求め合っていた。

　この日から、まだ十歳で周囲の状況をわかっていないセレナには秘密のまま、テオとカルロ、そしてクラリーチェは、四人の幸せのために動き出したのだ。

　順調に体調を整えていたクラリーチェは、わざと病気がちな振りをして寝込み、自室から出る機会を減らした。予想通り国王夫妻はクラリーチェにかかりきりになり、公務以外の時間のほとんどを彼女のために費やした。

　それでもクラリーチェが健康になることはなく、食事もろくに取れない状態……を、彼女は装っていた。

　実際は、計画を達成するためにアメリアに事情を話してこっそりと食事を届けてもらったり、部屋に閉じこもってばかりだと本当に体調を崩すということで、信頼できる侍女に打ち明けていろいろ手助けをしてもらっていた。

　自室も庭に通じている王宮の奥の部屋に移し、タイミングを計ってはこっそりと庭に出て散歩をしたり、花壇の世話をしていた。

　そのせいで、部屋に閉じこもっている割には手足に筋肉がつき、顔色もよかった。

　クラリーチェを心配しているセレナに計画のことを話そうかと何度も悩んだが、三人で順調に進めている計画には小さなほころびも許されない。もしも計画を知らされたセレナの態度に変化があれば、そこから計画がばれて取り返しのつかないことが起こるかもしれない。

　そう考え、セレナに申し訳ないと思いながらも、四人が幸せになるためだ、あと少しで願いは叶うのだから、とテオは自分に言い聞かせてきた。

　その間、テオは婚約者であるクラリーチェのご機嫌伺いという建前のもと、何度もランナケルドに足を運び、その都度セレナと過ごした。

　体調が芳しくないクラリーチェに代わってテオの相手をするセレナから自分への恋心を確認しては、願いが叶うかどうかと不安になる気持ちを鎮め、焦る気持ちをやり過ごし、クラリーチェの婚約者を飄々と演じ続けた。

　早くセレナと共に堂々と過ごしたい。テオは何度もその想いを心の中で繰り返した。

　そのためにはまず、病弱なクラリーチェの結婚相手には、彼女を支えランナケルドを王配という立場でしっかりと率いてくれるであろうカルロがいいと国王に納得させなければならない。そして、セレナはテオの正妃としてミノワスターに嫁ぐ。

　もちろん、いずれは賢王になるであろうと言われているカルロに、ランナケルドに婿入りしてもらうのは難しい。ミノワスターの今後を考えても、王家や貴族、そして国民の誰もがカルロを次期国王にと願っているのだ、簡単に受け入れてもらえるはずがない。

　だが、ランナケルドから水路を延ばすと提案すれば、了承されるに違いない。

　そう考えた三人は、長い時間をかけて、計画の成功のために力を尽くしてきた。

　クラリーチェは実際以上に病弱を装い、今後女王としての役割を十分に果たせないだろうという印象を周囲に与えた。

　カルロは王太子としてとことん優秀な姿を見せ、ミノワスターだけでなく、ランナケルドの王族たちからも認められ欲しがられる存在になるよう努力した。

　そしてテオは、王位に興味のない自由気ままで軽い王子を演じ、ランナケルドの国王や王族たちにクラリーチェを支える力のない名前だけの王子だと印象づけた。

　無事、テオとセレナが夫婦となった今、あとはカルロとクラリーチェが結婚すれば、長い時間をかけて進めてきた計画はようやく完了する。

　クラリーチェはカルロが王配になると決まった途端、病弱な振りをやめ、元気に結婚準備と公務に精を出している。

　国王夫妻はその姿になんの疑問も抱かず、ひたすら喜んでいる。

　カルロといえば、ランナケルドの次期王配として公務を学びながら、王族や貴族たちとの関係を深めつつある。

　何度もランナケルドを訪ね、人々と良好な関係を築いていたテオは、あっという間にランナケルドになじんだカルロに複雑な想いを抱いているが、彼とクラリーチェ、そしてランナケルドの未来が明るいものであるよう願っている。

「セレナ……。長い間、寂しかっただろう？　よく頑張ったな」

　無防備な寝顔を見せながら、穏やかな呼吸を繰り返すセレナに、テオはそっと口づけた。

　病弱なクラリーチェを心配する国王夫妻の愛情はクラリーチェひとりに注がれ、セレナは心細い思いをしてきた。たとえ離宮でアメリアたちにかわいがられていても、セレナの胸に巣くう寂しさが消えることはなかった。両親に愛されたくてたまらなかったはずだ。

「ごめんな」

　長い間セレナが抱えていた痛みを想い、テオは顔を歪めた。

　何度、自分の想いと三人で進めている計画を伝えようとしたことか。しかし、これからも、三人がどうやって結婚相手を変更させたのかをセレナに話すつもりはない。

　優しいセレナのことだ、話せば自分にもなにか手伝えることがあったはずだと自分を責めるに違いないからだ。クラリーチェを自室に閉じ込め、自由を奪うような計画以外にもなにか方法があったのではないかと、苦しむだろう。それに、テオと結婚するための努力も協力もせず、カルロとの結婚を受け入れていた自分を悔やむはずだ。

　それがわかっているテオは、なにも言わずにいようと決めている。彼女がこれまで味わっていた寂しさはどうすることもできないが、その寂しさを払拭してもあまりあるほどセレナを甘やかし、愛していくのだ。

　テオはセレナの体温を感じながら、その熱以上に熱くなる自分の体を持てあます。

　今すぐナイトドレスを脱がせて形のいい胸を舌先で舐め、そして蜜が溢れる場所を硬い己で激しく突きたい。

「いや、今日はやめておこう……」

　硬くなったものをどうにか落ち着かせ、テオはぐっと唇を結んだ。

　王太子妃として一日中張り詰めていたセレナの疲れは半端なものではなく、身動きひとつせず眠り続ける中、起こすには忍びない。

「愛してるよ、お前だけだ、この先も」

　甘い声でそう呟いたテオに答えるように、セレナは身じろいだ。その顔は穏やかで美しく、テオの忍耐をこれでもかと試しているようだった。




　水路が順調に機能し始めてそろそろ一カ月。ミノワスターの人々の生活は少しずつ潤い始めていた。

　畑に水を流すための工事が順に行われ、土地の貯水力を高めるために広い範囲で植樹が進められている。そして、国民のセレナへの感謝の想いも大きくなっていた。

　子供の頃からミノワスターに頻繁に訪れていたセレナは、以前から国民たちから慕われていたが、クラリーチェのためにと急遽結婚相手が変えられても不満ひとつ口にせずミノワスターに嫁いできてくれた。水路という素晴らしい持参金と共に。それゆえ、セレナの人気は以前とは比べ物にならないほど大きなものになっている。

　結婚前、ランナケルドの騎士たちとの鍛錬に励んでいたセレナは、ミノワスターの騎士学校にも興味を示すのではないかと危惧されていた。けれど、王太子妃が剣を振ることに難色を示す王族や貴族は多く、彼らはセレナには騎士との交流を控えてもらおうと考えていた。

　しかし、セレナが自ら騎士たちとの鍛錬を希望することはなかった。もちろん、体を動かすことが好きな彼女は王宮内でじっとしているわけではなく、庭の手入れを手伝ったり、調理人たちが育てている野菜や果物の収穫を一緒に楽しんだりしている。

　急ごしらえの王太子ともいうべき慌ただしさの中でその立場に就いたテオを支え、自身も不安と戸惑いのさなかにいるはずなのに愚痴ひとつこぼさないセレナ。王太子妃教育も順調でなにひとつ問題はないうえに、国王夫妻からも気に入られている。

　セレナとの結婚は、テオが望んでいた以上に彼を幸せにしてくれた。

　テオは、活発に動き回るセレナも好きだが、城でゆっくりとくつろぎながら刺繍をしたり、ラーラと共に料理を作っている彼女を見ると、ホッとした。落馬の不安や剣の練習でのケガを心配することがないおかげで、穏やかな気持ちでいられるのだ。なにより、テオが公務を終えて城に帰った時、セレナが笑顔で迎えてくれる。

　そして、テオと一緒にいる時はとても嬉しそうに笑い、隣に立てば自然にテオに寄り添うようになった。

　テオはそんな毎日に心からの幸せを感じているのだが、セレナが無理をしているのではないかと不安も感じている。それに、城下に下りて、窮屈な王太子妃としてではないひとりの人間としての時間を楽しみたいのではないかと、心配している。

　不満や困ったことはないのかと聞けば、『殿下と一緒に食事がしたいです』と恥ずかしそうに口にするかわいいセレナに、テオは動きを止め、なにも言えなかった。

　ベッドの中で聞いたのが悪かった。散々セレナの体を貪り、喘あえがせた後だというのに、セレナがかわいいことを言うものだから、と自分に言い訳をしながら再び彼女の体を抱き寄せ、夜明けの光がカーテンの隙間から差し込んでくるまで抱いた。

　その日以来、テオは公務の量を調整し、セレナと一緒に食事を取るようになった。とことんセレナを愛している、単純なオトコなのだ。

「え、旅行ですか？」

「そう。旅行といってもそれほどゆっくりできないが。アメリアが寂しがってるだろうから、ランナケルドの離宮でのんびりしないか？」

　庭に面したテラスで朝食を終え、テオはのんびりとコーヒーを飲んでいた。公務の量を調整しているとはいえ相変わらず王太子として忙しい毎日を過ごしているが、珍しく今日の午前中はなんの予定も入っていない。

「……ランナケルドの離宮？」

　結婚したばかりだというのに、里帰りなんてできるのだろうか。

「安心しろ。陛下に許可はもらってある」

　セレナの戸惑いに、テオが笑顔で答えた。

「あの……結婚してまだ日が浅いですし……里帰りはまだ先のほうが……」

　コーヒーカップを両手で抱えてうつむくセレナを、テオは訝しげに見つめた。

「遠慮するなよ？　結婚して一カ月しか経ってないことが気になるのかもしれないが、兄さんとクラリーチェの結婚も近いから、祝いの品を持っていくという名目もあるし。セレナだって久しぶりにアメリアに会いたいだろ？」

「もちろん、会いたい……でも、大丈夫です」

　セレナは自分に言い聞かせるように呟くと、テオに笑顔を向けた。

　微かに揺れる瞳が翳かげっていることに、テオは気づく。

「クラリーチェに祝いの品を直接渡したくないのか？　セレナが選んだシルクのナイトドレスの用意はできてるはずだし、会いたいだろ？」

　ランナケルドに行きたいと素直に言えばいいのにと、テオは苦笑する。

　結婚し、王太子妃となってまだ一カ月と少し。早々の里帰りに遠慮するのはわかるが、国民たち同様、王族の者たちも両国を気兼ねなく行き来しているのだ。セレナがランナケルドに行ったとしても、誰もそのことをとがめることはない。

　テオは続けてセレナにたたみかける。

「俺だって久しぶりにアメリアが焼いたパンを食べたい。アメリアも大喜びだぞ、きっと」

　向かいの席に座るセレナの顔を覗き込めば、彼女は気乗りがしないのか、曖昧に頷く。

「どうした？　行きたくないのか？」

「あ……違います……でも、やっぱりまだ大丈夫です。お姉様とカルロ王子の結婚式の時には行かなければならないですし、殿下もお忙しいですから、無理なさらないでください」

　セレナは小さい声ながらきっぱりと言い切った。アメリアには会いたいが、決してうまくいっているとは言えない両親との関係を思い、訪ねるのを躊躇しているのだ。

「最近は公務もかなり落ち着いてるんだけどな。……まあ、兄さんたちの結婚式の時にゆっくりと行けばいいか」

「すみません、気を使っていただいたのに」

「いや、気を使ってるわけじゃなくて、俺がセレナとふたりでゆっくりしたいんだ。数日の休みを取っても大丈夫だと言われてるから……そうだ、だったら、こっそりとソフィアの屋敷にでも行くか」

　テオは近場に変更してでもセレナを城から連れ出して、ふたりで仲よく過ごそうと思っていた。

「ソフィアもセレナのことは気に入ってるようだし、自慢の庭を見せたいから遊びに来いって言ってたな。うん、そうしよう」

「自慢の庭？」

　ランナケルドに行くことに消極的だったセレナが、身を乗り出して反応した。

「でも、いいんでしょうか？　あの、突然行っても」

　弾む声からは、できれば行ってみたいというセレナの気持ちがわかる。

「ソフィアなら大丈夫だ。最近は庭だけでなく子供自慢もすごいが。あの屋敷は賑やかで楽しいぞ」

　ソフィアが嫁いだシズール家は、ミノワスター建国当初から王家に仕える貴族で、真面目な働きぶりと学者を多く輩出している家柄は他の貴族からも一目置かれている。

　権力に興味がなく、地道に家を守ることだけに尽力していたが、出席を断れない王家主催の晩餐会に、たまたま顔を出した長男のウィルがソフィアに見初められ、シズール家の運命は大きく変わってしまった。

　植物の研究に励み、学校で教きょう鞭べんをとっていたウィルは、見た目こそ整っているが女性にも恋愛にも興味がなく、シズール家は妹のルイーズに婿をとって継がせようという話まで出ていたほどだ。

　そんな彼にとって王族との結婚は想定外のことで、辞退したかったのだが、王家の力を使い強引に気持ちを伝えるソフィアに陥落し、結婚した。今ではウィルもソフィアを愛し、ふたりの子供にも恵まれている。

　本来なら他国に降嫁すべきだったソフィアだが、自分の恋に正直に突き進み、愛する人と結婚した彼女は、おとぎ話の主人公のように国民から憧れられている。特に若い女性からの人気は高く、ソフィアが身に着ける服や宝飾品はあっという間に売り切れるほどだ。

「俺もソフィアとは仲がよかったが、子供の頃から自分の気持ちを隠すことはないし嫌だと思うことは絶対にしない。だけど、情に厚くて涙もろくて憎めないんだよな。セレナのことも気に入って、勉強会が終わっても会いたいって言ってたぞ」

　ソフィアがセレナを気に入っていることが嬉しいのか、テオは弾む声でそう言った。

「私もソフィアさんが好きです。勉強会も楽しかったです」

　しっかり者で明るくサバサバしているソフィアと過ごす時間は、楽しく穏やかなものだった。ソフィアと再び会えるとなれば、やはり嬉しい。

「だったら決まりだな。早速ソフィアに遣いを出そう」

「ソフィアさんがおいしいと言ってくれたシフォンケーキを焼いてお持ちしますね」

「旦那のウィルも甘いものに目がないらしいから、たくさん用意して持っていこう」

　テオは明るくそう言いながらも、セレナがランナケルドに行くことを躊躇していたことが、心に引っかかっていた。




　公務の調整と警備の段取りを調え、ソフィアの屋敷を訪れたのはそれから五日後だった。

　ソフィアの嫁ぎ先であるシズール家に迷惑がかからないよう、周囲には知らせず一泊のみの滞在となった。

　王家専用の馬車ではなく、シズール家の紋章が施された小さな馬車で到着したふたりを、当主アレック伯爵と妻のマギーは歓迎した。

　国王の姪であるソフィアを嫁として迎え入れて以来、王家とのかかわりは深くなったが、だからといって特別な待遇を求めず、国王に取り入るわけでもない。テオとセレナを前にしても、普段と変わらずにこやかに、ふたりを食堂に案内した。

「王宮から近いとはいっても、お疲れでしょう。王家の馬車と違って我が家の馬車は小さくて座り心地も悪いですからね」

　ハハハと笑ったアレック伯爵は「馬車だけでなく屋敷も小さいですし、調度品もなかなか手入れが行き届いてないんですが、客間は念入りに掃除をしてシーツも新しいものを用意しておりますので、のんびりしてくださいませ」と続けた。

　代々学者としての生活を続ける貴族。建国当初、病に倒れた国王を、医術の知識があったシズール家の当主が薬湯を用意し救ったことから伯爵の称号を得たと聞けば、それも納得できる。貴族の仲間入りをし、土地と屋敷も与えられたが、シズール家はその後も堅実に学び、質素な暮らしを続けている。

　もともと王族としての意識が低く、自立した生き方を模索していたソフィアにとって、シズール家は居心地がよく、義父や義母とも仲よく暮らしている。もちろん、夫であるウィルとは相思相愛の夫婦だ。

「ようこそお越しくださいました。玄関にお迎えに行かず申し訳ありません」

　今も夫婦連れ立ち、庭に通じるバルコニーから入ってきた。

「庭の手入れに夢中で馬車の到着に気づきませんでした。王宮もキレイでしたが我が家のバラもなかなかのものです。後でご覧になってください」

　顔を上気させたソフィアが、ウィルと共に軽く頭を下げた。

「せっかくのお休みなのに、我が家のような狭い屋敷にようこそお越しくださいました」

　ソフィアの隣に立つウィルは、人当たりのいい笑顔でテオとセレナを歓迎した。

　テオとは何度か顔を合わせたことがあるらしく、挨拶を終えてすぐ、ふたりで話を始めた。

「さ、女は女同士、お茶でもしましょうか。あ、お父様とお母様もご一緒にどうですか？」

　ソフィアの問いに、それまでセレナとソフィアの背後で様子を見守っていたアレックとマギーは首を横に振った。

「せっかくですが、私たちは昼食の支度をしてまいりますね。主人の得意料理をいくつか用意していますのでお待ちくださいませ」

　マギーが誇らしげにそう言った。

「あの、おふたりでお料理を……？」

　驚いたセレナに、アレックは照れたように頷いた。

「いやあ、伯爵家の当主が厨ちゅう房ぼうに入るだなんて信じられないでしょうが、料理ほど楽しいものはないんですよ。マギーとふたりで作ればなおさらおいしいものが作れますしね。王宮の料理人には負けますが、私の腕もなかなかのもんですよ」

　アレックの自慢気な声に、セレナの心は温かくなった。同時に、切なさも覚えた。

　ミノワスターの国王夫妻もそうだが、セレナの両親も、料理はしない。いつも公務とクラリーチェの世話で忙しく、家族同士の距離を縮めようとすることもなかった。

「セレナ様？」

　黙り込んだセレナの顔を、ソフィアが覗き込んだ。

「お疲れでしたらウィルが調合したお茶がありますよ。疲れをとって肌に潤いを与えるらしいんですけど、これがまたおいしくなくて……あ、すみません。これを言ったら叱られちゃいます」

　ソフィアは肩をすくめて笑い、テオと植物の鉢を見ながら話しているウィルに視線を向けた。

「大切な人を想って育てた茶葉なんだから文句を言わずに飲みなさいっていつも言われるんです。でも、まずいものはまずいから文句も出ますよね。どうせ研究するならおいしくて体にいいものを育ててほしいって言ってるんですけど、なかなか難しいみたいです」

　ソフィアは我慢しながらお茶を飲んでいると顔をしかめているが、楽しそうだ。結局、旦那様が育てたお茶は特別なものらしい。

「あ、お父様とお母様のお料理はとてもおいしいので安心してくださいね。腕のいい料理人がいるのに、競うように作るのでキッチンはいつも賑やかなんです。さっき覗いてきましたけど、採れたてのキャベツを使ったスープのいい匂いがしてました」

「わあ、楽しみです。キャベツのスープはランナケルドでアメリアがよく作ってくれました」

　セレナは懐かしげに声を弾ませた。

「ふふ。そのことは既に調査済みです。こちらに来ていただくことになって、アメリアさんにセレナ様の好物を教えてもらいに行ったんですよ」

「え、そんな、わざわざ……」

「大したことではありません。ランナケルドは近いですからしょっちゅう行きますし。ミノワスターとの国境の検問はないも同然ですからね。さ、とりあえず休憩してくださいませ」

　ソフィアに促され、ふたりは豊かな日差しが溢れる庭に出た。

　緑まぶしい芝生の片隅のテーブルには、懐かしい香りがするランナケルド特産のお茶が用意されていた。ひと口飲めば、アメリアの『セレナ様、しっかりなさってくださいよ』というきびきびとした声が聞こえるようだ。

　今頃、アメリアはなにをしているのだろう。

「ランナケルドには帰らないんですか？」

　ソフィアの問いに、セレナはピクリと体を揺らした。

「あ……結婚してからまだ慌ただしいので……それにカルロ王子と姉の結婚式に出席するので」

　手元のティーカップを見つめ、テオにも言った言葉を繰り返した。

「クラリーチェ様も、お元気でしたよ。病弱な方だとお聞きしていましたが、顔色もよくて安心しました。結婚式が楽しみですね」

「あ、あの、お姉様にも会われたんですか？」

「ええ。たまたま離宮に来られていて、ご挨拶させていただきました。セレナ様に会いたいとおっしゃってました」

「そうですか……」

　ソフィアの明るい声に、セレナは小さく頷いた。

　セレナが結婚した後、アメリアはクラリーチェの結婚の準備を手伝っている。そして、セレナの警護を担当していたミケーレも、今ではクラリーチェを警護している。

　それをテオから聞いた時、セレナは何事もないように振る舞ったが、少なからずショックを受けていた。

　両親の愛情が薄かった分、アメリアがセレナをかわいがり、そして、王宮を抜け出すことが多かったセレナの身をミケーレが守り、彼女に安心感を与えてくれた。セレナにとって特別な存在だったふたりは、今ではクラリーチェのために力を尽くしている。

　セレナが望んでも得られなかった両親からの愛情だけでなく、セレナを無条件に愛してくれた大切なふたりまでもがクラリーチェのものになってしまった。

　仕方のないことだとわかっていても、誰よりもセレナをかわいがっていたふたりをクラリーチェに取られたようで、苦しい。それは単なる嫉妬でありセレナのわがままだとわかっていても、簡単に受け流せるほどセレナは強くない。

「クラリーチェ様はセレナ様が嫁がれた後、乗馬の練習もされているらしいですよ。なかなか筋がいいらしいですが、国王陛下は心配でたまらないみたいです。もちろん、カルロ王子も落馬しないかとヒヤヒヤしていると聞いています」

　弾んだ声で話すソフィアに、セレナは強張った笑顔を作った。

　クラリーチェが乗馬を始めているとは聞いていなかった。病弱なクラリーチェを助けるために自らが女王になろうと決め、乗馬も剣の鍛錬も頑張ってきたが、結局それは必要なかったようだ。

「お姉様は、小さな頃は馬に乗ったり庭を走り回ったり……そんな時期もあったんです。むしろ私よりも活発でした。だけど、どんどん体が弱って寝込むことが多くなって……」

　病弱で部屋に閉じこもりがちのクラリーチェだが、本来の彼女は元気で頑固な女性なのだ。セレナが騎士たちとの鍛錬に励んでいたのは、女王になってテオと結婚したかったからだが、クラリーチェのように活発な自分になれば、テオに愛されるかもしれないと思う気持ちも少なからずあった。

　けれど、どんなにクラリーチェのようになろうとしても、それは無理なことだ。

　テオもきっと、そう思っているはずだ。たとえセレナを妻として大切にし、愛情を与えても、今もクラリーチェを愛しているはず。

　ソフィアの気遣わしげな視線に気づきながらも考え込んでいると、侍女がやってきた。

　彼女はセレナを気にしながら、ソフィアに小声で囁いた。

「奥様、アリス様がお越しですが、どういたしましょうか」

「あら、今日はお約束していないのに、急にどうしたのかしら」

　セレナは、アリスという名前に聞き覚えがあった。

　水路の完成を祝う舞踏会で厳しい言葉を口にしていたシャルル公爵の娘だ。

「セレナ様、申し訳ありません。少し席を外しますね。すぐに昼食の用意もできますので……」

　慎重にソフィアがセレナを見る。テオとの噂があった女性が来たのだ、気を使うのも当然だ。

「私のことは気にしなくて構いません。どうぞ、アリスさんと……」

「あら、お客様ってセレナ様だったんですか」

　セレナが言い終わらないうちに、明るい声が響いた。

「思い立って来たんだけど、よかったわ。一度ゆっくりお会いしたかったの」

「アリス、突然どうしたの」

　ソフィアの驚いた声に促されるように視線を向ければ、仕立てがいいとひと目でわかるドレスを着た女性が立っていた。

　セレナより少し年上の、華やかな雰囲気をまとったその美しい女性は、アリスだ。艶のあるピンクブロンドの長い髪を背中に揺らし、色白の肌は手入れが行き届いているのか輝いている。細いだけでなく、丸みが必要な場所にはほどよくボリュームもある体は、女性から見ても魅力的だ。

　足早に部屋に入ってくるアリスに、ソフィアが慌てる。

「ふふ。ウェディングドレスの試着をするために近くまで来たんです。屋敷に来てもらうよりも、出向いたほうが手直しもできるので手っ取り早くて。あ、ソフィア様が読みたいっておっしゃってた本が手に入ったのでお持ちしました」

「あら、それはわざわざありがとう」

「で、どうしてここにセレナ様が……あ、ご挨拶が遅れて申し訳ありません。トルノー家の長女、アリスでございます」

　アリスはたくさんのレースが波打つドレスの裾を両手でつまみ膝を折ると、ゆっくりと頭を下げた。

「先日は父が王太子ご夫妻に失礼なことを申し上げ、失礼いたしました。本当に申し訳ございません」

　アリスは本気で謝っているとわかる真剣な声で言葉を続けた。

　あの日のシャルル公爵の失態は、あの場にいた貴族たちの口から静かに広がっているが、テオとアリスが親密な関係であったと誰もが思っていることもあり、娘を想う父の悲哀ゆえの出来事だと同情されていた。

　どちらかといえば、隣国の王女との結婚が決まっているというのに女性関係に奔放なテオを非難する声のほうが多いのもたしかだ。

　テオはアリスとはなにもなかったと言っているが、もしかしたら彼女のほうは納得していないのかもしれないと、セレナは身構えた。

　しかし、顔を上げたアリスはセレナとの距離を詰め、親しげに笑った。

「テオ殿下はようやくセレナ様と結婚できて人生で一番幸せな時間を過ごしているのに水を差すようなことをしてしまって……父って本当に短絡的で周りが見えないというか、本当に親バカで、しょっちゅう問題を起こすんですが。今回ばかりはなんてことをしでかしたんだと叱り飛ばしておきました。テオ殿下は今も昔もセレナ様だけに夢中な面倒くさい男だとも言っておきましたので、ご安心くださいませ」

「あ……あの、それは、どうも……」

　早口で声高に話すアリスに、セレナは気圧される。

「アリス、言葉遣いには気をつけたほうがいいといつも言っているのに……。そんなことでは伯爵家の嫁は務まらないわよ。公爵家と違って誰もがちやほやしてくれるわけではないし敵も多いんだから」

　ソフィアはそこでひと息つくが、再び口を開いた。

「ほんとにもう、いつも思いついたことをすぐ口にして周りをひやひやさせて……。公爵様のことをあれこれ言ってる場合じゃないですからね。ほら、テオ殿下が怖い顔をしてやってきたわよ」

　庭に向けられたソフィアの視線をたどれば、ウィルと話をしていたはずのテオが、怒りを露わにズンズンとセレナたちの元へやってきた。

「面倒くさい男で悪かったな」

「うわっ、地獄耳」

「は？　俺のどこが面倒くさいんだ？　セレナと結婚するためにあれこれ動いたけど、アリスだってはた迷惑なくらい必死だっただろ」

　テオはアリスの前に立つと、セレナの体を抱き寄せた。

「余計なことは言うなよ。セレナはなにも知らないんだからな……」

「余計なことは言ってませんから安心してください。だけど、テオ殿下がセレナ様のことが大好きで大好きで、長い間ずーっと大切に想ってきたことは伝えておこうかと思いましたけどね」

「そ、それが余計だっていうんだよ。俺が自分で言うから黙ってろ。セレナもアリスとは無理して会わなくていいぞ。悪いやつじゃないが、付き合う必要もない」

「ひっどーい。私のおかげでテオ殿下の顔と地位だけに惹かれて近寄ってくる貴族のお嬢様たちから逃げられたのに」

　アリスはテオとの距離を詰め、唇を尖らせた。

「それはお互い様だろ。俺と一緒にいたおかげでやっかいな縁談から逃げられただろ。感謝しろ」

　アリスに負けじと言い返すテオの横顔に、セレナは瞬きを繰り返す。

　テオからアリスとはなにもなかったということは聞いていたが、ここまで気を使わない関係だとは思わなかった。

　互いになにを言っても大丈夫だとわかり合っているような気安さが見え、セレナはじっと耳を傾ける。

「ほんと、ぶれない男よね。いくらセレナ様が欲しいからってカルロ王子まで巻き込んで……」

「うるさい、それが余計なことだって――」

「大声出さないでよ。それに、私は褒めてるの。しつこいくらいに一途にひとりの女を求めてそのためだけに長い時間を費やして。手に入るかどうかわからないし、国の一大事になるかもしれないっていうのに強引に進めるなんて、普通できないわよ」

　強い口調でテオの言葉を遮ったアリスは、浅い呼吸を何度か繰り返した。

「……お姉様みたい」

　テオに寄り添いながらふたりの会話を聞いていたセレナは、力なく呟いた。

　髪の色も立ち姿も目の力強さも、クラリーチェに似ている。それだけでなく、アリスと話すテオの表情も声も、クラリーチェを前にした時のものと同じだ。

　セレナはふたりに気づかれないよう、ふっと息を吐き出した。

　テオはアリスとの仲を周囲に誤解させ、側妃でもいいと望み近づく女性たちを遠ざけたと説明しているが、その相手が誰でもよかったわけではないだろう。クラリーチェに似ているという理由でアリスを選んだのかもしれない。それを責めることはできないけれど、なんて残酷だろう……。

　セレナは胸の痛みに耐えるように口元を引き締めた。




　その後、アリスはランチを共にした後、帰っていった。というより、セレナに会えて興奮しなにを言い出すかわからない彼女を、テオが追い出すように帰らせたのだ。

「クラリーチェ様のご結婚ももうすぐですね。セレナ様はどのような衣装で出席されるんですか？」

　興味津々といった口調で、ソフィアはセレナに問いかけた。

　伯爵夫妻ご自慢の料理を堪能した後、セレナとソフィアは庭で紅茶を飲んでいる。

　夫たちは庭の奥にある池で育てている新種の魚を観察しに行った。

　テオとアリスの噂をセレナが気にしていると察したソフィアは、ことさら明るい言葉を口にするが、セレナの気持ちは落ち込んだままだ。

　テオとアリスの間にはなんの関係もないと伝えているが、やはり夫が自分以外の女性と噂になるのは嫌だろう。それでなくとも、結婚してすぐの慌ただしさも落ち着き、母国ランナケルドに帰りたい頃だ、気持ちが不安定なのも仕方がない。

　セレナと両親との関係を知らないソフィアは、セレナがホームシックにかかっているのだと考え、彼女を気遣った。

　美しく聡そう明めいで、王女特有のわがままや自我の強さを感じさせない性格だとなれば、セレナに非の打ちどころはないように思える。そんな彼女がテオとアリスが一緒にいるのを見ただけで落ち込んでいるなんて。優れた王女様も、やはり恋に悩む普通の女性なのだ。……守ってあげたい。

　姉あね御ご肌はだの気質がむくむくと顔を出し、ソフィアは密かに握りこぶしを作った。

「大丈夫ですよ。テオ殿下にはもう、セレナ様しかいないんです。何人もの女性がテオ殿下の気持ちを得ようと必死でしたが、それらはすべて無駄な努力だったんです。まあ、アリスがいたのも大きいですけど、それは見せかけだけのもの。セレナ様との結婚が決まってからはいっさいふたりで会われることはなかったと聞いてますし、セレナ様ひと筋ですよ。カルロ様とクラリーチェ様よりも早く結婚式を挙げたいと言って強引に準備を進める姿は子供のようで笑っちゃいました」

　ソフィアはそこまで話すと、思い出したようにニヤリと笑った。

「セレナ様がミノワスターに早くなじめるように力を貸してほしいと私に頼み込んできただけでなく、セレナ様が王宮内でいじめられるようなことがあったらすぐに教えろってうるさいったらなかったですし」

「いじめられるって……王宮内でそんなことまったくないのに」

「ですよねー。王妃様はじめ、みんないい人ばかりですからね。テオ殿下はセレナ様のこととなるとまともに考えられなくなるみたいですね。ふふ。愛されてますねー」

　口調は軽く大げさに聞こえるが、ソフィアの言葉は嘘ではない。

　それどころか、テオは無事にセレナと結婚できるようカルロから公務の詳細を真剣に学んだり、国内で一番の腕前だというウェディングドレスの仕立人のスケジュールを長期にわたり押さえていた。

「セレナ様、母国を離れて寂しいとは思いますが、テオ殿下のお気持ちを信じてくださいね。誤解されやすい方ですけど、一途で優しい王子様なんです。決してセレナ様を裏切ることはないですし、セレナ様の存在はテオ殿下にとってどれほど大切なものか……」

　興奮ぎみに話すソフィアに、セレナは苦笑した。

「殿下は……私ではなくお姉様のために早く結婚しようとして……ううん、そのことはいいの」

　セレナは口ごもった。

　テオがセレナとの結婚を急いだのは、クラリーチェとカルロが無事に結婚できるよう配慮したからだと思っているが、口に出すことではないだろう。

「セレナ様？」

　セレナの想いを知らないソフィアは、セレナが口ごもったのは照れたからだと誤解し、からかうような表情を浮かべた。

「ほーら、噂をすれば。セレナ様と離れているのが寂しくてあっという間に戻ってきましたよ」

　ソフィアの声に視線を動かせば、テオが庭の奥から戻ってきた。セレナの後ろに立つと、彼女の頭の上に頬を乗せ、両手をセレナの首に回す。

「キレイなバラがたくさん咲いてたぞ」

「あ、あの……」

　ソフィアの前だというのに躊躇することなくじゃれるテオに、セレナは照れた。

「新種の花もあるらしいし、一緒に見に行くか？　株分けできるものもあるそうだから、セレナが気に入った花を分けてもらおう」

　テオの手が、膝の上に置かれたセレナの手をぎゅっと握った。

　体温をじかに感じて、セレナの頬は熱くなった。

　そんなセレナに構うことなくテオはさらにきつく彼女を抱きしめて、大きく息を吸う。

「ふたりでゆっくりできるっていいな」

　テオの口からポツリと出た言葉に、ソフィアは目を見開いた。

「ふたりって……私がここにいるのが目に入らないのかしら」

　ソフィアの小さな呟きに、セレナは恥ずかしげにうつむいた。

「ソフィアが王族から離れた時は、それまで散々贅ぜい沢たくをしてきたのに大丈夫かと心配したけどさ、いい結婚をしたよな。この屋敷に来るたび羨ましくなるよ」

　ソフィアの生き生きとした様子を見るたび、テオは自分もセレナとそんな結婚をしたいと願っていた。

「愛する男を追いかけて強引に結婚したんだもんな。それも王家の力を散々ちらつかせて断られないように根回しまでして。ほんと、あっぱれだったよな」

「あっぱれって簡単におっしゃいますけど、好きな人を手に入れるにはかなりの覚悟も必要だったんですよ？　まあ、お褒めの言葉として受け取っておきます」

「ああ、褒めてるんだよ。ソフィアの姿がどれほど励みになったか……」

　テオは腕の中でおとなしくしているセレナの姿を見ながら、このまま王宮に戻ることなくふたりでのんびりと過ごしていたいと思った。

　結婚して一カ月が過ぎ、ようやくふたりで過ごせる時間が取れるようになった。もう少し長い休みが取れれば遠出もできただろうが、これはこれでいい。どこで過ごすとしても、結局、テオはセレナが側にいればそれでいいのだから。

　ようやく結婚できた妻を抱きしめながら、テオは頬が緩むのをどうすることもできない。

「……だから私がここにいるっていうのに、いちゃついちゃって。あーあ、こっちが照れちゃうわ」

　ソフィアの呆れた声に、セレナは恥ずかしくて顔を上げられずにいる。それでも、ほんの少し前までこの場にいたアリスのことが気になって仕方がない。

　クラリーチェと似ていたアリスの顔が頭から離れないのだ。そして、どれだけ甘い言葉を囁かれ、優しくされても、テオの心にいるクラリーチェの存在を意識してしまう。

　わかっていたことだと自分に言い聞かせても、テオと過ごす時間が増えるにつれてわがままになる。自分ひとりを愛してほしいと、願わずにはいられない。

　テオが大好きなのだ、誰よりも愛されたい。王宮から離れ、特別な時間が流れている今なら、自分からテオとの距離を縮め、もう少しテオとの関係を深められるだろうか。

　セレナはテオの手の温かさにすがるように気持ちを高めた。

　そのためにはまずはなにをどうすればいいだろうかと考えていると、慌ただしい足音が響き、王宮の護衛騎士が部屋に飛び込んできた。

「どうした？」

　それまでと打って変わったテオの硬い声が響いた。

　騎士は荒い息を落ち着かせながら、膝をつき、口を開いた。

「テオ殿下、至急城にお戻りください。国王陛下の体調がおもわしくなく、ヴァルター様が殿下をお呼びするようにとおっしゃっております」

「陛下が？」

「はい。クロリア医師が王宮に向かっているとのことです」

「……わかった。すぐに戻る」

　テオは迷うことなくそう言うと、セレナの耳元に唇を寄せた。

「すまない。ここに残りたいかもしれないが、一緒に戻ってくれ」

「も、もちろんです」

　きっぱりとしたセレナの言葉に、テオは安心したように頷く。

　そして、ふたりは急いで城へと戻った。




　既にシズール家の屋敷によこされていた王家の馬車で城に戻ったふたりは、そのままリナルドの部屋を訪ねた。

　意識はあるらしいが、わざわざふたりを呼び戻すほどだ、容体は悪いのだろう。

　不安を抱えながら部屋に入れば、広い部屋の奥のソファに座っているリナルドの姿が目に入った。ロザリーが隣で寄り添っている。

「陛下、大丈夫ですか？」

　リナルドの側に歩み寄り、テオは膝をついた。

　リナルドは、慌てて部屋に入ってきたテオとセレナに驚いたが、次の瞬間、恥ずかしそうに笑った。

「わざわざ戻ってきたんだな。すまない。お前たちに知らせる必要はないと言ったんだが、ヴァルターが知らせたんだろう」

　頭をかき、申し訳なさそうに苦笑するリナルドに、テオは訳がわからないながらもホッとした。それはセレナも同様で、テオの隣で膝をつき、リナルドとロザリーの様子を窺った。

　リナルドは顔色もよく、言葉もしっかりとしている。ロザリーもリナルドを心配しているようだが、焦っている様子はない。

「で、どうされたんですか？」

　テオの問いに、リナルドが言いづらそうに口を開いた。

「いや、恥ずかしい話なんだが、湯あみの最中、転んで足を痛めたんだ」

「は？　湯あみで？」

「そうなんだ。おまけに腰も打ってうずくまってしまってな。大きな音を聞いて駆けつけたヴァルターは私が気を失っていると誤解して、慌ててお前たちを呼び戻せと伝令を……。いやあ、恥ずかしながら、水が十分手に入るようになったおかげで湯あみが楽しくてな。公務の合間に楽しんでいたんだが、調子に乗りすぎたようだ……」

　ははっと笑いながら話すリナルドの言葉に、テオとセレナは顔を見合わせた。

「水路ができて以来、子供たちが水遊びを楽しんでいるとは聞いてますが、陛下まで。人騒がせですよ、まったく」

　テオは呆れた声でそう言って、肩を落とした。

　セレナとふたりの時間をようやく手に入れて楽しんでいたというのに。

「まあ、そう言うな。幸い足と腰以外はどこも痛まないんだが、足首が腫れて使い物にならないんだ。四、五日足を休めれば治るらしいが、今日は国内の学校長たちとの会議があってな、それに出てもらえないか？　せっかく戻ってきてくれたんだ、ついでだ」

　国王の言葉に、テオは顔をしかめた。

「……新婚旅行に行けなかった代わりの休暇中なんですけど？」

　はあっとため息をつき、不機嫌な気持ちを隠そうともしない。

　隣にいるセレナは、陛下にそんな態度でいいのかとヒヤヒヤしている。

「まあ、こうして帰ってきたんだから、俺の代わりにしばらく国王代理として動いてくれ」

「ごめんなさいね。せっかくのふたりの時間を邪魔してしまって。陛下ったら毎日子供みたいに湯あみを楽しんでいるのよ」

　ロザリーの呆れた声に、リナルドは体を縮めた。

「今まで水は貴重でなかなか自由に使えなかったからな。まあ、元気でいるうちに存分に楽しみたいんだ。……セレナのようなよくできた妃に恵まれたうえにミノワスターに豊かな水路ができた。夢のようだな」

　うんうんと頷き、リナルドはセレナににっこりと笑った。

「これまで、ランナケルドでは当たり前にできることが、ミノワスターでは難しかったんだよ。水はまず飲料用に使わなくてはならないから水遊びなんてできるわけがないし、湯あみも必要最低限の水を分け合って行っていたんだ。いい年をした私でさえこの調子だ、子供たちはもっと喜んでいるはずだ」

　感慨深げに話すリナルドの表情は、楽しみにしていたおもちゃを手に入れた子供のようだ。

　セレナはリナルドの言葉に軽い衝撃を受けた。ミノワスターは常に水不足という問題を抱えていると知っていたが、国王でさえ湯あみに気を使っていたとは思ってもみなかったのだ。子供の頃から何度もミノワスターを訪れていたが、泊まる機会がなかったせいか、そのことに気づかなかった。

「私……なにも知らなくて。ランナケルドにいた時と同じ感覚で生活していました」

　セレナはミノワスターの国民に寄り添う妃であろうと決めていたが、最も大切なことを見過ごしていたと感じた。

「ミノワスターでは、水がなにより大切だと……わかっていたつもりでわかっていなくて。申し訳ありません」

　落ち込み、ポツリと呟いたセレナの言葉に、リナルドは柔らかな笑みを浮かべた。

「気づかなくて当然だ。ジェラルド国王はセレナがランナケルドにいた時と変わらない生活ができるようにと必死だったからな。ランナケルドの国王は親バカで有名だが、目の当たりにして感動したぞ」

「……え？」

「まあ、親バカというよりも要領が悪くて愛娘に素直になれないバカな父親だ」

　肩を揺らして笑うリナルドに、セレナは眉を寄せた。『親バカ』や『素直になれない』なんて、自分の父親のことを言っているとは思えない。

　それに、愛娘というのは誰のことだろうかと戸惑った。愛された記憶がないセレナには、自分がその愛娘だとはとうてい信じられない。

　隣にいるテオを見れば、苦笑しながらもリナルドの言葉に納得しているようだ。

「ランナケルドの国王陛下が親バカだとすれば、ここにも親バカがふたりいるぞ」

「ふたり……？」

「ああ。出来が悪くて公務を避けていた俺を国王に据えるほどの親バカだ」

　そう言ってわざとらしくため息をついたテオに、それまで黙っていたロザリーは顔をしかめた。

「出来が悪いなんて、とんでもないわ。王家の宿命と家族としてのバランスを考えて無理をしていたことはわかってるもの。カルロが王太子としてふさわしいと思われるようにわざと頼りない王子を装っていたことは、お見通しよ」

　普段物静かなロザリーが、きっぱりと言った。今もリナルドの傍らに寄り添い、彼の容体を気にかけているが、テオに向ける表情は強い母そのものだ。

「カルロのことはもちろん愛しているわよ。親友の忘れ形見というだけでなく、大切な息子だとも思っているもの。ランナケルドに行ってしまうのが寂しくてたまらないし、できればこの国で一緒に暮らしたい。だけど、それはカルロの望んでいることではないから、諦めるけど……」

　ロザリーは寂しそうに顔を歪めた。

「仕方がないわね。我が子の幸せを第一に考えるのが親の務め。そうよ、私はテオの母親だもの、なにを考えているかなんてすぐにわかるのよ。カルロが王太子として認められるよう、わざとおバカな王子になっちゃって、ほんとに優しい自慢の息子よ」

「な、なにを突然言い出すんだよ。そんなこと今までなにも言ってなかっただろ」

　焦るテオに、ロザリーはくすりと笑った。

「なに照れてるのよ。顔が真っ赤よ。ほら、セレナもびっくりしてるわよ」

「え、私は、別に……っ」

「ふふ。テオは見た目よりもずっと真面目で繊細なのよ。王族や貴族たちがカルロ派とテオ派に分かれて争っていた時期もあったから……。テオが王位に興味がありませんって顔をしていたのは、そんな争いを避けるためでしょ？」

　ロザリーは、照れているテオの顔を覗き込んだ。

　テオは無言で睨み返すが、その目に鋭さはなく、ロザリーの言葉を肯定しているとわかる。

　優秀な王太子カルロと、頼りなくいい加減な王子テオ。子供の頃からテオと過ごしていたセレナは、その構図は間違っていると思っていたが、やはり母親であるロザリーも同じ思いだったと知り、安あん堵どした。

　テオは変わらず顔を赤くし、目の前の両親にぶつぶつ文句を言っている。

「今さら言う必要もないだろ。兄さんが王太子としてふさわしかったというのは正しいし、俺が公務をさぼってふらふらしていたのも嘘じゃない」

「そうね。だけど、テオがいずれ国王になったら、ミノワスターは今以上に栄えるはずよ。ね、陛下」

　ロザリーは自信たっぷりにそう言って、リナルドに問いかけた。

　リナルドは目を細め、何度も頷いた。

「テオが国を愛し、国民を大切に想っているのはよくわかってるぞ。そうだな、セレナという寵ちょう姫きもいることだし、ミノワスターの未来は明るい」

　ハハハと笑う大きな声に、テオは呆れたように息を吐き出した。

「な、かなりの親バカがふたり、ここにもいるだろ？」

　テオの疲れた声に、セレナは戸惑いながらも納得した。同時に、ついさっきリナルドが口にした言葉を思い出した。

「親バカ……」

　セレナの父親のことをそう言っていた。

　セレナは首を横に振り、自分には関係のないことだと気持ちを落ち着けた。

　親バカになるほど愛されていないことはわかっている。

　思わずうつむくと、テオがセレナの手をぎゅっと握りしめた。

「さ、親バカで人騒がせな国王陛下は元気なようだから、俺たちはさっさと部屋に戻ろうか。学校長たちとの会議には出るから、ヴァルターに資料を用意するように言っておいてくれ」

　テオは部屋の片隅に控えていた女官にそう言うと、セレナの手を引き立ち上がった。

「ふたりの時間を邪魔してすまないな。だが、これから会議や行事に出る機会も増えるだろうから慣れておくのもいいだろう」

「まったく……ようやくふたりで過ごせるはずだったのに」

　相変わらず機嫌が悪いテオに、ロザリーは肩をすくめた。

「セレナとの時間を持ちたいのは私たちも一緒よ。明日にでもお茶にいらっしゃい。せっかくかわいい娘ができたんだから、私も楽しみたいのよ」

「あ、ありがとうございます」

　セレナは慌てて頭を下げた。

　いつも優しい言葉をかけてくれるロザリーの存在は、心強い。

　口元を緩め嬉しそうなセレナに、テオはホッとする反面、セレナが自分以外の人間と仲よくなっていくことが気に入らない。わがままだとわかっているが、テオを第一に考え、セレナの時間すべてをテオのために使ってほしいと思うのだ。

「さ、戻るぞ。急いで帰ってきたから疲れただろ？　俺が会議に出ている間、休んでいていいぞ」

「あ、はい……。し、失礼いたします」

　テオに引きずられるように歩きながら、セレナは国王夫妻に頭を下げた。

　国王夫妻は呆れながらふたりを見送る。

　すると、部屋を出ようとしていたテオがふと立ち止まり、振り返った。

「足が腫れている間は酒は禁止だからな。ランナケルドのワインがうまいのはわかるが飲むなよ。あれはセレナのために用意してくれた大切なものだからな」

　テオの鋭い声に、リナルドは気まずそうに視線を逸らした。

「えー、その。あれはうまいな。さすがランナケルド自慢のワインだ。ということで、昨日、少し飲んでしまってな……」

「ごまかすな。まさか全部飲んでしまったってことか？」

「そんな怖い顔するなよ。あと三本ほど残ってるはずだが、もう少し飲みたい……」

「無理だ。その三本は俺とセレナで楽しむから絶対に飲むなよ。ヴァルターに言って早速部屋に持ってきてもらうから」

「お、おい、せめて一本くらい」

　すがるようなリナルドの声に構うことなく、テオはリナルドを睨んだ。

「水路開通の式典の時、ジェラルド国王はワインを三十本持ってきてくれたはずだ。なかなか手に入らない貴重なワインだから味わいたいのはわかるが、セレナのために作られたワインだぞ、ジェラルド国王の気持ちも考えるべきだろ」

　テオのきっぱりとした言葉に、リナルドは口ごもった。

「あらあら、ふたりともそんなにワインが飲みたかったら、カルロの結婚式でランナケルドに行った時にお願いすればいいでしょう？　とりあえず今残っている三本はセレナのために持っていきなさい」

　ロザリーはそう言ってテオとリナルドを諫めると、視線をセレナに向けた。

「ふふ、ジェラルド国王とサーヤ王妃がセレナのことをどうぞよろしくって何度も頭を下げながらワインをくださったのよ。セレナとカルロの婚約が決まった時に用意したワインだとおっしゃってね」

「え、婚約した時に？」

　ロザリーの言葉に、セレナが反応した。

「素敵な習慣よね、子供が生まれた時にワインを用意するだなんて。セレナが生まれた時にはクラリーチェ姫の容体が悪くてそれどころじゃなかったらしいけど、ずっと気にされていたそうよ。だから、ミノワスターに嫁ぐと決まった時に、セレナの幸せを願って用意したとおっしゃっていたわ」

「そ、そんなこと……」

　セレナはロザリーの言葉が信じられなかった。

　絶えずクラリーチェを気にかけセレナのことは離宮のアメリアに任せっぱなしだったというのに、ワインを用意していたなんて、まさかとしか思えない。

「部屋に戻るぞ」

　テオはセレナの耳に囁き、チラリと国王夫妻に視線を向けた。

　いずれセレナの様子を見ながら自分が話そうと思っていたワインのことを、あっさりと話した国王夫妻が気に入らないのだ。

　テオはイラつく思いをぐっと堪え、セレナと共に部屋を後にした。




　広い国土を持つミノワスターは五つの領土に分かれているが、それぞれに学校を設置し、子供たちを教育している。それとは別に騎士学校も複数あるのだが、入学基準はかなり厳しい。各学校の成績優秀者の中から希望者を集めて体力テストを行い、合格率は一割程度だ。

　半年に一度、その騎士学校を含めた各学校の学校長たちと国王との懇談の場が設けられる。そこでは学校ごとの問題の解決を図ったり、将来王宮での執務に就くにふさわしい人材の推薦など、あらゆることを話し合う。

　その場に集まった学校長たちは、国王の代理として現れたテオに驚き、不安を抱いた。

　カルロに代わって王太子となったばかりというだけでなく、これまで政務に真面目に取り組んだことのないテオに会議を仕切れるのかとバカにした者も少なからずいた。

　学校長から提出された資料に目を通すテオに「もう少しわかりやすい言葉でまとめた資料を用意したほうがよかったですね。ランナケルドに行かれるばかりでミノワスターの内情には見向きもしなかったテオ殿下には理解できない内容ばかりでしょう」と嫌味を言う者もいたほどだ。

　あからさまに厳しい言葉を口に出さない者も、テオに対して懐疑的な目を向けていた。

　これまでカルロが取り仕切り、問題なく学校運営を進めていたのだ、次期王としての実力はないと思われているテオをすぐに信用できるわけはない。

　テオもそのことは承知していた。この場に限らず、自分に向けられる厳しい視線や反発は覚悟のうえだ。懐疑的な視線は努力と結果で跳ね返そうと決めている。

「わかりやすい言葉でまとめてくれるのならそれで構わないが、この資料も十分わかりやすいぞ。しかし、今回の水路の開通に伴って各学校に設置予定の水車についての記載がないがどういうことだ？　そろそろ工事が始まるはずだが」

　資料から漏れていた議題を問うテオに、学校長たちは慌て、口頭で答えた。それだけでなく、カルロの結婚式当日の騎士団の派遣の詳細をまとめきれていなかった騎士学校の校長は、テオからの質問に口ごもることもあった。

　結果、公務を放棄することが多く、王室の異端児と思われていたテオが、政務に通じているとわかった学校長たちは、認識を改めた。

　見た目にごまかされるな。思ったより骨があり、王太子としての覚悟がある。

　学校長に就くほどの優秀な者たちだ、人の本質を見抜く力はある。学校運営についてあらかじめ資料を読み込み、勉強をしていたテオを認めるのは早かった。

　このことは、同じ部屋で議事録をとっていたヴァルターによってセレナにも知らされた。

　見た目のよさの裏に隠していた王位継承者としての覚悟と力を見せ、学校長たちを黙らせた姿は格好よかったと聞き、セレナは安心した。




「話はヴァルターから聞きました。学校長たちを上手にやり込めたそうですね」

「やり込めたわけじゃない。これから協力してやっていこうと伝えたようなものだ。だけど、そうだな、セレナがいたら俺に惚れ直してたぞ」

「え、それは……」

　照れるセレナに、テオは満足げに笑った。

　会議の後、夕食を終えて部屋に戻ったテオとセレナは、寝室のベッドに並んで腰かけワインを手にしていた。セレナが婚約した時に用意されたというそれは、昨夜テオが口移しで飲ませたものと同じだ。

　セレナは手にしたグラスをゆっくりと揺らしながら、鮮やかな紫をじっと見つめた。

「このラベルを見てみろ。ランナケルドでセレナを象徴する花であるバラの絵が描かれているだろ」

　セレナの隣でテオがワインのボトルを手に取った。

　たしかにラベルには真っ赤なバラの絵がキレイに描かれている。そして絵の下の部分にはセレナの名前が添えられていた。

「本当は、慣習に従ってセレナが生まれた時にワインを用意するはずだったそうだ」

　ラベルをじっと見つめるセレナの様子を確認しながら、テオは言葉を重ねた。

「だけどセレナが生まれた日の晩に、クラリーチェが高熱を出しただけでなく痙けい攣れんまで起こしたらしい」

「……痙攣？　それは初めて聞きました。体調がかなり悪かったとは知っていましたけど」

　セレナが小さく呟いた。

「痙攣を二度繰り返して、後遺症が残るのではないかと危惧されたんだ。国王夫妻は必死で看病し、その甲か斐いあってか三日目の朝には熱が下がって回復したそうだが、しばらくの間言葉も出ないし歩くこともできない。ちゃんと成長できるのかどうかわからないと医師から言われたらしい。それ以来クラリーチェから目が離せなくなったそうだ」

「そう……。そんなことがあったなんて知らなかった」

　アメリアから聞いていた以上に大変だった過去に、セレナは驚いた。

　幼いクラリーチェに命の危機が何度かあったと聞いてはいたが、セレナが具体的に聞いたのは初めてだ。

　痙攣まで起こし、後遺症も心配されていたとなれば、そのことがトラウマとなり、それ以後もクラリーチェにかかりきりになっても仕方がないかもしれない。

「飲んでみろ。夕べはあまりにも弱くて笑ったけどな」

　テオは、セレナの顔を覗き込んだ。

「夕べ、陛下だけでなくヴァルターたち執事も何人か、一緒にワインを飲んだらしいぞ。セレナの幸せを願ってたくさんの人が飲むんだよな？」

「あ、はい……。多くの人が、子供の幸せな未来を願って飲むんです」

「ジェラルド国王は、そのことでも頭を下げていたそうだ」

　テオはセレナの肩を抱き寄せ、彼女の金色の髪に唇を落とした。

「セレナがミノワスターでは寂しい想いをしないよう、そしていつも心から笑っていられるよう、多くの人がワインを味わってくれるようにと何度もな……」

　テオの言葉に、セレナは口をつぐんだ。

　ワインを用意されていたことでさえ信じられないセレナには、ジェラルドが頭を下げる姿など想像できない。セレナを気遣い、国王夫妻をはじめ、テオやヴァルターたち皆で優しい嘘をついているのではないかと思った。

　そんなセレナの想いを察したテオは、彼女が口を開くよりも早く言葉を続けた。

「嘘じゃないし、からかっているわけでもない。ジェラルド国王は、本当ならミノワスターに嫁がせるのも嫌だったはずだ」

「それは違います、お父様はカルロ王子を王配として迎えるために私を差し出したんです。私がランナケルドに残りたいと言っても取り合うこともなかったはずです」

　激しい口調でそう言ったセレナの手元が揺れ、グラスからワインが零れ落ちた。

「あーあ。せっかくのワインがもったいない」

　テオはセレナの手からグラスを取り上げると、そのまま口にワインを含んだ。そしてセレナに口づけ、ワインを飲ませる。

　セレナは驚いたがゴクンと飲み干した。

「セレナのためのワインだ。味わって飲めよ。それにしても、早速顔が赤くなってきたな」

　ほんの少しワインを飲んだだけだというのに、セレナの体は熱くなり、夕べと同様体がふわふわしてきた。

「仕方がないと、わかっているんだよな」

　テオの穏やかな声が、セレナの耳に心地よく届いた。

　セレナの体は赤ちゃんをあやすように静かに揺らされ、安心感で包まれる。ほんの少し眠気を感じたが、夕べほどではない。

「仕方がないって、なにが……ううん、わかってるから、言わなくていい」

「そうだな。ちゃんとわかっているから、なにもかも、我慢していたんだよな」

「ふふ。えらいでしょ」

　ふにゃりとしたセレナの口調に、テオは頬を緩める。酔っているとはいえ、あまりにもかわいすぎる妻を抱く手に力がこもる。

「クラリーチェを、死なせるわけにはいかなかったって、わかってるんだよな。王家を守る騎士団と共に過ごしていたから、王位継承者は簡単に変えられないとわかってるんだよな」

　テオの問いに、セレナはコクンと頷いた。

「騎士団に入団する時、身を挺ていしてでも国王と王位継承者を守ることを誓わされるのは、どの国も同じ。つつがなく王位の継承が行われることが国の安定の大前提だ」

「……うん」

　正式に騎士団に入団したわけでなく、騎士団の鍛錬に交じっていただけのセレナでさえ、テオの言葉の重みは理解できた。

　国の安定と平和を永きにわたり維持していくのは容易ではない。近隣諸国とのいさかいもあれば、思いがけない天災に見舞われる場合もある。

　それらを避け、最小限の被害に抑えて国民を守る努力をするのは当然だが、それらに力を注ぐためには王家の安定が必要だ。国の一大事に王家がまとまらず対応が遅れ、国民の命が危険にさらされるようなことがあってはならない。だからこそ王家の和は重要で、王位継承を順当に終えなければならないのだ。

　クラリーチェを死なせるわけにはいかなかったのは、もちろん国王夫妻が娘を愛していたからだが、それ以上に、王位継承者を死なせることによって国内に混乱を生じさせるわけにはいかなかったからだ。

　混乱といさかいが生じれば、その隙をついて他国から攻め入られるかもしれず、第二王女であるセレナが順当に王位を継承できる保証もない。

　ランナケルドの国王夫妻がクラリーチェの体調に神経質になり、セレナを後回しにしていたのは、そんな理由からだった。

「ほんとは、わかってたの。でも、寂しいものは寂しいし。お姉様が羨ましかった。私が女王になれば、お父様とお母様に抱きしめてもらえると思って……だから頑張って強くなりたかった。それに、女王になればテオのお嫁さんになれるって思ってたから」

　テオの胸にコツンと頭を乗せて、セレナは呟く。口にしたワインの量は少しだったが、セレナの口を軽くするには十分だったようだ。

「今日も酔ったみたいだな」

　多少赤みを帯びた頬はセレナをいっそうかわいく見せ、テオの体も熱くなる。このままベッドに押し倒しそうになるが、セレナの言葉はまだ続きそうだと、ぐっと堪えた。

「私、お姉様みたいに愛されたかった」

　セレナの小さな声に、テオは頷いた。

「みんな、お姉様のことばかり」

「そんなことないだろ。少なくともアメリアはセレナを愛していただろう？」

「それは……うん、そうだった。アメリアは私の味方だった。よく叱られたけど」

　なにかを思い出したのか、セレナがくすりと笑う。

「叱られるのは、セレナがなにかをしでかした時だろ？　夕食が待てなくて料理長に頼んでクレープを焼いてもらったり、退屈だからと言って離宮の近くの学校に忍び込んでは子供たちと遊んだり……」

「そんなこともあった。懐かしい」

「離宮で働く人たちはみんなセレナを愛していただろ？　今も会いたいって思ってるはずだぞ」

「うん。私も会いたいけど……テオが……」

　苦しげに呟いたセレナは、テオの背中に腕を回し、ぎゅっと抱きしめた。

「ん？　俺がどうした？」

　テオはセレナを抱きしめながら、この話の流れの中で自分の名前が出たことに首をかしげた。同時に、最近では〝殿下〟と呼ぶことが多いのにテオと呼ばれたことにも気づく。

　酔えば本音が出るというが、セレナも本当はテオと呼びたいのだと思えば嬉しい。

「セレナ？　俺がなんだって？」

　テオにぎゅっとしがみついたままのセレナに問いかければ、セレナはイヤイヤというように首を何度も横に振った。

「……お姉様とアリスさん、とても似ていたから、嫌なの。私、アリスさん嫌いじゃないけど、会いたくない。お姉様にも会いたくない。テオにも会ってほしくない」

　いつの間にかセレナの頬には涙が流れ、ひくひくとしゃくり上げながら「会いたくない、ふたりはそっくりだもん」と繰り返している。

　それでもテオにしがみつく力が弱まることはなく、セレナはテオの胸に体を預けたまま悲痛な声を上げ続ける。

「セレナ、どうした。落ち着け。どうしてクラリーチェに会いたくないんだ？　まあ、アリスに会いたくないのは公爵にあんなひどいことを言われたんだ、わからなくもないが。どうしてクラリーチェにも会いたくないんだ？」

　セレナを落ち着かせようと、テオは彼女の背中をポンポンと叩いた。

　ここまで興奮しているセレナを見るのは初めてだ。クラリーチェとアリスが似ていると口走っていたのも気になった。

「まあ、クラリーチェもアリスも気が強くて頑固だから似ているといえば似ているけどな」

　ふと口走ったテオの言葉に、セレナがピクリと反応し、おずおずと顔を上げた。そして涙で濡れた目でテオを睨みつけるが、テオはその顔もかわいいと思えて仕方がない。

「ん？　どうした？」

　テオはセレナの頬を優しく手でぬぐった。

　すると、セレナは深く息を吐き出し、気持ちを整えた後、再び口を開いた。

「お姉様もアリスさんも、ピンクブロンドのキレイな髪で、目はキラキラなブルー」

「あ？　ああ、そうだな。それがどうした？　そんな女性なら、たくさんいるだろ」

「それに、スタイルも似てるし」

「……そうか？　まあ、ふたりとも華奢だよな。で？」

　どうしてそんなことをセレナが口にするのかわからず、テオはセレナの体を引き離そうとするが、セレナはそれを拒むようにさらにぎゅっとしがみつく。

「そ、それにふたりともキレイ。私みたいに日焼けしていないし体に傷跡なんてないし。それに、ふたりとも優しくて……いい人だもん。テオが好きになるのもわかる」

「はあ？　好きって、そんなことどうして……」

　思いがけない言葉に、テオは慌てた。

「俺は別にクラリーチェもアリスも嫌いじゃないが好きってわけでもないぞ」

「嘘ばっかり。いつもいつもお姉様に会いに来てたし、お姉様を見つめてニコニコしながら話してた。私にはあんな顔見せてくれたことないもん。アリスさんと一緒にいたのも、お姉様に似てるからでしょ？　そうに決まってる。だって、テオはお姉様が好きだったのに、カルロ王子とお姉様が愛し合ってるから……仕方なく私と結婚してくれた」

　ひと息に話し、セレナは浅い呼吸を繰り返す。顔が赤いのはワインのせいだけでなく、興奮しているせいだろう。

　テオが小刻みに震える肩を抱き、しゃくり上げる体を揺らしても、セレナはテオの背中を叩きながら「テオはお父様とお母様と一緒なの。お姉様が一番大切なの」と繰り返すばかりだ。

「セレナ……」

　セレナはテオと名前で呼んだだけでなく、クラリーチェとアリスに嫉妬している。

「か、かわいすぎるだろ……」

　こんな時だというのに、テオは口元が緩むのを我慢できず、笑い声を抑えるように天を仰いだ。ワインの酔いに後押しされているとはいえ、セレナの本音を聞き出せて、喜ばずにはいられない。

「俺はセレナひと筋なんだけどな」

　クラリーチェもアリスも関係ない。クラリーチェと親しく見えたのなら、それはセレナと結婚するために必死だったからだ。周囲に気取られず、焦らず進めなければならなかった計画のために、テオもカルロもクラリーチェも真剣だった。アリスも愛する男性と結婚したい一心でテオの隣で笑い、父親である公爵の目を欺いていたのだ。

　それを見ていたセレナが誤解し嫉妬していたとわかり、テオはほくそ笑む。

「そうかそうか。セレナは俺がそんなに好きなんだな」

　機嫌よく呟くテオを見つめ、セレナはコクコクと何度も頷く。それがあまりにもかわいらしく、テオは目尻を下げた。

「セレナが俺をどう見ていたかはわからないが、俺は誰よりもセレナを愛しているし、他の女はどうでもいいんだぞ」

　弾む声でテオは伝えるが、セレナからはなんの答えもなく、それどころか寝息が聞こえてきた。

「セレナ？」

　そっと顔を覗き込めば、やはり、いつの間にか眠っている。

「……起きていてもかわいい。眠っても天使のようだな……俺だけの天使」

　テオはセレナの頬に残っている涙をぬぐった。

　どんなに寂しくても決して我を忘れることなく落ち着いていたセレナが吐き出した言葉と涙の意味は重い。

　彼女の本心を知ることができて満足だが、悲痛な声は二度と聞きたくはない。

「ようやく……こうして誰にも遠慮せずに愛してると言えるようになったんだ。涙なんてもう流すことはないし、俺のことを存分に愛していいんだぞ」

　そう、セレナがテオを慕っていることは、出会って間がない頃から気づいていた。

　テオも、まだ子供だったセレナに惹かれていた。セレナが成長するにつれて、自分への想いが彼女から消えてしまうのではないかと不安を感じていたが、それは杞き憂ゆうに終わった。

　もしもカルロがクラリーチェではなくセレナを気に入っていれば、テオは決められた通りクラリーチェと結婚し、ランナケルドの王配として今とは違う人生を受け入れていただろうか。それとも、セレナを諦めきれず、あがいていただろうか。

　どうなっていたのか、わからないし、考えたくもない。

「よかった……セレナと結婚できて、本当によかった」

　緊張を解いたようにホッと息を吐き、テオはセレナの額に唇を落とした。目を覚ます気配のないセレナをベッドに寝かせ、自分も隣に並んで彼女を抱き寄せる。そして上掛けをふたりの体にかけると、テオもあっという間に眠りに落ちた。










王太子妃の嬉し涙




　セレナのために両親がワインを用意していたと知らされて以来、セレナの心に変化が生まれた。

　クラリーチェを優先して考えなければならなかった父、というよりも国王としての責任をわかっていたつもりでいたが、納得していなかった自分にも気づいた。テオの言葉によって、自分を哀れみ拗ねていた過去が遠いものに感じられ、心が軽くなったからだ。

　自分は両親にとって不要な子ではなかった。セレナはそれがとても嬉しかった。ただ、長い間抱えていた両親への複雑な想いがさっぱりなくなったわけではなく、苦しんだ過去を帳消しにすることはできない。

　ランナケルドがミノワスターと対等に渡り合うための大切な川をクラリーチェのために差し出すほど彼女を大切にしているのだと知って受けた衝撃は未だ残っている。クラリーチェのためなら国益につながらないことすら厭いとわないのだと、落ち込んだ。

　それでも、セレナのためのワインのラベル一枚一枚に、彼女の象徴花であるバラの絵を両親とクラリーチェの三人が描いてくれたと聞けば、心は揺れ、家族に会いたいと思えるようになった。

　あと一カ月に迫ったクラリーチェとカルロの結婚式への出席でさえ躊躇していたが、今ではその日に間に合うよう毎日せっせと刺繍に励んでいる。三人を象徴する花を刺繍したハンカチを用意すると決め、ひと針ひと針丁寧に針を刺しているのだ。

　既に両親のハンカチには手の込んだ刺繍が施され、それを見たラーラからは職人顔負けだと褒められた。

　残るはクラリーチェのハンカチだが、それももう少しで出来上がる。ランナケルドの王位継承者の象徴花はオレンジのガーベラと代々決まっていて、セレナはハンカチの四隅に丁寧に刺繍をしている。

「少し休憩してくださいませ。先ほどテオ殿下が様子を見に来られましたが、あまりにも集中していらっしゃるのでそのまま執務室に戻られましたよ」

　呆れた声でそう言うと、ラーラはテーブルにお茶の用意を始めた。

「料理長がセレナ様がお好きなマフィンを作りましたよ。最近、セレナ様は刺繍に夢中で厨房に来られないと言って寂しがってます」

「そういえばそうね。でも、これが出来上がれば時間もできるから、またお料理を教えてもらわなきゃ。殿下が好きなチキンの香草焼きも作りたいし……」

　セレナは手にしていたハンカチをテーブルに置き、体を伸ばした。

「まあ、本当にお上手ですね。テオ殿下のブルースターは何度も刺繍されていて素敵ですけど、ガーベラも惚れ惚れするほどの出来栄えですね」

　ラーラの言葉に、セレナは気まずそうに笑った。

　これまでガーベラの刺繍はあまりしてこなかった。テオに贈りたいがためにブルースターの刺繍は何度もしていたのだが、クラリーチェに代わって女王になれればと願っていたセレナは、クラリーチェのためにガーベラの刺繍をする気にはなれなかったのだ。

　クラリーチェの幸せを願いながら針を刺している今、それは切ない思い出だ。

「そういえば、ジェラルド陛下がセレナ様に贈られたネックレスはクラリーチェ様とお揃いだそうですね？　ミノワスターの宝石商から買われたと聞きました」

　ラーラが、思い出したように口を開く。

「宝石が有名なミノワスターですが、中でもダイヤモンドは有名なんですよ。クラリーチェ様にも喜んでいただけるといいですね」

「そうね。お姉様は色白でおキレイだから、きっと似合うと思うわ」

　クラリーチェとお揃いの宝石は初めてだが、セレナはクラリーチェと違い、肌には日焼けが残り、体にはほどよく筋肉がついている。同じものでも自分よりもクラリーチェのほうが断然似合うだろうと、苦笑した。そして料理長自慢のマフィンをパクリとほおばり、今日中にガーベラの刺繍を終えようと考える。

　自分だけが苦しい想いをしていると思っていたが、クラリーチェにもセレナ以上の苦しさと病弱な自分を持てあますやりきれなさがあったはずだ。国を思うがゆえに親としての感情を後回しにしてセレナを構わなかった両親も同様だ。

　セレナは、手元のハンカチを見ながら両親とクラリーチェを思い出した。

　まだわだかまりは残っているが、来月会えれば今よりももっと距離が縮まるかもしれない。そうであってほしいと、願った。




「クラリーチェがかなり弾けてると聞いたが、大丈夫なのか？」

　執務室で書類に目を通していたテオが、カルロに尋ねた。

　カルロがランナケルドに発つ日に備え引き継ぎを続けているが、これまでカルロが手がけていた政務の量はかなり多く、テオはうんざりとした表情を隠さない。この日の午後も、ふたりで執務室にこもっているが、机に積まれている書類に押印するだけでもひと仕事だ。

「クラリーチェか？　先週ジェラルド国王に呼ばれて顔を見に行ったが、学校に通い始めていて驚いた」

　テオの傍らに立つカルロは、押印を終えた書類を確認しながら口元を緩ませた。

「学校？　今さらどうして」

　テオの大きな声が部屋に響く。

「んー。これまで我慢していたことをひとつずつ経験したいらしい」

「はあ？　学校になんて行かなくても城に教師を呼べばいいだろ。あの姫様の突拍子もない性格には慣れたと思っていたけど、びっくりだな」

　テオは手にしていた王おう允いんを机に置き、クスクス笑った。

「学校だけじゃないぞ、離宮に頻繁に通ってアメリアに料理を教わっているし、指を血だらけにしながら刺繍も頑張ってたな」

　カルロは目を細め、嬉しそうに呟く。

「俺に政務は任せて、自分は名前ばかりの女王に喜んで甘んじるらしい。今までセレナのようにしたくてもできなかったものに挑戦して、毎日を楽しく過ごすってさ」

「楽しくって……まあ、今まで部屋に閉じこもってばかりだったからわからなくもないけど」

　病弱だと装うため、外出せず部屋に閉じこもっていたクラリーチェのストレスはかなりのものだっただろう。

　かたや妹のセレナは王女という立場では考えられないほど活発に動き回っていた。

　カルロと結婚するためだとはいえ、クラリーチェが諦めたもの手放したものは多い。ようやくカルロとの結婚が決まり、自由に出歩くことができ興味あるものに時間を費やすことができるようになった今、弾けたとしても仕方がない。

「そうか、離宮で料理もしているのか」

　テオの低い声に、カルロは視線を向けた。

「どうした？　クラリーチェの料理を食べたいのか？　さすがに料理上手なセレナにはまだまだ敵わないがアメリアに教えてもらいながら一生懸命作ってるから、今度味見してやってくれ」

「いや、遠慮しておく。クラリーチェの料理を食べるならセレナのうまい料理を食べるからいい。それに、今そんなことをしたらセレナが落ち込むに決まってるだろ」

　テオは椅子の背に体を預け、大きく息を吐き出した。

「クラリーチェが悪いわけじゃないが、セレナにとってアメリアも離宮も特別なんだ。唯一自分を受け入れてくれる場所にクラリーチェがいれば、セレナが平気でいられるとは思えない。ただでさえランナケルドに自分の居場所はないと思い込んでるのに、二度とランナケルドには行かないと拗ねて泣くに決まってるんだ」

　セレナの気持ちを思い、テオは悩む。

「そうだよな、セレナはアメリアだけが自分の味方だと思っていたからな。自分がいた場所にクラリーチェがいたら落ち込むか……」

「まあ、落ち込むだろうけど、仕方がない。来月兄さんの結婚式に出席したら離宮にも行くだろうし、クラリーチェが弾けていることも知るはずだ。あー、学校に通ってるなら、子供たちとも仲よくやってるんだろうな」

　テオはそう言って肩を落とした。

「とはいっても結婚式を欠席するわけにはいかないし。セレナには耐えてもらうしかないか。結局、セレナはもうミノワスターの王太子妃なんだ。クラリーチェやアメリアがどうであれ、ミノワスターで幸せになってもらわないと」

　今さらランナケルドのことで感情を揺らさないでほしい。大切なアメリアをクラリーチェに取られて寂しいだろうが、その寂しさを押しやるくらいの愛情を注ぎ、ミノワスターでの生活に幸せを感じられるよう大切にしなければ。

　テオは改めて誓った。

「俺のほうが、セレナの気持ちはわかるかもしれないな……」

　手元の書類を片づけながら、カルロがふと口を開いた。

「俺は前王妃の息子だから、陛下や王妃、それにお前と一緒にいて、居心地がいい時ばかりじゃなかった。陛下はいつもお前に手を焼いて文句ばかり口にしていたが、それは俺に気を使っている部分が大きかった。出来の悪いお前ではなく王太子にふさわしいのは俺だから、遠慮せずにここにいろと遠回しに言っていたんだと思う」

　淡々と話すカルロに、テオは苦笑した。

「だから、セレナの気持ちがわかるって？」

「そうだ。だが、実の両親と姉との絆から疎外されて、居心地の悪い毎日を過ごしていたセレナのほうが苦しかっただろうな。ただ……両親に遠慮しながら生きてきたという点は、似ているな」

「……そうだな」

　テオの投げやりにも聞こえる声に、カルロは肩をすくめた。

「俺のほうがセレナの気持ちがわかるから怒ってるのか？　本当は誰よりも国のことを考えている大人で真面目な王太子様なのに、セレナのことになると途端に子供になるよな」

「うるさい」

　テオは机の上に散らばっている書類や地図を急いで片づけた。

「今までセレナがどれほど寂しい想いをしてきたかなら、何度もランナケルドに行っていた俺のほうがよくわかってる。だけど、今は俺がセレナの家族なんだ。絶対に寂しい想いはさせないし、幸せにする」

　テオはひと息でそう言うと、今日の仕事は終わりだと告げ、部屋を後にした。

　部屋に取り残されたカルロは、しばらくの間クスクス笑っていた。

「単純だから、セレナの部屋にでも行ったんだろうな」

　カルロは窓辺に立ち、慣れ親しんだ風景を眺めた。

　向こう側に見える低い山を越えればすぐにランナケルドだ。もう少しで自分の妻となるクラリーチェは、今日も離宮で弾けているのだろうか。料理の腕はまだまだだが、ようやく外に出て自分の時間を過ごせるようになったのだ、いろいろ楽しんでほしい。

　カルロが王太子として過ごした時間は、決して寂しいものではなかったが、王妃ロザリーがテオを容赦なく叱ったり、抱きしめる姿を見るたび、自分の存在に不安を覚えた。子供の頃には、記憶にない実の母を想い泣きたくなったこともある。

　けれど今、ひと目で気持ちを掴まれた最愛の女性と、家族になれる日は近い。

「単純なのは、テオだけじゃないな」

　カルロは今すぐランナケルドに行き、誰に遠慮することなく自分の家族だと言えるクラリーチェを抱きしめたくてたまらなかった。




　ランナケルドから流れてくる水が田畑に満ち、それによって大きく変わった生活に人々が慣れた夏の日。ミノワスターでは夜明けと共に盛大に花火が打ち上げられた。

　若い頃から政務に携わり、ミノワスターの発展と国民の幸せのために力を尽くしてきたカルロが、いよいよ結婚する日を迎えたのだ。花火の華やかな輝きと大きな音は、大国ミノワスターの威信を示す祝砲ともいえる。

　数日前にはカルロがミノワスターの王族を抜ける儀式があり、正式にテオが新しい王太子としての立場を引き継いだ。

　既に公務に就き、口うるさい王族やカルロを慕っていた貴族たちがその力を認めるほどの手腕を発揮し始めているテオは、最近では『かわいい子犬の振りをしていた狼おおかみ』と呼ばれている。掴みどころのない、そして王位にも公務にも興味のない頼りない王子だと思われていたが、実はやり手の策略家ではないかとも言われている。

　十歳の頃からその背中を追いかけ、結婚もしたのだからそろそろ恋心が落ち着いてもいいのだが、次々と新しい顔を見せるテオに、セレナはときめき続けている。今も正装に身を包み、きりりとした姿で立つテオの姿に惚れ惚れしている。

　ミノワスターの正装は濃紺に銀糸の刺繍が施されたもので、背が高く引き締まった体のテオによく似合っている。

「どうした？　俺のこの姿に惚れ直したか？」

「え、どうしてわかったの？　あ、いえ、その、格好いいんですけど」

　昨晩、ミノワスターの国王夫妻とテオと共にランナケルドに到着したセレナは、父と母、そしてクラリーチェに温かく出迎えられた。

　周辺各国から続々と到着する王族や貴族の出迎えをしていたクラリーチェは、幸せそのものの笑顔を見せていた。ふっくらした顔を見れば食事もしっかり取れているようで、肌もつやつやキレイだった。

　妹だとはいえ、他国に嫁いでしまえば客人のひとりであるセレナは、クラリーチェとゆっくり話せず、父と母である国王夫妻とも挨拶するだけで終わった。

　クラリーチェの世話をしているアメリアも忙しそうで、会えることを楽しみにしていたというのに声をかけることもできなかった。目が合えば変わらぬ笑顔を向けられたが、だからといってアメリアがセレナの元に来てくれるわけでもなかった。

　予想していたことだとはいえ、ランナケルドには自分を待つ人もいなければ自分の居場所もないのだと改めて実感し、セレナは肩を落とした。

　その様子を傍らで見守っていたテオは、セレナが泣くのではないかとヒヤヒヤしていたが、セレナはぐっと表情を引き締め、耐えていた。強くあろうとする彼女の決意を感じ、テオはただ彼女に寄り添った。

　そして今日、ふたりは結婚式に出席する準備を終え、くつろいでいた。

「格好いいなんて言われて見つめられると、今日の主役は俺だと錯覚するんだけど」

　テオはからかうような声で笑った。

　着替えを終えたテオに見とれていたセレナは、慌てて視線を下げた。

「俺も、惚れ直したぞ」

　セレナは肩から胸元が大きく開いた濃紺のドレスを着ているが、腰から下の部分にはふんだんにレースが使われ、とても愛らしい。

　テオは我慢できないとでもいうようにセレナの体を抱きしめた。

　ぱふっとテオの胸に体を弾ませたセレナは、思わずテオにしがみついた。慌てて顔を上げれば、ハイヒールのおかげで普段よりもテオの顔が近く、あわわと口ごもる。

「このサファイアは王家代々のものだな」

　テオはセレナの首に輝くサファイアのペンダントに触れた。

　大きな石は、熟練した職人の手によってキレイにカットされ、キラキラとまばゆい光を放っている。

　これは、王妃となる女性が代々身に着けてきたもので、王太子妃が誕生した時、王妃から譲られる。慣例にならい、テオが王太子に即位した日にロザリー王妃がセレナの首にかけたのだが、その時ようやく、セレナの中に王太子妃としての自覚が生まれた。

「まだまだ私には似合わないけど……素敵ね」

　濃紺のドレスに映える紫の輝きにセレナは気おくれしているが、整った容姿に加え、乗馬で引き締まった体は姿勢がよく、その見栄えのいい立ち姿は侍女たちも見とれるほどだ。決してサファイアの輝きに負けていないのだが、セレナ自身、まだまだ自分に自信が持てず、今も気弱な視線をテオに向けている。

「セレナ……サファイアよりドレスより、ずっとキレイだ」

　テオはセレナの美しさにぼんやりと呟いた。

「お、お世辞はけっこうです。自分の力不足は自分が一番よくわかっています。それに、お姉様のあの美しさを見れば、誰だってお姉様のほうが……。いえ、私は私でこのサファイアの重みにふさわしい王妃になれるように頑張ります」

　相変わらず自分を卑下する言葉を口にするセレナにテオは苦笑したが、それでもその声はこれまでよりも力強く、前向きだ。

「このサファイアをくださった時、王妃様がおっしゃったんです」

「……なんて言ったんだ？」

「『慣例に従って王太子妃にサファイアを譲るけれど、他の誰でもなくセレナに譲ることができて嬉しいわ。たとえ好きになれそうもない女性が王太子妃になったとしても拒むことはできないけど、こうしてあなたに譲れて本当に嬉しいのよ。王太子妃ではなく、私の娘になってくれたセレナにこれを贈るわね』というような言葉を……」

　そう言ったセレナの顔は赤く恥ずかしそうだが、何度もその言葉を反はん芻すうしたのだろう、よどみない口調には嬉しさと自信が感じられる。

「私の娘？」

「そう、自分がどう答えたのか忘れちゃうくらいびっくりしました」

　よっぽど感激したのか、セレナは思わず大きな声を上げた。そして、気持ちを落ち着けるように深く息を吐き出し、うつむいた。

　実の両親からの愛情に恵まれなかったセレナを想い、王妃はあえてそう言ったのかもしれない。アメリアがクラリーチェにかかりきりで寂しいにもかかわらず、涙を堪えることができたのも、その言葉のおかげだったのだろうと、テオは察した。

　テオがホッとしたようにセレナを優しく見つめていると、部屋の奥に控えているラーラの視線に気づいた。

　目が合えば、ラーラは目頭をぬぐいながら笑顔を浮かべた。セレナが王妃からサファイアを贈られた時、側にいたのだろう。

「セレナは俺の妻であり、陛下と王妃にとってはかわいい娘だ。息子ふたりに恵まれて王妃としての役目は無事に果たせたが、本当はかわいい娘が欲しかったと聞かされたことがある」

　セレナはおずおずと視線を上げた。

「俺はこれまで王子としては落第点しか取れなかったが、こんなに美しくて聡明な娘を国王と王妃にプレゼントできたんだ。それって最高の親孝行だろ？」

「私は美しくもないし、聡明でもありませんけど……」

　落ち込んだ声でセレナは答えた。

　どこまで自分に自信がないんだ、鏡を見たことがないのか、とテオはがっくりと肩を落とすが、ラーラがふたりの元に駆け寄り、セレナに優しく語りかけた。

「陛下も王妃様もセレナ様を大切に想ってらっしゃいますよ。王族の一員として立派にお役目を果たしておられるセレナ様に感謝し、家族の一員としてセレナ様のご苦労を心配しておられます。それは他の誰でもなくセレナ様だからです」

　想いがこもった強い口調で話すラーラを、セレナはただ見つめている。あまりにも嬉しい言葉が続き、どう答えていいのかわからない。

「子供の頃からミノワスターの王太子妃になるよう決められて……突然そのお相手が変わっても、一生懸命努力されるお姿を陛下や王妃様はもちろん国民もみな知っております。王妃様同様、私もそのサファイアが、他の誰でもなくセレナ様に贈られたことを嬉しく思います」

　口早にそう言ったラーラの声は泣いているのか少し震えていた。ミノワスターに嫁いで以来、王太子妃にふさわしくあれとばかりにストイックに勉強し、努力していたセレナの姿を思い出していたのだ。

　王妃がセレナを気に入り、サファイアを贈る際に口にした格別な言葉はセレナ本人だけでなく、ラーラをはじめ近くに控えていた女官や侍女たちの心をも温かくした。

　テオは再びセレナの胸の輝きを手に取った。

　ミノワスターの永い歴史を知っているこの輝きの中には、幾人もの王妃たちの喜びも苦しみも込められている。決して幸せな時間ばかりを見てきたわけではないはずだ。

　セレナが背負う大国の王妃という重圧を考えれば、彼女の涙を受け止めることもあるだろう。

「セレナに出会った時からずっと、他の誰のためでもない、俺のためにこのサファイアを身に着けたセレナの美しい姿を国民に見せびらかすと、決めていたんだ」

「あの、それはちょっと大げさです。出会った時なんて……」

　出会ったその日にカルロとの婚約が決められたのだ。今のテオの言葉は妙だ。

「私はもともとカルロ王子と結婚すると決められて……」

「そのことは忘れろ。仕方がなかったとはいえ、むかつく。俺は一度としてセレナを諦めたことはないし、兄の婚約者だと思ったこともない」

　セレナの両肩を掴み、強い口調で言い切るテオに、セレナは圧倒された。

「あ……は、はい」

　思わずそう答えたが、テオの言葉には矛盾が多すぎる。しかし、この場の雰囲気と流れでそう言ってしまったのだろうと、セレナは納得した。

　最近、ようやくテオに愛されていると信じられるようになってきたが、諦めたことはないと言われても、さすがにそれは信じられない。それでも、テオの甘い言葉は素直に嬉しい。

「俺も王妃と同じ気持ちだ。他の誰でもない、セレナが俺の妃でよかった」

　セレナを見つめる瞳が光を帯びた。

「テオ殿下……私も他の誰でもなく、テオ殿下の妃となれて、よかったです」

　セレナの表情は晴れやかで、ほんの少しのためらいも照れもない。

「王太子ご夫妻の仲がいいのはけっこうですが、そろそろお時間ですので、教会に向かいましょう。先ほどから部屋の外で騎士たちが待っていますよ」

　ラーラの声が部屋に響き、セレナとテオは互いの額を合わせて笑い声を上げた。




　クラリーチェとカルロの結婚式には、近隣各国から大勢の王族、貴族たちが参列し、広い教会に用意された三百あまりの席はすべて埋まった。

　教会内のあちこちから、花嫁の美しい姿に感嘆するいくつものため息が聞こえる。

　長い時間をかけて作られたウェディングドレスは極上のシルクで仕立てられ、華奢なクラリーチェの体にオフショルダーのドレスがよく似合っている。

　カルロも正装に身を包み、普段と違った柔らかい表情を浮かべ、時折クラリーチェに優しいまなざしを向けている。

　セレナは、幸せそうなふたりの様子に胸がいっぱいになった。

　これまでずっと愛し合っていたはずのふたりだ、こうして結婚の日を迎えられてどれほど幸せだろうか。

　司祭に誓いの言葉を述べ、正式に夫婦となったクラリーチェとカルロは、その後王宮のバルコニーに立ち、広場に集まった多くの国民たちに手を振った。

　その後ろ姿を部屋の中から眺めていたセレナは、隣に立つテオに目くばせを送った。数カ月前に自分たちもああやってバルコニーから手を振ったことを思い出しているのだ。

　テオもその日を振り返り、セレナに頷いて見せた。

　その時、ひときわ大きな歓声が聞こえた。

　見れば、クラリーチェとカルロがキスを交わしていて、国民たちが騒いでいる。

「カルロ殿下もランナケルドの人たちに受け入れてもらえたようですね」

　ふと呟いたセレナの言葉に、テオが笑顔を返した時、ふたりの背後にいたジェラルドとサーヤがそっと声をかけてきた。

「セレナ……王太子妃様は、いかがでしょう？　ミノワスターで健やかにお過ごしでしょうか？」

　セレナが振り向けば、ジェラルドが傍らに寄り添う王妃サーヤと共に、セレナの姿を感慨深げに見つめていた。

　実の娘だとはいってもセレナは大国ミノワスターの王太子妃だ、ふたりが距離を取り言葉を選ぶのは当然なのだが、やはりセレナはそれを寂しく感じた。

「おかげさまで、国王陛下や王妃様、もちろんテオ王太子殿下によくしていただき、つつがなく過ごしています」

「それはなによりでございます。ミノワスター王国の王家の皆様はお優しい方ばかりだと聞いております。これからも皆様にかわいがられて、どうか健やかにお過ごしくださいませ。そして、ミノワスター王国の発展のために力をお尽くしください」

　ジェラルドとサーヤは腰を折り、頭を下げた。

　セレナは父のその姿に胸が詰まった。

　思い出すのは国王として、父としての威厳のある姿ばかりで、頭を下げる姿など見たことはないし見たくもなかった。これが大国と弱小国の立場の違いというものなのだと、セレナは唇をかみしめた。

　その一方で、別の想いも生まれていた。

　この数カ月、セレナは単なる王女ではなく、大国の王太子妃として公務に就き、それまでとは比べ物にならないほどの責任と義務を背負った。

　そうして、いずれ大国を率いるテオのプレッシャーを傍らで感じるたび、父がランナケルドのために力を尽くしていた姿を思い出した。国のためにクラリーチェを守らなければならなかった父の心情を、思いやることができるようにもなった。

　そのせいか、こうして互いの立場が変わり、言葉遣いにさえも注意を払わなければならなくなった今のほうが、親子の距離が近いような気がしている。

　セレナは姿勢を正した。

「先日は、たくさんのワインをありがとうございました」

　凛とした佇まいながら、その声は優しく、両親への感謝の気持ちが聞き取れる。

　ジェラルドとサーヤはセレナを見つめた。

　国王であるということを差し引いても、セレナと共に過ごした時間は少ない。

　クラリーチェにかかりきりだったことも大きいが、セレナのために割く時間がまったくなかったわけではなかった。しかし、離れて過ごす時間が増えるにつれて、年頃のセレナとどう接していいのかわからなくなり、アメリアに任せっぱなしになってしまった。こうしてセレナと向き合い視線を交わすことも滅多になかった。

　日に焼けていた肌は落ち着き、生まれながらの白い肌に濃紺のドレスがよく似合っている。

　我が娘はこれほどまでに美しかったのだと、共に過ごさずにいた過去をジェラルドは悔やんだ。

　堂々とした姿でテオの隣に立つセレナは王太子妃としての自覚に満ち、どこか寂しさをまとっていた頃の彼女とはまるで違っている。いずれ大国の王妃となる覚悟すら感じられる。

「セレナ、陛下たちに、ハンカチをお渡ししないと……」

　テオがセレナに声をかけた。

「あ、そうですね。えっと、ラーラはどこにいるのかしら」

　部屋の片隅でセレナの様子を見守っていたのか、ラーラは目が合うとすぐにセレナの元にやってきた。

「失礼いたします」

　ラーラはジェラルドとサーヤに深くお辞儀をすると、ハンカチをセレナに手渡した。

　セレナはそれをしばらく見つめた後、ジェラルドとサーヤに差し出した。

「先日いただいたワインのお礼です。ラベル一枚一枚にバラの絵を描いてくださり、ありがとうございました」

　セレナはジェラルドとサーヤとの距離を詰め、驚くふたりに手渡した。

「お父様とお母様、そしてお姉様の花を刺繍しました。これしか得意と言えるものがないので……」

　ジェラルドとサーヤは、手渡されたハンカチを食い入るように見つめた。

　クローバーとパンジー。ランナケルドの王と王妃を象徴する花が、セレナの手によって鮮やかに咲いている。

「セレナ……」

　パンジーの花びらが淡い黄色からオレンジに変化するグラデーションは立体的で、その美しさにサーヤが涙ぐむ。

　母として自らが教えなければならなかった多くを、セレナはアメリアから教わった。クラリーチェばかりに気を取られ、セレナとの大切な時間を放棄したのは自分だと、涙が溢れた。

「とても素敵ね……。いつの間にこんなに上手に……。それに、大人になっていたのかしらね」

　ハンカチを握りしめ、サーヤは唇を震わせた。

　キレイに結い上げられた彼女の頭には、ティアラが輝いている。王妃が身に着けるそのティアラに、セレナはずっと憧れていた。

　よく見ればほんの少し傾いている。

「失礼します」

　セレナはそう呟くと、サーヤに近づきティアラに手を伸ばした。そして両手でそっと位置を整えた。

「遠くから見ていたよりもずっとキレイ……」

　大きなダイヤの周りに小粒のルビーがいくつも埋められているティアラはとても華やかで優美だ。

　間近で見ながら、セレナはほおっとため息をついた。

「このティアラが似合っているお母様にずっと憧れていました。いつか、もしも……私がランナケルドの女王になれたら、このティアラを譲っていただけるかもしれないと考えたこともありました」

　思い返すように呟くセレナの表情はすっきりと明るい。

　セレナの言葉にどう答えればいいのかわからないサーヤは、不安げにジェラルドと顔を見合わせる。

　そんな両親に、セレナは小さく笑い、言葉を続けた。

「私がお母様と顔を合わせる時にはいつもこのティアラが輝いていて、お母様といえばこのティアラ。だから、自然と欲しくなったんでしょうね」

「そう……そうね」

　くぐもった声で、サーヤは答える。公務の時にしかセレナと会おうとしなかったことを思い出し、胸が痛む。

「お父様とお母様がランナケルドのために力を尽くさねばならなかったことも、そのためにお姉様を守らなければならなかったことも、今はわかっています。結婚して、多少はおふたりのご苦労もわかったつもりです。それに、私にはもう家族がいます」

　セレナはテオの胸にいっそう体を近づけ、寄り添った。

「テオ殿下はもちろんですが、私を愛してくださる家族がいますから」

　セレナは胸元のサファイアのペンダントに触れた。

　ミノワスターの次期王妃としての象徴であり、いずれ国母となることを期待されている女性だけが持てる輝き。そして、セレナを娘として愛すると言ってくれたロザリーの愛情がこもった宝物。

　それを見つめ、セレナはその手触りを楽しむ。

　心穏やかに両親と向き合えるのは、このサファイアのおかげかもしれない。ロザリーがセレナに伝えた言葉のおかげで、セレナは笑顔で父と母に向き合え、これまでのふたりの苦労を理解できるのだから。

「お母様のそのティアラは、お姉様に似合いそうですね」

　セレナがバルコニーに視線を戻すと、互いの腰に手を回し、手を振るクラリーチェとカルロの後ろ姿がある。

「お姉様が着けているベールは、お母様が結婚式で身に着けたものなんですよね。お姉様がおっしゃってました」

　今朝祝いの言葉をクラリーチェに伝えた時、誇らしげにベールを見せるクラリーチェはとても美しく、セレナはほんの少し羨ましかった。

　セレナが欲しいと思うほとんどはクラリーチェのものであり、セレナには手が届かないものだった。その最たるものが、クラリーチェの婚約者だったテオだ。

　テオを手に入れるためには女王になるしかないと思い、そしてティアラもクラリーチェに取られたくないと思った子供の頃を思い出し、苦笑する。

　結局、どう頑張っても女王にはなれず、ティアラもクラリーチェに譲られるのだ。しかし、一番欲しかったテオは今、セレナの夫として凛々しい姿を見せている。それだけで、とても幸せだ。

「お父様、お母様」

　セレナはジェラルドとサーヤにもう一歩近づいた。

　ミノワスターに嫁いで以来、毎日をつつがなく笑って暮らせるのは父のおかげであり、そのことに感謝していると、ちゃんと伝えておかなければならない。

　セレナは腰を落とし、深々と頭を下げた。

「ミノワスターに水路を広げてくださり、本当にありがとうございました」

「いや、頭を上げなさい……いえ、お上げください。水路は、いずれミノワスターの賢王になるに違いないと言われていたカルロ王太子を王配として迎えるためにこちらからお願いしたことですから、当然のこと」

　ジェラルドは、それまでの遠慮した口調ではなく、はっきりとした口ぶりでそう言った。

「お父様、それはそうかもしれませんが、カルロ殿下と引き換えに川の流れを変えるなんて……いくらお姉様のためだとはいっても、それは――」

「いいんだ。私がしてやれるのはそれくらいなんだ」

　声高になったセレナの言葉を、ジェラルドが遮った。

「陛下、セレナに、いえ王太子妃殿下に、本当のお気持ちを伝えてもいいのでは」

　サーヤがジェラルドの腕に手を置き、囁いたが、ジェラルドは首を横に振った。

「いや……いいんだ」

「ですが、クラリーチェのためでもありますが、本当は……」

「サーヤ。娘のためだ。それでいいじゃないか」

　ジェラルドは、サーヤの言葉を遮った。その強い口調にサーヤが悲しげに口を閉ざすと、ジェラルドは小さく頷き、再び口を開いた。

「娘……そう、娘のためにできるだけのことをしただけだ。それに、ミノワスターのリナルド国王は、ランナケルドに騎士たちを常駐させ、これまで同様我が国を守ると約束してくれた。もちろん書面を取り交わしているから安心しろ」

　腕に置かれたサーヤの手に、ジェラルドが自らの手を重ねた。何度かポンポンと叩いて、サーヤを安心させるように笑った。そしてセレナに向き直る。

「国民たちの歓声が聞こえるだろう？　次期女王の幸せを我がことのように喜んでいるんだ。私は……国民がこうして王家の慶事に笑顔を作ることができる世であってほしいと願っている」

「……その気持ちは、よくわかります」

　ジェラルドの言葉に、テオが同意する。

　次期国王となるテオは、ジェラルドの気持ちが理解できた。国民が王家の慶事を喜べる余裕こそが、安定した世の中である証だからだ。

　ジェラルドはテオの言葉に力強く頷き、言葉を続ける。

「国民の幸せを願う気持ちに嘘はないが、同じように娘の幸せも願っているんだ。なんの憂いもなく日々穏やかに、そして晴れやかな気持ちで暮らせるようにと、親なら誰もが願う。国王とはいえ、親だからな……。もちろん、その気持ちを優先させられず、国のために娘の感情を受け流すことも多いが」

　苦しい過去を思い出したのか、ジェラルドは眉を寄せ、口元を引き締めた。そして、その想いを振り切るように話を続ける。

「ランナケルドの川からミノワスターに水路を広げたのは、ただ娘の幸せを考えてのことだ。その判断が王として正しくないのかもしれないが、国民たちの暮らしに不便や不安が生じないよう、万全の体制は整えているから安心しろ……あ、いや、安心してくださいませ」

　セレナは、『娘の幸せのため』と、きっぱりと口にしたジェラルドの想いの強さに触れ、なにも言葉にできなかった。ただ、はっきりとわかったことがある。それは、自分は父と母に愛されているということだ。

　娘の幸せを願っていると口にしたジェラルドの視線はまっすぐセレナに向けられていた。あえてセレナの幸せを願っていると言わなかったのは、今さらセレナに気を使わせたくないからだろう。ランナケルドの将来を左右する可能性もあるというのに、セレナのためにミノワスターに水路を広げたと知れば、セレナが責任を感じるはずだからだ。

　娘のためと曖昧に言えば、クラリーチェを支える王配としてカルロを迎えるための交換条件だと、考えられなくもない。むしろそう考えるほうが自然だ。セレナも最初はそう思い、悲しみ、拗ねていた。

　しかし、いざミノワスターでの生活が始まると、国王ですら豊かな水に喜び、湯あみを楽しみすぎてケガまでしている。女官や侍女たちも、仕事の合間の休憩でお茶のおかわりが存分にできると笑う。

　視察で訪れた学校では、子供たちがどんなに服を汚しても洗濯が何度でもできると言って校庭を駆けまわり、絵の具で服や体を汚しても平気だった。気兼ねなく遊べることがどれほど楽しいのかをようやく知った子供たちの笑顔は輝いていた。

　セレナはミノワスターの国民たちが乗り越えてきた苦労を想い、胸を痛めた。そして、その現実を知っていたジェラルドが、セレナのために水路を広げてくれたのではないかと思うようになっていた。

　小国だとは言え、一国の王として人々の暮らしを守っているジェラルドのことだ、カルロがどれほど優秀だとしても、それに負けないほど、テオも優秀だとわかっていたはずだ。今では『目覚めた狼』と称され、一目置かれるほど公務で結果を出しているテオの真の姿に気づかなかったわけがない。

　カルロでなくとも、テオならクラリーチェの夫として彼女を支えられたはずなのだ。

「お父様、あの、水路を広げていただき感謝しています。ミノワスターの国民に代わってお礼申し上げます」

　ジェラルドがセレナのためだと口に出さないのなら、自分もそれに従おうと、セレナは決めた。

「楽しく幸せに暮らしております。安心してください」

　セレナとジェラルドは、しばらくの間見つめ合った。互いの瞳に映るのは、過去への後悔と、どうか未来が幸せなものであるようにという願い。視線にその想いを乗せて、ふたりは気持ちを伝え合った。

　傍らで様子を見守るテオは、セレナが父親の想いを察したのだと気づいた。

　長い時間をかけて進めてきた計画では、ジェラルドはカルロを王配として迎えるために水路を広げることを、拒むどころか思いつくこともないだろうと予想していた。その場合、クラリーチェがジェラルドに進言することになっていたのだが、ジェラルドは躊躇なく、自ら提案してくれた。

　川は国を守るための大切な切り札だというのに、よっぽどクラリーチェを心配しているのかと、その親バカ加減に呆れたが、その後あらゆる取り決めをし、書面でその内容を残す段となった時。

『セレナがミノワスターで暮らし始めるまでに工事を完了させてほしい。娘には一日たりとも苦労をさせたくない』

　それだけは譲れないとでも言うように、ジェラルドは迫った。

　それまでジェラルドのセレナへの愛情を疑っていたテオは、その考えを改めた。国王という立場が、セレナへの愛情をややこしくさせていたのだと、わかったのだ。きっと、セレナへの愛情を口にできる時は過ぎてしまったのだろう。

　長い間すれ違っていた関係を修復できないままセレナは大人になり、じきにミノワスターに嫁いでしまう。そのことに焦り、セレナのためになにができるかを考え、ミノワスターへの水路の延長を決断したに違いない。

「セレナ、大丈夫か？」

　互いに口下手なのか、見つめ合ったまま口を開こうとしないセレナとジェラルドをテオは見やる。

　すると、セレナはハッとしたように視線をテオに向けた。

「大丈夫です。あ、そろそろ、お姉様たちがバルコニーから戻ってくる頃ね」

　セレナは気持ちを切り替えるようにそう言って、ジェラルドに再び頭を下げた。

「私は、幸せです。お父様もお母様も、幸せにお過ごしください」

　セレナは優しい想いで呟いた。

　ジェラルドはセレナの言葉に喜びながらも、胸元のサファイアに指先で触れながら、少し離れた場所にいるロザリー王妃と視線を交わし、ホッとした表情を見せるセレナに寂しさを感じた。

　ジェラルドとサーヤへの遠慮がちな態度とは違う、信頼し合う者同士が交わせる視線のやりとりに、ジェラルドは切なさと嫉妬を覚え、同時に安堵の息を吐いた。

　これまでそのサファイアがロザリー王妃の胸元で輝いていたことを覚えている。そして、それが代々王太子妃に譲られるものだということも知っている。

　サファイアだけでなく、父と母から得られなかった愛情と安らぎを、新しい場所で新しい家族から受け取り、幸せな日々を送ってほしい。

「セレナ……」

　サーヤがセレナに一歩近づき、微かに震える指先をセレナの頬に添えた。

「テオ殿下に精いっぱい尽くして、ミノワスターのよき王太子妃になりなさい。あなたなら大丈夫。アメリアが愛情を込めて育ててくれたのだから、自信を持ちなさい」

「お母様……」

　サーヤの震える言葉にセレナの心は動揺したが、それを否定することはできない。

　アメリアに育てられたのは事実なのだ。そして、そのことをサーヤが悔やんでいるのも、嘘ではないのだろう。

　サーヤの頬を零れ落ちた涙がそれを教えてくれる。

　セレナも目の奥が熱くなり、足元が震えた。

　ジェラルドもサーヤ同様その目は赤い。

　ようやく家族として気持ちが通じ合えたこの時。せっかくだから涙を流すのではなく三人で笑い合いたいと、セレナは無理やり笑顔を作った。










〈エピローグ〉そろそろ愛し合いましょう




　翌日、セレナとテオはミノワスターへ出発するまでのわずかな時間を使って、離宮近くの川に来ていた。

　たくさんの木々が生い茂る涼しい森の中を豊かな水がゆっくりと流れていく。鳥の鳴き声が聞こえ、カサカサと音がするかと思えばリスがかわいい顔をチラリと見せて逃げていく。

　セレナは子供の頃を思い出し、ドレスの裾を両手で持ち上げ追いかけようとしたが、傍らのテオの笑い声にハッと我に返った。

「あ……だ、大丈夫。追いかけるなんて子供っぽいこと、しません……わよ？」

　そう言って、ドレスを持つ手を広げ、慌てて裾を整えた。

「えっと、その。天気がよくて気持ちがいいですね」

　ぎこちない笑顔と声で、セレナは川面に視線を向けた。

　テオと結婚して以来、セレナは王太子妃としてふさわしい態度を心がけ、気を張っていたが、懐かしい場所に来て気持ちが緩んでいる。子供の頃と同じように流れる川を眺め、気持ちが子供の頃に戻ったのかもしれない。それに、この場所はセレナにとって思い出深い、特別な場所なのだ。

「えっと、そろそろサンドイッチを食べましょうか」

　この場の空気を変えるようなセレナの声に、テオは肩をすくめた。

「朝から俺をベッドにひとり残してアメリアと一緒に楽しく作ってくれたサンドイッチか？」

「ふふ、そうです。久しぶりに離宮の調理場で過ごせて楽しかったですよ」

　弾む声を上げたセレナに、テオは眉を寄せた。

　朝、目が覚めたと同時に無意識に伸ばした手の先に、セレナはいなかった。驚いて目を開けると、ベッドには自分ひとりで、慌てて跳び起きた。セレナが気を失うまで彼女の体を貪ったというのに、いつの間に起きたんだと、不安を覚えた。

　セレナにとって苦しい思い出が多い子供時代。うまく心が通じ合えていなかった国王夫妻との対面で、セレナが泣くのではないかとテオは気を揉んでいたが、どうにか親子としての絆をつなぎ合わせるきっかけを掴んだようだった。それでも、晩餐会の後も落ち着かないセレナの気持ちを自分に向けたくて、存分に抱き潰したのだが。

　眠れなかったのだろうかと心配するテオの想いに反して、明るい表情のセレナが部屋に戻ってきた。

『あ、よかった。パンが焼き上がったので、起こしに来たんです。アメリアと一緒に作った焼きたてパンは絶品です。早く着替えて一緒に食べましょう』

　テオを誘うセレナの声は明るく元気だった。テオが初めて彼女に会った時のように、屈託なく、幸せそうで美しかった。

「さ、座ってくださいね」

　セレナは大きなシートを広げてバスケットからサンドイッチや飲み物を取り出し並べていく。

「このパンはアメリアに手伝ってもらわずに私ひとりで全部作ったんです。テオは甘めのパンが好きですよね。だから贅沢をしてお砂糖をちょっと多めに使いました」

　サンドイッチだけでなく、セレナが用意してくれたクロワッサンやキッシュがテオの目の前に並ぶどうれもテオの好物ばかりだ。

「そういえばこの前も、北の領土の視察に行く時にクロワッサンを作ってくれたな」

「なかなかの出来栄えだったでしょ？　料理長がおいしいバターを分けてくださったので腕によりをかけて焼いたんですよ。陛下と王妃様にも褒められました」

　両手でこぶしを作り、誇らしげな表情を見せたセレナに、テオは目を細めた。

　艶やかな髪は輝き、頬はほんのり赤い。明るい日差しに包まれ、楽しそうに笑うセレナを、テオは愛しく思う。

「これ、かぶっておけ」

　テオはシートの上にあった帽子を手に取ると、セレナの頭に置いた。

「今日は日差しが強いから、日焼けするぞ」

「ありがとうございます。でも、今まで日焼けなんて気にしなかったので今さらです」

　セレナはふふっと笑って肩をすくめた。

　騎士団に交じっていた頃は、日焼けどころか日々体中に増えていく傷にも無頓着だったのだ。木々の合間からの柔らかな日差しなんて、どうってことはない。

「でも、この帽子はお気に入りなので、かぶっておきます」

　その帽子は、以前ランナケルドの市でテオがセレナに買ってくれたもので、その日以来、セレナは大切に使っている。

　セレナは帽子をキレイにかぶり直すと、コップに水を注ぎテオに差し出した。

「ワインを持ってきたかったんですけど、アメリアが帰りの馬車が揺れて悪酔いしちゃダメだからって持たせてくれなかったんです」

　顔をしかめたセレナに、テオはくくっと笑った。

「たしかにゆっくりとワインでも飲みたいな。だけど、ひと口飲んだだけで顔を真っ赤にして眠ってしまうセレナには、飲ませられないな」

「な……そんなこと、ない……です」

　セレナはしゅんと肩を落とし、次第に声が小さくなった。

　最近ではワインを飲む機会を少しずつ増やしているのだが、ひと口ふた口飲んだだけで体がふわふわしてきて眠くなる。それだけでなく、ついテオに甘えてしまう。

　ベッドの中で望まれるのも嬉しくて、素直にテオに応えては、翌日恥ずかしすぎて視線を合わせられない。

　酔って記憶が飛んでしまえばいいのにと思う反面、セレナを苦しげな表情で抱くテオの姿や声は忘れたくない。セレナの心は複雑だ。

「セレナ」

　テオはセレナに近づき、あっという間に抱き寄せた。

　シートの上に足を伸ばしているテオに向き合うように座ったセレナは、テオの顔があまりにも近すぎて目を逸らした。

「ん？　水しか飲んでないのに顔が真っ赤だぞ？」

　テオはからかうようにそう言って、セレナの額に口づけた。

「ワインなら、城に帰ってから飲ませてやるから安心しろ」

「わ、私は別にワインを飲みたいわけじゃなくて、ただ、テオが飲みたいのではないかと……きゃっ、な、なにを」

　テオはセレナの胸元に並んでいるリボンを次々と唇で引いて、するりとほどいた。そして、目の前に現れたキレイな肌に顔を寄せた。

「テオ、殿下、やめてください、誰かに見られたら」

「見られてもいいだろ。俺たち、夫婦なんだから」

　セレナの焦る声に構うことなく、テオはセレナの胸元にキスを続ける。

「夫婦ですけど……そういう問題じゃありません」

　恥ずかしくてテオから逃げようと体をそらすセレナを強く抱きしめ、テオは鎖骨の周りに次々と赤い花を咲かせていく。

　セレナは逃げようとするが、テオの力に敵うわけがなく、次第に体から力が抜けていく。本当は、セレナもテオに触れられて嬉しいのだ。

　テオの唇と、いつの間にかドレスの上から胸に触れている指先の動きに反応し、自ら体を預けてしまう。酔っているわけでもないのにどんどん熱くなる体にセレナは混乱しつつも、テオと触れ合える時間は極上で拒めない。

「ん、いい子だな」

　テオはセレナの体を受け止め、胸から唇へと順にキスを落としていく。

「ん……っん」

　重ねた唇の熱さにめまいを覚えながらも、その心地よさにセレナは夢中になった。しがみつくようにテオの背中に腕を回し、必死でキスに応え続ける。

　ぎゅっと目を閉じたセレナがあまりにもかわいらしく、テオはいっそう激しく唇を貪り、吐息の合間に開いた唇の隙間から入れた舌で、セレナを味わった。そして、リボンがほどかれてできた隙間から手を差し入れ、敏感になっている胸を楽しむ。

「テ、テオ……」

　セレナは唇をきゅっと結び、テオから与えられる刺激に耐える。結婚して以来何度も抱かれているが、まだまだ恥ずかしく、そして同時に心地いい。

　ミノワスターに戻れば、途端に忙しい公務が控えている。夫婦である前に、王太子と王太子妃としての立場を優先せざるを得ない毎日がまた始まるのだ。

　誰に見られるかもわからず、そして恥ずかしすぎてどうしようもないというのに、セレナはテオとふたりで過ごせる時間が愛しくて、さらに距離を詰めた。

　しがみついてくるセレナの動きに合わせ、テオはセレナの耳を甘噛みし、応えた。セレナが自分から求めてくることが嬉しくて、テオの体はますます熱くなる。

　食事を忘れ、しばらくの間ふたりで抱き合っていると、不意に強い風が吹き、セレナの帽子が飛ばされてしまった。

「え……あ、やだ」

　ハッと手を頭に添えたが間に合わず、帽子はみるみる高く飛び上がって風に運ばれていく。

「どうしよう」

　セレナは乱れたドレスを気にすることもなくすくっと立ち上がった。ドレスの裾を手で抱え、少し先を飛んでいく帽子を追って走り始める。

「セレナっ」

　空を見上げ、足元に気遣うことなく走っていくセレナの後を、テオは追いかける。

「飛んでっちゃう……」

　セレナは時々ジャンプして掴もうとするが、風はかなり強く、指先で触れることもできない。

「危ないだろ……セレナ、止まれ」

　テオはセレナの後を追うが、騎士たちと共に鍛えた足は速く、焦った。

　風に流された帽子は落ちる気配もなくどんどん遠くへ飛んでいく。

　セレナはひたすら帽子を見ながら必死に走り、いよいよ川辺に近づいてもなお、そのスピードを落とさない。

「私の帽子……」

　セレナは泣きそうになりながら何度も手を伸ばし、そして、あと数歩で川に落ちるという時。

「危ないっ」

　ようやく追いついたテオが、セレナの体を背後から羽交い絞めにし、そのまま地面に倒れ込んだ。

　テオはセレナをかばうように自分の体を下にして地面に転がる。勢いよく地面に叩きつけられた体に多少の痛みは感じたが、テオはセレナが心配で、彼女の体を確認する。

「セレナ、大丈夫か？　痛むところはないか？」

「ん……大丈夫だけど、あれ？」

　気づけば追いかけていた帽子がいきなり視界から消え、テオに抱きしめられている。

「いい加減にしろよ。あのまま追いかけていたら、今頃川に流されて溺れてるぞ」

　セレナの体の下で、テオが唸る。

　セレナはテオの体に馬乗りになっていることに焦り起き上がろうとするが、テオはそれを許さない。

「帽子は諦めろ。さっき川に落ちて流された」

「そんな……」

　セレナは唇をかんだ。

「あの帽子、テオが買ってくれた大切なものなのに……」

　セレナはテオの腕の中で、落ち込んだ。

　宝物のように丁寧に手入れをしていたというのに、川に流されたなんて、悲しすぎる。

　いつの間にか頬を伝っていた涙を、テオの指先がぬぐう。

「帽子くらい、また買ってやるから、泣くな」

　ふたりで地面に転がり、抱き合ったまま見つめ合う。

　ひくひくとしゃくり上げるセレナの顔は土に汚れ、決してキレイではないが、テオは思わず胸に抱きしめた。自分がプレゼントした帽子を大切にしていたと知って、頬が緩む。

　たしかにセレナによく似合っていたし、自分が選んだものをセレナが身に着けるというのは気分がいい。

「帽子だけでなく、靴でもドレスでも、欲しいものがあれば買っていいんだぞ？」

「……でも、あれはお気に入りだったのに」

　テオは涙声で呟くセレナの背中を何度も撫でた。リズムよく動く指先が、セレナの心を落ち着かせていく。

　テオが言うように、あのまま川に落ちれば、泳ぎが苦手なセレナは溺れていたかもしれない。

　想像すると怖くて、セレナの体は小さく震えた。

「ごめんなさい。でも、あの帽子は本当に特別だったの」

　しゅんと落ち込むセレナの心細い声に、こんな状況だというのにテオの心はどんどん明るくなる。

　なんてかわいいんだ。

　テオは腕の中で涙を流すセレナを抱きしめたまま、ゆっくりと起き上がった。

「泣くな。セレナが欲しいものなら、これからいくらでも買ってやる。あの帽子はセレナに似合っていたから俺も残念だけど、また一緒に帽子を選ぶ楽しみができたってことだろ？」

「ほんと？　また、一緒に買い物に行けるの？」

　急に明るい声を上げたセレナに、テオは苦笑しつつ頷いた。

　セレナの口調は王太子妃という立場を意識した堅苦しいものではなく、これまでテオと一緒に過ごしていた時のセレナの話し方だ。子供の頃、テオと顔を合わせるたびに駆け寄りニコニコ笑っていたセレナが戻ってきたようだ。

「だったら、もちろん帽子は選んでほしいけど、テオとお揃いでなにか買いたいな。ミノワスターの職人さんが作ったなにか……」

「だったら、椅子なんてどうだ？　ミノワスターの職人が作る家具は質の高さで有名だから、お揃いの椅子をバルコニーに並べて夜空を眺めよう」

「夜空か……すごく素敵だけど、テオがそんなロマンティックなことを言うなんてびっくり」

　セレナは大げさに肩をすくめ、クスクス笑う。

「失礼だな。俺だって、惚れた女がうっとりするような言葉のひとつやふたつ、いつでも言えるぞ」

　テオはセレナの頭を軽く小突くと、そのまま軽くキスを落とした。途端に真っ赤になるセレナを見て、心が温かくなる。

「そういえば、この場所ってたしか」

　テオは周りを見回すと、涙で濡れた顔でテオを見つめるセレナにニヤリと笑った。

「ここはかわいらしいお姫様が、俺の目の前に現れた大切な場所だな」

　初めてふたりが出会い、言葉を交わした場所。

　セレナがテオと思い出の場所を再び訪ねたいと考えて連れてきたのだが、テオが気づいてくれるとは思わなかった。

　テオはセレナの手を引いて立ち上がった。

「あの日、この川の流れがミノワスターに続けばいいと……思ったんだ」

　川面に照り返す光を遮るように手をかざすと、テオは反対側の手でセレナの腰を抱き、引き寄せる。

　セレナはテオの体にぴったりと寄り添った。

「実は、川の流れをミノワスターに延ばすことは、ジェラルド国王からの申し出がきっかけだったんだ」

　視線は動かさず、テオが口を開いた。

「兄さんをランナケルドの王配として迎えたい。代わりに新たに水路を作って水をミノワスターに供給すると。願ってもない申し出だったが、陛下は即答できなかった」

「それは……そうでしょうね」

　カルロはミノワスターの次期王として育てられ、その期待に応えるように優秀な王太子として公務に就いていたのだ、いきなり他国から欲しいと言われても悩むに決まっている。

「だけど兄さんは前王妃の子だから、子供の頃から周囲に気は使うし遠慮はするし、真面目に生きなければ自分の存在価値はないとばかりに感情を押し殺してた」

　テオの悔しげな声に、セレナは視線を向けた。口調とは裏腹に、テオの口元にはほんの少し笑みも浮かんでいて、ホッとする。

「欲しいものがあっても口に出さないし、したいことがあっても我慢する。王太子として自分がふさわしいかどうか、そればかりを気にしていたんだ」

「そう……真面目で穏やかな人だもの」

「ああ。俺が陛下を怒らせるようなことをしでかしたらかばってくれるし、母さんを大切にしているし……もちろん、国と国民のことを第一に考えている。そんな兄さんが、唯一欲しがったのが――」

「お姉様でしょ？」

　テオの言葉にかぶせるように、セレナが呟いた。

「あ、……気づいていたのか」

　軽く驚くテオに、セレナは当然だとでも言うように頷いた。

「あのふたりが並んでいる姿を見れば、すぐにわかるでしょ」

「まあ、あのふたり、隠してるつもりで隠せてなかったからな」

　思い返すように、テオは小さく笑う。

「兄さんとクラリーチェは、俺たちと同じで出会った時から両想いだったんだ」

　テオは『俺たちと同じ』という言葉を強調した。

　結婚して以来、テオの口からはセレナが喜ぶ甘い言葉が何度も出てくるが、セレナはまだ慣れずにいる。

　とはいえ、テオはセレナが戸惑う様子を見せるたび、根気よく想いを注ぎ、今も、セレナが言葉に詰まっている姿に苦笑しながらも、諦めることなく言葉を続ける。

「愛してるよ、セレナを。こうしていつまでも抱きしめていたいと思うのはセレナだけだ」

　今日その言葉を聞くのは初めてだが、テオは毎日同じ言葉を繰り返す。まるで、テオを信じきれずにいるセレナを洗脳するかのように。

　そうなれば、セレナだってテオを愛しているのだ、嬉しくないわけがない。しかし、テオへの報われない恋心に悩み、そしてカルロという婚約者がいるにも拘わらず気持ちを揺らす自分に苦しみ続けていた過去は、なかなか彼女の心から消えてくれない。

「……でも、テオもお姉様を気に入っていたでしょ？」

　セレナはテオを試すように拗ねた口ぶりでそう言って、唇を尖らせる。

「もちろん、親戚になるんだし、長い付き合いだから情はあるが、セレナ以外の女はどうでもいいって、ここではっきり言っておく」

　テオは胸を張ってそう言うと、セレナの肩に手を置き、向かい合わせた。

　セレナは恥ずかしさと嬉しさが溢れ、視線をどこに向ければいいのかわからずもじもじする。

「俺は、ここでセレナと初めて出会った時からセレナが欲しいと思っていたんだ。だけど、決められた結婚相手はクラリーチェで、面倒なことになったってむかついたな」

　当時を思い出したのか、テオの声は荒々しい。

「まあ、カルロとクラリーチェが両想いだというのもすぐにわかったし、いずれ……そう、いずれ運命は俺たちに味方してくれると信じたんだ。見たところ、ジェラルド国王は俺たちの気持ちを察していたようだから」

「あ……やっぱり、そうなのかな」

　ジェラルドは娘たちの恋心を知っていたのではないかと、セレナは密かに考えていた。

　水路を広げた理由も、想像している通りだろう。たとえランナケルドの象徴である川の流れを変えてでも、セレナがミノワスターで幸せに暮らせるように。そして、大切なふたりの娘が幸せな結婚ができるよう、動いてくれたのだろう。

　そう思い至ったと同時に、できれば結婚する前にそのことを知りたかったと、セレナは残念に思った。

　セレナは気づかなかった両親からの愛情をかみしめるように、川の流れをじっと見つめた。

　そんなセレナの姿がいじらしく、テオは早くミノワスターに戻りふたりの部屋で存分に抱き合いたいと思うが、必死で無表情を装っている。

　愛しすぎるほど愛しているセレナをようやく妻にでき、カルロとクラリーチェの結婚も無事に終えた。ここまでの計画があまりにも順調で、途中セレナが不審に思うかもしれないとヒヤヒヤすることもあったが、想定していた以上にうまく運んだ。

　ジェラルド国王がセレナへの愛情によって水路を広げたいと申し出たおかげなのだが、それは想定外のことだった。セレナの生い立ちを考えれば、ジェラルドやサーヤがセレナのためにそこまでのことをするとは思っていなかったのだ。

　そして、テオはジェラルドが三人の計画に気づいていたのではないかと考えている。

　そうでなければクラリーチェをもっと多くの医師に診せたり、薬を取り寄せ彼女の体調がよくなるよう試したはずだ。王家専属の医師ひとりにクラリーチェの体調管理を任せることはなかっただろう。

　それに気づいて以来、ジェラルドへの印象は変わった。

　娘に甘く、そしてその愛情をうまく伝えられない不器用なオトコだと思っていたが、なかなか腹黒い人間かもしれないと思うようになった。

「……単なる親バカってわけじゃないかもな」

　ジェラルドを思い、ポツリと呟いたテオに、セレナは反応し視線を上げた。

「親バカ……？」

「あ、いや、なんでもないんだ」

　テオはセレナから視線を逸らし、笑ってその場をごまかそうとした。

　ジェラルドの察しのよさについても、これまでの計画についても、セレナに話すつもりはない。セレナには、互いを想う愛が運命を変えたと思っていてほしい。

　黙り込んだテオの横で、セレナはふふっと笑った。

「大丈夫。わかってるからいいのいいの。親バカだってこと、とっくに納得してる」

「……セレナ？」

　セレナは肩を揺らして笑い出す。

「陛下……リナルド陛下が親バカってことでしょ？　そんなの子供の頃から知ってます。最近ますます親バカ加減は右肩上がりだってことも」

「は？　陛下？」

　予想外の言葉がセレナの口から飛び出し、テオは目を見開いた。

「そうよ。陛下っていつもテオの自慢ばかりでかわいいの。あ、これは絶対内緒ね」

「自慢って、まさか。愚痴の間違いじゃないのか？」

「そんなことないよ。結婚が決まってからは特にそうだし、最近もテオのことを『見た目よりもしっかりしてるし憎めないオトコだから、なにも心配する必要はない』って自慢されたし、『農業にも商売にも知識が豊富なテオが本来の力を発揮したら、ミノワスターの発展は間違いない』って力説されたし」

　思い出すように、そしてテオをからかうように話すセレナを前に、テオは言葉を失う。

　まだまだ王太子としての自覚が足りないと言ってはテオを叱しっ咤たするリナルドが、まさかそんなふうに考えているとは思わなかった。

「買いかぶりすぎだろ」

　テオはがっくりと肩を落とした。

　それに、親バカだと呟いたのはジェラルドのことなのだが、まさかリナルドのことを言っているとセレナが思い込むとは驚きだ。

「ね、親バカでしょ？　陛下の隣で王妃様もニコニコ頷いてらっしゃったし、ふたりともテオのことが大好きな親バカだね」

　セレナはそう言ってテオの顔を覗き込んだ。

「うわあ、顔が真っ赤だ。照れなくてもいいのに。親バカ、いいじゃない。私のお父様だって……ずっと知らなかったけど本当は親バカというか、優しいっていうか」

　柔らかな表情を見せるセレナに、テオはホッとした。

「だけど、陛下が親バカって納得されてもなあ……」

　テオはぶつぶつ言いながらセレナを抱き寄せた。

「俺は陛下に似ているとよく言われるから、きっと俺も親バカになるぞ」

「え……あ、そう、ですか？」

　テオの言葉に、セレナは照れる。そして、テオが父親になった姿を想像した。

　セレナを愛する姿から考えれば、王子であれ王女であれ、子供が生まれれば夢中でかわいがるだろう。

「どうした？」

「ううん。なんでもないの」

　セレナは首を横に振るが、親バカな姿を披露するテオを想像して心は温かい。そして、早くその姿が見られますようにと強く願う。

　テオも同じ気持ちだ。早くセレナとの子供が欲しい。

　自然と互いの体を寄せ合い、唇を重ねた。

　軽く触れ合うだけのキスは、リップ音も聞こえないあっさりとしたものだが、一度交わすごとに笑顔を浮かべ、幸せを実感する。

　セレナを抱きしめるテオの腕の力は強くなり、セレナの唇を味わう時間は次第に長くなる。

　テオは昂ぶる気持ちに逆らいきれず、思わずセレナのドレスをめくって彼女の熱をもっと探ってしまいそうになるが、ぐっと堪える。

　ここは明るい日差しが川面を輝かせ、遠くから鳥の鳴き声も聞こえる森の中。おまけに警護の騎士たちが、いざという時のために目につかない場所に控えているはずだ。

　テオはセレナの肩に額を乗せ、今すぐにでもセレナを抱きたい気持ちを鎮めるように息を吐き出した。

「早く城に戻ろう」

　切羽詰まったような声に、セレナの体は震えた。

　抱き合いたいのはテオだけではないのだ。セレナはテオの言葉に応えるように、ぎゅっとしがみついた。

「ミノワスターの城に帰りたい。私たちの場所に」

　テオの胸に呟いたその言葉は、いつの間にかセレナの中に宿っていた偽りのない想いだ。

　ランナケルドを離れてからまだ三カ月しか経っていないというのに、自分の居場所はミノワスターにあると、自然に思えるようになった。

　ランナケルドが嫌いになったわけではないが、たった一日ミノワスターを離れただけで恋しいと思う自分を不思議に思う。

　国王陛下や王妃様、そしてラーラをはじめ王宮で働いている人たちの温かさを知って、ようやく自分の居場所を見つけられた。

　愛されるために剣の練習をしたり、泣き言を言わず強い自分であろうと気持ちを張りつめる必要もない。望まれているのはただひとつ、テオと共に幸せになることだ。

　もちろんその延長線上に懐妊を望まれているが、時を置かずその望みは叶うような気がしている。

「陛下と王妃様もワインがお好きだから、馬車にワインをたくさん積んで帰りましょう」

　セレナは今日も胸元で輝くサファイアに触れた。

「そうだな、俺も好きだし、セレナにも口移しで飲ませてやるよ」

「ふふっ。ひと口で酔わないように気をつけなきゃ」

「酔っぱらったセレナもかわいいから、気にするな」

　テオの胸に顔を埋めるセレナの耳に、笑い声が響く。つられてセレナもクスクス笑ってしまう。

　傍らの川には豊かな水が流れ、木々の枝葉がさわさわと風に揺れる。

　自然が彩る音に包まれて、セレナはテオの体温に存分に浸った。

　幸せだ。

「あ、いいことを思いついた」

　セレナが突然声を上げ、テオに視線を向ける。

「馬車にはワインをたくさん積んで、私たちは馬で帰りませんか？　久しぶりにテオと走りたいです」

　セレナは期待に満ちた瞳でテオの答えを待った。結婚して以来ふたりで馬に乗る時間を作れず、残念に思っていたのだ。

「うーん」

　セレナのワクワクしている様子を見て、テオは声を詰まらせた。

　帰りの馬車でセレナとイチャイチャするのを楽しみにしていたのだが、まさかそれを白状するわけにはいかない。ミノワスターまでの道を馬で何度も走らせたことがあるセレナに『危ないから無理だ』と言って止められないとなれば、承知するしかないだろう。

　なにが楽しくて、馬に乗って帰らなければならないんだ。

　テオは思わずそう言ってしまいそうになる気持ちをどうにか抑える。

「そうだな……まあ、いいけど」

「ありがとうございます」

　大きな笑顔を浮かべるセレナに、テオは曖昧にほほ笑んだ。

「じゃあ、さっさとサンドイッチを食べて、馬でのんびりミノワスターに帰りましょう。騎士たちがぞろぞろついてくるでしょうけど」

「ぞろぞろ……」

　当然予想されることだが、テオの気持ちはさらに沈む。

　セレナとふたりで楽しく過ごせるはずだった帰り道が……なんの楽しみもなくなった。

　テオは空を見上げ、息を吐き出した。どこまでも広がる青空に反して、その心は灰色だ。

「だけど……」

　セレナがもぞもぞと動き、テオに申し訳なさそうな顔を見せる。

「なんだ？」

　もしや自分ひとりで早馬にでも乗って帰るからテオには馬車でゆっくり帰ってこいとでもいうのではないかと、テオは警戒した。

　セレナは不機嫌に聞こえたテオの声に躊躇しながらも、おずおずと言葉を続けた。

「あの、昨日からお疲れのテオには面倒かもしれませんが……私をテオの馬に乗せてもらえませんか？　一緒に馬に乗って、いろいろとお話しながら帰りたいなと……」

「一緒に……そ、そうだな。大丈夫だ、よし、そうしよう。いや、疲れていないから気にするな。セレナが俺と一緒に馬に乗りたいっていうなら仕方がないな。ちゃんとしっかりと俺に掴まってろよ」

　セレナの言葉を奪い取るようなテオの声が、その場に響いた。落ち込んでいた表情は一転、テオは明らかにセレナの言葉に大喜びしている。

　馬にセレナを乗せて、後ろから抱きしめながらミノワスターまで帰ろう。セレナが疲れないようゆっくりと馬を走らせてふたりの時間を楽しむのも悪くはないが、早く城に戻って誰に遠慮することなく抱きしめるのも捨てがたい。

　テオは眉を寄せ、悩む。

　ぶつぶつと声に出していることも気づかず、真剣に考えている。

「……ありがとう」

　セレナはテオに聞こえないほどの小さな声で呟いた。

　詳しいことは、聞いても教えてもらえないと、なんとなくわかっている。それでも、テオがセレナと結婚し、カルロがクラリーチェと結婚するまでにはセレナが知らないなにかがあったはずだ。

　きっと、セレナに知られないようテオとカルロ、そしてクラリーチェ……もしかしたらジェラルドも加わって、国と国との運命を大きく変えてくれたのだと、セレナは感謝しているが、テオが言おうとしないのなら、聞くつもりはない。

　テオがなにをどうしようと、セレナを傷つけるようなことは決してしないとわかっているからだ。それに、これからテオの正妃として長い時間を過ごせる、その幸せだけで満足だ。

「……なにか言ったか？」

　相変わらずなにやらぶつぶつ言っていたテオが、セレナの顔を覗き込んだ。

　正式に王太子となって、さらに精悍になった顔に、セレナは見とれた。テオの頬に両手を当てて、思い切り背伸びをすると、そのまま唇を重ねる。

「ん？　セレナ？」

　思いがけないセレナからのキスに、テオは裏返った声を上げ、驚いた。

「どうしたんだ？　いや、嬉しいからいいんだが、なんならもう一度でも」

　慌てるテオに、セレナはにっこりと笑った。

「いろいろありましたけど……テオと結婚できた私は幸せです。だから……」

　セレナはそこでひと息つき、気持ちを整える。そして、大きく跳ねている鼓動に負けないよう、勇気を出した。

「ずっと、テオが好きでした。テオと結婚したくて必死で頑張ってきて、もう疲れちゃいました。だから、あの……」

「セレナ？」

　言いよどむセレナに、テオは首をかしげた。

「あの、だから……もう、悩んだり頑張るばかりじゃなくて、ただ愛したいです。テオの側にいて愛し合いたいです」

　勇気を振り絞って、ほぼ叫ぶように、セレナは気持ちを吐き出した。言った瞬間、体から力が抜けて倒れそうになるが、慌ててテオが抱き止めた。

「セレナ……俺もだよ」

　テオは抱き寄せたセレナの耳元に、熱い想いを落とす。

　セレナからそんな嬉しい言葉を言ってもらえると思っていなかった。夢か現実か曖昧に感じるが、腕の中の温かさがこれは現実だと教えてくれる。今日までの苦しみや切なさが、洗い流されるようで、目の奥が熱くなる。

　諦めなくてよかった。この宝物を手に入れることができて、よかった……。

　テオは、顔を真っ赤にして答えを待つセレナを見つめ、口を開いた。

「俺も、ただひたすらセレナと愛し合いたい。面倒なことはもう、いらない」

　悩みのない未来があるわけはないとわかっているが、ふたりが望むのはただひとつ。

「そろそろ素直に、ただ愛し合いましょう」

　セレナの言葉にテオは大きな笑顔を浮かべ、頷いた。

　これから長く続くはずのふたりの時間は、きっと幸せに満ちているはずだ。

　川面に反射する光のように、キラキラ輝いているに違いない。
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まだまだ愛し合いましょう




　夏の暑さがやわらぎ、王宮の庭には心地よい風が流れている。どこからか聞こえる虫の音が、季節が進んだことを教えてくれるようだ。

　そろそろ夕刻の鐘が城下に響き、ミノワスターに日暮れが訪れる。仕事を終えて家路に就く者や畑で採れた野菜を手に夕飯のことを考える者もいれば、友達と走り回り、全力で遊んでいた子供たちもお腹をすかせて家へと戻る。

　ミノワスターの日常は、とてものんびりとしている。

　そして、そんな国民たちの憧れともいうべきセレナが王太子妃となってから数カ月。テオとの仲睦まじさは周知のものとなり、セレナが城下に下りれば彼女をひと目見ようとする人々でごった返し、歩けなくなるほどだ。

　もともとキレイな容姿をしているが、テオに愛され、彼女はいっそう艶やかな女性となった。

　得意の刺繍をはじめ、本来王太子妃が率先してすることのない料理や裁縫にも時間を割き、テオを喜ばせようと試行錯誤している。愛されることに慣れていなかったセレナだが、愛することにも不慣れだということに気づき、どうすればちゃんと愛せるだろうかと悩んだ。そして、思いつくままテオのために頑張っているのだ。

　ただ、結婚するまで騎士団で体を動かすことが多く、女性としての自分を磨くことに怠惰だったせいか、具体的にどうすればテオを喜ばせられるのか、よくわからない。

　時間の許す限り手料理を振る舞っているが、それは日常生活のひとつであり、物足りなさを覚えている。政務を手伝おうと執務室に顔を出しても、追い出されてしまう。

『セレナが近くにいると、ソファに押し倒して抱きたくなるから来ないでくれ』

　切なげにそう言われれば、照れて返す言葉も浮かばない。

　どうすればテオの役に立つのだろうか、そして、どう愛すればテオに喜んでもらえるのだろうか。

　結婚までに、恋愛のいろはをもう少し学んでおけばよかったと、つくづく思っている。

　そんなセレナを見かねたラーラは、たまたま王宮を訪れたソフィアにそのことを相談した。自分の立場を顧みず愛する男性との結婚を果たしたほどの情熱家であるソフィアなら、セレナにいいアドバイスができるのではないかと思ったのだ。

　そして、ソフィアがいざセレナと会ってみれば……。

『どうすればテオ殿下を喜ばせることができますか？』

　心もとなげに尋ねられ、ソフィアは心の中で『セレナ様と結婚できただけで生まれてきた甲斐があったと喜んでいるテオ殿下をこれ以上喜ばせるなんて、無理でしょ。そのことに気づいていないセレナ様はどれほど鈍いのかしら』と思った。

　とはいえ、セレナを自分だけのものにしようとするテオの執着じみた強い愛情、というよりも過度な束縛。そしてどんな危険からもセレナを守ろうとしている、というよりもテオ以外の者との親密な付き合いにいい顔をしない独占欲。

　周囲から見ればため息が出そうなテオの行きすぎた愛情をさらりと受け入れ幸せそうに笑えるセレナは意外にたくましい女性なのかもしれないと、ソフィアは感じている。

　彼女に足りないのはきっと、存分にテオを愛する図々しさだろう。両親からの愛情に恵まれなかったという過去を考えれば仕方がないのかもしれないが、今はテオだけでなく国王夫妻、そして王宮で働く者たち皆がセレナを大切に思っているのだ。もちろん、ソフィアもセレナが大好きだ。それを自覚して、自信を持ってほしい。

　責任感が強く、困っている者を見捨てておけないソフィアは、セレナがテオに自分の愛情を迷うことなく伝えるための手助けをしようと、決めた。

　そして今日も王宮に顔を出し、セレナに自信をつけてもらおうとしているのだが、結婚の準備が忙しいというのに事あるごとにソフィアを訪ねてくるアリスがその事情を知れば、その後の展開は簡単に予想できた。

『テオ殿下の愛人だと噂されていた私も、なにかの縁です。協力します』

　面白半分、そしてセレナへの愛情半分。アリスもソフィアと共に王宮についてきた。しかも強引についてきただけではなく、事前の準備も万端で、アリスはあらゆるものを馬車に積み込んでいた。

　そして、王宮のバラ園の奥にある東屋に三人で集まっているのだが、アリスが侍女たちに運ばせたものを前に、セレナは圧倒されていた。

『テオとふたりで楽しんでください』と言っては飲み口のよさでごまかされた度数の高いお酒をずらりと並べたかと思えば、遠い国から取り寄せたという媚び薬やく交じりの香水を見せ、ふふふと笑う。

　他にもあらゆるものが東屋の中央のテーブルに並んでいるが、セレナはただそれを見つめるばかりだ。

「どれもこれも、あやしいものばかりね」

　呆れたように呟くソフィアの横で、セレナもコクコクと頷いた。

「だったら、これはいかがでしょう？　テオ殿下が大喜びすること間違いなしです。もしかしたら鼻血を出してベッドにうずくまるかもしれませんけど」

　じゃーん、とばかりにアリスが見せたのは、手の込んだ模様のレースで作られたナイトドレスだ。よく見れば真っ白なレースの中にはところどころ淡いピンクの小さなリボンが縫いつけられていて、とてもかわいらしい。

　アリスは立ち上がり、両手でそれを自分の体に当て、体を揺らした。

「セレナ様にきっとお似合いです。ふふっ。私はこれの赤を愛用しているんですが、結婚してからいい仕事をしてくれそうで、楽しみなんです」

　アリスは意味ありげに笑うと、セレナの手を取り立たせた。

「セレナ様と私は体型がよく似ているので、合うのではないかと思って用意したんですが……」

　アリスはセレナの胸にナイトドレスを当て、「やっぱりお似合いです」と言って満足そうに笑った。

「これって、えっと……薄すぎるんじゃ……」

　セレナはアリスから受け取ったナイトドレスを体に当てたまま、弱々しく呟いた。

　白いナイトドレスは薄いレース素材の、ノースリーブのワンピースだ。胸元が大きく開き、鎖骨がすっきりと見えそうだ。腰の辺りで切り替えられたスカート部分はふわりと広がっていて、何枚か重ねられたレース地が波打っている。

「かわいいし……手の込んだレースが使われていて素敵だけど。胸が透けちゃいそうで、ちょっと無理です」

　スカート部分と違い、たった一枚のレース地で仕立てられている胴体部分。着れば絶対に肌が透けて見えると思い、セレナはナイトドレスをアリスに差し出した。

　けれど、アリスは「薄いからこそ、いいんじゃないですか」と笑いながら、座っていた椅子に再び腰かけた。

「もう……こんなの無理」

　セレナはまじまじとナイトドレスを見ながらため息をついた。

　テオと結婚した時、あまりにもかわいく、それでいて布地が少なすぎるナイトドレスを着せられたが、その時以来の恥ずかしさだ。

　ナイトドレスは『脱がせる楽しみを夫婦揃って味わうためのもの』と言われているが、ベッドに入るまでの夫婦の時間をドキドキとした潤いのあるものにするためのものでもある。

「でも、やっぱり恥ずかしい……」

　たしかにナイトドレスは甘い夜を過ごすための貴重なアイテムかもしれないが、テオとセレナに限っては湯あみの後、軽くお酒を飲みながら互いの体温を近づけ、視線を絡ませ合うだけで極上の時間が始まるのだ。今さらナイトドレスに頼らなくても、ときめきも甘さも十分感じているから大丈夫だと、セレナは唇を引き締めた。

「アリス、私はこんなのなくても大丈夫。ちゃんとテオが毎晩……」

『抱いてくれますから』と口にしそうになったが、それはあまりにも恥ずかしく、慌てて口を閉じた。

　すると、セレナとアリスのやりとりを見ていたソフィアがクスクス笑いながら声を上げた。

「テオ殿下はセレナ様がなにを着ていても、まあ、なにも着なくても、セレナ様を一晩中抱いてくださいます」

「そ、それは、その……その通りですけど」

　耳まで顔を赤くしうつむくセレナの姿に、ソフィアとアリスは顔を見合わせ、笑った。

　それほど華美ではないがふわりとした淡い紫色のドレスを着ているセレナは愛らしく、両手を頬に当て照れている姿は抱きしめたくなるほどだ。

「セレナ様、照れることはございませんよ。なにを隠そう、私も毎晩……ちゃんと愛されておりますからね」

　いつの間にかセレナの隣に立っていたソフィアが、セレナの顔を覗き込んだ。

「結婚して五年以上経ちましてもそうですからね。セレナ様はまだまだこれからテオ殿下の思うがまま……いえ、失礼いたしました」

　温かなまなざしでセレナを見つめるソフィアに続き、アリスもセレナの腕に手を置き口を開いた。

「このナイトドレス、素敵だと思うんです。背中のボタンがなかなか簡単に外せなくて、もどかしいのがたまらないみたいです」

　ナイトドレスのボタンを指さし、アリスが頷く。

　背中に縦に並んだふたつのボタンはいびつな形をしていて、表面もでこぼこしている。

「私を抱きたくてたまらないのに、このボタンを無事に外すまではお預けだと言われれば、いっそう燃え上がるようですね」

「燃え上がる……」

　アリスの言葉に、セレナがピクリと反応した。

「そうなんです。素直に『愛してます』と言うのも大切ですけど、ほどほどに焦らすことも重要なんです。愛されるばかりでなく、自分から夜の時間を濃密なものにする努力をしなければ……。たかがボタン、されどボタンですよ」

　ニヤリと笑って肩をすくめるアリスの言葉に、セレナはまじまじとボタンを見つめる。

　木を細工して大きめに作られているボタンは小さめのボタン穴にきっちりと収まっている。両手を使い時間をかけなければ外せないだろう。テオならイライラして破ってしまいそうだ。

「実はかなりの人気商品で、ソフィア様も愛用されているんですよ。それも、黒ですよ、黒」

　アリスの弾んだ声に、セレナは思わずソフィアに視線を向けた。いつも落ち着いていてしっかりしているソフィアが愛用しているとは思ってもみなかった。

「ええ。黒だけでなく、白も持っていますよ。毎晩、旦那様がどちらがいいかお決めになるんです。……それに、赤も注文していて明日あたり、届く予定です」

　セレナは平然と話すソフィアと、目の前にあるナイトドレスを交互に見る。そして、「赤もかわいいかも」とポツリ呟いた。

「赤がよければ、屋敷に戻ってすぐにお届けします。各色あと三着ずつ備えておりますのでお任せください」

　アリスは強い口調でそう言うと、セレナの腕を掴んだ。

「あ、でも、やはり……」

　透け素材のナイトドレスは恥ずかしいし照れくさい。けれど濃密な夜を演出する努力が必要だと言われ、セレナは悩む。

「清楚な白もお似合いだと思いますし、小悪魔演出できる黒も時にはいいスパイスになります。情熱の赤を着ればテオ殿下の愛情はいっそう高まるでしょうし。とりあえず、三色とも試されてはいかがです？」

　まるで国の将来を左右する重要案件を決裁するようなソフィアの真面目な声につられて、セレナは重々しく頷いた。




　その後、東屋から王宮に戻る途中、セレナはバラの花を摘み、大切に持ち帰った。

　パープルがかったピンクのそのバラは、豪華なシャクヤク咲きで香りも強い。形が崩れないよう籠に詰め、何度もその香りを確認した。

「うん。間違いない」

　結婚式の日の夜、テオが自ら選び、湯に浮かべてくれたバラは、この香りだった。

　この香りと、あのナイトドレス。両方の力をまとい、テオを一生懸命愛して楽しませよう。アリスのアドバイスを受け入れ、今夜は白を着ることにしたが、明日には赤と黒も持ってきてくれるし。

　籠の持ち手を両手でぎゅっと握りしめズンズンと歩くセレナに続き、ソフィアとアリスも並んで歩く。

「王宮に忍び込んで、テオ殿下がデレデレになった顔を見たいわ」

「アリスならやりかねないわね。でもダメよ。テオ殿下にばれたら王宮への出入りを禁止されちゃうわよ」

　声を潜め、ソフィアがアリスに言い聞かせる。

「ですね。だったら、早速明日、黒と赤のナイトドレスをお持ちして、探りを入れてみます」

「まあ、どうなるか、想像するのは簡単ね」

　ふたりはテオが骨抜きにされた姿を想像し、笑った。

　その時、少し離れて歩くセレナは、庭の向こう側にある厩舎に視線を向けた。

　騎士たちとの訓練を終えた馬が体を洗ってもらい、餌を食べている時間だ。

「ベスは元気かしら……」

　しばらく会っていない愛馬を思い、セレナは顔を歪めた。いななく声だけでも聞きたいが、距離があり無理なようだ。

　王宮に向かいながら、ベスのキレイな毛並みや透き通った瞳を思い出す。

「会いたいけど……なんの心配もなく会えるのも悲しい……」

　小さな声で呟いたセレナは、手を腹部に当て、唇をかみしめた。そして、気持ちを切り替えるように籠の中のバラを一輪手に取り、その香りを楽しんだ。




　その夜、ソフィアとアリスの予想通り、テオはセレナのあまりにも色気のある姿に立ち尽くしていた。

　セレナと共に湯あみを終えた後、少し仕事が残っていると言って執務室に行ったのだが、寝室に戻ってみれば落ち着かない様子でセレナがベッドに腰かけていた。

　もじもじと体を揺らし、テオと目が合ってもふいっと視線を逸らす。

　その様子に首をかしげ近づいてみれば、その魅惑的な姿に気づき、思わず立ち止まったのだ。

「ま、待て。俺は王太子だ。国民を守り導く立場のオトコだというのに、なんだこれは。今すぐなにもかも忘れて、愛する妻とふたりきりになれる場所で思う存分抱きしめて、俺の愛をこれでもかとぶち込んで……いや、ぶち込むってのは、違って……」

「テオ？」

「い、いや。セレナが気にすることはないっていうか、気になるっていうか」

　テオは早口で言葉を続けるが、まったく意味をなさない。

　セレナのナイトドレス姿はいつもかわいらしく、肩ひもをするりと外すことが夜の楽しみのひとつなのだが、レース素材に違いないふわりとしたこのナイトドレスは格段に色っぽく、目が離せない。

「セレナ、もしかして存分に抱いてくれと言っているのか？」

　気持ちを立て直し、ようやくセレナの横に座ったテオは、興奮した体を落ち着かせ、セレナの体を抱き寄せた。そのままベッドに押し倒したくてたまらないのだが、セレナがここまで露出を意識したものを身に着けるのは、なにかあったに違いないと思い、気持ちをぐっと強くする。

「今すぐ抱きたくてたまらないが、これだけは言っておく。このかわいい姿を見せるのは俺だけにしろ。俺の大切な胸が見えそうだ……まあ、見えそうで見えないが」

　仕立てた職人の腕がいいのか、レースに施されている模様が両胸を上手に隠し、谷間は見えるが膨らみの部分はちゃんと隠れている。その微妙な加減がテオの欲をさらに高める。

「見えないですよね。さっき、湯あみの後でラーラにも確認してもらったんですけど、だけどやっぱり心もとなくて……。ソフィアさんもアリスさんも着ているっていうから私も……と思ったんですけど。やっぱり似合ってないですよね」

　膝の上に置いた手をぎゅっと握りしめ、セレナは震える声で呟く。アリスに勧められた時にはこれを着てテオを喜ばせようと思ったが、いざこうしてテオの前にいると恥ずかしすぎて体中が熱くなる。

　上半身を薄いレース一枚で覆っているとはいっても、それはなにも身に着けていないのと同じ感覚。背中のボタンでテオを焦らそうと企んでいたが、そこにたどり着くまでに死にそうだ。

　やはりいつものナイトドレスに着替えようかと悩んでいると、テオの手がするするとセレナの体を撫で始める。太ももから胸に上がった指は、レースの上から膨らみを探り、とどまる。何度か上下に動かした後、ぎゅっと掴んだ。

「あっ……」

　不意に感じた刺激に、セレナの口から声が漏れた。ただでさえ恥ずかしさでどうにかなりそうだというのに、こんな声を出してしまうなんて。

　セレナは体をよじって刺激から逃げようとするが、テオの手はさらにセレナを抱き寄せて離さない。それどころか唇を合わせ胸だけでなく口の中にまで熱を与え始めた。

「は……あ……」

　舌を求められ、それに応じるように絡ませれば、テオの口からも喘ぎ声が漏れた。

　部屋に響く息遣いが次第に大きくなり、セレナの手がテオの背中に回された時。

「こんなもの、誰が考えたんだ……」

　セレナの耳元に、焦るテオの声が聞こえた。

　ソフィアとアリスが言っていた通り、テオが背中のボタンを外そうとてこずっている。セレナを抱きしめたまま外すのは難しいのか、何度か舌打ちした後、突然セレナの体をうつぶせにして横たえた。

「じっとしてろよ」

　テオは大きく息を吐き出して気持ちを落ち着けると、興奮して震える指先を慎重に動かした。

　ひとつ、ふたつ。ゆっくりと指を動かして、ボタンを外した。

「も、もう外れたの？」

「ああ。俺にかかればあっという間だ」

　そう言うが早いか、テオはさっさとセレナからナイトドレスを脱がせ、続いて自分も裸になった。そしてセレナの背中に唇を這わせながら、さっきまでレースで隠れていた胸の先端を指先でぎゅとつまんだ。

　テオの大きな手で触れられた場所がどんどん熱くなる。そして、刺激を与えられた場所以外も熱を帯び始め、セレナは恥ずかしさを堪えたまま潤う場所を意識する。

「あっ……テオ、い……い」

　テオの顔が見たくて顔を後ろに向ければ、その気持ちが伝わったのかテオが唇を重ねる。リップ音を何度も響かせ舌を絡ませ合ううちに体から力が抜け、セレナの体はシーツの上に崩れ落ちた。

「セレナ……大丈夫だ。無理して俺を喜ばせようとしなくてもいい」

「テ、オ……？」

　今もテオの指先がセレナの潤いを探るように動いていて、体がびくびく震える。

　すると、テオは突然セレナの体をくるりと回し、仰向けにした。セレナの目の前に、真剣な表情を浮かべたテオの顔があり、驚いた。

　セレナを抱く時にいつも見せる、激しい感情を隠そうとしない瞳がそこにはない。セレナの感情を探るように、小刻みに揺れている。

「俺は、セレナが俺を愛してくれれば……こうして側にいてくれるだけでいいんだ。単純だろ？」

　低く思いを込めた声でテオはそう言った。そして、セレナの顔の横に両手を突き、自分の体の下に閉じ込めた。

「今夜のナイトドレスも似合っていたし、俺の好みだったけど。それに、たまにはあんな格好もいいけど」

「どうしたの……？」

　突然話し始めたテオに、セレナは戸惑った。

　体のあちこちに感じたテオの唇と指先の刺激がなくなり、中途半端に燃えていた体はもっと強い刺激を求めている。その想いを伝えるようにテオの首に両手を回して引き寄せ、唇を重ねた。

　想いを口に出すのは恥ずかしくて、こうするのが精いっぱいだ。いつもなら、この後テオはセレナの思いに応えて抱いてくれるのだが、今日のテオは違った。

「頑張らなくていいんだぞ。俺の隣で幸せでいてくれればそれでいいんだ」

　今にも鼻先が触れ合いそうな近い距離で、テオはそう言うが、その言葉はこれまで何度も聞かされている。セレナは密かにその言葉を楽しみにしているのだが、今聞いた言葉は普段のものとどこか違う感じがした。ひたすらセレナを甘やかし、新婚夫婦の戯れを楽しむような声音ではないような、そんな気がした。

「どうか、したの？」

　不安に感じたセレナは、小さな声で問いかけた。注意してテオの顔を見れば、やはり普段ベッドで見る顔とどこかが違う。

　なにかを伝えようとしているのだろうか。

「俺は、セレナがいないとダメになる。王太子どころかひとりの男として生きることすら無理だ」

「え、あの……」

　生きることすら無理だと言われ、病を患っているのだろうかと不安でいっぱいになった。このところ、テオは公務に追われ、ゆっくりと体を休める暇もない。

「ど、どこか悪いの？　それとも痛い？」

　テオのこととなると冷静さを失うセレナは、動揺した声を上げた。せっかく想いを伝え合い幸せな日々を過ごしているというのに。ひとりになるなんて嫌だ。

「は？　大丈夫だ。先週、医者に診てもらっただろ？　セレナの作る栄養満点の料理のおかげですこぶる健康らしい」

「じゃあ、どうして急に……」

　テオの不可解な様子が理解できず、セレナは不安げに目を細めた。

「健康なら……元気で私と一緒にいてくれるだけで。それだけでいいの。お仕事は忙しいと思うけど、体調には気をつけてほしいです」

　テオが健康だと知って、とりあえずホッとしながらも、不安は心に残り、セレナの口調は少々厳しい。

　テオは何度か頷くと、セレナの頬を撫でながら口を開いた。

「俺だって、同じ気持ちなんだぞ。セレナがいるだけで幸せだ。こうして毎晩抱き合える時間があるから、面倒な公務もこなせるんだ」

「私も、テオがいるから頑張れる。これからも、もっと……」

「セレナは十分頑張っているだろ？　これ以上頑張りすぎなくていい。なにもかも自然に任せよう。だから俺を信じろ。俺がセレナを手放すことはない」

　力強い声がセレナの胸に響いた。目を大きく開き、テオを見つめる。

　ここ最近セレナの胸に巣くっている不安に、テオは気づいていたのだろうか。

　セレナは戸惑いながらテオの言葉を待った。

　テオはふっと息を吐き、セレナを気遣うように彼女の額にキスを落とした。

「昔から、ベスに悩み事を打ち明けているだろ？　最近はかなり多いが」

「え？」

　テオの思いがけない言葉に、セレナは瞳を揺らした。

　まさか、見られていたのだろうか。テオに愛されていないと苦悩し、両親との関係に落ち込んでいた頃、そして今でも、セレナはベスの温かさに触れながら悩みを聞いてもらっているのだ。

「まさか、聞いてました……？」

　恐る恐る聞いてみれば、テオはくすりと笑った。

「何度か、聞いた。執務室から戻っても部屋にセレナがいない時、決まってベスの所にいるんだ。楽しい話をしている時もあれば、悩み事相談をしている時もあった」

「あ……あの、それは。ち、違います。悩みなんて、ないですから」

　セレナは慌てて否定した。

　テオは起き上がると、続けてセレナを抱き寄せ、膝の上に乗せた。

　突然の動きに、セレナはなされるがままに身を任せた。

「最近、セレナがベスの元に行くのは、決まって〝月のもの〟が訪れている時だな」

「……は、はい。でも、それは……」

　予想もしていなかった言葉に、セレナは戸惑った。

　どうして今そのことを口にするのだろう。それに、そのことにテオが気づいているとは思ってもいなかった。

「月のものが来るたび落ち込むセレナに気づかないほど、俺は冷たい夫ではないぞ？　それに、落ち込む気持ちを誰にも見せず、ベスに打ち明けていることも知ってる」

「そんな……」

　セレナは目の前にあるテオの顔をまじまじと見た。

　月のものが来るまで、もしかしたら懐妊しているかもしれないと期待し、厩舎にも近づかないようにしている。ベスだけでなく他の馬に蹴られることでもあれば大変だからだ。しかし、ここ最近、月のものが来るたび懐妊できない自分に落ち込みベスの元へと駆け込んでいた。

　これだけ毎日テオに抱かれているというのに、未だに懐妊の気配はなく、焦りばかりが募っていく。

「セレナに早々の懐妊を望む言葉を口にする王族や諸侯たちがいるのもたしかだが。もしもこのまま子宝に恵まれなくても王族の誰かが王位を継げばいいし、状況が許せば兄さんの子供を養子に迎えてもいい」

「そんな……。お姉様から大切な子供を取り上げるなんてできません。今もお腹の赤ちゃんに毎日話しかけて、生まれてくるのを心待ちにしているのに」

　セレナは荒々しい声でそう言うと、我慢できず涙をこぼした。

「お、お姉様、とても幸せそうで。アメリアに教わりながら赤ちゃんのおくるみを編んでいて……あまり上手じゃなかったけど、一生懸命編んでいて、愛情がいっぱいで。お姉様も楽しそうで……」

「セレナ……」

　それまで隠していた想いは、一度口にすれば流れるように溢れ出る。

　クラリーチェが懐妊し、お祝いを手にテオとランナケルドを訪ねたのは先月のことだ。膨らみが目立ち始めたお腹をいたわりながらカルロに寄り添うクラリーチェはとても美しく、晴れやかだった。

　後継者を産まなければならないプレッシャーからほんの少し解放され、無事に出産を終えられるよう気遣う姿はたくましくもあった。

　セレナは笑顔を作り祝いの言葉を述べたが、その日以来、セレナを心配したラーラがソフィアに相談するほど頑張り始めたのだ。

　どうすればテオを喜ばせることができるだろうか。そして、どう愛せばテオの心をつなぎとめられるだろうかと悶もん々もんと悩み、ひたすら料理を作り、テオのために身だしなみを整えた。

　懐妊できなければ、王太子妃として、そしていずれは王妃としての義務が果たせない。そんなふうに勝手に落ち込み暴走するセレナをテオは見守っていたが、そろそろ限界かもしれないと感じていた。テオはセレナの体を抱きしめ、赤ちゃんをあやすように体を揺らした。

「セレナの料理はうまいし、毎朝手渡してくれるハンカチのキレイな刺繍は俺の自慢だ。それに、さっきのナイトドレスだけでなく、なにを着ても美しい妻を手に入れた俺は最高の幸せ者だ」

　セレナの耳に、くすぐったいほどの甘い言葉が続き、セレナは顔を赤らめる。

「俺もセレナも元気で一緒にいられればそれでいいし、悩むことはないんだ。それに、ベスに悩みを打ち明ける前に、俺を信用してなんでも話せ」

「テオ……」

　テオの拗ねたような声に、セレナは口元を緩ませた。そして、テオの胸に体を預け心地よい温かさに浸る。この場所が、一番安心できる。

「セレナが俺以外の男と視線を交わすだけでも腹立たしいのに、まさか馬のベスにまで嫉妬するとは思わなかったぞ」

　セレナの頬に残る涙を唇ですくいながら、テオはクスクス笑い声を上げた。つられてセレナものどの奥で笑う。

「ベスは特別です。私のお誕生日にテオが贈ってくれた大切な馬ですからね」

「そうだったな。まさかセレナの愛情を奪い合うとは思わなかったが」

「そんな、冗談ばかり。私の愛情はすべてテオのものです。ご安心ください」

　セレナはテオの首に腕を回し、しがみついた。

「テオがいれば……それだけでいいんです。だから、ずっと側に置いてください。たとえ……」

　懐妊しなくても、テオの隣にいたい。愛されたい。

　セレナはその想いを口に出さず、飲み込んだ。テオの気持ちがどうであれ、この先も懐妊できなければ、どうなるのかわからないのだから。

「今、俺がなにを言っても気休めにしか思えないだろうが」

　それまでの軽い口調とはがらりと変わった落ち着いたテオの声が聞こえた。

「もちろん子供が生まれればそれは幸せなことだが、もしも恵まれなくてもミノワスターの国民の生活が変わるわけじゃない。他の誰かが王位を継げばいいだけのことだ。むしろそのほうがミノワスターをよりよい方向に導いてくれるかもしれない」

　ははっと笑うテオの表情に嘘や気休めは見えない。本当にそう思っているのかもしれないと、セレナは感じた。

「だから、これ以上ベスに悩みを打ち明ける必要はないんだぞ。そんな時間があるなら俺のことを考えろ。俺の好物を作ってもいいし、ラーラたちとバラを育ててもいい。セレナのなにもかも、俺のために使え」

　セレナの顔を見つめ力強くそう言ったテオに、セレナは再び涙をこぼした。それは決して悲しい涙ではなく、嬉しさに満ちた涙だった。

　その晩、テオの温かい体に包まれたセレナに、アリスお勧めのナイトドレスは必要なかった。

　そして、テオの側にいたいという想いだけに囚われ一生懸命だったセレナは、テオの愛情によって落ち着きを取り戻した。悩みが完全に消えたわけではないが、テオに愛される自分を大切にし、自信を持とうと決めた。

　ナイトドレスだけでなく、アリスが東屋に残したままのお酒や香水も必要ない。必要なのは、テオの側で幸せでいられる強い自分だ。

　それに気づいたセレナは、それまで以上に料理に励みテオの健康を気遣うようになった。




　王宮内に響き渡るセレナの笑い声が日常のものとなり、ミノワスターのあちこちにクリスマスツリーが飾られるようになった頃。

　セレナはテオに守られながらベスに会いに来た。

「しばらくここには来られないけど、我慢してね。それに、この子が大きくなったらベスの背中に乗せてあげてほしいわ」

　まだ膨らみが目立たないお腹を優しく撫でながら、セレナはテオと笑い合った。
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あとがき




　こんにちは。惣領莉沙です。

『寵愛婚―華麗なる王太子殿下は今日も新妻への独占欲が隠せない』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　隣国の王太子との結婚が決められた王女セレナと、セレナの婚約者の弟であり、セレナの姉との結婚が決められた王子テオとの甘々かつ溺愛のお話です。

　互いに想い合いながらも、別の人との結婚が決められて……。

　物語はそこから始まるのですが、大国と弱小国との駆け引き交じりの関係や、国を守るために娘を犠牲にしなくてはならない親の苦しみ。

　こう書けば切なすぎるお話のようですが、テオのセレナへの愛情は国の歴史をも動かし、幸せのために突っ走る強さに「おーっ」と声援を送りたくなるような、そんな物語になっていると……いえ、そうなるように書いたつもりですが……。

　セレナを一途に愛するテオの頑張りを楽しんでいただければと思います。




　今回、初めてのファンタジーです。担当様にお会いした際に「ファンタジーを書いてみませんか？」と言っていただき、気軽に頷いてしまいましたが、そこからが大変でした。服装や髪型もわからないことだらけ。資料を集めては悩みに悩みました。

　そんな執筆中、私を優しすぎる褒め言葉で後押ししてくださった増子さん、ありがとうございました。しばらく忘れていた、新しいことにチャレンジする楽しみを思い出すことができました。

　編集協力のヨダさんもありがとうございました。今回も鋭いご指摘をいただき、勉強させていただきました。

　そして、三度目の素敵なご縁をいただいた八千代ハルさん、素晴らしいカバーイラストをありがとうございました。イメージ通りのセレナとテオは、一生の宝物です。




　最後になりますが、携わってくださった皆様、そして、なにより読者様、これからもよろしくお願いいたします。

　このご縁が末永く続きますよう、いっそう精進いたします。





惣そう領りょう莉り沙さ
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